















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第零れい回　北の大地









　万ばん里りの長ちよう城じようを越こえた北の大地では、北方の騎き馬ば民族連合軍団と、亜あ人じんの大軍団が激げき闘とうを繰くり広げていた。草原は一面の雪に覆おおわれている。見み渡わたす限り、白銀の世界だった。真世界の大地が急激に冷えている。呂りよ布ふ──ヒルデガルドは、故郷のスウェーデンの風景を不意に思いだしていた。やがて、中ちゆう原げんも黄こう河がも雪と氷の世界になる。

　かつて南匈きよう奴どの長老たちから草原を追われて漢かんの領土内へと亡命していた於お夫ふ羅らが、信じがたいものを見ている、と声を漏もらしていた。

「……北の世界に生きてきたあらゆる騎馬民族、遊牧民族が……匈奴も、その宿敵だった鮮せん卑ぴも、烏う桓がんも、ともに亜人軍団と戦っている……それほどに兵力差は圧あつ倒とう的だ……そして、世界を覆い尽つくしているこの雪と氷……」

　つまり、北方の遊牧世界は草原地帯とともに滅ほろび去ろうとしているということだった。

　漢王朝だけではない。大陸世界の人間すべてが今、猛もう然ぜんと南下してきた亜人に駆く逐ちくされようとしている。亜人たちもまた、冷え続ける北の果ての故郷から生き延びるために押し出されてきているのだ。

「まだ中原の統一は果たされていない。やっと曹そう操そうが青せい州しゆう黄こう巾きん賊ぞくを吸収したばかりだ。ここで亜人軍団をいったん押しとどめなければ、時間切れになるね。きみになら、できる。世界を救う英えい雄ゆうになる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だよ、呂りよ奉ほう先せん」

　趙ちよう雲うんこと冬とう馬ま由ゆう莉りが「ふふ」と微笑ほほえむ。その手にはすでに、宝貝パオペエ・涯がい角かく槍そうが構えられていた。

「き、騎馬民族軍は、と、統制が取れていない。ち、張ちよう遼りよう。趙雲。於夫羅。八健将たち。これより騎馬民族軍団に加勢し、亜人軍団を北へと退かせる。なんとしても万里の長城の北で、亜人の南下を防ぎ止める──！」

　呂布の号令一いつ閃せん。

　呂布率いる五ご原げんの騎馬軍団、於夫羅率いる匈奴の騎馬軍団が、雪の草原へと突とつ入にゆうする。

「ちょ、張遼。魁さきがけを頼たのむ。正面に亜人軍の先せん鋒ぽう隊を引きつけ、十分持たせてほしい。その間に私が左手へ、趙雲が右手へ回り込み、これを包囲殲せん滅めつする。於夫羅は、戦場に展開している騎馬民族連合の長たちにわたりをつけて連れん携けいを」

「はっ！　御ぎよ意いです、ご主君！　『遼来遼来』開放！　制限時間が来るまでは無敵の盾たてとなって亜人の群れを打ち払はらいます！　ご武運を！」

「私には白はく龍りゆう駒くという宝貝馬がいるが、呂布、きみは赤せき兎と馬ばを関かん羽うに貸している。だいじょうぶかい？」

「も、問題ない、趙雲。方ほう天てん画が戟げきがあれば、呂布は無敵だ──！」

「俺は各部族の単ぜん于うたちに話をつけてくる。鮮卑単于の軻か比び能のうが、リーダー格だろう。この窮きゆう地ちだ、すぐに束ねられるはずだ。俺に従ってきた匈奴の騎馬隊は、ご主君、あなたに率いていただく」

　ここに、複数の部族・軍団が入り乱れての激闘が繰り広げられた。

「遼来遼来！　この張ちよう文ぶん遠えんが来たからには、長城は抜ぬかせん！　精兵百騎き、私とともに草原で散れ！」

「呂奉先、参る──！　亜人兵を撃げき破はし、亜人を生みだし続けている北の果ての『穴』へと到とう達たつする──！」

「私の固有スキルは亜人相手には役に立たないな。だが、涯角槍ならば亜人の鋼鉄レベルの装そう甲こうをも貫かん通つうするさ……趙ちよう子し龍りゆう、見参」

「ほう。みな、真世界での名乗り方を忘れているらしい。異世界では、そのように名乗るのか。匈奴の民たちよ！　俺は戻もどって来た！　真の匈奴単于、於夫羅である！　敵兵は圧倒的な数だ。勝手に暴れていては勝てぬ！　わがご主君、呂布奉先の指揮に従って陣じん形けいを整えよ、諸部族が連携して亜人の群れを押し返すのだ！」

　亜人の大軍に押され続けていた騎馬民族連合軍は、突とつ如じよとして万里の長城から現れた加勢を見て勢いづいた。かつて後こう継けい者しや争いに敗れて南匈奴から追放された流る浪ろうの単于・於夫羅が、異世界から召しよう喚かんされた封ほう神しん英えい傑けつたちとその精兵を引き連れて帰き還かんしてきたのだ。

「「「単于の帰還だ！」」」

　烏桓大人の、蹋とう頓とん。

　南匈奴単于を継ついでいた、卜ほく骨こつ都と侯こう。

　鮮卑大人の、軻か比ひ能のう。

　もはや蹂じゆう躙りんされるまで戦うのみ、と死を決して各部族を率いていた大人（＝王＝単于）たちが、於夫羅の勇姿を見つけ、そして、思わず雄お叫たけびをあげていた。

　亜人軍団は数で押す一方で、戦術らしきものはない。圧倒的な数、そして個々の戦せん闘とう力と防ぼう御ぎよ力の高さをもって相手を蹂躙する。その動きは、蝗いなごの襲しゆう来らいにも似ている。

　これに対して、急造の騎馬民族連合軍も、連携が取れずにめいめいに戦っていた。今までは互たがいに仇きゆう敵てき同士として紛ふん争そうを続けてきた彼らが、いきなりひとつの集団として動けるはずもなく、統率できる者もいなかった。しかも、南下に南下を重ねて「万里の長城」を背後に回した今、得意の機動力を封ふうじられていた。

　全ぜん滅めつは必至と思われていたところに、於夫羅が封神英傑と新手の騎馬軍団を率いてやってきたのだから、彼らの戦意は否いや応おうなしに上じよう昇しようした。

「蹋頓！　卜骨都侯！　そして、軻比能！　もはや、草原の民同士で戦っている場合ではない。封神英傑は、異世界から真世界を救うためにやってきた勇者たちだ。彼らは、亜人と戦える力を与あたえられている。漢人とわれらを差別することもない。漢人と、そして彼ら封神英傑とともに戦うのだ。亜人を打ち払うのだ。ともに、異世界を生きる『人間』として──！」

「おおっ、心得たり！　烏桓族は、呂布奉先に従おう！　この蹋頓は、かの金色に輝かがやく髪かみを持つお方こそを、われらの盟主と認める！」

「単于争いはこれまでだ、於夫羅！　俺は見ての通り、部族を護まもれなかった。貴様が南匈奴の王だ──！」

「鮮卑の全部族も、呂布さまのもとで戦うことを誓ちかおう！　よくぞ中原より北の大地へと来てくれたな、於夫羅よ！」

　ここに、騎馬民族たちが一丸となった。

　先鋒として突とつ出しゆつした張遼と百名の騎馬兵が無数の亜人の大軍を一手に引き受けて無む双そうの活かつ躍やくを見せている間に、呂布と趙雲率いる騎馬隊はそれぞれ、左右から怒ど濤とうの速度で迂う回かいして、張遼を追ってきた亜人の群れを挟きよう撃げき開始。

「──方天画戟──！」

「……涯角槍」

　二人とも、騎馬隊の先頭に立って、一気に亜人たちを薙なぎ倒たおしていく。

「なんだ、あれは……!?」

「われら亜人を、まるで子供扱あつかいとは!?」

「金色の髪。碧あおい瞳ひとみ。あれは、封神英傑という奴やつだ！」

「青州・冀き州しゆうへ侵しん入にゆうした饕とう餮てつさまたち亜人四し凶きようを壊かい滅めつさせたという、あの……？」

「連中は漢を、中原を統一するために戦っているはず？　なぜ、万里の長城を越えてきた!?　馬ば鹿かな!?」

　包囲された亜人軍団は、三方から激しく攻せめ立てられた。想定外の封神英傑たちの出現と、未経験だった包囲殲滅戦術に塡はめられた衝しよう撃げきとで、一気に前線が崩くずれた。なにしろ亜人たちにとって不幸なことに、突入してきた封神英傑が、呂布、張遼、趙雲という一いつ騎き当とう千せんの武力特化型英えい傑けつの揃そろい踏ぶみだった。最強の亜人の王・饕餮が不在の今、とても個の武力で対応できる相手ではない。総そう掛がかりで討ち取ろうとしても、それぞれの封神英傑が精強な騎馬兵を率いている。しかも百人の騎馬兵が、一個の生物として、一体の兵士として動く。亜人にはできない、人間の軍団の戦い方だった。軍師不在、戦術家不在の彼らは、なすすべを知らず、色を失って逃にげた。

　残る退路は、背後の「北」方向のみ。だがその北からは、亜人軍団の第二陣じん、第三陣が進軍してくる。互いに指揮官不在の亜人軍団は、その数のために、大混乱となった。前進してくる亜人たちと、退たい却きやくする亜人たちとが、互いにぶつかり合い次々と倒れていく。

　後は、同士討ちにも等しい惨さん劇げきが繰り広げられるのみだった。

　亜人軍団は、大壊かい乱らんした。

　大地の裂さけ目や河へと殺さつ到とうし、転落していく者も多数。

「……こうなると、途と方ほうもない大軍であることが足あし枷かせとなる……た、大陸の戦いくさらしい光景だ。勝ったな」

「はっ！　亜人四凶がまだ再生されていなかったことが、幸いでした。饕餮がこの大軍団を率いていれば、われらの勝機はゼロでした。ただちに北へ急行したご主君の判断が正しかったのです」

「張遼。敗走する亜人軍団を追いながら、すぐに北へ。北の果てへ。亜人が生じるという穴を塞ふさいで、饕餮の復活を阻はばむ」

　呂布ことヒルデガルドが決行した乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆうは、成功した。五原兵や匈奴兵といった練度の高い騎馬兵を率いてきたことが、成功の要因だった。於夫羅が、戦場で騎馬民族たちと即そく座ざに同盟を結んだことも大きい。はじめて統制が取れた騎馬民族連合軍は、実数以上の力をもって、亜人軍団の追つい撃げきへと移っていた。

　烏桓族を率いる蹋頓。

　匈奴族を率いる卜骨都侯。

　鮮卑族を率いる軻比能。

　北方の「王」たちが、次々と呂布の前に駆かけつけると、下馬して頭こうべを垂れた。

「白きお方。金色に輝く姫ひめ君ぎみよ。礼を申します」

「氷の世界より来られたあなたさまこそ、北の世界を統すべるに相応ふさわしいお方」

「どうかわれらの世界を、お護りください。草原の民にとっては、力こそが正義。いかなる言いつけにも従います」

　呂布は、「や、休むことなく北の果ての大地の裂け目、亜人を生みだす穴へと行軍を続ける」と「王」たちに告げた。饕餮が再生するよりも早く、到達する。そのためには、亜人軍団が壊乱し敗走している今、全速力で北上するしかないのだ。

（と、饕餮が再生すれば、私は勝てるかどうかわからない。私の精神に混じっている正史英傑・呂布の感情が、私の戦士としての集中力を削そげば、またしても敗北する）

　こんどこそ饕餮を一いつ騎き打うちで倒したい、それでこそ真の「呂布」、真の「国士無双」になれるという武人としての意地もある。だが、今は個人的な感情を優先している場合ではなかった。今や、異世界すべての人間の運命が、呂布＝ヒルデガルドの双そう肩けんにかかっている──。

「すまない。私はこれまでだ、呂布。劉りゆう備びくんとの通信が途と切ぎれた──泰たい山ざんを下りて琅ろう邪やへ向かっていく途と中ちゆうで、ぷっつりと。異常事態だよ。劉備くんの身に、なにかが起きている」

　趙雲が、「中原へ引き返す」と呂布に伝えていた。

「わが旦だん那な様が？　まさか、え、袁えん帝ていグループの陰いん謀ぼうに巻き込まれたのか？」

「きっとね。例の玉ぎよく璽じ騒そう動どう以来、袁帝グループは機能不全状態だ。社内の派は閥ばつ抗こう争そうを真世界に持ち込んだまま、自じ浄じよう能力もなく政治闘とう争そうを続けているみたいだからね。司し馬ば懿いが蠢しゆん動どうして、曹操と袁えん紹しようとを『官かん渡との戦い』に突入させようとしているのかもしれない。その渦か中ちゆうに劉備くんは巻き込まれたのかも」

「……まさか旦那様が、噂うわさの地下帝てい国こくへ左さ遷せん……？　だ、だが……今は……」

「劉備くんの存在も、きっとこの真世界統一の鍵かぎのひとつだよ、呂布。劉備くんなしに、諸しよ葛かつ亮りようの出しゆつ盧ろも漢王朝の再統一も不可能だと思う。つまり、彼を急いで救わなければ、われわれはこの真世界をクリアできない」

「……それは、わかる。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の主人公だからな。旦那様は、たまたま劉備玄げん徳とくに封じられたのではないだろう。劉備玄徳に相応しい器だと、封神英傑システムから認められたのだろうから。だ、だが、趙雲」

「なにをおいても、私は真の仲間を救きゆう援えんしに行かなければならないんだ。それが、趙雲子龍の生きる理由だから。それに、きみには北方の騎き馬ば民族を束ねる役目がある。彼らは、本能的にきみが『北の果ての世界』から来たことを感じ取っていて、きみを盟主として崇あがめずにはいられないようだ。北上戦の統率は、きみにしかできない」

「……止めても、無む駄だか。一騎打ちで勝ったほうの意見を採用しよう、と言いたいが……」

「それは止やめておこう。きみはこのまま軍団を率いて北へ。私は単独で袁紹領へ。ここで二手に分かれよう。きみの旦那様は必ず私が救出する。こういうパーティの途と中ちゆう分割・メンバーの途中離り脱だつって、ＲＰＧの終しゆう盤ばん戦せん直前ではよくあることだよ、ふふっ」

「わかった。行け。旦那様を、頼たのむ」

「任せてくれ。亜人四凶が再生する前に、必ず北の果てに辿たどり着いてくれ、呂布。最後までともに行けず、すまない」

「いや、いい。背中を預けられる友がいる。いいことだ──ともに、己おのれの夢を、願いをこの異世界で果たそう。趙雲子龍」

「うん。世界を救う英えい雄ゆうになるんだぞ、呂布奉先」

「真の仲間を護れ、趙雲」

　趙雲を乗せた白龍駒が、冀州へと駆けていく。

　張遼が「よろしいのですか。もしも亜人四凶がわれらの到とう達たつよりも早く再生した場合、彼女抜ぬきでは苦戦になりますが」と呂布に進言するが、呂布は──ヒルデガルドは、

「どのみち間に合わなければ苦戦になる。議論している時間が惜おしい。ここからは『運命』との戦いになる。行軍を急ごう」

　と、ぶっきらぼうに張遼に答えていた。

　ほんとうは、誰だれよりも先に水みず城き秀しゆう一いちのもとへ駆けつけたいのだ、この人は、と張遼は気づいた。その想おもいを押し殺しながら、ヒルデガルドは「世界を救う英雄・呂布奉先」になろうとしている。

　ならば、自分も張遼として呂布奉先に最後まで付き従い、ともに戦うのみ。

「了りよう解かいしました。無む駄だ口ぐちを叩たたきました。北の果てへと急ぎましょう、わがご主君」




　呂布率いる騎馬軍団は、北方の騎馬民族を吸収して、さらに北へ。

　果たして、これ以上北へと進めるのだろうか。

　自分は極ごく寒かんの地に慣れている。しかし於夫羅たちはそうではない。

　苦しい行軍になる、寒さに凍こごえて倒れていく兵士を置き去りにしていかなければならない。そのたびに心が痛む、と呂布は──ヒルデガルドは思った。

（ナポレオンも、ロシアの冬将軍に敗れた。どれほどの「力」を与えられようと、人間は自然には決して勝てない。自然とは、大地とは、すなわち「神」だ。私は幼い頃ころから、そのことを思い知らされている。そしてその大地が今、亜人を生みだし続けている。悪い予感がする）

　闇やみの中、鮮卑兵たちが「あの流氷の向こうに、亜人を生む大地の裂け目があります」と導く先に、輝くオーロラを見た。故国スウェーデンで見てきたオーロラよりもはるかに巨きよ大だいで、そして、眩まぶしい。太陽は地平線の彼方かなたへと落ちているはずなのに、まるで白びやく夜やだ。

　ヒルデガルドは、スウェーデンの「流星王」カール12世が行った「雪の行軍」を想起せざるを得ない。

　カール12世は、十四歳で王に即そく位いし、十八歳にしてロシアのピョートル大たい帝ていを相手に「大北方戦争」を戦った祖国の英雄王である。戦場では必ず自ら兵士を率いて先せん陣じんを切り、ロシア軍を破り続けた。だが、対ロシア戦争における鬼き門もんとも言うべき記録的な大寒波──「冬将軍」に敗れた。それでもなおバーサーカーの如ごとく戦い続け、三十六歳にして、戦場で銃じゆう弾だんを受けて戦死した。果てしなく続く戦争に倦うんだ家臣に裏切られて暗殺されたとも言う。生しよう涯がい独身を貫つらぬき、十八歳からの十八年をすべて戦争に費ついやした伝説の王である。独身だった故ゆえに、カール12世の死後、その王位は妹に引き継つがれ、ロシアとの「大北方戦争」はロシアの勝利に終わった。英雄王の死によって著いちじるしく弱体化したスウェーデンは、覇は権けん国家から転落した──カール12世はまさに、「北ほく欧おうの呂布」とも言える戦いの生涯を送ったと言える。後世に伝説以外のなにも残さなかったことも含ふくめて。

　ヒルデガルドが呂布に惹ひかれた一因は、呂布の虚きよ無む的な「純じゆん粋すい戦士」としての生き様がカール12世にどことなく似ていたからかもしれない。それでいて、カール12世とは違ちがい、貂ちよう蟬せんとのロマンスの主人公でもある。

（私には、旦那様がいるが……生きて再会できるか、どうか）

　それでもなお、彼女は継けい続ぞくした。真世界を救うために開始した、彼女の戦争を。

　厳しい吹雪ふぶきの中の、死の行軍。

　大勢の兵士たちが倒たおれていく中。

　ついに、ヒルデガルドは到達した。

「あそこです。あの碧あおく輝かがやく『氷の洞どう窟くつ』の奥底に、亜人を生みだす『裂け目』がございます」

　巨大な氷の洞窟は、「横穴」だった。氷の密度が高い。だから、碧く輝く。しかも、天空からまっすぐに降りてきている碧いオーロラが、洞窟へと直結しているかのように見える。天空から放たれる膨ぼう大だいな「気」が「裂け目」に繫つながっているのだ、高密度の「気」を「裂け目」が集積して亜人を生みだしているのだとヒルデガルドは直感した。だからこそ、亜人は無む尽じん蔵ぞうに湧わいてくる。再生も容易だ。この「裂け目」を塞ふさがない限り、倒しても倒しても饕餮は蘇よみがえる。

　しかも、洞窟の入り口からは、絶えず白い吹雪が暴風となって排はい出しゆつされ続けていた。侵しん入にゆう者を拒こばむかのように。吹雪に直接肌はだが触ふれれば、たちまち凍こおりつく。

　まるで宝石の要よう塞さいですね、と白い息を吐はきながら隣となりで張遼が呟つぶやく。

「洞窟そのものを破は壊かいし、出口を塞ぎますか、ご主君」

「於夫羅。洞窟は氷でできている。落らく盤ばんさせて入り口を塞いでも、亜人の発生は防げない。『裂さけ目め』そのものを破壊するしかない」

「できますか？」

「つ、通常の兵器では無理だ。だがわが宝貝・方天画戟ならば、できる。限界まで『気』を溜ため込み、『裂け目』の一点にぶつけて爆ばく破はして、オーロラとの繫がりを強制切断する。以後は監かん視し隊を配置して、『裂け目』とオーロラの再接続が起こらぬよう監視し続ける。可能ならば、中原から術士を呼び寄せたい。結界を張れば、再接続は防げるはずだ」

「『気』の補給を断たてば、決して亜人は生まれない。そういうことですか」

　張遼が頷うなずく。

「ですが『裂け目』に到達するには、この氷の洞窟の奥底まで進む必要が。ご主君。封神英傑といえども、凍こごえ死んでしまいます」

「問題ない。洞窟に入らずとも──方天画戟を馬上から全力で投とう擲てきして、吹雪の圧を突とつ破ぱさせ、『裂け目』の中心へと命中させる」

　飛将・呂布ならば、できる。

　今こそ、やり遂とげる時なのだ。

　私が呂布奉先として封ほう神しんされた意味は、この一いち撃げきの投擲にある。

　ヒルデガルドは、方天画戟を握にぎりしめた右みぎ腕うでにすべての「気」を注ぎ込んで、そして投擲していた。亜人を生みだし続ける「裂け目」へと向けて。

　音速で、方天画戟は射出された。

　誰もが、息を吞のんだ。

　唸うなりを上げて加速する方天画戟は吹雪を突破し、洞窟の内部へと一直線に突つき進み、そして「割れ目」の中心部へと──。

　まさに国士無双、一いつ騎き当とう千せんの英えい傑けつだ、とみなが口々に叫さけぶ。これで真世界は救われる。

　苦難の行軍の末に、ついに希望を見み出いだした将兵たちは、万ばん雷らいの拍はく手しゆを呂布奉先に捧ささげようとした。

　だが。

　爆ばく発はつは、起こらなかった。

「馬ば鹿かな。命中していない!?」

　ヒルデガルドのその声に、洞窟の奥から、聞き覚えのある「男」の声が答えてきた。




「惜しかったな、奉先よ。この私の──饕餮の再生が、ほんのわずかばかり早かった。貴様が投擲した方天画戟は、私が摑つかみ取った。『亜人四凶』が、戻もどって来る。人間は時間切れだ。真世界も異世界も、これで終わりだ」




　饕餮。亜人の王者。「董とう卓たくの魄はく」を持つ巨きよ獣じゆう。

　まさか。そんなはずは。再生が、早すぎる。

　関公が、関帝が、泰山で倒したばかりのはずだ──！

「窮きゆう奇き。梼とう杌こつ。混こん沌とん。四散した亜人軍団を再集結させて、中原へと進しん撃げきするぞ。奉先が、北方の騎馬民族どもを率いてわざわざ来てくれたのだ。この場でこやつらを撃破すれば、あとは無人の野を進むが如しだ。もう、中原とわれらを隔へだてる障害はない」

　続々と、湧いてくる。這はいだしてくる。「裂け目」から。オーロラからの「気」を浴びながら、新たな亜人たちが。そして、倒したはずの四凶全員が。

　饕餮が方天画戟を握りしめながら、洞窟よりその巨きよ体たいを現した時。

　死の行軍で文字通り疲ひ弊へいしきっていた兵士たちは、「もう……」「……ダメだ」「限界だ。寒い。身体からだに、力が入らない」と心を折られて、膝ひざを突いていた。氷の大地の上に。

「……ご主君。無念です……ほんの少しの差、でした」

「饕餮の声に呼応して、周辺に四散していた亜人たちが次々と集まってきます！　このままでは、われらのほうが包囲されます！」

「於夫羅。張遼。すまない。ついに、なし得なかった。世界を救えなかった。これが呂布奉先の『運命』らしい──それでも最後まで、私とともに戦ってくれるか」

「はっ！」

「ご主君が戦う限り、この張遼はお供いたします」

　今、呂布率いる騎き馬ば軍団は壊かい滅めつしようとしていた。

　それでもヒルデガルドは、最後まで諦あきらめない。

（カール12世とは違う。私には、旦だん那な様がいる。趙雲は必ず、旦那様を救出して孔こう明めいを出しゆつ盧ろさせる。少しでも、時間を稼かせぐ。万里の長城に代わり、われらが世界を護まもる壁かべになる）

　亜人四凶率いる亜人の大軍団と、呂布率いる複数民族混成の騎馬軍団。

　両者の決戦が、開始された。








第一回　泰たい山ざんの門









　兗えん州しゆうの泰山。

　山全体が「封神英傑システム」として稼か働どうしているこの霊れい山ざんは、曹そう操そう陣じん営えいの最前線であり、実質上の本ほん拠きよ地ちである。

　青せい州しゆう黄こう巾きん賊ぞくとの和わ睦ぼくを果たして、中ちゆう原げん統一達成のために新たな曹操軍の主力となる「青州兵」を編制していた曹操こと早さ乙女おとめ怜れい香かは、鬼おに編集者の荀じゆん彧いくから「曹操先生、わが軍の士気高こう揚ようのために一日に一万文字は読み物『三国志』を書いていただきます」とノルマを課せられている原げん稿こうを机の上で書きながら、同時に家臣団から複数の報告を聞きつつ決裁を続けていた。ほとんど聖しよう徳とく太たい子しのような荒あら業わざである。

　内心、「荀彧の、鬼！　ケダモノ！　悪あく魔ま！　いずれあんたを東ひがし所ところ沢ざわへ左さ遷せんしてやる～！　所沢流しの手始めに、まずはあんたの編集部を飯いい田だ橋ばしから池いけ袋ぶくろへ移転させてやるんだから！　足あ立だち区に二十五年ローンで買ったマンションは無む駄だになるのよ！　ざまあ！」と寝ね不ぶ足そくで目を血走らせた怜香の激おこ妄もう想そうが止まらなくなっていることは言うまでもない。

　だが、働きマンモードに入っている荀彧は、眼鏡を光らせながら、

「曹操さまには、真世界での地じ盤ばんも人脈もありませんから。おまけに、固有スキル『乱らん世せい奸かん雄ゆう』がパッシブスキルとして曹操さまの民衆人気に常にデバフをかけています。ライトノベルを出版してコツコツと人気を稼ぐしかありません。亜あ人じん四し凶きようを倒して青州黄巾賊ぞくを吸収した今が勝負どころです」

　と超ちよう然ぜんとしている。敏びん腕わん編集者たるもの、作家の錯乱には慣れっこである。スルーしておけば、そのうち勝手に治る。

「西方へ向かわせた賈か詡くから、なんの連れん絡らくも来ないままだぜえ。あいつ、独立勢力を取り込んで日和ひより見みするつもりじゃねーの？」

「泰山を下りた劉りゆう備び玄げん徳とくと張ちよう飛ひの行方ゆくえもわかりませ～ん。徐じよ州しゆうの琅ろう邪やに到とう着ちやくしたという報告はなく、連絡が途と絶だえました～」

　諜ちよう報ほう担当。怜香のライトノベルの挿さし絵えを担当しているＪＫイラストレーターの「シスマゲドン」先生。郭かく嘉かと程てい昱いくの凸でこ凹ぼこコンビが不ふ吉きつな情報を怜香にもたらす。しかも、もっとも気がかりな袁えん紹しよう陣じん営えいの情報はなかなか入ってこない。司し馬ば懿いが徹てつ底てい的にガードしているのだと思われる。荀彧が表情を曇くもらせた。ストレスは怜香に「慢まん性せい片へん頭ず痛つう」を引き起こさせるのだ。

「そういえば賈詡のことを忘れていたわ。関中方面の慰い撫ぶに向かわせたっきり音信不通……秀しゆう一いちと那な波なみちゃんも、無事なのかしら……いつになれば孔こう明めいを出盧させられるのかしら？　まさか、このまま最後まで出盧してこないんじゃ……うう……持病の頭痛が……とうとうロキソミンのストックが切れたあああ、みぎゃああああ！」

「むむむ。兄さんとななちゃんが、消息を絶ったのですかっ？　これは一大事です！　きっと袁紹陣営に捕とらえられたのです！　もう身体のほうは完治いたしました。この雪ゆき乃のが赤せき兎と馬ばを駆かって、ただちに二人を見つけだして参りましょう！　邪じや魔まする者は容よう赦しやなくわが青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうで……！」

「最優の封神英傑」と呼ばれながらも、兄のことになるとポンコツ化する関かん羽うこと沢渡さわたり雪乃が勝手に出しゆつ撃げきしようと腕うでをまくるが、夏か侯こう惇とんと夏か侯こう淵えんが慌あわてて止めた。

「こらこら、関羽！　どーしてそんなにブラコンなんだ、もう少しだけ待て！」

「待てば海路の日和あり、ですわよ！　司馬懿による企き業ぎよう乗っ取りが進んでいる袁紹陣営が怪あやしい動きを見せているのですわ、今ここで暴れられては困りますわ！」

「兄さんとななちゃんの安否のほうが雪乃にはずっと重要なのですっ！　そもそも、二人はきっと司馬懿に捕ほ縛ばくされているんです！　袁えん帝ていグループを丸ごと撃破すれば済むことです！　ああっ、兄さ～んっ！　ななちゃ～んっ！」

　怜香が、義ぎ姉妹しまいの絆きずなを結んだ雪乃に、猫ねこなで声でじゃれつく。

「まあまあ～関羽ちゃ～ん♪　まだ、袁紹と完全に決けつ裂れつしたわけじゃないしい～♪　もう少しだけ我が慢まんして、お願～い♪　青州兵の調練と統率には、武神であるあなたの存在がどうしても必要なの～♪　あなたに去られたら、私、頭痛で寝ね込んじゃう！　最近、眠ねむると悪夢ばかり見るの！　ヘンな仙せん人にんの婆ばあさんから差し出されたみかんのね、皮を剝むいても剝いても、中身が出てこない夢ばかり！　『この温うん州しゆうみかんは皮だけよ、むむむ……！』って毎晩寝ね言ごとを叫んでるの～」

「わ、わかりました。ですが兄さんとななちゃんになにかあったと判明しましたら、すぐに雪乃は救出の旅路に出立いたしますからね？　確かに兵士は大量に確保しましたが、将校がまだ不足していますね、曹操軍は……」

「……真世界に地盤がないソロプレイ英傑の哀かなしみ……」

　曹操の背後に立つ、虎とら皮がわ帽ぼう子しを被かぶった許きよ褚ちよが、だんごを頰ほお張ばりながら頷く。

　曹操の一族英傑として、夏侯惇、夏侯淵、曹そう仁じん、曹そう洪こう。曹操の護衛役に、戦国姫ひめ武将の前まえ田だ犬いぬ千ち代よこと許褚。そしてなによりも、一騎当千の「武神」関羽。それなりに武官は揃そろっているが、青州兵は大軍である。もしも、司馬懿が簒さん奪だつしつつある袁帝グループという巨きよ大だい勢力と戦うことになれば、まだ将校が足りない。むろん、戦わずに再同盟を結べれば最善なのだが、問題は封神英傑システムの乗っ取りを目もく論ろんでいる正史英傑・司馬懿だ。彼女は亜人四凶とも裏で繫つながっていたと思われる。もしも司馬懿が袁帝グループを完全に掌しよう握あくしてしまえば、望む望まないにかかわらず戦うことになるだろう。

「司馬懿の目が光っている今の袁紹陣営は、探たん索さくも埋まい伏ふくも難しいわね。いったいどうすれば……」

　そこに、封神英傑システムを管理している許きよ劭しようが血相を変えて飛び込んできた。

「みんな～、たいへんだよ！　世界滅めつ亡ぼう時計の砂が、一気に落ちはじめている！　まもなく、砂がすべて落ちてしまうよ！　このペースじゃ、中原はあと一ヶ月も保もたない！」

「「「な、なんですってー!?」」」

「世界滅亡時計は、基本的に万ばん里りの長ちよう城じように呼応して動いているんだ。長城がセンサーになっているのさ。亜人の大軍団が、いよいよ万里の長城を越こえようとしているということだよ！　今までにない大規模な数だ！」

「むむむ。亜人四凶を倒たおしたばかりなのに、どういうことでしょう夏侯惇？」

「総大将の饕とう餮てつが早くも再生したのか、それとも大地の寒冷化に音を上げてなにも考えずに一気に南下してきたか、どちらかだろうなあ」

「はわわ。曹洪。おらたちの故郷の村も、蹂じゆう躙りんされるだ～」

「曹仁、うちらの槍やり働きで撃げき退たいするしかないべさ！　んで、勲くん功こう一等武将への褒ほう賞しよう金はおいくらだべさ？」

　袁紹陣営はすでに司馬懿に簒奪されつつある。私たちで亜人を撃退するしかないわね。亜人の中原到とう達たつよりも早く司馬懿が袁紹軍の兵権を完全に奪うばって兵を動かしてくるというのならばこれも撃破、と怜香が断を下す。

「荀彧。青州兵の忠誠心は、わが親愛なる義妹・関羽さまちゃんのご威い光こうで満タンだけれど。彼らを指揮する野戦将軍が足りないわ。今すぐに調達して。人材推挙といえば荀彧でしょ？　その能力がなければ、あんたは北の果て・東所沢送りよ!?　SHIROBAKOならぬKARABAKOを送りつけてやるんだから！」

「曹操さま。その手のちくちく言葉は今時のライトノベルでは受けません。ストレスフリーこそが今のトレンドですので、ふわふわ言葉に差し替かえて棘とげを抜ぬきますね。『荀彧は人材推挙の得意な封神英傑なんだね！　無愛想で鬼おにみたいに作家をこき使っても、へーきへーき！　怜香は、荀彧お姉さんみたいな有能な担当編集さんに巡めぐり会えてとっても楽しーい！』。出版するならば、こんな感じでしょうか」

「ハア？　『へーきへーき』なわけないでしょー！　著作者権限で、その棘とげ抜ぬき改かい竄ざん原げん稿こう、削さく除じよ要よう請せいするから！　ともかく、今すぐ新たな将軍を集めてっ！　私の固有スキルで封ほう神しんできそうな人材は、泰山では見当たらないの！」

「ですが、曹操さまは真世界での支持率なし、人脈なし、一族なし。おまけに『地下帝てい国こく』のような財源もありません」

「あーっ！　なんでそう一言も二言も多いわけえ？」

「最後までお聞きください。以上の理由で、袁紹グループのような『正史英えい傑けつキャンペーン』の敢かん行こうは曹操さまには無理です。ここは、血筋や出自にかかわらず能力のある人間を抜ばつ擢てき採用する『唯ゆい才ざい』あるのみです。残る呼こ符ふをすべて投じて、召しよう喚かん台から封神英傑を召喚します」

　備び蓄ちくしている予備の呼符もすべてです、ご決断を、と荀彧が怜香を促うながす。

「……残された時間は、あと一ヶ月……やるしかないわね。スカ英傑のオンパレードで大爆ばく死しだったとしても……泰山が落ちれば召喚台を亜人に奪われる……奪われれば異世界へ進しん撃げきされるから、壊こわさなければならなくなる……その前に、切れる手札はぜんぶ切ってしまうべきということね。荀彧の『唯才』作戦を採用。ただちに実行よ！」




　泰山の封神英傑召しよう喚かんシステム──かつて幾いく多たの封神英傑がこのゲートを潜くぐって真世界へ召喚されてきた。

　怜香たちは、緊きん張ちようの面おも持もちでまたしても陰いん陽よう召喚台を囲んでいた。

　司馬懿と亜人は必ずこの召喚台を狙ねらってくる。「異世界」へのゲートになっているからだ。占せん拠きよされそうになったら、破は壊かいせねばならないのだ。これが、最後の召喚となる。

「この中原統一を賭かけたデスゲームは、泣いても笑ってもあと一ヶ月。とびきりのＳＳＲ英傑を引き当てるわよ！　……あ。ダメ。頭が痛い。荀彧、代わって……！　あんたは人材スキル『真しん名めい推すい挙きよ』持ちでしょ？　きっと大当たりを引き当ててくれるはず！」

「私のスキルは、封神英傑の真名とステータスを強制開示させるスキルでして、ガチャとは無関係ですが。いいでしょう。豆とう腐ふＭメンタルの曹操さまのＳＡＮ値がこれ以上削けずられては、保ちません」

「むむむ。すごい度胸ですね、荀彧さん。雪乃は、あなたのその勇気を尊敬します！」

「はい。新人作家を次々と押しつけられるうちに、慣れました。とりわけ、大問題児の曹操さまの相手をさせられているうちに」

　豆腐よりもよわよわな怜香のメンタルをガチャ爆死で壊すわけにはいかない。荀彧は無表情を貫つらぬきながらも、内心では（どうかＳＳＲ英傑、来てください……！）と祈いのりながら、召喚台へ呼符をくべて起動させる。

「ガチャ名人の賈詡がこの場にいてくれれば、乱数調整などの裏技を駆く使しして当たりを引く確率を高められたのですが……時間がありません。一気にいきます」

「「「ゴクリ……」」」




　ピカッ、チュウウウウウ～！

　ピカッ、チュウウウウウ～！

　ピカッ、チュウウウウウ～！




「やあ諸君。私は大英帝国はロンドン出身の封神英傑さ。三国志ご当地ツアーの途と中ちゆうで、香港ホンコンから召喚された。私ほどの智ち将しようが四つ星とは気にくわないが、任せてくれたまえ。ロンドンっ娘こはオカルトに造ぞう詣けいが深い、私は東西の妖よう怪かいやモンスター事情に熟達している──対人戦はもちろん、対亜人戦でもお役に立てるだろう。ただし、水だけは苦手でね」

　青白い顔色、細身の身体からだ、黒ずくめの甲かつ冑ちゆう装備。手にはスティック状の謎なぞの武具。

　一人目の「四つ星」封神英傑は、イギリスから召喚された！




「英傑名：于う禁きん　統率84　武力72　知力74　政治72　固有スキル・七しち軍ぐん将しよう軍ぐん」




「皆みなさん、はじめまして。わたくし、フランスはパリから参りましたのよ。チャット友達の于禁たちと一いつ緒しよに三国志ご当地ツアーを満まん喫きつしていたところでしたの。フランスと中国は、ともに中ちゆう華か思想を体現する歴史ある大国同士。将軍がいなければ召喚すればいいじゃない、というあなた方の考えは正しいですわ。ここはわたくしにお任せあれ。さあ、真世界と異世界を狙う不ふ逞ていの狼ろう藉ぜき者たちを撃げき破はしてしまいましょう。ほ、ほ、ほ」

　栗くり色いろのロールヘアに、「美」を追求した優ゆう雅がな甲冑、そしてかの処しよ刑けい人シャルル＝アンリ・サンソンを彷ほう彿ふつとさせる大おお斧おの。

　二人目の「五つ星」封神英傑は、フランスから召喚された！




「英傑名：徐じよ晃こう　統率88　武力92　知力64　政治51　固有スキル・長ちよう駆く直ちよく入にゆう」




「こらーっ！　我われはＭＲゲームに参加しただけだ！　どうして貴様らのためにガチで戦わねばならぬのだーっ！　勝つまで帰れませんとか、この極悪システムを開発した奴やつは誰だれだあ！　別世界に召喚されてまで戦うとは、それほどに戦争が好きか、諸君？　よろしい、ならば戦争だ！　一心不乱の大戦争だーっ！　この我に任せよ！　これより電でん撃げき作戦を開始するっ！　短期決戦ならば任せろーっ！　フハハハハ！」

　幼女ともみまがうちびっ子。だがその激げき烈れつな口調と強烈な視線は、激しい攻こう撃げき性を帯びている。カルシウム不足かもしれない。手には宝貝パオペエならぬソーセージ。

　三人目の「三つ星」封神英傑は、ドイツから召喚された！




「英傑名：楽がく進しん　統率74　武力75　知力55　政治42　固有スキル・一いつ騎き突とつ撃げき」




　荀彧、大勝利！

　雪乃が「まさしく神の引きです！　さすが人材推挙軍師！　これで、曹操軍が誇ほこった五大将軍のうち、三人が一気に揃いました！」と声をあげていた。

　曹操軍の五大将軍とは、

　張ちよう遼りよう　于禁　楽進　張ちよう郃こう　徐晃

　を指す。張遼は現在、呂りよ布ふとともに北ほく伐ばつ中。張郃は社畜として袁紹に仕えているので、荀彧は五大将軍のうち未召喚だった三人を同時に召喚したわけだ。

　すげえええ！　これで一気に将軍不足問題は解決だあ！　と郭嘉が吼ほえた。

「……ふう……召喚以来、長らくソシャゲ断ちしてきた分の『運』をすべて使い果たしました……さすがに、精神的にこたえました……少し休みます……」

「ゆっくり休んで頂ちよう戴だい、荀彧！　あと、私の〆切りも延ばして頂戴！　続刊の刊行スケジュールを思いきり延ばしましょう！　それにしても、いきなり国際色豊かになったわねー！　世界中の三国志腐ふ女じよ子しが大集結だなんて。私があなた方の主君、曹操孟もう徳とくよ！　は、ハロー？　ぼ、ボンジュール？　あと、ドイツ語での『こんにちは』って……な、なんだっけ……マイン・カン……？　それとも、ハイル……」

「いけません曹操さま。完全に、出版コードに抵てい触しよくします」

「ドイツ語はガチでわからないのよーっ！　め、メッサーシュミット？　や、ヤークトティーガー？」

「そうなった理由は察しますが、曹操さまのドイツ知識は偏かたよりすぎています」

「このチビ、失礼だなーっ！　わが大ドイツ語での挨あい拶さつは、グーテンタークだ！　だが、ハローでもいっこうに構わん！　我は寛かん大だいである！　そもそもヨーロッパは現在、第四帝国……じゃなかったＥＵのもとに統合されつつあるからな。フハハハ！」

「ちょっと楽進、あんたこそチビでしょー!?」

「そもそもどんな言葉で話してもこの真世界では自動翻ほん訳やくされて通じるようだから、気にすることはなさそうだ。さて。ここはおなじみの三国志の世界とはいえ、妖よう怪かい変へん化げの類いが跋ばつ扈こしているようだ。私の山せん海がい経きようの知識が役立つかな？　あと、くどいようだが私は水が苦手なので注意してくれ」

「……島国のイギリス人がどうして水を怖こわがるのかしら……ともかく頼たのんだわよ、于禁！　この世界には、あんたをいちびる曹そう丕ひは召喚されていないから安心なさい！」

「まあ、まあ。泰山の麓ふもとに、凄すさまじい数の兵隊たちが。黄巾賊ぞく化していた民をずいぶんと手て懐なずけておられるのね、お見事ですわ。戦場ではこの徐晃にお任せくださいね、ほ、ほ、ほ。そうそう。演義のようにあなたと戦ったりはしたくないですわね、関羽さま。ああ、なんて美しい黒くろ髪かみ。これぞオリエントの美ですわ！　ぜひ、わたくしと義姉妹の契ちぎりを！　あなたに、百本の百合ゆりの花束を差し上げたいですわ！」

「じょ、徐晃さん。すみません。すでに私の義姉妹枠わくは、兄さん、ななちゃん、曹操さんで満まん杯ぱいでして……せめて、これからは『大だい姉し』と呼ばせていただきます」

「ちょっと徐晃。主君の私をスルーしないでよー！　もしかして見えてないっ？　ちっちゃいから見えてないのっ？」

「あら、わざとじゃありませんのよ。ごめんあそばせ。まあまあ。楽進ちゃんと同じくらいの歳としでちゅか、あなたは？　十三歳？　かわいい曹操ちゃんでちゅね～♪」

「違ちがうっ！　関羽と同い年のれっきとしたＪＫよ！」

　日本人のちっちゃい女の子はほんとうにちっちゃいからな、と楽進が笑う。

「真世界の現状は、召喚された際におおむね脳内にインプットされていると思いますので、説明は割かつ愛あいします。わが曹操軍は現在、青州兵を主体にしています。あなた方三将には、関羽・夏侯惇・夏侯淵・曹仁・曹洪とともに、各部隊を率いていただきます。亜人軍団の中原到とう達たつまではあと一ヶ月。頼みの袁紹軍も司馬懿に乗っ取られつつあり、現在のところ緊張関係にあります。ただちに兵士の調練にいそしんでください」

「「「委細承知！」」」

　ここに、曹操軍の陣じん営えいは整った。

　だが、事態は風雲急を告げている。最後の召喚を終えたばかりの泰山の曹操の目の前に──「宣戦布告状」を持って、袁紹軍の「軍師」司馬懿が訪れたのである。自在に空間と空間を繫つなげて移動する「縮地」の術を用いる司馬懿は、神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのだ。




「ニイハオ、曹操クン♥　ボクが袁紹さまから全権を委任されている司馬懿、字あざなは仲ちゆう達たつかな♥　突とつ然ぜんだけれど、曹操陣じん営えいと袁紹陣営の最後の会談に臨のぞみたいかな♥　袁紹軍への全面降こう伏ふく、イエスかノーか♥」




　しまった！　想定よりも早すぎる。もう司馬懿が袁帝グループを完全に掌しよう握あくしたんだわ、ならば司馬懿はすでに秀一と那波ちゃんを捕とらえている、いくら捜そう索さくしても見つからなかったはず……！　と怜香は青ざめながら舌打ちしていた。

[image: ]

　ただちに天子さまを安全な場所へ隠かくして、と怜香は傍かたわらの荀彧に告げ、「屋外じゃあれでしょう。余人を交えない会議室へ」と司馬懿とともに会談の場へと向かっていた。




　　　　※




　曹操＝早乙女怜香と司馬懿の会談は、密室内で、ごく少人数で開かい催さいされた。

　怜香の背後には、長大な朱しゆ槍やりを持った護衛役の許褚こと前田犬千代。

　司馬懿の左右には、袁帝グループ屈くつ指しの戦せん闘とう力を誇る二大将軍、「顔がん良りよう」「文ぶん醜しゆう」。二人とも、本来ならば袁紹＝本もと屋や敷しき英え里り子この護衛役を務めているはずのコワモテの「黒服」である。袁紹に絶対服従を誓ちかう「社畜」の中の「社畜」にして、世界屈指のボディガードだ。ならば、秀一と那波のみならず、袁紹の身になにかあったのか。怜香はもう、気が気でない。

「司馬懿。世界滅めつ亡ぼう時計が、亜人の中原到達まであと一ヶ月と示しているのよ。袁帝グループと曹操陣営との間で内ない紛ふんを起こしている場合ではないわ。今は、ともに亜人を迎むかえ撃うつべき時でしょう」

「ボクは天文を見る力に長たけていてね♥　どうせこの世界は、南北勢力が激げき突とつする最終決戦『赤せき壁へき』に至る。曹操、キミが赤壁を戦えば、『正史』通りに孫そん呉ごに敗れるかな♥」

「そんなこと、起こるはずがないでしょう？　私と孫そん堅けんは、正史英えい傑けつとは違ちがう。友人なんだから！　赤壁の戦いは発生しないわよ!?」

「いいや、するね♥　孫呉の封神英傑たちは、異世界に戻もどっても居場所がない、肩かた身みが狭せまい元任にん俠きようたちかな♥　キミたちが暮らす異世界でもすでに人類には余よ裕ゆうがなく、超ちよう大たい国こくアメリカをはじめとする世界各国が急激に排はい外がい主義・保守主義に奔はしっていると聞いているかな♥　だから彼らは、本音では真世界に戻りたくない♥　対するキミは、本業の作家業に復帰するために異世界に戻りたい♥　折り合いがつかないかな♥」

「……まさか。だって、あと一ヶ月以内に中原を統一しなければ、ともに亜人に吞のみ込まれて……」

「『運命』イベントがあるために、真世界ではキミたち人間の未来は限定される。『正史』へと流されていくかな♥　たとえ封神英傑であろうとも。故ゆえに、ボクは袁帝グループを簒さん奪だつして、赤壁の戦いを軍師として主導することに決めたかな♥　曹操、キミはボクの軍門に降くだるべきかな♥　それで、赤壁に勝てるかな♥」

　語ご尾びが「かな」だから、噓うそをつき放題。この顔は噓をついている顔だわ、と怜香は切れた。司馬懿仲達。どこまでも人を食っている。しかも、これから先の「正史」の記き憶おくを保持している正史英傑だなんて。真世界において、司馬懿の存在はあまりにもルールを逸いつ脱だつしている。

　どうやっても司馬懿には勝てないのではないか、という恐きよう怖ふと不安を、怜香は払はらいのけた。

「青州黄巾賊戦で、もうバレてるのよ。あんたは、亜人たちとつるんでいるでしょっ！　饕餮と組んで泰山のシステムを奪うばおうとしていたことは、もうわかっているのよ！　封神英傑システムは渡わたさないから！　あんたは泰山のゲートを開いて、亜人軍団を異世界へ侵攻させるつもりでしょう？　移民政策だのなんだのと言っているけれど、真面目に異世界側と交こう渉しようする気はない。問答無用で『侵しん略りやく』させるつもりね！」

「やっぱりね。キミは異世界を護まもりたい側だから、素直に降伏するとは思っていないかな♥　そこで、心ならずもキミのお友達を人質に取ってしまったかな♥　詩人メンタルの曹操クンは、人一倍情に脆もろいから♥　ああ、我ながらなんて卑ひ劣れつなボク。この仲達ちゃんの歴史家からの評価はダダ下がりかな♥　よよよ……」

「人質が生きている証しよう拠こを見せなさいよ！　秀一と那波ちゃんはどこ？　袁紹と袁えん術じゆつは？」

「殺したりしないかな♥」

　司馬懿が二本の指を中空に掲かかげて、ぐるん、と弧こを描えがいてみせた。

　空間が裂さけて、遠く離はなれた場所へと繫がる。

　小さな「窓」の向こうに、怜香の友人たちの姿があった。

　右側の「窓」からは、囚しゆう人じんを運ぶ馬車に収容されて険しい山中を護送されていく秀一と、そして那波によく似た顔つきの幼い少年、いや、少女の姿が見えた。

「秀一が抱だっこしている、あの子は!?　まさか……那波ちゃん？」

「そう。かつて張飛に封ほう神しんされていた女の子かな♥　毒の泉に落ちたことで、元の呪のろいは解除されたけれど、こんどは幼い身体に戻される呪いに感染したらしいかな♥　次から次へと呪われちゃって、かわいそうかな♥　兄妹きようだいは二人とも、袁帝グループが誇る強制収容施し設せつ『地下帝てい国こく』へ送られていくところかな♥」

　地下帝国。

　異世界では、群馬県の奥地の秘境に存在するとも、千葉県の山中に存在するとも言われていた袁帝グループの「左さ遷せん施設」。失しつ脚きやくした社員はもちろん、袁帝グループから借りた金を返済できなくなった債さい務む者や、袁帝グループ内部に潜せん入にゆうして情報を奪おうとした産業スパイ、ジャーナリストといった面々を捕らえて半永久的に強制労働の激務に就つかせるという恐おそるべき施設だった。建前上は「労働施設」であって、収容された面々の「殺害」はしない。あくまでもギリギリの合法性（という建前）を保ち、労働者の衰すい弱じやく死しを待つのだ。たとえ死なずとも、地下帝国に収容されている面々は数年で心身ともに損そん耗もうして二度と袁帝グループに刃は向むかおうとしなくなる。

　地下帝国は、いわばネットで語られているだけの「都市伝説」のようなものだったが、「そんな前近代的なもの、ほんとうにあるのかしら」と半信半疑だった怜香も真世界に召しよう喚かんされてから知ったのだ。

　地下帝国は、実在すると。

　なにしろ、袁帝グループの面々がフェリーごと真世界に召喚されるや否いなや、社内政治を仕切っていた田でん豊ほうや沮そ授じゆが「脱だつ走そう者や離り反はん者を出しては、われらは真世界で壊かい滅めつする！」と音おん頭どを取って真っ先に新たな地下帝国を「設置」したのだから。

　派は閥ばつ争いをお家芸とする袁帝グループが、例の玉ぎよく璽じ騒そう動どうが発生するまでかろうじて一枚岩の組織として真世界で踏ふみとどまれていたのは、「造反分子は地下帝国送り」という鉄の規律があったからこそだった。

「そんな……秀一……！　那波ちゃん……！　待ちなさいよ、司馬懿！　あんな幼い子を隔かく離り施し設せつに収容しようだなんて……！」

「そのうち、いずれ呪いは解けるかな♥　もっとも、彼女は自ら足手まといの存在でいることで、大好きなお兄ちゃんの寵ちよう愛あいと庇ひ護ごを受け続けられるから、いつまでも子供のままの姿から戻らないかもしれないかな♥」

「……あんたね……言っていいことと悪いことがあるわよ……」

　秀一と那波を映し出している「窓」に指をかざして閉じながら、ボクだって自じ称しよう二代目劉備玄徳には怒おこっているかな、と司馬懿が唇くちびるを尖とがらせる。

「ボクの本来の計画では、偽にせ劉備玄徳にボクのスキル『尸し解かい』を付ふ与よして、正史英傑・劉備玄徳の『魄はく』と強制融ゆう合ごうさせるはずだったかな♥　それが、妹から絶対に離れない、ともに地下帝国へ送れ、と彼が言い張ったので、ぶち壊こわしかな♥」

「『尸解』!?」

「真世界は、陰いん陽よう二極の世界。真世界の人間は、精神──『魂こん』と、肉体──『魄』という二極要素から構成されているかな♥　大量の正史英傑の魂が、諸しよ葛かつ孔明がこの真世界をその術でごちゃごちゃと操作しているうちに、天上の『太極』へと吸い上げられてしまった。ま、孔明の術式をブチ壊したのは、ボクだけれど♥　その時に彼らの『魄』だけが地上に残り、今もなお亜人となって彷徨さまよっているかな♥　そして異世界からやってきた封神英傑の肉体に、『魄』を強制的に憑ひよう依いさせてボクの操り人形として動かすスキルが、『尸解』さ♥」

　魄を憑依させて操る？　それじゃまるで、生きながらにしてゾンビ兵に……。

　怜香は、司馬懿の逸脱性が想定以上のものだと知って、恐怖した。

　そもそも、多くの正史英傑たちを消しよう滅めつさせた張本人が、この司馬懿だったとは。

　亜人が発生し続けることになったのも、司馬懿が孔明の術式を妨ぼう害がいして、この世界に未み曽ぞ有うの混乱を招いたから──。

「『尸解』は使い放題じゃない。ボクをもってしても、同時に『尸解』の術をかけられる相手は二人までかな。ちびっ子の元張飛を人質にすれば、偽劉備玄徳は自ら『尸解』の術をかけられることを受け入れて、曹操軍を撃げき破はする尸解将軍として奮戦してくれる予定だったんだけれどもね♥　最大の強敵・関羽は、敬愛する兄・劉備には武器を向けられないからね♥　でも、怜香や雪乃とは戦わないし、なにがあっても絶対に那波と離れない、地下帝国へでもどこへでも送れ、と断られちゃった♥」

　秀一と那波を捕らえた時──司馬懿は、秀一を説得するために那波を痛めつけようとした。「那波を殺し続ければ、いずれ秀一は精神を摩ま耗もうさせて『北ほく斗と五ご丈じよう』を発動できなくなるという恐怖から折れるはず」という恐るべき目もく論ろ見みもあった。

　だが、幼い那波を抱きしめながら自分を睨にらみつけてくる秀一の視線の激しさに「無む駄だかな♥　この男は、妹を護るためならば『北斗五丈』の輪りん廻ねに無限に耐たえ続ける。やはり、孔明が二代目劉備玄徳に選んだだけの人物かな♥」と気づき、その策の実行を諦あきらめた。無駄なことはしない、だって無駄だから。それが司馬懿の性しよう分ぶんだ。

　そもそも、秀一は「知力」が高すぎる。劉備玄徳の知力は73。知力とは、理性の強度と言っていい。「尸解」を無条件で付与できる対象は、知力70未満の封神英傑に限られる。秀一に「尸解」を付与するためには、秀一自身が心から「尸解」付与を受け入れねばならない。那波を盾たてに取っての「尸解」付与強制は、かえって秀一を激げき怒どさせ、抵てい抗こう力を増強させるだけだと司馬懿は悟さとったのだ。

「いやー、彼の妹愛は異常だったかな♥　仕方がないから、こちらの顔良サンと文醜サンに『尸解』を付与して強化する次善の策を採用したかな♥　二人とも知力が低いし、ボクが袁紹と袁術を人質に取ったから、抵抗できなかったかな♥　『尸解』化された英傑は、上級亜人レベルの防ぼう御ぎよ力と戦闘力を手に入れられる。たとえ『正史』の運命通りに曹操軍と袁紹軍が激突しても、女の子関羽が容易に倒たおせる相手ではなくなったかな♥」

　ではやはり、袁紹と袁術は──。

　残された「窓」が、司馬懿の操作によってさらに大きく開かれていく。

　そこは、怜香が知っている「地下帝国」ではなかった。

「……怜香。あなた、司馬懿に脅きよう迫はくされているのね？　田豊も、地下帝国に送られてしまったわ。わたくしを護るために、自ら袁帝グループの指揮権を司馬懿に譲じよう渡として……今いま頃ごろは、田豊も沮授も、地下帝国に」

「うわーん、曹操！　魚魚とと子この領内に蝗いなごが大発生して、食しよく糧りようが尽つきたのだー！　領民たちが『なにもかもはちみつの大量生産に踏み切って田畑を荒あらした偽にせ皇こう帝ていのせいだー』と暴動を起こしたので、慌あわてて姉上のもとに夜よ逃にげして合流するはずが、むざむざ捕つかまってしまったのだー！」

「やっぱり……姉妹しまい揃そろって、司馬懿に囚とらわれていたのね！　ごめんなさい。私が青州黄巾賊ぞく戦に忙ぼう殺さつされているうちに……英里子……」

「真世界は、『三国志』に疎うとい袁帝グループの幹部たちが対処できる甘い世界ではなかったわ。正史英傑・司馬懿のクーデターは水みず際ぎわ立っていた。彼女は、クーデターを『やり慣れている』。ごめんなさい、怜香。わたくしは、あらゆる派閥の反対を押し切ってでも、『三国志』を熟知したあなたに全権を委ねるべきだった。異世界での社内序列や派閥政治など、すべて真世界の非常時では意味を成さないどころか、有害無益だったわ。すべてはわたくしの優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが招いたこと。あなたの責任ではないわ」

　姉妹がどこに幽ゆう閉へいされているのか、この大陸のすべてを見聞しているわけではない怜香には見当も付かない。どうやら、地底の洞どう窟くつらしい。大陸は広大で、信じがたい地形を持つ土地が無数に存在する。今から捜そう索さく隊を出しても容易には見つからない。時間切れになる。

「でも、英里子。あの田豊や張郃がついていながら、どうしてこんなことに？　信じられないわ。私と荀彧の計算では、司馬懿が袁帝グループを簒さん奪だつするにしても、もっと時間がかかったはず。武の主力として動かす予定だった秀一が『尸解』を拒きよ絶ぜつしたことで、司馬懿の簒奪計画は大きく狂くるっていたはずだし……」

「司馬懿は、慶けい應おう閥ばつの田豊と早わ稲せ田だ閥の沮授の派閥争いを利用して、まず沮授を更こう迭てつし地下帝国へ。次に、わたくしの威い信しんを低下させる『免めん罪ざい符ふ』を用いてわたくしの威信カンストを阻そ止しすると称しようして、田豊に『冤えん罪ざい符』を用いさせ、わたくしの威信を強制的にカンストさせてしまったの。冤罪符は、司馬懿が密造した、英えい傑けつの威信を上じよう昇しようさせる不正呼符。田豊は『なんたる……なんたることっ……これでは異世界の会長に顔向けできんっ……わが罪は、万死に値するっ……』と茫ぼう然ぜん自じ失しつとなって……ほんの数刻の間だったけれど」

「そういうこと♥　免罪符を密造した際に、冤罪符も密造しておいたわけ♥　田豊サンたちには、隠かくしておいたかな♥　田豊サンが切腹だ地下帝国だ謹きん慎しんだと我われを忘れて落ち込んでいたその隙すきに、ボクはちゃっちゃと決起して、袁紹の左右に侍はべっていた顔良と文醜を舌先三寸で丸め込んで『尸解』を付与した。社長を消滅させないためには、残りの戦いくさにぜんぶ勝つしかない、キミたち二人を強化すれば勝てるかな♥　と適当なことを吹ふき込んでね。あとは、ボクの意のままに操れる顔良と文醜が大暴れして、ご覧の通りかな♥　残る郭かく図とや張郃たち社畜連中は、社長の身み柄がらを拘こう束そくされてしまえば、もう絶対に逆らえないかな♥」

　頼たのみの綱つなの田豊も、すでに地下帝国へ左さ遷せんされたらしい。田豊の部下の張郃たちは、自分の頭で考えて行動しない「指示待ち」体質の社畜軍団だから、袁紹の身柄を押さえられた時点でどうすればいいのか判断できなくなり、司馬懿に抵抗できなかった。やむを得ず、袁紹・袁術の安全の保証と引き換かえに渋しぶ々しぶ司馬懿に従った。そういうことらしい。

　つまり、袁紹軍と、（半ば崩ほう壊かいしていたとはいえ）袁術軍。真世界に召喚された袁帝グループのすべてが、すでに司馬懿のものになっているのだ。

「怜香。司馬懿は、自分はかつてほんものの王朝を簒奪した経験があるかな、と言っていたわ。しょせん袁帝グループの支社ひとつ、乗っ取るのは児じ戯ぎにも等しかったみたい」

「それは、曹操が開いた魏ぎ王朝を司馬懿が簒奪するという、今よりもずっと未来に発生するイベントよ、英里子？　司馬懿、あなた……ほんとうに未来の記き憶おくを持っているのね？」

「そうそう。未来。まあ、巻き戻もどされてすでに消し飛ばされた未来だから、ボクにとっては『過去』だけれども♥　仙術道術を究きわめたボクは特とく殊しゆ体質の持ち主で、『巻き戻された時間』の記憶を保持し続けられるかな♥」

「……巻き戻された、時間……？」

「おっと。危ない危ない。うっかり悪役属性を漏もらして、機密を曹操クンにぺらぺら喋しやべってしまうところだった。今、この真世界をことごとく吹き飛ばしてしまうと、またボクは一からやり直しだ。キミはやはり、曹操孟徳だね♥」

　怜香は（怒っちゃダメ。これは現実よ。これは現実。交こう渉しようの席で切れちゃダメよ……みんなの命がかかっている）と瞼まぶたを閉じながら、深呼吸した。司馬懿への怒いかりでどうにかなってしまいそうだった。なぜ、真世界統一の邪じや魔まをするのか。なぜ亜人と組み、「尸解」などという非人道的な術まで用いて真世界を乱すのか。理解できない。おそらく、対話を通して理解しようとしても困難なのだろう。明らかに常人とは異なる司馬懿の心中を分ぶん析せきすることは難しい。

　だが、司馬懿の思考を辿たどることならば、できる。「理」は、感情や価値観とは異なるルールであり、司馬懿とて「理」を度外視しては行動できない。

　怜香は、懸けん命めいに考える。

「正史」ではこの後、曹操軍と袁紹軍が天下分け目の決戦「官かん渡との戦い」を戦い、そして曹操軍が勝つはず。この先、両者の前には、曹操軍を勝利へと導く「運命」イベントが待ち構えているだろう。

　だから司馬懿は、袁紹軍を簒奪した後、本来は秀一＝劉備を「尸解」化させて、劉備という駒こまを用いて「運命」を覆くつがえすことで関羽を倒せるという「切り札」を切って、私を会見の席で降こう伏ふくさせるつもりだった。曹操軍を併へい吞どんすれば、後は南方で急激に勢力を拡大している孫呉を「赤壁の戦い」で撃破するのみ。袁紹軍が主体ならば、「運命」を覆して孫呉を倒せる──常人ならばそう考えるはずだが、司馬懿の目的は真世界の統一ではなく、あくまでも封神英傑システムの奪だつ取しゆと、異世界への亜人軍団侵しん攻こうにある。

　つまり、孫呉との戦いは司馬懿にとってはどうでもいいもので、ともかく曹操軍を屈くつ服ぷくさせて泰山を接収し、封神英傑システムを自らのものにすることが最終目的なのだ。

　でも、「劉備玄徳の尸解」という最善手は、秀一の異常な精神力に阻はばまれた。

　そこで、司馬懿は次善の策を取った。官渡で関羽に撃破される運命の顔良と文醜に尸解を付ふ与よし、亜人レベルの強さを与あたえることで、官渡決戦での勝敗の行方ゆくえを不ふ透とう明めいなものにした。

　こうして自ら、顔良と文醜を連れて泰山へ顔を出したのは、その事実を──「最強の武神・関羽をもってしても、自分が仕切っている今の袁紹軍は容易に撃破できない」という事実を私に知らしめ、さらに人質にしている仲間たちを見せて私の心を折るため。

（いずれにせよ、司馬懿には南下中の亜人軍団にすべてを委ねて静観する気はない。一ヶ月待てば、亜人軍団と合流を果たせるはずなのに。いちど、饕餮が撃破されているからかしら。それとも、曹操軍の撃破と泰山の接収を急ぐ理由が、司馬懿側にある……？）

　おそらく、鍵かぎは秀一と関羽。司馬懿はこの二人を徹てつ底てい的にマークしている。秀一はクーデターを起こすよりも早く真っ先に捕とらえたし、雪乃ちゃん対策（関羽対策）にとことんこだわっている。関羽対策は、官渡で袁紹軍が曹操軍を撃破するために必ひつ須すだから、まだ理解できる。でも、秀一へのこだわりは……？

（孔明かもしれない。孔明が出しゆつ盧ろすれば、司馬懿の異世界侵攻計画は頓とん挫ざさせられる可能性が高くなる。一ヶ月なにもせずに亜人軍団を待っているうちに、孔明が「三さん顧この礼れい」イベントによって出盧し、地上に戻ってくることを、司馬懿は警けい戒かいしている。だから、秀一にこだわるんだわ。たとえ秀一を殺しても、封神英傑システムが第三の劉備玄徳を召しよう喚かんすれば、孔明は出盧する。封神英傑システムが司馬懿にとって厄やつ介かいな点は、何度英傑を倒しても次の英傑が出現すること。秀一を殺せば、新たな劉備を私が召喚する。だから、秀一を尸解化して操るか、さもなくば地下帝てい国こくに幽閉して「三顧の礼」イベントの発生を塞ふさいでしまう。秀一を劉備として生かしながら、行動の自由を奪うばう。これが司馬懿にとっての正解。そして）

　なにがなんでも封神英傑システムを奪い取り、一刻も早く自分の管理下に置くつもりね。

　システムを捨て置けば、日に日に封神英傑たちは戦力を増強する。事実、私は今日、于禁、徐晃、楽進を召喚している。もしも秀一を失っても、新たな劉備を召喚できる。呼こ符ふは有限で今は在庫切れ中だけれど、呼符の原料である「気」はこの世界にほぼ無む尽じん蔵ぞうに存在するから、呼符の再生成は可能であり、召喚は理論上無限に続けられる。一ヶ月の猶ゆう予よを私たち封神英傑に与えれば、曹操軍と孫呉は、亜人軍団と袁紹軍を相手に互ご角かくに戦える戦力を整えかねない。

　要は、すべては「封神英傑システム」の奪取のため、それが司馬懿の「理」、と怜香は結論した。この思考過程は、わずか三秒ほどの間に行われている。思考というよりも、直感的な閃ひらめきだった。敢あえて文章化すればこうなるが、怜香には司馬懿の「理」が映像として「見えた」のだ。やはり、怜香が曹操に封ほう神しんされたのは偶ぐう然ぜんではない。

「司馬懿。あんたの目論見はだいたいわかったわよ。でも、ひとつ疑問が。袁術を尸解化しなかったのは、どうして？　袁紹は知力が高いけれど、袁術は知力38よ。簡単に尸解を付与できたはずだわ。袁紹も、妹を尸解化されれば、決してあなたに逆らえなくなっていたはず」

「……強化しても、戦力として役に立たないからかな♥　ボクが尸解を付与できる英傑は、いちどに二人まで。ボクはねえ、関羽雲うん長ちようという英傑はあらゆる英傑の中で『特別』だと思っているかな♥　真世界でも異世界でも文字通りの『神』になった存在だからね♥　事実、饕餮率いる亜人四凶をキミたちが奇き跡せき的に撃げき破はすることができたのも、武神・関羽の存在があったからこそかな♥　こんな時に袁術を尸解にするなんて、枠わくの無む駄だ遣づかいかな♥　無駄は嫌きらいかな♥」

　酷ひどいのだー！　と袁術こと魚魚子が「窓」の向こうで騒さわいでいる。

「なるほど。わかったわ。で、結局、なにしに来たんだっけ、司馬懿？」

「ボクに降伏しろと言っても、誇ほこり高いキミが承しよう諾だくするはずはないかな♥　袁紹陣じん営えいに降伏してもらいたいかな♥　なにしろ、かわいそうな袁紹はボクの詐さ術じゆつに引っかかって、田豊の手で威信カンストさせられちゃったかな♥　袁紹軍が官渡で曹操軍に敗れれば、ボクは袁紹軍を見放して、さっさと亜人軍団に蹂じゆう躙りんさせちゃう♥　領土をすべて失しつ陥かんした袁紹は、消しよう滅めつするしかないかな♥」

「……英里子を消滅させたくないのなら、袁紹軍に降くだれ、それがあんたの要求というわけね。その後は？　亜人軍団を撃破するの？」

「ああ。泰山の封神英傑システムさえボクのものになれば、あとはキミの好きにしていいよ♥　ボクはただ、システムが欲しいだけだから♥　亜人が異世界へ侵攻しようがしまいが、ボクはどっちでもいいんだ♥　劉備も袁紹もみんな解放すると約束するよ。ボクがシステムを乗っ取った後で孔明を引っ張り出してきても、もう手て遅おくれだからね♥」

　怜香の心がはじめて揺ゆらいだ。

　司馬懿は異常人だ。どうやら、自分には理解できないなんらかの理由で封神英傑システムを欲しがっている。孔明出盧の阻止が最大の目的だと思っていたけれど、システムさえ手に入れば孔明が出盧しても構わないというのならば、悪い取り引きではないかもしれない。英里子と魚魚子も、秀一と那波も、無事に奪だつ回かいできる。袁帝グループを機能不全に陥おちいらせていた早稲田閥や慶應閥が司馬懿の暗あん躍やくによって崩壊していることも、幸いする。袁紹を盟主として人類が一丸となって、亜人軍団を撃破できる──。

「……わ、わかったわ……でも、口約束は信用ならない……なんらかの担保を……」

「じゃあ、袁紹の威い信しんを下げる免めん罪ざい符ふをあげるよ♥　それで足りないなら、袁術だけでも先に返してあげようかな♥」

「那波ちゃんもよ！　あと、那波ちゃんをもとの姿に戻して！　張飛益えき徳とくに！　子供の姿のままじゃ、いつ命を落とすか……」

「ああ。そっちは、ボクの専門外なんだよねえ～♥　解げ毒どく術に詳くわしい正史英えい傑けつを一人、知っているけれども♥　彼は今、どこにいるのかなあ♥」

　騙だまされてはダメよ、怜香！　と、袁紹が叫さけんでいた。

「司馬懿は、約束なんて守らないわ！　なぜ司馬懿が封神英傑システムを欲しがっているか、わたくしにはわかっているのよ。その者は、異世界も真世界も破は壊かいし尽つくしたいの！　システムさえ手に入れれば後はわたくしたちの勝手にしていい、亜人と戦ってもいいだなんて、真っ赤な噓うそなのよ怜香！」

「……英里子？　どうして、そう言いきれるの？」

「田豊も、今のあなたのように司馬懿の口先に惑まどわされて、免罪符と偽いつわった冤えん罪ざい符をわたくしに用いて……田豊ほどの経験豊富な幹部を騙し果おおせることができた理由は、司馬懿は噓をついても本心を語っても、表情も声もそして感情もまるで変わらないからなの！　噓も真実も同義なの、その者にとっては！　司馬懿は、自分で自分を騙すことができる！　『理』をブラさずに、自分の感情だけを操作できるの。良心の呵か責しやくもなければ、自分が噓をついているという自覚すらほとんどないの！　だから、他人を容易に騙せるの！」

　さすがは異世界の上級国民、袁帝グループのお嬢じようさま。ボクのような怪かい物ぶつをすでに知っているらしいかな♥　と司馬懿が嗤わらう。

「ええ、そうよ。政治家や官かん僚りようや大だい企き業ぎようの社長クラスの中には、あなたのような『良心を持たない』人間が何パーセントか実在するわ。わたくしは、そういう人間を幼い頃ころから見てきたもの！」

「……学がく閥ばつの力で成り上がってきた田豊サンの能力を過大に信しん頼らいしていなければ、もっと早くボクの正体に気づけたのにね。惜おしいかなあ♥　でも、キミが知っているどのウソつきよりも、ボクは危険かな♥　素知らぬ顔で王朝を簒さん奪だつできるレベルの危険人物は、そうはいないかな♥　とりわけ、日本にはね──」

「怜香！　覇は者しやたる資格を持ち得ず、司馬懿の罠わなに堕おちたわたくしのことは、もう忘れなさい！　袁紹が曹操に敗れ去っていく運命の英傑だということは、司馬懿から聞かされているわ。『三国志』最強にして最優の英傑は、曹操なのだと！　あなたが真世界を統一し、異世界を護まもるのよ！　二代目曹操孟徳として！　あなたが曹操に封神された意味は、そこにあるわ！　躊ちゆう躇ちよせず司馬懿を倒たおしなさい！　あなたならば、できるわ！　わたくしは、いつもあなたに憧あこがれていた。あなたはただ、本屋敷家に生まれてこなかったというだけで、わたくしに仕えなければならなかった。でも、この真世界に来て、わたくしは理解したの。血筋ですべてが決まってしまう社会なんて間ま違ちがっている。本来ならば、無数の人間の命と生活を保障しなければならない袁帝グループのトップに君臨すべき能力の持ち主は──」

　英里子。

　怜香が、幼なじみの名を呼びながら、「窓」へと手を伸のばす。

　だが、司馬懿が「ボクはこういうお涙なみだ頂ちよう戴だいな場面は苦手かな♥」と心底面めん倒どう臭くさそうに、「窓」を閉じてしまった。

「……待ちなさいよ！　まだ、私と英里子の話は途と中ちゆうなのよ！　開きなさいよ……！」

「やだ。ダメ。ボクはこれまで何度も何度も似たような場面を見せられてきたから、もうお腹なかいっぱいかな♥　キミはお友達の袁紹を見捨てて、ボクと戦うんだよね♥　二つの世界の人間どもを護るという、実にくだらない正義感のために♥　どうせ結論は決まっているんだよね♥　じゃあ、もうこれ以上お友達とお話ししても、無駄かな♥　キミの罪悪感がちょっぴり軽減されるだけかな♥」

「……司馬懿……あんた……『正史』で曹操に仕えている間も、そんなふうに……歴代の魏の主君たち──曹操にも曹丕にも曹そう叡えいにも、忠誠心とか友情とかなにも持っていなかったわけ？」

「うん。そうでなければ、クーデターを起こして魏王朝を簒奪したりはしないかな♥　それに、ボクと同じタイプの、良心を持たない素敵な子供たちを複数持っていたからね♥　まあ、ボクが子供たちをそういうふうに躾しつけたんだけれども♥」

「……長い中国の歴史の中で、家臣が帝てい位いを簒奪する過程で帝を殺したのは、司馬一族が最初よ。五ご胡こ十じゆう六ろつ国こくの乱が起きて中原が何百年も乱れたのも、司馬一族の内ない紛ふんが原因……その発ほつ端たんが、司馬仲達……！　あんたなのよ！」

「ああ。漢かん王朝以後だと、そうなるかな♥　でもほら。周しゆう王朝だって殷いん周革命の際にそもそも殷王を、さくっとね♥」

「いいえ。殷王は皇こう帝ていではなかったわ！　魏の曹丕だって、漢の献けん帝ていから禅ぜん譲じようを受けて帝位を簒奪する時に、献帝を殺したりはしなかった！　献帝が亡くなるまで丁重に扱あつかったのよ！」

「そうだっけ？　あーでも魏の最後の五代皇帝・曹そう奐かんは、たしか生かしておいたはずだよ♥」

「四代皇帝の曹そう髦ぼうを殺して、傀かい儡らいとして即そく位いさせた曹奐から無理矢理に帝位を禅譲させたんでしょう!?　歴代の帝てい室しつに対する最低限の礼れい儀ぎを、あんたたち司馬一族が……破壊したんだわ……挙げ句の果てには、やっと大陸の再統一を果たすや否いなや、同じ司馬一族同士で中国全土を巻き込んで激しく殺し合って……だから、異民族が一いつ斉せいに乱入してきて、めいめい勝手に王や皇帝を名乗っては果てしなく殺し合う五胡十六国の動乱が起きて。あなたは、中ちゆう華か文明の破壊者なのよ！」

　うん、そうだよ、と司馬懿はこともなげに答えていた。

「でも、中華文明はその後、しつこく復活したよね？　だから、今回は亜人たちを中原へ呼び寄せて、徹てつ底てい的に破壊し尽くすかな♥　そーだね。交こう渉しよう決けつ裂れつした以上は、ボクの本心を教えてあげるよ♥　封神英傑システムを摂せつ取しゆしたら、即そく座ざに異世界への亜人軍団大進しん撃げきを開始するかな♥　真世界も異世界も、おしまいかな♥　かつてのボクですらなし得なかった、世紀の偉い業ぎようをこんどこそ達成するかな♥」

　つまり、ボクは二つの世界に「歴史の終しゆう焉えん」をもたらすんだ、と司馬懿はうそぶいていた。

「……どうして……そんなことを……？　やっぱり、どうしたって理解できない！」

「そーだねー。孔明が出しゆつ盧ろしたら、聞いてみたら？　長い付き合いだからね、あいつならうまく言葉で説明できるんじゃないかな♥　劉備をボクが押さえている限り、彼女は出盧できないけど♥」

　怜香の耳元で、許褚が「……我が慢まんならない巨きよ悪あく。ここで倒たおそう」と呟つぶやく。だが、尸解化された顔良と文醜が司馬懿を護っている。一対二、しかも尸解化された相手では分が悪い。

　それに、封神英傑であろうともこの司馬懿を物理的に倒せるとは、とても怜香は思えなかった。

　やはり孔明でなければ、司馬懿を倒せないのではないか。

　だからこそ、司馬懿は秀一の拘こう束そくにこだわっている──。

　どうすれば秀一を奪回できるのかしら、と怜香は痛みはじめた額を押さえていた。

　許褚が「……劉備には仲間がいる……きっと、だいじょうぶ。妹を護りながら、自力で脱だつ出しゆつする。そういう男……のはず」と怜香を励はげます。自分は彼と似たような英えい雄ゆうを知っている、なんとなく匂においでわかる、と獣けもののような野性のカンで秀一を信じているらしい。

　でも、たとえ秀一が自力で脱出できたとしても、袁紹は。英里子は……すでに威信カンストしている彼女を救うためには、司馬懿が密造した免罪符が必要に……。

「それじゃあ、開戦ということで決定かな♥　天下分け目の合戦だね♥　そうそう。戦いくさが長期化したら、亜人軍団が袁紹軍に合流するからね♥　速戦でボクを倒すしかないよ、曹操クン♥」

　司馬懿が「縮地」を用いて、自ら泰山から去っていく。

　すぐに荀彧たちを集めて。軍議を開くわよ虎こ痴ち、と怜香は唇くちびるを嚙かみながら声を振ふり絞しぼっていた。

「……秀一。ごめんね。司馬懿が率いる袁紹軍と戦わなければならなくなっちゃった……あなたを救出する余力は、今の私にはない。お願い。あなたがほんとうに二代目劉備玄徳ならば、どうか戻もどって来て……！」








第二回　地下帝てい国こく









「……お、お願い……い、いぢめないで……う、う、う……」

「フハハハハ！　心配するな、那な波なみ！　俺はお前のアニキだぞ？　兄とは、妹を護るために生きる者なのだ。世界中がお前の敵になっても、俺は最後までお前の味方だ──！」

「……ほんとう……？　お兄ちゃん？」

「ああ。ほんとうだとも。こんどこそ、俺は間違えない」

　……

　……

　……

　おかしいな。俺たちは真世界に召しよう喚かんされているはずだ。

　放課後の中華街で、幼い那波と並んで豚ぶたまんを食べているはずがない。

　ああ。ここは夢の中だ。俺が見ている夢なのか、それとも、那波の夢の世界なのか。あの扱いづらい「写しや心しん眼がん」スキルが暴走して発動してしまったのだろうか？

「ねえ。ハマスタに行く、お兄ちゃん？　それとも山やま下した公園で『鳩はとに餌えさやりおじさん』を見物する？」

「きょうび、ハマスタは連日大入り満員だ。当日券では入れないだろう。那波、お前が横よこ浜はまに来た頃のハマスタはガラガラだったなあ。あの頃は、無人の外野席で焼き肉パーティを開かい催さいできるくらいの閑かん古こ鳥どりで、楽しかったよな。連日、無む援えん護ご地じ獄ごくの中を投げ続ける番長の背中の男らしさと言ったら」

「え？　お兄ちゃん？　あたしは横浜に来たばかりの子供だよ？　小学生だよ……？」

「……そっか。そうだな。ここは夢の世界だからな……」

　妙みようだぞ。現実の那波は女子高生のはずなのに、こども那波と並んで歩いていてもまるで違い和わ感かんがない……？　むしろ、しっくりいっている？

　首を捻ひねる俺の前に、懐なつかしの老師し匠しようがひょっこり姿を現した。

　学生時代、俺が通っていた怪あやしげな中国拳けん法ぽう道場「東方無敗」のマスターである。

「あー！　お兄ちゃんの師匠先生だー！　こんにちはっ！」

「那波ちゃん。よいぞ、よいぞ。つるぺたのちび那波ちゃんも、乙おつなものぢゃのう」

「水すい鏡きよう師匠？　道場の経営はいいのか？　また、甘あま栗ぐり売りのアルバイト中か？」

「ふぉっふぉっふぉっ。秀しゆう一いちよ。よいぞ、よいぞ。琅ろう邪やにあった孔こう明めいの祠ほこらが壊こわされたせいで、セキュリティが甘くなった。ようやくおぬしの夢に入り込むことに成功したわい」

「そうか。じゃあ、俺の夢の中か、ここは。そうだった！　俺と那波は孔明を出盧させるために祠を修復させようと琅邪へ向かう途中、司し馬ば懿いに捕ほ縛ばくされて……」

　待てよ。そうだ。那波は呪のろいの泉に落ちて、幼くなってしまっているんだ。こどもに戻っているんだ。夢だから幼いのではなくて、現実の世界でも。張ちよう飛ひの能力も失っている！　そんな那波を司馬懿に捕とらえられた俺は、司馬懿と戦うことができず、かと言って司馬懿の軍門に降くだれば「詰つみ」になる予感がして、那波と二人で捕らわれる道を選んだのだ。

「あの司馬懿ってのは何者なんだ、師匠？　消し飛んでいない正史英えい傑けつはどれだけ残っているんだ？　司馬懿が孔明の仇きゆう敵てきだと言うことは知っている。孔明の北ほく伐ばつを退け、魏ぎを簒さん奪だつして、晋しんを建国する司馬一族の『始祖』だ。『三国志』最後の勝者……」

「残存している正史英傑は基本的に、仙術道術の達人、あるいはその血筋を引く者ぢゃよ。わしら道士と同じく、『北ほく斗と五ご丈じよう』が破は綻たんした際に自らの肉体──『魄はく』が吹ふき飛ばぬよう護身した者たちぢゃ。おおかたの道士は異世界へ飛ばされたが、『歴史』に深く紐ひも付けられておる正史英傑は真世界に留とどまれたようぢゃ」

「司馬懿の目的は？　袁えん紹しようの天下統一のために働くような奴やつには見えなかった。孔明の仇敵なんだろう？」

「その通り。司馬懿は、反孔明派の頭目ぢゃ。陽の術士である孔明は、劉りゆう備び玄げん徳とくが敗れて漢かんが滅めつ亡ぼうする『歴史』を改かい竄ざんするため、『北斗五丈』を用いて時間を操作しておった。陰いんの術士である司馬懿は、すべて孔明の逆を行く。『北斗五丈』を破綻させて正史英傑たちを吹き飛ばしたのも司馬懿ならば、御ぎよしやすい袁えん帝ていグループを乗っ取って真世界の天下統一レースを『時間切れ』に追い込み、両世界の人類を亜あ人じんに蹂じゆう躙りんさせようとしておるのも司馬懿ぢゃ」

　なんだと？　それじゃ、真世界の正史英傑たちは司馬懿に消されたってことか？　そうか。確かに、孔明の術式を破ることができる者は、司馬懿くらいしか考えられない……。

「孔明の『北斗五丈』は途中まで、司馬懿にもその存在を気取られなかった。だが、何度も発動させているうちに、司馬懿に察知されたのぢゃろうな。司馬懿は、『北斗五丈』そのものの存在を暴あばいて、真世界を崩ほう壊かいさせたのぢゃよ。わしも、その時に異世界へ飛ばされた」

「司馬懿は、どうして孔明の邪じや魔まを？」

「孔明の目的は漢王朝の復興。司馬懿は曹そう操そう・曹そう丕ひを利用して漢王朝を簒奪し、自ら王朝の始祖を目指す野心家。故ゆえに、二人は当初から戦う運命。もともとは、そのはずぢゃったが……今では、孔明の執しつ拗ような『北斗五丈』作戦の継けい続ぞくに業ごうを煮にやした司馬懿はさらに先せん鋭えい化して、自ら亜人を率いて真世界と異世界を滅ほろぼそうとしておる。そもそも後こう継けい者しや争いと派は閥ばつの内紛を抱かかえていた袁帝グループを敢あえて真世界へ呼び込んだのも、司馬懿ぢゃ」

　悠ゆう長ちように曹操に仕えておっては、新たな劉備玄徳が召喚されて孔明の出盧を許し、また「天下三分」の膠こう着ちやく状態に持ち込まれる。故に司馬懿は袁紹の勢力を自ら取り込むために、御しやすい袁帝グループを生いけ贄にえに選んだのぢゃ、と師匠。

「ま、待ってくれ師匠。司馬懿は真世界にいるのに、どうやって異世界から袁帝グループをクルーザーごと召喚できたんだ？」

「それは、司馬懿の仲間が異世界におってぢゃな……ふぉっふぉっ。来よったな、左さ慈じよ！」

　わっ!?　な、なんだ、この婆ばあさんは？

　俺は慌あわてて那波の身体からだを抱だきしめながら、いきなり槍やりを振りあげて正面から襲おそいかかってきた婆さんを躱かわし、一歩引いた。

　師匠が「むんっ」と太たい極きよく拳けんのポーズを取って、婆さんを迎げい撃げきする。

　顔色の悪い婆さんのほうも、「憤ふんッ！」と槍を繰くり出しながら、師匠の急所めがけて容よう赦しやなく連撃。け、拳法使いなのか？　中華街にこんな強い婆さん、いたっけ？

「きしゃーっ！　うぬと水みず城き秀一が夢の中で交信している今こそ、水城秀一の魂たましいを捕らえる絶好の機会！　そうとも、この左慈さまが袁帝グループを罠わなに塡はめて真世界へ送ったのぢゃーっ！　人数と権力だけは十人前！　じゃが、奸かん智ちに長たけた司馬懿さまならば簡単に乗っ取れる脆ぜい弱じやくな組織をなーっ！　お人ひと好よしな一族の女子高生を社長に祭り上げて、学がく閥ばつ社畜どもが互たがいの足を引っ張り合っておる袁帝グループは、乗っ取り対象として最適じゃったわい！」

「ふぉっふぉっふぉっ。左慈よ、これ以上そなたの好きにはさせぬぞい。わしが『東方無敗』の師匠と呼ばれている理由を知れい！」

「にゃーにをこしゃくな！　異世界でゲーセンとメイドカフェに塡はまってすっかり堕だ落らくした貴様に、この男日照り歴百年の左慈さまが倒たおせるかーっ！　水城秀一の魂、イタダキぢゃーっ！　若くてピチピチした童どう貞てい男子高校生を、おばばによこすのぢゃーっ！　劉備玄徳としての行動を完全に止めてくれる！　『怨おん』ッ！」

　うう、お兄ちゃん。この魔ま女じよのお婆さん、怖こわいよう～、と那波が怯おびえている。いかん！

「秀一よ、ここでいったん揃そろって夢の世界からログアウトじゃ！　わしが手を叩たたくと同時に目を覚ますのじゃぞい。一、二、三。ほいっ！」

　ぱちん。

　水鏡師匠が手を大きく叩くとともに。




　俺の意識は、現実の世界に戻っていた。

　だが、徐じよ州しゆう城の一室でもなければ、泰たい山ざんでもない。

「ここは──袁帝グループに粛しゆく清せいされた人間たちが押し込められている『地下帝国』の最下層だ……文字通りの、地の底だ……」

　そう。俺と那波は司馬懿に捕らえられて、地下帝国へと幽ゆう閉へいされた。薄うす暗ぐらい光しか差し込まない、この暗黒の地底牢ろう獄ごく世界に。囚しゆう人じんたちは、大部屋に押し込められている。俺は新入りだから、いくつめかの大部屋のいちばん隅すみっこで雑魚ざこ寝ねしていた。

　そして、俺の腕うでの中には、こどもに戻ってしまった那波の瘦やせた身体が。

　やはり那波がこどもになってしまったのは「現実」だ。夢ではない。張飛の能力はもちろんすべて失われている。護まもらなければ。俺にはまだ劉備玄徳の力が残されている。

　だが、那波は封ほう神しん状態を解除されているから、俺の「義ぎ妹まい」枠わくからは那波が消えている。もしも那波が命を落としても、「北斗五丈」は発動しない。もちろん、ヒョロガリの子供時代の身体と精神に戻ってしまった那波に、真世界で生き抜ぬく武力なんてない。

　しかも、眠ねむったら眠ったで、司馬懿の仲間・左慈が俺の魂を狙ねらってくる。

　身体は地下帝国に幽閉したが、魂を自由にさせておくつもりはない、ということか。

（俺を殺せば二代目劉備玄徳を消し去れるが、その時は怜れい香かが三代目劉備玄徳を召喚するはずだ。だから司馬懿は、俺を殺せなかった。肉体を幽閉し、魂も奪うばわせて、文字通り地下帝国で「飼い殺しにする」つもりだ。幼い那波がいるから、脱だつ出しゆつも容易ではない）

　いったいどうすればいい？

　那波を連れて、地下帝国を脱出する方法は……？

　師匠の言葉が事実なら、早く孔明を出しゆつ盧ろさせなければ、たいへんなことになる。司馬懿は孔明の出盧を阻そ止しして、「正史」よりも早く決着をつけるつもりだ。袁帝グループが司馬懿に乗っ取られれば、怜香も舞まい子こも危あやうくなる。それどころか、異世界が。俺たちの世界が、亜人の餌え食じきにされる。亜人に核かく兵器は通用するのだろうか？　あの饕とう餮てつという奴は、異世界の軍事事情にも通じていた。左慈が教えたのだろうか。もしも、迂う闊かつに核かく攻こう撃げきできない一いつ般ぱん市民が暮らしている街中を突とつ如じよ襲しゆう撃げきされたら？　たとえば、横浜とか……。

「……お兄ちゃん……？　なにかヘンな夢を見てたような……那波はね、夢の中でお兄ちゃんと中華街で豚まんを食べていたよ……？　また、豚まん食べたいな……」

「あ、ああ。俺も同じ夢を見ていたぞ、那波」

「ほんとう？」

「ほんとうだとも。必ず、お前を元の世界に戻もどしてみせる。早く横浜に帰ろうな」

「……また、一いつ緒しよに野球場に行ける……？　みかん氷、食べさせてくれる？　阪神戦がいいな。猛もう虎こファンの孫そん策さくちゃんと一緒に応おう援えんしたい……かな……う、ううっ……ぐすっ」

　ああ。いくらでもみかん氷を食わせてやる。崎き陽よう軒けんのシウマイ弁当だって好きなだけ奢おごってやる。お前の苦手なグリーンピースは俺が箸はしで取り除いてやる。その代わり、筍たけのこ煮にをよこせ。

　だから那波。泣くな。俺が、いくらでも頭を撫なでてやるから。

「ほら。配給された今夜のパンだ。パンというよりも、チャパティに似ているが。俺は満腹だから、那波。お前が食べろ。小学生時代のお前は瘦せすぎだぞ。俺さまが豚まんで餌え付づけし直して、大きく育ってくれないとな。フハハハハ！」

「……うん。ありがとう。食べるよ、お兄ちゃん。那波の胸が大きくなったら、お兄ちゃんも嬉うれしいんだよね？　それで那波に豚まんばかり食べさせていたんだよね。あむっ」

「な、なにを言う、那波？　あ、あ、兄は、妹の胸になど興奮しなーいっ！　それは『闇やみ落ち』だ！　いいか。俺が貫つらぬく『光の兄貴道』とは、決してそんな『光ひかる源げん氏じ計画』のようなよこしまなものではなく──」

　俺の精神は、那波が「義理の妹」であるという一点のために、常に光と闇の間を彷徨さまよっていた。那波が俺にどんな感情を抱いだいているかも、知っている。そして俺自身の心も……だが、それは許されないことだ、家族をまた破は壊かいしてしまう罪だ、と俺は自分を抑おさえ続けてきた。だからこそ、「兄貴道」とかなんとか中二病かぶれなことを言って、那波と「男女の関係」に陥おちいらないように自分を律して……。

「……もぐ、もぐ。そうなんだ……じゃあ……ただ、那波がやせっぽちで哀あわれっぽいから、お兄ちゃんの食べ物を分けてくれていたんだね……ごめんね。真世界でも、ちっとも役に立てなくて……ダメな妹で……ぐすっ」

「違ちがう違う！　そうじゃない！　お前は、ダメな妹なんかじゃないぞ、那波。この世に『ダメな妹』などという言葉は存在しないのだ！　お前がいてくれたから、俺は立ち直れたのだ！　『妹を護れなかったダメな兄』という境きよう遇ぐうから俺を救ってくれたのは、那波、お前なのだぞ？」

　兄妹揃そろってお互いにダメダメなんだね、ふふ、と那波が俺の腕に抱きつきながら笑う。

　それでいいではないか。完全な人間などいない。一人きりで生きられる者など、いないはずだ。ただ。俺と那波がこの「先」へと進むためには……。

「……まだ、深夜だ。す、少し眠れ」

「……うん、お兄ちゃん……お休み。那波を、離はなさないで……」

「ああ。わかっている」




　那波が俺の腕の中で再び眠りについた。

　だが俺は（師し匠しようが護ってくれているとはいえ、もしもまた左慈に襲われたら困るな）と緊きん張ちようして、眠れない。

　そんな俺のもとに、意外な「二人」の囚人が足音を忍しのばせながら近づいてきた。

（まさかこれは、座ざ敷しき牢ろうにありがちなパターン？　新入りを間引きしてスペースを空けるつもりか？　那波を護るためなら、容赦せんぞ！）

　その、意外な二人とは。

「違う違う。間引きやない。オレや、オレオレ。早わ稲せ田だ閥ばつのトップを張っとった沮そ授じゆや。以前、お前に当たり確定護ご符ふをくれてやった慧けい眼がんの士や。まあ、今ではオレもすっかり地下帝てい国こくの牢ろう名な主ぬしやがな。ククク……」

「そしてもう一人はこのワシだよ、水城秀一くん。地下帝国のかつての支配者、慶けい應おう閥のリーダー田でん豊ほうだ。忌いま忌ましいことに、司馬懿のクーデターにしてやられて、ワシまでもが地下帝国送りの憂うき目めにあってしまった……社長も魚魚とと子こさまも、お労いたわしや……くうっ……」

　沮授のおっさん？　ロマンスグレーの田豊？

　二人ともすでに司馬懿に失しつ脚きやくさせられて、地下に幽閉されていたのかっ!?

　しかも、二人とも顔に青あざを作っている。地下暮らしで虐ぎやく待たいでも受けているのか？

「なんてことだ。今、袁紹と袁えん術じゆつは？　無事なのか？」

「社長姉妹しまいは一応はご無事だ。袁帝グループの社畜を配下として動かすために、お二人とも生かされている。ただし司馬懿の術によって、お二人はどこだかわからん空間へ幽閉されておる……！　救出も不可能……！　無念……！　実に無念っ……！」

「司馬懿は田豊を騙だまして、社長の威い信しんをカンストさせよったそうや。そやから社長を董とう卓たくのように消しよう滅めつさせんためには、残された社畜軍団は司馬懿のもとで戦って勝つしかあらへんのや。司馬懿は、袁帝グループを率いて曹操軍も孫そん堅けん軍も潰つぶすつもりや」

　なんてことだ。俺と那波が地下帝国に流されているうちに、地上の世界はたいへんな事態になっている。

「このオレがついとったら、司馬懿の罠を見み抜ぬけたものを。冤えん罪ざい符ふと免めん罪ざい符のすり替かえやなんて、初心者しか引っかからん単純なイカサマやがな。ホンマ、残念やで」

「なにを居直っておる！　もとはといえば沮授、貴様が司馬懿なぞを陣じん営えいに引っ張り込んできたのが災わざわいのはじまりだったのではないか！」

「田豊はん。そっちこそ正史英えい傑けつキャンペーンに乗り気やったやないか！　司馬懿の尻しり馬うまに乗って、オレを失脚させたあんたの責任やで？」

　いい歳としをしたおっさん同士。田豊と沮授が取っ組み合って、殴なぐり合いをはじめた。小学生かよ。そうか。二人の青あざは、互いにケンカした時にできたものか。

　俺は、師匠から聞いた情報を二人に伝えた。

　司馬懿が、亜人を率いて真世界と異世界を滅ほろぼそうとしていること。後こう継けい者しや争いと派は閥ばつの内ない紛ふんを抱かかえていた袁帝グループを敢あえて真世界へ呼び込んだ黒幕も、司馬懿だということ。司馬懿と左慈は組んでいたこと。

　田豊と沮授は、憑つきものが落ちたかのような表情で、俺を見つめていた。

「……そうだったのか……ワシらは司馬懿にまんまと『派閥争い』を利用されて、ともに地下帝てい国こくへ送られたわけか。水城秀一くんっ……！　われらはまさに、手玉に取られたっ……！　いいようにっ……！　社長の信しん頼らいを、ワシらは裏切った……この罪、万死に値する！　いや、いっそ族ぞく滅めつに値する大罪！」

「ククク。そやけど、このまま二人して地下帝国で腐くさっとるわけにはいかん。社長姉妹と袁帝グループ社畜全員の運命がかかっとる。水城秀一。あんさんは、腐くさっても二代目劉備玄徳や。あんさんを地下帝国から脱出させて、噂うわさの諸しよ葛かつ亮りよう孔明を出盧させる。それ以外に司馬懿を止める方法はない。大おお博ばく打ちや！」

「うむ。夜明けとともに、地下帝国囚しゆう人じん一同で一いつ斉せいに武装蜂ほう起きしよう！　地下帝国は今、旧黄こう巾きん賊ぞく系の亜人たちが監かん視ししておる。亜人たちの武力は侮あなどれぬものがあるが、地下迷宮の地形を利用しての知略戦に持ち込めば勝機はある！」

「ここはオレら袁帝グループの人間が設計して建設した地下施し設せつやからな、ククク」

「むろん激戦となるが、われらが暴れている隙すきになんとしても脱出してほしい。われらはそのまま地下帝国を武力制圧して、反司馬懿戦を戦う抵てい抗こう勢力となる」

　そうか。地下帝国囚人の多くは、失脚した袁帝グループ社員だ。これは「社内クーデター返し」だ。田豊と沮授が組めば、かつてグループ内で幹部ポジションを取っていた慶應閥も早稲田閥もみな立ち上がる。あとは一いつ気き呵か成せい……！

「い、いや、少し待ってくれ。俺には、幼い那波が……そんな危険な博打に簡単に乗るわけには……失敗は許されないのだぞ？」

　沮授のおっさんが「ククク……甘い甘い。世の中、タダで動くもんは地じ震しんだけやで。あんさんにチート呼こ符ふを譲ゆずってやったあの時の借りを今、返してもらうで」と俺に詰つめ寄ってきた。そ、そうだった。周しゆう瑜ゆとそして趙ちよう雲うんを召しよう喚かんできたのは、沮授のおっさんからもらったチート呼符のおかげだった。

「だが、この地下帝国じゃ、なぜか趙雲との通信が繫つながらないんだ。せめて趙雲を呼び出せれば、那波を連れて脱出できるのだが」

「ほう。そのような今風のＳＮＳスキルまで持っているのかね、きみは？　さすがは今時の若者だ。それはおそらく、電波障害と同じような原因だろう。厚い岩がん盤ばんが通信電波を遮さえぎっておるのだ。いや、電波ではなく『気』なのだろうがね。地上に出れば繫がるはずだよ」

「それは推論だろう？　もしも、地上に出ても繫がらなければ……この地下帝国から孔明が眠る徐州の琅邪までは遠いし、琅邪の祠ほこらも破壊されたままだ」

　沮授が、「確かに遠いで」と地図を開いて俺に指し示してきた。この地下帝国は、冀き州しゆうと并へい州しゆうの境目に位置する常じよう山ざんにある。袁紹軍の本ほん拠きよ地ち・鄴ぎようからはるかに北に位置しており、幽ゆう州しゆうにもほど近い文字通りの「左さ遷せん地」だ。脱出に成功しても、一直線で徐州の琅邪へ入るには、袁紹軍の支配地である冀州全域を突とつ破ぱした上に青せい州しゆうをも踏とう破はせねばならず、しかもその途と中ちゆうには黄こう河ががある。このルートは無理だ。せめて怜香が守る泰山へ辿たどり着ければ……いや、それでも「袁紹軍が支配する冀州を踏破する」という困難なルートを進むという意味では同じか。

「どのみち蜂起のチャンスは一度きりや。この蜂起に敗れれば、司馬懿はさんざん見下してきたオレらの社しや畜ちく力りよくを見直して、文字通り『粛しゆく清せい』するやろう。あんさんの選せん択たく肢しは、参戦するか脱だつ出しゆつするかの二に択たくやで。どないする？」

　俺一人の命ならば、迷うまでもない。孔明を出しゆつ盧ろさせて世界を救うべきだ。他に選択肢はない。だが、俺の腕うでの中には、非力な身体からだに戻ってしまった那波が……。

「……お兄ちゃん。目が、覚めちゃった。行こうよ。孔明のもとに。那波のために、諦あきらめないで。那波は、お兄ちゃんの足手まといになりたくない……お願い……」

　那波。いつから目覚めていた？　いくら小声でも、男三人で長々と議論をしていたんだ。田豊と沮授は殴り合いまでやった。当然、目も覚ますか。

「お兄ちゃん。那波はもう、張飛として戦えないけれど……趙雲だって、雪ゆき乃のちゃんだっている。きっと、お兄ちゃんを救いに駆かけつけてくれるよ。そう信じて、賭かけようよ？」

　趙雲──由ゆう莉りを。

　そして、雪乃を。

　信じて、賭ける。

　そうだ。俺の命と那波の命を、真の仲間に、そして実妹に賭ける。全額ベットだ。

　こんな地じ獄ごくみたいな環かん境きようじゃ、今の瘦せた幼い那波は長くは保もたない。

　だったら。座して滅びを待つくらいならば、前のめりに──俺個人の力ではどうしようもなくとも、全員が一丸となれば、あるいは。

「……わかった。那波。お前は、足手まといじゃない。何度でも言うぞ。言葉では足りないというのなら、俺は『行動』で示そう。田豊のおっさん、沮授のおっさん。今こそ社畜同士の派閥を超こえて共きよう闘とうし、この劉備玄徳と妹の那波を、地下帝国から見事に脱出させてみせろ！　俺は、孔明を出盧させて司馬懿を倒たおす！　袁紹も袁術も曹操もみな救ってみせる！　フハハハハハハ！」

　田豊が「おお。それでは、決起だ！　すぐに囚しゆう人じんたちを集めるから、劉備玄徳得意の演説をかましてくれたまえ！　それでわれらは派閥の恩おん讐しゆうを超えて一丸となれる！」と俺の手を握にぎりしめてくる。

「俺の演説？　ああ……あれは劉備玄徳の固有スキル『俠きよう絶ぜつ大だい徳とく』の補正がかかっているから真世界の民には効くが、異世界から来た袁帝グループの社畜には効かんぞ。袁帝グループ勤めの上級国民たちにとって、俺はただの下級国民の高校生のガキにすぎん」

「そないなことはあらへん。虎こ牢ろう関かん、洛らく陽よう開放戦、泰山防衛戦と幾いく多たの戦場を戦い抜ぬいてきたあんさんは紛まぎれもなく『劉備玄徳』や。スキル云うん々ぬんやない。『三国志』に疎うとい袁帝グループの面々も、司馬懿のクーデター以来、早さ乙女おとめ怜香やオレがぽつぽつと語っとった三国志知識を真しん剣けんに己おのれの人生の一部として吸収しとるんや。オレは囚人どもに、さんざん吹ふき込んでやったで。劉備玄徳こそが、『三国志』の真の主人公なんやとな！　そのあんさんが立ち上がって大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてくれれば、囚人たちの士気をガツーンと上げられるで！」

　頑がん張ばって、お兄ちゃんならできるよ、と那波が俺の背中を押してくれた。

　そうだ。

　ここで尻しり込ごみするようでは、那波を横浜へ生せい還かんさせることなんて夢のまた夢。




　俺は、那波の肩かたを抱だいて庇かばいながら、田豊と沮授に案内されて「決起集会」の壇だん上じようへと向かっていた。日ひ頃ごろは食堂として使われている広い空間だ。

　まもなく日が昇のぼり、はるか天上の岩盤の隙すき間まから日光が差し込んでくる。中ちゆう途と半はん端ぱに「希望」を与あたえることで、囚人たちの絶望と生への執しゆう着ちやくはより深まる。袁帝グループによる囚人管理のノウハウのひとつだ。むろん、光を完全遮しや断だんした真の闇やみでは視力も低下し、ビタミンＤも欠けつ乏ぼうし、囚人たちの体力が保たなくなるという理由もあるのだが。

　俺はその光を指し示しながら、目を血走らせながら集まっていた囚人たち──その多くは袁帝グループの社畜だが、もはや内紛・粛清・左遷を繰くり返して司馬懿に組織を乗っ取られた袁帝グループへの盲もう目もく的てきな呪じゆ縛ばくからは解放されている──に向けて演説を嚙かました。なにを喋しやべるか考える時間もなく、すべてはぶっつけ本番のハッタリ勝負である。夢中で、叫さけんだ。たかが高校生のガキに心を揺ゆさぶらされるような相手ではないはずなのに、怯ひるむことはない。

　なぜなら、囚とらわれの彼らに「社畜魂だましい」を鼓こ舞ぶする必要など、もうない。

　みな、この極限状態で袁帝グループに施ほどこされた社員教育という名の洗脳を解かれ、「個人」に戻もどっている。ならば、年ねん齢れいの差こそあれ、俺と同じだ！

「諸君！　俺が『三国志』の主人公、劉備玄徳だ！　もうみんな、よくわかっただろう？　ここは『三国志』の世界だ。真世界だ。俺たちが暮らしていた異世界じゃない。学がく閥ばつだの社畜だの上級だの下級だの、そんなものはなんの意味も持たない！　袁帝グループが内部抗こう争そうに明け暮れている間に、社長の袁紹──本もと屋や敷しき英え里り子こも、妹の袁術──魚魚子も、正史英傑・司馬懿に捕とらえられた。この司馬懿のクーデターに呼応して、再び亜人の軍団が万ばん里りの長ちよう城じようの向こうから南下してくる。泰山を奪うばわれれば、真世界も異世界も滅ぼされる。その時──」

　その時、なにが破は壊かいされるのか。なにが壊こわれるのか。

　俺たちの「日常」だ。

「日常」は、俺たちの「異世界」は、いいことばかりじゃなかった。とりわけ俺が暮らしていた庶しよ民みんの世界は、行き詰づまっていて、絶望感に溢あふれていた。明るい未来など見えず、国ごと衰すい退たいしていく運命から逃のがれる道など俺のような無力な個人にはなく、生しよう涯がい雇こ用ようという安あん泰たいを得られる時代は過ぎ去って、最後の心のよりどころだった「家族」もいつ壊れるかわからない不安定なもので──俺の家族も、那波の家族も、いちどは「壊れた」。それでも、なんとか「家族」を再建して、俺たちは懸けん命めいに生きてきた。半分以上は仮想世界で過ごしていた気がするけれど。それほどに現実は閉へい塞そくしていたけれど。

　それでも、酷ひどいことばかりじゃなかった。細ささやかな幸福も生きる喜びもあった。少なくとも、日本で生きている限り、戦場と化した街中で武器を取って殺し合うようなことはなかった。家族と、妹と、中華街で豚ぶたまんを買い食いして海辺を散歩する、そんな時間を俺たちは過ごせていた。

　かつて俺たちには、かけがえのない「日常」があった。

　今、俺たちの家族が、友人が、俺たちの帰き還かんを待っている。

　真世界に召喚された俺たちが、司馬懿と亜人軍団に敗れれば。

　その「日常」が、壊れる。

　横浜港こう湾わん地帯を支配してきた、袁帝グループも。

　お前たち社員の家族も。

　この俺の家族も。

　友人たちも。

　学校も。

　横浜の町並みも。

　なにもかもが、不可逆的に壊される。

　それは「天災」にも等しく、人間同士の戦争なんかよりもずっと酷いもので──。

　ええい。そんな理り屈くつは、もうどうでもいい。

　俺は、自分の頭で考えるのが苦手なのだ！

　俺が。俺が言いたいことは。俺がほんとうに叫びたいことは。

「俺は、俺の妹たちを、元の世界に。『日常』に戻したいんだ！　そのためならば、俺はなんだってやる！　劉備玄徳にだって、なってみせる！　袁帝グループに俺が返せるものは、なにもない。俺には金もなければ、権力もない。『魂こん』ですら、もう売り払はらってしまった。だけど、それでも頼たのむ。俺に力を貸してくれ……！」

　お、お兄ちゃん？　魂を売り払ったってどういうこと？　と那波が目を丸くして俺に尋たずねてきた。が、その問いには答えられない。「北斗五丈」の件は禁則事じ項こうだ。

「真世界を統一して、帰ろう。俺たちの世界に！　俺たちの『日常』に！　その後はまたぞろ田豊と沮授のおっさんどもを担かつぎ上げて、社畜同士での派は閥ばつ抗こう争そうでもなんでも、好きにやるがいい！　すべては俺たちの世界へ帰還してからだ！　今はただ、真世界に召しよう喚かんされた戦友たちとして、仲間として、司馬懿と戦おう！　この劉備玄徳と那波を生かして孔明のもとへ辿り着かせるのだ！　劉備玄徳と孔明が揃そろえば、必ずこのデスゲームに勝てる！　袁紹と袁術の姉妹しまいも救出できる！　諸君、立ち上がれ！　武装蜂ほう起きだ！」

　……う、ううむ。時間的にはそろそろ演説を締しめないといかんのだが、囚しゆう人じんたちの反応はいまひとつだ。草そう稿こうを練る時間がなくてぶっつけのアドリブだったからなあ。そもそも僕って、サラリーマン経験のないただの高校生だしね……って、いかんいかん！　素に戻っている場合じゃない！

　えーい。締め方がわからんので、最後はパクリ、もといオマージュだ！

　自信満々で、拳こぶしを天に突つき上げる！

　そして、この「伝家の宝刀」フレーズ！

　そうとも、これでこそ俺さま、水城秀一だ！　フハハハハハ！

「みんなあああ！　今日は俺たち地下帝てい国こく囚人の、インデペンデンスデイだあああああ！」

　跳はねた！　バズった！

　ドオオオオオッ、と囚人たちが自らの拳を掲かかげて、割れんばかりの歓かん声せいをあげていた。

「「「うおおおお！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」」」

　沮授のおっさんがさんざん「劉備玄徳とはどれほどどえらい英えい雄ゆうか」を地下帝国の囚人たちにさんざん吹き込んできた「下準備」のおかげか。

　それとも、誰だれもが「袁帝グループ内で争っている場合ではなかった」と悔くいていたのか。

　田豊までもが幽ゆう閉へいされた姿を見て、派閥抗争の恩おん讐しゆうを一時的に忘れたのか。

　いや、やはり俺の父親世代──インデペンデンスデイ世代マシマシだったからか。

　ともかく囚人たちは一いつ斉せいに叫び声をあげながら、立ち上がった。

　その手に、手製の武器を持って。

　強力な亜人たちと戦うには、不利すぎる。命いのち懸がけの蜂起だった。だが、数では囚人たちのほうが圧あつ倒とう的に多い。亜人たちは、地下帝国の迷宮地形を彼らほどには掌しよう握あくできていないだろう。ゲリラ戦ならば、勝機はある──！

「いける。いけるで。言葉はアレやが、人を動かすもんは理屈やない！　ノリや！」

「……若いが、きみは真世界で場数を踏ふんでいる。そして、われわれは文字通りの極限状態に置かれている……今ここに化学反応が起きた。勝てるぞ、この反乱……ククク」

「お兄ちゃん。行こう。ほら、お兄ちゃんの馬が駆けつけてきたよ？」

「ブルルルッ！　まーた適当な演説こいてんなあ、相棒！　ちょっと頭いいこと言おうとして滑すべってやがんの！　的てき盧ろさまの再登場だーっ！　あ。ちなみに、馬小屋から囚人が解放してくれました、ブルルルル！」

「遅おそいではないか、この駄だ馬ばが！　こんどこそ那波を脱だつ出しゆつさせるのだぞ、失敗したら馬ば刺さしだーっ！　フハハハハ！」

　雌し雄ゆう一いつ対つい剣けんと違ちがって、同じ宝貝パオペエでも馬は出し入れできないからな。もうコンビーフにされたと思っていたが、生きていたか的盧。どうやら強制的に休まされている間に風か邪ぜも治ったらしい。

「ぶっきー、ぶっきー♪」

「豚ぶたまんまん！　よかった～！　豚まんの具にされたと思ってた……うわーん！」

　的盧の頭に、那波のペット豚まんまんが乗っている。こいつこそ食材そのものなのだが、囚人たちが那波に気を配って食わずにいてくれたのか。適当な「劉備伝説」で囚人をアジりまくってくれた沮授のおっさんさまさまだな。

　ともかく、すでに田豊と沮授が「下準備」を完全に終えてくれていたおかげで、俺は勢いに任せて叫ぶだけでよかった。

　決起は、ここに成った。

「地下帝国を、解放せよ！」

「社しや畜ちく人生の果てがこれでは、死んでも死に切れん！」

「俺たちは、家族のもとに戻るんだ……！」

「社長姉妹を奪い返し、全員で元の世界に戻る！」

「ただし田豊さん！　沮授さん！　元の世界での社畜左さ遷せん場『地下帝国』閉へい鎖さの約束、必ず果たしてもらう！」

「閉鎖はする、するが百年後ということも、などと言い逃れて俺たちを裏切ったらその時は、わかっているな？」

「もちろんだとも。社長の命は地球よりも重く、ワシ自身もこんな境きよう遇ぐうは懲こり懲ごりだ。この首を懸かけて、会長に直言しよう。ブラック度合いを緩ゆるめねば帰還組は総退職し、グループを告発すると」

「社長姉妹を救出すれば、ご祝しゆう儀ぎ間ま違ちがいなし。オレらは全員出世コースやで！」

「本場・地下帝国の閉鎖」すなわち袁帝グループ最大のブラック企き業ぎよう要素の排はい除じよを、田豊と沮授が囚しゆう人じんたちに約束した。会長がそうとうな変人らしいので実行できるかどうかは怪あやしいが、孫まご娘むすめ二人を救出した功績をもってすれば、廃はい絶ぜつは可能だろう。これほどの巨きよ大だい企業ともなれば「左遷コース」そのものは永遠になくならないだろうが、人権無視の地下帝国は消しよう滅めつか。

「さあ行くぞ、諸君！　亜人たちが駆かけつけてきた！　迷路地形を利用して、それぞれを各個撃げき破はだ！　しっかり捉つかまっていろよ、那波！　絶対に兄の腰こしから腕うでを放すな！」

「うんっ！　さあ行こう、豚まんまん！」

「ぶきっ！」

「この的盧こそが劉備玄徳最大の危機を救う究極の名馬だという事実を、皆みなさんに教えて差し上げましょう。ブルルッ！」

「「「うおおおおお！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」」」

　囚人たちと亜人たちとの激げき闘とうがはじまる中。

　俺は那波とともに、的盧に乗って「地上」へと駆けた。迷宮の曲がりくねった道を走る的盧の脚あしが、唸うなりを上げる。

　もう、後あと戻もどりはできない。

　賽さいは投げられた──！




「ブヒヒヒン！　劉備玄徳を死地から脱出させることにかけちゃあ、この的盧さまの上を行く馬はいねえってもんよ！　さすがは、インテリジェンス・馬！　しっかり手た綱づなを握にぎってろよ、相棒！」

「お兄ちゃん。光が──！　この迷路の先に、地上への出口が！」

「ここからが勝負だぞ的盧！　出口周辺にも当然、亜人の警備兵たちが待機している！　一気に駆け抜ぬけろ！」

「了りよう解かいだぜ！　風邪が全快した名馬的盧の走りっぷりに刮かつ目もくしろやああ～！　ブルルッ！」

　的盧の脚は凄すさまじい。ついに、出た。久々の「地上」だ。眩まぶしい。那波、目をつぶっていろ。

　しかし──しかし、やっぱりこれは無む謀ぼうだったか？　敢あえて狭せまい裏口を通って山さん麓ろくの「隠かくし出口」から地上に出たはずなのに、すでに溢あふれんばかりの袁紹軍が待ち構えているではないか！

　しかも、例の「黄巾賊ぞく」騒そう動どうの際に袁紹に帰順してアルバイト感覚で雇やとわれている亜人たちだけではなく、袁紹軍の正規軍も加わっている！　人間の騎き馬ば兵たちが！

「やはり出てきたな、劉備玄徳！　地下帝国から山麓に通じる七つの出入り口は、すべて封ふう鎖さ済みだ！」

「総員！　劉備を捕とらえよ！　曹操との『官かん渡と決戦』に勝利するためには、劉備の身み柄がらを拘こう束そくし続けることが必要だと、司馬懿軍師は仰おおせである！」

「ヒャッハー！　俺たち公こう孫そん瓚さん軍の残党も、袁帝グループに臨時雇こ用ようしてもらったぜえ！　命を捨てて峠とうげを駆け抜ける群馬魂だましいを見ろやあ！」

「よう劉備。てめえ、そんな顔してオサレな横浜県民なんだってなああ？　クッソうぜえ！　てめえが川かわ崎さき市民なら、見み逃のがしてやったがよう。横浜野や郎ろうと湘しよう南なんボーイはどこまでも追つい撃げきしてやるぜええええ！」

「不幸にも『海なし県』に生まれてきた青少年の恨うらみ辛つらみと、山さん岳がく踏とう破はに青春を賭かけた特とつ攻こう精神、見せちゃる！」

「崎陽軒のシウマイと風が語りかけてくる十万石饅まん頭じゆう。南関東と北関東。どっちが強いか、いざ勝負じゃーっ！」

　モヒカン頭の愚ぐ連れん隊たいみたいな騎馬軍団まで!?　なんだこいつら？　元公孫瓚軍だと？　まずい。まずいぞ。自分の脚で走る亜人と違って、こいつらは自転車同然に馬を乗りこなしている！　馬術がうまい、うますぎる！　的盧をもってしても、容易には逃にげ切れん！

「ブルルッ!?　ロマンスグレーから聞いていた話と違うぜえ、相棒!?　行く手は、分厚い騎馬隊の包ほう囲い網もうだぜえ！」

「……お、お兄ちゃん……ごめん、なさい……那波が、張飛として戦えたら……」

「俺に任せろ！　絶対に俺から手を離はなすな、那波！　『雌雄一対剣』召喚！　こいつらを振ふり切るのは無理だ！　的盧、突っ込め！　封神英傑の武力をもって、中央突とつ破ぱする！」

　相棒、そいつは無茶だ檀だん渓けいを渡わたるよりも無茶だぜブヒヒヒンとぼやきながら、的盧が半ばヤケクソ気味にグンマー騎馬兵が敷しいた横おう陣じんのど真ん中目指して激走する。

　幸い、顔がん良りようや文ぶん醜しゆう、張ちよう郃こうといった袁紹軍屈くつ指しの最強クラス封神英傑は見当たらない。彼らは今、最前線で怜香率いる曹操軍と睨にらみ合っているのだろう。

　とはいえ、この場には「武官型封神英傑」が何人も揃っている。俺と那波が司馬懿に捕らわれた時と同じだ。司馬懿は怜香との決戦に臨のぞみながらも、やはり俺を徹てつ底てい的にマークしていやがった。

　封ほう神しんされていない騎馬兵は、雌雄一対剣をひと薙なぎすればその風圧で吹ふき飛ばせる。だが、武力70を超こえた封神英傑は手て強ごわい……！　それが、複数。その上、敵兵の数があまりに多すぎる。手間取れば、「数」の暴力に押し切られる。包囲される。

　十人。二十人。次々と接近する敵兵を薙ぎ払った。だが、まるで敵兵の数が減らない。減るどころか、ますます増えているかのような……!?

「片かたっ端ぱしから無む双そうして片付けるわけにはいかないようだな！　だが！　俺は断固として突破するぜ！　地下帝国から那波を脱出させる！　『妹は、すべてに優先するぜ』！」

「「「こちらも、社長姉妹の命がかかっている！　絶対に突破させん、地下帝国の最奥部に連れ戻もどして二度と地上には戻さん！　これからは、貴様ら兄妹きようだいを別々の牢ろう獄ごくに監かん禁きんする！」」」

　くそっ、いくら敵兵を倒たおしても突破できない。袁紹軍の奴やつらも必死だ……！　英里子と魚魚子を司馬懿に握られているのだから。社畜魂が荒あらぶっている。互たがいの信念の強さが同等ならば、最後に勝敗を分けるものは、やはり、数の暴力か。

　ああ。俺に圧倒的な武力があれば。

「て、的盧！　迂う回かい突とつ破ぱできる『穴』はないか!?　包囲網が狭せばまってきた！　まずい！」

「相棒、無茶言うない。せめて檀渓が流れていりゃあなあ、他の駄馬を捨て置いて、おいら一頭で渡りきってみせるのによ～」

「……蛇じや矛ぼう……蛇矛。お願い。召しよう喚かんされて。お兄ちゃんを護まもらせて……！」

　ああ。ダメだ。もう脱出は不可能だ。またしても、捕らわれる。

　またしても、那波を……！

　的盧めがけて、無数の敵兵が襲おそいかかってくる。手を伸のばして。那波の身体からだを摑つかみ取って、俺のもとから引き離す。そして的盧もまた、脚を棍こん棒ぼうで打たれて、がくんと身体が前のめりに倒れていく。俺は剣を捨て、那波を奪だつ回かいしようと必死で手を伸ばしたが、届かない。俺自身の身体が、落馬していた。俺の身体を一斉に取り押さえようと敵兵たちの集団が──。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　いやっ、離して！　離してってば！」

「ブヒヒヒン！　いてえじゃねーか、やめろっての！　おいら、食っても美味おいしくねえぜえ～？」

　う……うおおおおおっ！　ダメだ！　再び那波を奪うばわれる！　那波と引き離される……！　頼たのむ。頼む。頼む！　那波を奪回する起死回生の策を閃ひらめいてくれ、俺の頭脳……！　なにか叫さけべ。ハッタリを叫べ。こいつらを味方に引き込む言葉を！

（ぐっ……まずい……口を塞ふさがれた……！）

　封神英傑チームが中心となって、俺の身体の上におよそ百人の敵兵が覆おおい被かぶさってきた。これは──これはもう、詰つんでいるのか？　俺は那波を護れなかったのか？　孔明を出盧させることは、できないのか？　司馬懿が勝者になるのか？

「劉備を圧殺してはならんぞ！　この兄妹を殺すこと自体が危険なのだという。二人とも絶対に死なせるなと、司馬懿さまのご命令だ！　地下帝てい国こくに隔かく離りして監かん視しする！　妹と引き離されれば、劉備はもはやなにもできん！　馬は処分しろ！　劉備の逃とう走そうに使わせるな！」

「ぶ、ブルルッ……？　えーと。おいら、これからは司馬懿さんのために働きますから。蹄ひづめでもなんでも舐なめますんで。だから、馬肉コンビーフだけは勘かん弁べんしてくれよお～！」

「「「うるせえ、ゴマすり糞くそ駄だ馬ばめ！　今夜は、コンビーフだああああ！」」」

　ば、馬ば鹿かな……！

　だが、この時。

「ぶっきーっ！」

　英えい傑けつでも宝貝でもないため、完全にノーマークだった相棒が、一いつ匹ぴき。

　小こ柄がらな豚まんまんが、兵士たちの足あし下もとをすり抜け、そして大声でいなないていた。

　豚まんまんが駆けていく先には──。

　白馬に乗った封神英傑が、一人。

　そして、彼女に率いられた無数の民たちが。




「遅おそくなった、劉備くん。劉備玄徳の『真の仲間』、趙雲子し龍りゆう。常山の民を率いて、ここに参上だ。みな、真世界最後の希望であるきみを救いたくて、立ち上がってくれた」




　ちょ、趙雲？　由莉？　お前、ヒルデガルドとともに北の大地へ向かっていたんじゃあ……？




「きみと通話できなくなったのでね。地下帝国に送られたんだろうと推察できたのさ。みんな、武器を掲かかげて戦うんだ！　劉備玄徳とその妹を救出する！　冀州一帯には今、袁紹軍の守備部隊が充じゆう満まんしている。琅邪入りは不可能だ。いったん西の并州へと向かい、孔明を出しゆつ盧ろさせられる第二の拠きよ点てん・荊けい州しゆうを目指して大迂う回かいする──！」

「「「おおおおお！　亜人たちに真世界を滅ほろぼさせるなあああ！　劉備さまをお救いせよおおおお！」」」




　そうか。琅邪でなくとも、「三さん顧この礼れい」イベントは発生させられるのか。

　俺としたことが、完全に頭から抜け落ちていた。

「三さん国ごく志し演えん義ぎ」で劉備が孔明を出盧させた土地は、孔明の出身地・琅邪でなく、荊州の北のかた、隆りゆう中ちゆうだ！　若くして世を捨てた孔明が農具を手にして引きこもっていた片かた田舎いなかだ！

　冀州の北の端はし・常山から、まだ袁紹軍が完全に制圧しきれていない并州を経由して荊州へと南下するルートを辿たどれば、黄河を挟はさんで怜香と司馬懿が「官渡の戦い」を戦っているその間かん隙げきを縫ぬって隆中に辿り着けるかもしれない！　いわば、「官渡の戦い」の戦場の真裏を行軍することになるからだ。

「「「趙雲だとっ？　なぜ万里の長城から舞まい戻ってきたっ？　討て、討てっ！」」」

　次々と、封神英傑たちが口々に叫びながら由莉へと襲いかかる。おそらく、自らのスキル名を叫んでいるのだ。しかし、由莉には効かない。目から白い光を自在に放ち、彼らのスキル効果を片っ端から解除していく。そして、馬上からの涯がい角かく槍そうの一ひと突つきで英傑を倒す。

　まさしく、反則級。無双の強さだ。

「封神英傑たちも大勢いるようだが、私の初見殺しスキル『子し龍りゆう一いつ身しん都すべて是これ膽たん也なり』の前にはよほどトリッキーなスキル持ちでなければ無力さ。きみたちのスキル効果を、片っ端から無効化する。武力特化型しか揃そろえられなかったのは、曹操軍との戦争に軍師格を総動員したからかな、それとも田豊も沮授も地下帝国へ送ってしまって人材が払ふつ底ていしたからかな？　さあ。行くよ、白はく龍りゆう駒く。ふふふ」

　那波。お前が背中を押してくれたおかげだ。「通信」が切れたことが、由莉を地下帝国へ呼び寄せてくれただなんて。

「那波ちゃん。ずいぶん小さくなったね？　行こう。お兄ちゃんときみは、この趙雲が必ず護り通すよ。常山の民たちが、目くらまし役を務めてくれる。彼らが袁紹軍を足止めしている隙に、冀州から脱だつ出しゆつするんだ」

　由莉は群がる敵兵をことごとく蹴け散ちらしながら、一直線に那波のもとへ駆かける。

　那波の身体を摑んでいた兵士は「ほ、封神英傑のスキルがいっさい通用しないっ？　チートだ……！　こんなの相手に、勝てるはずがない……！」と悲鳴をあげながら那波を手放し、逃げだしていた。

　包囲網が乱れている！

　俺もまた、俺を押しつぶそうと乗りかかっていた敵兵たちを払いのけるべく、趙雲の無双ぶりを見た彼らが一いつ斉せいに逃げ腰ごしになった一いつ瞬しゆんの隙をついた。腕わん力りよくで百人を押し切ることは不可能なので、師し匠しよう譲ゆずりの「気」を用いた。大地に掌しよう底ていを打って、「気」を反はん響きようさせた。小規模だが、人工地じ震しんを発生させたわけだ。

　みな、趙雲の突とつ撃げきと常山の民たちの蜂ほう起きを前にして混乱している。地じ崩くずれだあああ！　と騒さわぎながら、俺のもとを離れて逃げ散った。今だ！　俺はすかさず、「でかした相棒！　お前なら必ず自力で危機を乗り切ると信じていたぜ、ブルルル！」と調子のいいことを言っている的盧の背中に再び舞い戻っていた。

「……ありがとう……！　趙雲！　袁紹軍は、ゆきのんが防ぎきって撃げき破はしてくれるはずだから！　その隙にお兄ちゃんを、孔明のもとへ！」

「『由莉』でいいよ。さあ。私の背中にしっかり捉つかまって」

「あっ、おいらも相棒を乗せて一いつ緒しよにいきま～す。おいらは相棒を裏切って司馬懿に寝ね返がえったりしていないぜえ？　命いのち乞ごいしなきゃあ即そく座ざにコンビーフにされる大ピンチだったから、敢あえてゴマすり芝しば居いをしていただけさ。信じてくれよ～、ブルルルッ」

　えーい。この駄だ馬ばめが！　だが、今はこいつを食っている場合ではない。行くぞ的盧！

「ぶきっ！」

「豚まんまんの収容も完かん了りようだ。趙雲子龍よ、見事にこの劉備玄徳の道を切り開いてくれよおおおおっ！　目指すは荊州の隆中だ！」

「了りよう解かい。那波ちゃん？　荊州までは遠いけれど、頑がん張ばろうね」

「うん！　ありがとう、由莉ちゃん！　でもねー、お兄ちゃんは那波の将来の旦だん那なさまだからっ！　由莉ちゃんには、あげられないよー？」

「……す、すまん由莉。那波は、精神年ねん齢れいも肉体並みに幼くなっているのだ」

「素直でかわいい子だね。後で元の身体からだに戻った時、黒歴史発言の数々を思い返して大暴れしそうだよ。ふふ」

　厳しい逃とう避ひ行こうになる。怜香と司馬懿の戦いに参戦するという選せん択たく肢しもあるが、そちらは雪乃に委ねよう。俺は全力で孔明のもとへ向かい、司馬懿に対たい抗こうできる唯ゆい一いつの英傑・孔明を出盧させる。司馬懿が怜香を破るのが先か、俺が孔明を出盧させるのが先かだ。

　時間との戦いになるな。

　田豊のおっさん。沮授のおっさん。いちばん手て強ごわそうな連中は、趙雲が蹴散らしてくれた。これで、蜂起は必ず成功する。司馬懿に平へい伏ふくしている袁帝グループにも動どう揺ようが走るはずだ。司馬懿率いる袁紹軍の後方攪かく乱らんは、任せたぞ──！




　　　　※




　この「地下帝国反乱」事件が冀州の背後で発生していた、まさにその時。

　司馬懿が簒さん奪だつした袁紹軍本隊は、鄴を出しゆつ陣じんして黄河を渡わたり、兗えん州しゆうと豫よ州しゆうを支配する曹操軍の本ほん拠きよ地ち・許きよを目指して進軍していた。許を袁紹軍が奪うためには、曹操陣じん営えいの前線基地である官渡を突とつ破ぱしなければならない。

　怜香の予想では、司馬懿は許ではなくあくまでも封神英傑システムを備えている泰山を本命として攻こう撃げきしてくるはずだった。しかし、司馬懿は敢えて官渡での決戦を選せん択たくしたのだ。

「運命」では、袁紹軍は曹操軍にこの官渡で大敗し、天下盗とりレースから脱だつ落らくするはずなのである。「官渡大敗」イベントが発生すれば、司馬懿をもってしても詰みになるはずだ。それなのに、司馬懿はなぜか躊ちゆう躇ちよなく官渡へ向かってきた。

　しかも、田豊も沮授も更こう迭てつしたため、袁紹軍の軍師役は「献けん策さくがことごとく外れる」という呪のろわれた逆神スキルを持つ郭かく図と。

　明らかに袁紹軍は（司馬懿の強引な簒奪の結果）人材面において不利だったが、司馬懿は「運命」イベント発生も郭図の外れ軍師ぶりもまったく意に介かいしていないらしい。しかも、一ヶ月待てば亜人軍団が南下して合流できるにもかかわらず、亜人の到とう着ちやくをも待とうとしていない。

（やっぱり孔明の出盧をもっとも恐おそれているんだわ、司馬懿は）

　怜香は、官渡進軍が陽動のための「偽ぎ兵へい」ではないことを確信すると、官渡決戦に臨のぞむと決断した。

　だが、袁紹軍と単独で戦うには、兵力が足りない。

　この時袁紹軍は、すでに幽州の公孫瓚軍を併へい吞どんしている。怜香がやっと青州黄巾賊ぞくを下して版図に収めたばかりの青州方面に、元公孫瓚軍を主力とした袁紹軍の別働隊が進軍してきたため、曹操軍は兵力を青州・泰山・官渡の三方へ分散させねばならなかった。

　しかも、「決戦は官渡」と九く分ぶ九く厘りんわかっていても、泰山の守備を緩ゆるめることはできない。なにしろ泰山には天子と封神英傑システムという、真世界の命運を握にぎる二つの「鍵かぎ」があるのだ。

　曹操軍の主力となったばかりの青州兵の過半数は、故郷の青州防衛を希望し、官渡戦線には来ていない。

　泰山にも、青州兵を中ちゆう核かくとした大軍を配置している。

　故ゆえに、官渡に怜香が集められた兵力は、わずか一万強にすぎなかった。

　対する袁紹軍本隊は、十万の大軍である。

　兵力差は、実に十倍。しかも、あの司馬懿がその十万の兵を動かしている。

（正史のように緒しよ戦せんで袁紹軍の渡と河かを妨ぼう害がいしても、司馬懿相手では勝ち目はない。官渡を要よう塞さい化して、事態が動く瞬しゆん間かんを待つしか……なにしろ、一ヶ月がタイムリミット。短期決戦で袁紹軍に勝つには、前ぜん哨しよう戦せんをぜんぶすっ飛ばしていきなり決戦に持ち込む必要があるのよ）

　袁紹軍の黄河越ごえを、怜香は容易に許した。

　官渡のすぐ正面に位置する拠点・陽よう武ぶに、袁紹軍は布ふ陣じん。

　今、両軍は、至近距きよ離りから睨にらみ合っている。

「事態が動く」とは、南方の平定にかかりきりになっている孫堅軍が北へ引き返してきて合流してくれること、荊州の独立勢力・劉りゆう表ひようが加勢してくれること、そして地下帝てい国こくに送られたと思われる劉備が背後で蜂起して袁紹軍を攪乱してくれること、などである。

　一万の兵力で曹操軍が袁紹軍を単独撃破できる可能性はほとんどないと言っていい。

　短期決戦を望みながら、外部要因の変化を待つしかない。

「……頭が痛い……ロキソミン、ロキソミンをお願い……荀じゆん彧いく……司馬懿の布陣は文字通り鉄てつ壁ぺきで、勝ち筋がぜんぜん見つからないわ。孔明ですら破れなかった司馬懿を、私が破るなんて無理無理無理。もう兵ひよう糧ろうも残り少ないし、いったん撤てつ退たいしようかしら……？」

　その日。朝から、怜香は官渡要よう塞さいの塔とうに上って戦場を見み渡わたしながら持病の頭痛に悩なやんでいた。頭痛が出ると、怜香は途と端たんに弱気になる。

「なにを言っているのです、曹操さま。現場から逃とう走そうしても、〆切りと袁紹軍は消えてくれませんよ」

「荀彧、あんたねえ。ああでも、実際そうよね……ここが踏ふん張りどころなんだから、耐たえなくちゃ。ロキソミンさえあれば、司馬懿と互ご角かくにやり合えるはずなんだけどぉ……正史の曹操が天下を統一し損そこねたのって、絶対、持病の頭痛のせいよね？」

「いえ。曹操が赤せき壁へきで川魚に中あたって戦線を離り脱だつし、そのまま孔明に生き霊りようとして取り憑ついていたせいですよ。さらに、決戦の夜に孔明が人外ハイパー化して広こう範はん囲い火か炎えん攻こう撃げきで曹操軍の陣じん営えいを焼き払はらいましたし。あれは、Ｇ○Ｔ最終シーズンも驚おどろきの超ちよう展開でした」

「それはコミックの話でしょー！　真世界はファンタジー大河じゃないんだから！」

「私なら、あの超展開はボツにします。曹操を無敵チートキャラにしてしまったばかりに、赤壁で負けさせる方法を思いつかないからといって、曹操の川魚中毒と孔明の人外ハイパー化はいかがなものでしょう。赤壁は三国志最大の見せ場なんですからもう少し真面目に戦わせてくださいと、ダメ出ししていましたね」

「そういえばあのコミックでは『官渡の戦い』も、それまで常識人だった袁紹が突とつ然ぜん曹操そっちのけで漢王朝やらなんやらの亡ぼう霊れいと戦いはじめて自じ滅めつ。気がついたら合戦が終わってたわね……って、そんなこと言っている場合じゃないでしょ！　この戦いくさはコミックでもラノベでもアニメでもないのよー！　真世界とはいえ、現実なのよっ！」

「似たようなものです。人生は夢の間なれば」

「なにを、小こ早ばや川かわ隆たか景かげみたいなこと言ってんのよ」

「私の人生の大半はラノベ、アニメ、ゲームに費ついやしていますから」

　怜香は目の前の袁紹軍と、荀彧の容よう赦しやないダメ出しの二重攻撃を食らって、悶もん絶ぜつしそうになっていた。荀彧はこうして三国志オタ話をしながらダメ娘むすめ・怜香の「作家」としての本能を刺し激げきし、𠮟しつ咤た激げき励れいしているのである。

「で、でも、そうよね。それくらいの無茶なオカルト展開でも起こさない限り、司馬懿が率いる袁紹軍なんて倒たおせるはずがないわね……どうしよう？」

「それは曹操さまご自身が閃ひらめかれる他はありません。常識では絶対に覆くつがえせない状じよう況きようで、無理難題を突破してみせる。それが超世の英えい傑けつ・曹操孟もう徳とくです。アイデアというものは、作家の精神状態を極限まで追い詰つめれば追い詰めるほど、出てくるものなのです」

　追い詰められた怜香の耳には、この荀彧の激げき励れいの言葉は、「百ひやく姓しようとごまの油は搾しぼれば搾るほど出る」と言っている悪代官の台詞せりふに聞こえている。感受性豊か、イコール、妄もう想そう癖へきなのである。

「ふぎいい、この鬼き畜ちく軍師っ！　なにか新しい情報は入ってこないのっ？　このままじゃ膠こう着ちやくしっぱなしよ!?　〆切りが、〆切りがあ～！　ぐぬぬぬぬう～！」

　郭かく嘉かと程てい昱いくが、そんな怜香のもとにひょっこり顔を出した。ここ数日、諜ちよう報ほうに忙いそがしい、と姿を現さなかった軍師コンビである。

「いやー、やっと動いたぜー！　例の地下帝国で、反乱が起きたってよ！　仇きゆう敵てき同士だった田豊と沮授が手を組んで囚しゆう人じんたちをまとめ上げたそーだ！　簒奪すんならあの二人を殺しておけばいいものを、司馬懿も案外袁帝グループの社員たちに気を遣つかってんだなー。さすがは日本屈くつ指しのブラック企き業ぎようの戦士たちだ。天あつ晴ぱれな社畜魂だましいの持ち主どもってところか」

「劉備玄徳と張飛は反乱のどさくさ紛まぎれに地下帝国を脱だつ出しゆつし、風を食らっていずこへか姿を消したそうですう。反乱軍は地下帝国を解放し、背後の冀州で暴れ回っていますう」

「ただし、反乱軍は吹ふけば飛ぶような戦力だがな！　袁紹軍は、常山周辺の各地域に展開していた部隊を鎮ちん圧あつに差し向けたそーだ。この官渡戦線を動かすほどの混乱じゃねー」

　それじゃ秀一と那波ちゃんは脱出できたんだわ、と怜香は膝ひざを叩たたいた。

「でかしたわ、シスマゲドン先生。英里子と魚魚子の行方ゆくえは？」

「そっちも必死で調査中だが、わかんねー。すっげー遠くに飛ばされてんじゃね？」

「そう……でも、秀一が司馬懿のもとを脱出できただけでも朗報だわ。きっと秀一なら、なにか起死回生の策を閃ひらめいて実行してくれるはずよ」

　劉備玄徳、張飛益えき徳とく、脱出！

　はるか遠くにいたはずの雪乃が、この一報を耳にするや否いなや、怜香のもとにはせ参じていた。すでに出陣の支度を終えている。

「間ま違ちがいありません！　兄さんとななちゃんは、孔明を出しゆつ盧ろさせるために隠おん密みつ移動中なのです！　今こそ官渡の勝敗を決する時です！　兄さんとななちゃんが司馬懿に再捕ほ縛ばくされる前に、勝ちましょう！　この関かん羽うが先せん陣じんを務めますっ！　司馬懿が繰くり出す封神英傑を片かたっ端ぱしから撃げき破はしてご覧に入れます！」

　もう、雪乃の顔は興奮のあまり真っ赤に染まっている。「絶対に兄さんを救うウーマン」化している。こうなると、誰だれにも説得はできない。

「……ええと、雪乃ちゃん？　一応、言ってみるわね？　無む駄だだとは知っているけれど。尸解されている顔良と文醜は、正史や演義よりもずっと強敵で……亜人四し凶きようにも匹ひつ敵てきする戦力で……その上、袁紹軍を動かしている司馬懿は孔明よりも戦に長たけた兵法家で。とりわけ、守りにかけては天下一品……」

「委細承知です！　その上で、この関羽に──沢渡さわたり雪乃に先せん鋒ぽうを命じていただきたいのです！　お願いします、姉上！　曹操姉さん！　怜香お姉さま！」

　荀彧が（ああ。度しがたい妹属性という曹操さまの致ち命めい的てきな弱点を突つかれました）と天を仰あおぐと同時に、怜香は喜びのあまり鼻血を吹きだしながら「はううううう。雪乃ちゃん、すべてあなたに任せたわあああああーっ！　顔良と文醜を見事に倒してきてっ、お願いっ！」と雪乃の出陣を許可していた。

　郭嘉と程昱が「おいおい」「マジなのですか」と呆あきれ顔がおで怜香を諫いさめるが、怜香はもう聞いていない。あの雪乃ちゃんが──関羽さまが──私のことを、怜香お姉さまと呼んでくれたんだもの！　パクリ野や郎ろうの秀一の決め台詞に使われちゃっているけれど、この台詞はそもそも私が書いたんだから！

「妹は、すべてに優先する」のよ！

「いいこと、みんな？　真世界の封神英傑たちは、『運命』イベントというフラグを背負っている。関羽が顔良と文醜を撃破するイベントだって、発生しないとも限らない。ううん。私の愛する妹・雪乃ちゃんなら、必ずやり遂とげてくれる！　司馬懿が尸解だかなんだかでイベントを回かい避ひしようとしても、無む駄だ無む駄だ無む駄だあ！　雪乃ちゃん、やっつけちゃって！　二人はあれだけ強化されているんだから、全力で戦っても死なないでしょ？　顔良文醜をあなたが撃破すれば、流れは一気に曹操軍のもとへ！　官渡大勝利フラグが立つわよ！」

[image: ]

「はいっ！　相手が尸解化されていようとも、こちらにも呂りよ布ふさんからお借りした赤せき兎と馬ばがございます！　お任せくださいっ！　これより袁紹軍を撃破し、その足で兄さんのもとへ向かいます！」

　荀彧、郭嘉、程昱の三軍師が「もう」「止められ」「ませんねえ～」と互たがいの顔を見合わせていた。しかし、怜香の理り屈くつは一応、正しい。よこしまな妹属性の発はつ露ろから閃いた言い訳の台詞だとしても、当たっている。確かに関羽が顔良と文醜を倒せば、そのまま「官渡大勝利イベント」発生へと一気に戦局が動く確率が高まる。「運命」イベント発生時期の操作こそが、真世界攻こう略りやくの鍵なのだ。

　司馬懿とて、それがわかっているからこそ、孔明の出盧を徹てつ底てい的に妨害しているのだ。

「雪乃ちゃん！　関羽雲うん長ちようとして先陣を切って！　官渡の決戦を開始するわよ！」

「はいっ！」

「荀彧。とはいえ、敵は雲うん霞かの如ごとき大軍。雪乃ちゃんに単身で突っ込ませるわけにはいかないわ。ただちに策を！」

「……袁紹軍先鋒の陣じん形けいを見るに、軍師の郭図が後軍。顔良と文醜が先鋒。関羽率いる先鋒隊が顔良と文醜を挑ちよう発はつすると同時に、陽動部隊を迂う回かいさせ、郭図率いる後軍へと突っ込ませます。先鋒と後軍を切り離はなせば、顔良と文醜を最前線に孤こ立りつさせられます。あとは、赤兎馬の反則レベルの機動力と関羽の超ちよう絶ぜつの武力に賭かけるのみです」

「陽動部隊の指揮官は？」

「初うい陣じんになりますが、于う禁きん、徐じよ晃こう、楽がく進しんの三将軍に。英仏独のヨーロッパ連合軍となりますのでチームワークが懸け念ねんされますが、三国志観光ツアーを組んでいた友人同士だそうですし、司馬懿にも郭図にもまだ手の内を知られておりません」

「では隊長は、この于禁に任せてくれたまえ。淑しゆく女じよらしい指揮ぶりをお見せしよう」

「いいえ、ぜひともわたくし徐晃に！　北へ攻せめ上る──いいですわね！　ナポレオンにもできなかった北ほく伐ばつを成功させてご覧に入れますわ。防寒対策も完かん璧ぺきですのよ、ほ、ほ、ほ」

「貴様ら、なにを言っている！　電でん撃げき作戦といえばわがドイツ！　隊長はこの楽進さまだッ！　幼女とか言うな！」

「待ちなさいってば！　あくまでも陽動だから、陽動！　三者ともに隊長としてめいめい自分の部隊を率いて！　その代わり、与あたえられる兵士数は少ないわよ！　雪乃ちゃんが顔良と文醜を撃破したら、いったん兵を退ひくこと！　いいわね！」

「イエス、マイロード」

「ウィ。郭図軍を華か麗れいに翻ほん弄ろうしてご覧に入れましょう」

「ヤー！　不ふ滅めつのゲルマン魂だましいを見せてやるのだ、フハハハハ！」

　ここに、袁紹軍と曹操軍の天下分け目の決戦──「官渡の戦い」が火ひ蓋ぶたを切った。








第三回　官かん渡と決戦









「敵てき襲しゆう！　敵襲！　官渡から曹そう操そう軍が打って出てきました！」

　陽よう武ぶ城外に布ふ陣じんしていた袁えん紹しよう軍の軍師・郭かく図とは、「まさかあ。彼ひ我がの戦力差は十倍。いくら時間切れを焦あせっている曹操でも正面から突っ込んでくるはずが……その確率はズバリ、10パーセントでえす」と寝ねぼけ眼まなこで陣営から這はいだしてきて、そして「げえーっ」と腰こしを抜ぬかしていた。

　あああああの黒くろ髪かみは、かかかかか関かん羽う!?

「報告します！　真正面から、赤せき兎と馬ばに乗った関羽雲うん長ちよう率いる曹操軍先鋒部隊！　わずか五百の手勢のみを率いて、『顔がん良りよう、文ぶん醜しゆう、この関羽と勝負していただきます！』と名乗りをあげながら凄すさまじい速度で突っ込んできます！」

「まままま守りを固めるのです～。関羽を相手にしてはなりません～。顔良と文醜に、絶対に動くなと命令を～！　あの二人が袁紹軍不敗の二大エースとして堅けん陣じんを敷しいて鎮ちん座ざしていれば、数に劣おとる曹操にはどうすることも……一ヶ月耐たえきれば、曹操軍の兵ひよう糧ろうが尽つきて郭図ちゃん大勝利なのでえす～！」

　郭図は（そうそう。だいじょうぶだいじょうぶ。あの二人は、英え里り子こ社長の左右に常に無言で侍はべっていた日本を代表するＳＰコンビ。雇やとい主の命令には絶対服従。まさかこの郭図ちゃんを護まもる任務を忘れて暴走するはずがありませえん）と頷うなずこうとした。しかし。

「顔良も文醜も、司し馬ば懿いに尸解されて暴走状態にあります！　すでに、無断で関羽との一いつ騎き打うちに応じて戦場へ飛び出してしまいました！」

「ヒエ～ッ!?　で、ですが、われらは動いてはなりません！　これは、曹操の罠わなでえす！」

　郭図はすでに、この時点で曹操の計略にうまうまと塡はまっている。

　その郭図のもとに、急行してきた将軍がいた。

　そう。社畜の中の社畜。社長姉妹しまいを司馬懿に捕とらわれたことで「なんとしても袁紹軍の手で天下統一を成し遂げますぞーっ！」とますますやる気まんまんになっている社畜将軍・張ちよう郃こうであった。

　社長姉妹の捕縛、司馬懿による会社乗っ取り、田でん豊ほう・沮そ授じゆら生え抜き幹部たちの地下帝てい国こく送りと続くリストラ粛しゆく清せいの嵐あらしで「もう終わりだ、うちは日本企業じゃなくなった」「真世界人に乗っ取られた」「俺たちも、いつリストラされるか」とグループ社員たちの士気がガタ落ちする中、この男は水を得た魚のように奔ほん走そうし続けていた。中ちゆう原げんをわが武力で統一して社長をお救いする！　この逆境においてなおも戦う者だけが真の社畜だーっ！　と。

「フワーハハハハハ！　ここはただちに二人の後ご詰づめに向かうべきだぞ、郭図よ！　貴様は献けん策さくをことごとく外すという外れスキルを持った『外れ軍師』！　すなわち、郭図の献策の逆を行けば成功する！　いますなあ、会社組織にもそういう社員が！　『逆神』とでも言えばいいのですかねえ？　っていうか、私に『タワマンを買うならこれからは武蔵むさし小こ杉すぎですよ、二に子こ玉たまなんかよりずっと将来性がありまあす』と囁ささやいて私を通勤ラッシュ地じ獄ごくに落としたのもお前だ、郭図ーっ！　チキショーッ、ＩＭＡＸシアター完備の豪ごう華かシネコンが駅前にオープンした二子玉のほうが圧あつ倒とう的勝ち組ではないかーっ！　武蔵小杉はタワマンばかりで、シネコンがないっ……！　映画を見るために都心に出るにも、悪夢の満員ラッシュ地獄……！　最寄りの渋しぶ谷や駅は永遠に工事が終わらない地下迷宮……！」

　張郃の郭図に対する恨うらみは、ほとんど私し怨えんである。オサレだが街が狭せまい二子玉と、タワマン開発ラッシュの武蔵小杉の二に択たく。映画好きの張郃は、「休日は映画館でゆっくりしたい」という望みを持っていた。普ふ通つうなら二子玉を選ぶところを、郭図が「もちろん武蔵小杉に決まりでーす。南なん武ぶ線で川かわ崎さきまで出れば映像日本一のＩＭＡＸレーザー。立たち川かわまで出れば音おん響きよう日本一の爆ばく音おんシアター。見事な立地でえす」とそそのかしたために、平日の通勤地獄に加えて、休日も映画館通いのために長々と電車移動……しかも、快速の本数が少ない南武線で……なんということだ。二子玉ならマンションと駅の間にシネコンがオープンしたのに……家から歩いて五分でＩＭＡＸシアターだったのに……社畜・張郃の休日の平安は、郭図の外れ献策によって奪うばわれたのだ。

「ただちに顔良と文醜を追いかけるのだ、諸君！　これはまさしく曹操の罠だ！」

「ちょっとちょっと。軍の指揮権はこの郭図ちゃんが持っているんですよ？　越えつ権けん行こう為いです！　稟りん議ぎ書を書かせますよ～!?　地下帝国送りにされてもいいんですかあ？」

「なにを言う？　そっちは軍師、私は将軍だ！　現場での権限は互ご角かくのはずだっ！　私の名めい刺しの役職名を読んでみたまえーっ！　三十五文字だ！　貴様は三十三文字！　勝ったッ！」

　田豊更こう迭てつ後も袁紹軍に忠誠を誓ちかった張郃には恩賞として「マルチメディア開発事業準備局局長」という役職が追加されていて、その分役職名が長くなっていた。もちろんこの局はいわゆる「追い出し部屋」で、実体も意味もない。が、張郃には「ハク」がついている。役職名を足すだけで出世した気分になれるという社畜の本能を司馬懿は利用したのだった。

「ああもう。司馬懿さんは日本企き業ぎようのこういうややこしい慣習を知らないから～。田豊さんと沮授さんが揃そろって粛清された今、袁紹軍の権限の分担は不明確になっています。それなのに、中ちゆう途と半はん端ぱな役職名ばかりが乱立しまくりで～」

　張郃と郭図が罵ば倒とうし合っているうちに、曹操軍の「陽動部隊」が忽こつ然ぜんと戦場に姿を現していた。




「ふふふ。大英帝国一の『三国志』マニア少女。于う禁きん、見参。固有スキル『怪あやしいお薬服用＝知能増強』……ではなかったな。固有スキル『七しち軍ぐん将しよう軍ぐん』発動。陸戦の統率力を三倍増、デメリットとして水戦の統率三分の一。陸戦ならば、千の兵士を三千の兵力として動かしてみせよう。この堅陣は容易には突とつ破ぱできまい、郭図くん」

「この徐じよ晃こう、華麗に初陣を果たしましたわ。固有スキル『長ちよう駆く直ちよく入にゆう』を発動！　長行時の馬及および兵士の疲ひ労ろう度が三分の一！　さあ。走って走って走りますわよ、曹操軍が誇ほこる軽騎き馬ば隊の皆みなさん！　西に東に走り続けて、袁紹軍を翻弄するのですわ」

「ヤー！　電撃将軍・楽がく進しんさまの参戦だーっ！　固有スキルは『一いつ騎き突とつ撃げき』！　先せん鋒ぽうを務めると一定時間、武力三倍ッ！　フハハハハ、我われに相応ふさわしい短期決戦特とつ攻こうスキルではないかーっ！　張ちよう遼りようスキルの劣れつ化か版とかジェネリック張遼とか言うな！　諸君、我とともに進めええええっ！　狙ねらうはただひとつ、郭図の首だーっ！　陽動ナニソレ？　見せろゲルマン魂ッ！」




　重厚にして鉄てつ壁ぺきの守備を誇る上に、なにやら腹黒そうな怪しいムーヴを見せる于禁軍。

　恐おそるべき持久力をもって、戦場を縦横に駆かけ続けて的を絞しぼらせない徐晃軍。

　そして、無む謀ぼうとしか言いようのない一いち撃げき突とつ進しんに賭ける楽進軍。

　三将軍とも、わが社の人材データベースには登録されていない英えい傑けつだ！　曹操軍が泰たい山ざんで新たに召しよう喚かんしたのか！　やるではないか早さ乙女おとめ怜れい香か、フハハハハ！　と張郃が叫さけんでいた。

「はわわ。先鋒と後軍との間に割って入られましたよ～。これで、顔良と文醜は戦場に孤立……張郃課長、こちらも後軍を二手に割って、なんとかして先鋒軍の救きゆう援えんを」

「今は張郃次期部長だ！　だが……い、いかんな。案の定じよう、こちらは度重なる粛清で指揮官の数が足りていない！　これでは、十万の兵を細かく分散させて動かすことができん！」

　将軍の数に対して、兵士が多すぎる。一人の将軍が自在に動かせる兵力は限られている。仕事が増えた張郃も郭図も、ここ数日一いつ睡すいもしていない。徹てつ夜や作業はブラック企業が誇る社畜たちには慣れっこだが、旧田豊系、旧沮授系、旧袁えん術じゆつ系の社員たちを「悪あしき慣習・派は閥ばつは解体かな♥」と司馬懿が適当に交ぜてしまったため、命令系統も一本化されておらず、兵士たちはこの緊きん急きゆう事態に対処できない。右往左往させられるばかりだ。

　対する曹操軍は、四人の将軍に部隊を委ねて機動的に動いている。大英帝国フラッグ。フランス共和国の三色旗。そしてドイツフラッグ。一見すると互たがいに不仲なようにも見えるが、不思議と連係が取れている。

「曹操軍の新しん鋭えい三部隊が、先鋒隊とわれらとの狭間はざまに完全に割って入りました！」

　最強エースの顔良と文醜が討うたれれば、袁紹軍は張り子の虎とらになる、と張郃は青ざめていた。

「まさかあ。だいじょうぶですよお、張郃課長～。いくら相手があの関羽でも、顔良と文醜は尸解されているんですから～。ドーピングですよ、ドーピング～。ここは泰山じゃないですから、あの神さま関羽も出てきませんしい。勝ち確でえす」

「郭図、貴様は勝利を断言するなーっ！　それは、負けフラグだーっ！」








「英傑名：顔良　統率75　武力94　知力38　政治34　固有スキル・尸し解かい両りよう断だん」

「英傑名：文醜　統率72　武力92　知力18　政治22　固有スキル・尸し解かい一いつ閃せん」






　袁紹軍先鋒。袁紹軍が誇る二大エース。顔良と文醜。ともに尸解化されて、圧倒的な戦せん闘とう力を手に入れている。パラメーターや固有スキルも、尸解によって変動している。

　だが、暴走状態にあった。

　尸解化された二人は、司馬懿の命令以外、なにも聞かない。

　逆に言えば、尸解化しなければ、袁紹社長を護る絶対的な忠臣であるこの二人を、司馬懿は戦場に投入することができなかったのだ。袁えん帝ていグループ会長から特別待たい遇ぐうで招かれた二人は、「社畜」ではなく「プロのＳＰ」なのである。彼らのボディガードとしてのプロ意識を剝はく奪だつするには、「尸解」しかなかったと言っていい。

　だが、尸解の副作用によって生じた知力低下が、二人を追い込んでいた。曹操が繰くり出した陽動策によって郭図が率いる後軍と引き離はなされ、今や戦場に完全に孤こ立りつしていた。

　ジャーン、ジャーン。

　けたたましく鳴らされる銅ど鑼らの音とともに。

　赤兎馬に乗った雪ゆき乃のが、二人の前に突とつ進しんしてきた。

　文字通りの単たん騎き駆がけである。怜香が雪乃につけた兵士たちは、超ちよう世せの名馬・赤兎馬の神がかった速度について行けないのだ。

「関羽雲長、参りましたっ！　尸解化されたあなた方に、手加減はいたしません！　問答無用で撃げき破はし、兄さんとななちゃんを取り戻もどさせていただきます……！　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう、召喚！　赤兎馬さん、駆けてください！　もっと、もっと、速度を……！」

　顔良と文醜が率いる先鋒隊が、雪乃めがけて矢を次々と放つ。だが、当たらない。赤兎馬の速度。そして、青龍偃月刀が呻うなるとともに巻き上がる竜たつ巻まき。もとより、封ほう神しんされていない一いつ般ぱん兵がいくらかかっても、倒たおせる相手ではない。

「……が、顔良よ。か、関羽だ。き、来たぞ」

「……ぶ、文醜よ。て、手前が正面だ……わ、わが尸解スキルは、め、命中率三倍だ……」

「……そ、それがしの尸解スキルは、速度三倍……承知した。関羽の背後に回ろう……」

「……関羽の『一いつ喝かつ』スキルでは、尸解状態は解除できん。われらは常に二人で行動し、二人で社長を狙ねらう『賊ぞく』を倒してきた。テロリストも。敵対勢力の放った刺し客かくも。ことごとくだ。か、勝てるぞ、文醜」

　顔良が、「この顔良を斬きれる者があるかああああ！」と叫びながら雪乃の正面へと突とつ撃げきし。

　文醜が、赤兎馬の背後へと迂う回かいしようと馬の腹を脚あしで締しめて駆ける。

　雪乃が（私を挟はさみ撃うちに？）と一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめる、が、赤兎馬は文醜に構わず、なおも正面の顔良めがけて直進した。呂りよ布ふならば決して躊ちゆう躇ちよなどしない、たとえ四方すべてが敵であろうがことごとく倒せ、この赤兎馬を乗りこなせる英えい雄ゆうになってみせろ──そう雪乃を𠮟しつ咤たしているかのように、さらに加速した。

「──猪ちよ突とつ猛もう進しんとは愚おろかなり、関羽！　尸し解かい化されたわれらよりも、知能を低下させるとは──！　それほど、兄妹きようだいたちが心配か──！　取ったああああああっ！　尸解両断ッ！」

　すれ違ちがいざま、顔良が振ふり降ろす槍やりの一いち撃げきが、雪乃の額を割った──かのように見えた。

　だが、青龍偃月刀は砕くだけない。

　雪乃は、目に見えない速度で打ち下ろされた槍を、青龍偃月刀で受けた。

　顔良が握にぎりしめていた槍が、その瞬しゆん間かんに先せん端たんから持ち手まで、爆散する。

「……うおっ？　わが肉体ごと尸解化された、わが槍が……馬ば鹿かな!?　『神』は降りてきていない！　女子高生あがりの封神英傑と、尸解化された歴戦のボディガード英傑とに、なぜこれほどの差が……？」

「あいにく、私は対亜あ人じん戦を経験していますので！　どれほど愚かであろうが、雪乃は止まりません！　兄さんたちのもとに辿たどり着きます！　はああああっ！」

「……テロリストを始末してきたわれらよりも……亜人四し凶きようと戦った……なかんずく饕とう餮てつと戦ったうぬのほうが……戦闘経験値は、上か……しかも……われらが本来護るべき社長は……捕とらえられ……われらは、司馬懿に操られる心なき傀かい儡らいにすぎず……」

「そうです！　ですからあなた方には、戦闘力はあれど、『気』の力が不足していました！　この世界では、『気』が。精神力の強度が、勝敗を決します！」

　ドンッ！

　顔良の脇わき腹ばらに、青龍偃月刀の突つきが決まる。

　人間の英傑ならば両断されていただろう。だが、尸解化された顔良の肉体は、かろうじて持ちこたえた。しかし、そこまでが限界だった。

　失神した顔良の身体からだが馬上から転げ落ち、「尸解化」状態が解除されていく。

「追いついたああああっ！　もらったぞ、関羽雲長よ！　社長を……奪だつ回かいする……！」

　顔良が打ち倒されていく姿を視界に留とどめながらも容よう赦しやなく赤兎馬の背後を取った文醜が、剣けんを伸のばし、青龍偃月刀を前へと繰り出した直後の雪乃の背中へと突き入れていた。

　速度、三倍。尸解化され強化されていた顔良との一いつ騎き打ちに全力を振るったばかりの雪乃は、反応できない。

「……くっ……やはり、尸解化英傑は亜人四凶レベルの強さでした……私では、一人を倒すのが精せい一いつ杯ぱい……兄さん……ななちゃん!?」

　だが。

「ブルルルルルッ！」

　雪乃を乗せた赤兎馬が、いななきながら宙へと跳とんだ。

　この赤兎馬に乗っている武将が討ち死になんて、そんな恥はじをかかせてもらっては困る、と言いたげに。

　文醜が繰り出した渾こん身しんの一撃は、空を切っていた。

「うおっ!?　この馬……？　空を飛ぶのかっ？　りょ、呂布でなくとも、赤兎馬を乗りこなせるのか……関羽雲長っ!?　うぬは、ただの女子高生ではなかったのか……これが……『武神・関羽雲長に封神されし者』の資格……」

「……ありがとうございます、赤兎馬さん……！」

「……だ、だが、なに故ゆえに？　われらにはうかがい知れぬ過去を、うぬは背負い、そして乗り越こえてきたと言うのか……!?」

「いいえ！　まだ、乗り越えてはいません！　これからです！　これから、私は……！　兄さんとななちゃんのもとへ……！」

「も、もう、宝貝パオペエに『気』が満ちているだとっ？　たった今、顔良に放ったばかりのはずっ？　こ、これは……うおおおおおおっ!?」

　ドンッ！

　文醜もまた、青龍偃月刀に薙なぎ払はらわれて落馬し、尸解状態を解除されていた。

　顔良、文醜、戦線離り脱だつ！　尸解化は解除され、同時に封神状態も解除！

　すなわち、封神英傑としての能力を完全消失！




　ここに袁紹軍が誇る二大エースは、関羽との「連続一騎打ち」に敗れた！




　後軍でなすすべもなく顔良と文醜の脱だつ落らくを知らされた張郃と郭図は「それ見ろ、貴様の外れ予想のせいだ！」「違いまあす！　尸解化による両将の暴走が敗因でえす！　あと、赤兎馬ですよ赤兎馬！　あれが普ふ通つうの馬だったら～！」といがみ合いながらも、大軍故に混乱を来きたしていた後軍をなんとかして立て直さねばならなくなった。

　兵士たちはみな、「顔良も文醜もやられた！」「女子高生の姿をしているが、関羽は真の武神だ！　泰山戦の時よりも強くなっている！」「亜人四凶クラスを二人まとめて瞬しゆん殺さつした！」「もう、泰山に顕けん現げんしたほんものと同等の強さじゃないかああ！」と恐きよう慌こう状態に陥おちいっている。

　現地採用された兵士に至っては、「関羽さまに逆らったからじゃ」「やはり関羽さまは、真世界を救ってくださるまことの武神……」「司馬懿が正史英えい傑けつであろうとも、関羽さまが異世界人であろうとも、関係ない。降こう伏ふくすべきじゃ」と戦意を喪そう失しつしつつある。無数の関帝廟びようによって支えられている関羽信しん仰こうの力は、侮あなどれない。明らかにパラメーター以上の力を、関羽は発揮している。

「ここで曹操軍に敗れれば、社長姉妹しまいを取り戻せん！　それどころか……袁紹軍の領土を片かたっ端ぱしから曹操軍に奪うばわれて、社長が消しよう滅めつするという最悪の事態も！　司馬懿どのはまだ到とう着ちやくせぬのかーっ！」

「んも～！　この郭図ちゃんの軍師仕事を邪じや魔ました張郃課長は地下帝てい国こくへ左さ遷せんすべきでえす！　必ず、稟りん議ぎ書は通しますからねっ！」

「ええい黙だまれ、この万年理系係長がっ！　これ以上幹部社員を粛しゆく清せいしてどうするのだっ！　私以上の歴戦の将軍が、袁帝グループに残っているかっ？　私不在では、組織が回らなくなるぞーっ！」

「失敬ですねー、今は課長でえす！　袁帝グループ初の女性部長を、目指しまあす！」

　于禁。徐晃。楽進。三将が率いる陽動部隊による攪かく乱らん活動は、「関羽、顔良と文醜を撃破」という噂うわさが戦場に駆かけ巡めぐるや否いなや、いよいよ激しさを増していた。

　このままでは十万の兵士が壊かい乱らんしてしまう。

　そんな窮きゆう地ちに、ついに「真の軍師」が立ち上がっていた。

　親衛隊を率いた司馬懿仲ちゆう達たつが、陽武の城を出て、張郃と郭図の前に姿を現したのである。

「いやあ。ボクとしたことが、甘かったかな♥　尸解をもってしても、『運命』イベントの発生を阻そ止しできなかったかな♥　いや、あれはイベントなんかではなく……関羽雲長の『実力』かな♥　あの真世界最強の饕餮と真っ向からやり合い、死線を潜くぐり抜ぬけてきた英傑は、やっぱりひと味もふた味も違うかな♥」

　相変わらず、流れ矢を首に受けて「あいたたた」と悲鳴をあげながら、司馬懿は不気味に笑い続けている。

「つまり、彼女はもう、ほんものの関羽雲長かな♥　正史も封神も関係ない♥　戦せん闘とう経験とブラコンを究きわめれば、もしかしたら人は誰だれでも関羽になれるのかな♥　とはいえ、究めるなんて普通はできないわけだけれど」

「いったいどうするのだ、司馬懿どの！　この張郃、貴様を大おお鍋なべで煮に込んでやりたいほどに腹を立てているが、このまま負けて社長を消滅させるわけにはいかーん！　そ、曹操め、社長の妹分でありながら容赦ない……！」

　張郃や郭図たち袁帝グループ残存組は、司馬懿が実は亜人と組んで二つの世界を滅ほろぼそうとしているとは知らされていない。司馬懿は「正史英傑」を代表して中原を支配したがっているだけで、司馬懿に従って真世界を統一すれば、社長姉妹は救われる。召しよう喚かんされた封神英傑と社畜たちは元の世界に帰き還かんできる。まだ、そう信じている。

　司馬懿が怜香に対して自分の本心を隠かくさなかったのは、怜香ならばすでにすべてを見み抜ぬいているだろうとわかっていたからだ。

　しかし社畜たちは、「信じたくない」からこそ真実を決して信じない。司馬懿が口にする甘い「大本営発表」を盲もう信しんすることで、「命令に従えば社長を救える」とかたくなに信じ込むことで、どうにか自じ我がを守っているのだ。その結果が破は滅めつだという現実を、直視できないでいる。

　そして、「こんな大本営発表、噓うそに決まっている！」「社長を人質に取るような奴やつが、約束を守るはずがない」「亜人と組んでいるという黒い噂がある。事実なら司馬懿はそもそも人類の敵じゃないか」「滅びますぞ！　真世界も異世界も、滅びますぞ！」と現実を直視して声をあげた者は、ことごとく地下帝国へ流されて口を封ふうじられた。司馬懿自身が直接動かずとも、司馬懿を盲信したい社畜たちが勝手に「反袁帝グループ分子」を狩かって次々と地下帝国へ流してくれたのだ。とりわけ、虐しいたげられていたヒラ社畜や非正規雇こ用よう社畜は、「今までの恨うらみ思い知れっ！」とばかりに熱心に上級社畜を狩りまくった。

　苦労人の張郃などは「粛清のしすぎだ、中間管理職を全滅させるつもりか？　現場が崩ほう壊かいするぞ、やめんかー！」と必死で抵てい抗こうしたが、無む駄だだった。ボスである社長不在となった以上、袁帝グループといえども数こそが正義なのだ。

　人間の最大の敵は人間かな♥　と司馬懿はほくそ笑えまざるを得ない。

　ただし──田豊・沮授を失った社畜たちが「非国民狩がり」に熱中して暴走した結果は、人材の枯こ渇かつであった。事実、今、顔良と文醜を失っただけで十万の大軍の統制がまったく取れなくなった。

「はいはいは～い！　この郭図ちゃんに策がありま～す♪　兵力差はいまだ圧あつ倒とう的。緒しよ戦せんに敗れた今、兵ひよう糧ろうが尽つきかけている曹操軍は乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦を挑いどんできまあす！　それを逆手に取るのでえす！　今こそ全軍で突とつ撃げきして官渡を攻せめ落とすのデス！」

「えーい郭図っ！　貴様の策は外れると言っているだろうがーっ！」

「ふふ。曹操は必ず動くだろう。ボクも、すでに布石は打ってある──『官渡の戦い』には詳くわしいからね♥　参戦経験はないけれど♥」

　曹操がまんまと乗ってくればボクの勝ちかな♥　と、司馬懿は目を細めながら官渡の戦場を眺ながめていた。




　　　　※




「おいおい。ビンゴだぜえ？　マジで烏う巣そうに袁紹軍の兵糧ががっぽがっぽだ。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の展開の通りになってるじゃねーか。司馬懿ってのもたいした軍師じゃねーなー」

「誰も烏巣の件を手て土産みやげに投降してこなかった分、『演義』の袁紹軍よりは統制取れてるんじゃないですか～？　おかげで、こうして二人揃そろって決死のスパイ活動中なわけですし」

「そっか？　裏切りそうな奴は地下帝国へ送って粛清しまくってるだけだろ？」

「ともあれ、ただちに官渡へ舞まい戻もどるには……お互たがいの『気』の残量、ギリギリですね～」

　荀じゆん攸ゆうは召喚されておらず、賈か詡くは西方へ向かったきり帰還しない。諜ちよう報ほう軍師コンビの郭かく嘉か（ゲドン先生）と程てい昱いく（シスマ先生）は、酷こく使し無む双そう状態に耐たえながら、なお敵地に再潜せん入にゆうして諜報を続けていた。

　怜香いわく、「正史」「演義」ともに、「官渡の戦い」では袁紹軍は烏巣の兵糧貯蔵庫に兵士十万人分の兵糧を蓄たくわえている。そしてそこを曹操軍に奇き襲しゆうされて撃げき破はされる──兵糧を失った袁紹軍は大潰かい走そうする。そういう展開になるのだという。

　なにしろ「正史英傑登用キャンペーン」を行った上に、多くの異世界人（袁帝グループ社員）を地下帝国へ幽ゆう閉へいしたため、袁紹軍には現地採用された将兵が大量に加わっている。その結果が、十万という大軍なのだ。彼らの多くは、飢き餓がや天災が続く真世界に「食」を求めて袁紹軍入りした。いわば傭よう兵へいだ。「社畜魂だましい」を完全に刷り込まれてはいない。

　彼らの「忠誠心」の源泉となっている兵糧を焼き払えば、袁紹軍は瓦が解かいする。

　むろん、司馬懿ほどの軍師が、むざむざと「官渡の戦い」で正史英傑の袁紹がやらかした失敗を繰くり返すはずがなく、烏巣に兵糧が集まっているはずはない──だが、数に劣おとる曹操軍が速戦で袁紹軍に勝てるとすれば、やはり兵糧庫の奇襲以外に手はなく、怜香はいかなる手段を使ってでも「兵糧庫候補地」を突つき止めるしかなかった。

　多くの諜報員が各地に侵しん入にゆうしているが、なんといっても諜報部隊の「エース」は、光学迷めい彩さいスキル「十じゆう面めん埋まい伏ぶく」持ちの程昱と、加速スキル「兵へい貴き神しん速そく」を持つ郭嘉のコンビだ。

　二人は「ま、また諜報ですかあ？　ラノベの挿さし絵えの〆切りよりもきついですう」「だーっ！　おのれ、ドワーフ玉たま置おきめー！　異世界でも真世界でも酷こく使ししやがって、覚えてろー！　あいつのラノベは半分オレたちのイラストで売れたも同然なのに、著作権を一人でガメやがってー！　やってられっか、こんなブラック業界！」「ま、まあまあ……ほ、ほら、単行本のイラスト料以外にも、パチンコの版権料のおこぼれなどもいただいておりますし～」「ハア？　んなもんＪＫの手に渡わたるわけねーだろ。親が全額貯金しちまってらあ！　異世界に帰還したら、ソシャゲでイラスト描かいて大おお儲もうけしようぜー！」「あちらの業界もそろそろバブルがはじけ飛ぶ頃ころなのでは……」「だーっ！　お前が予言すると当たるからイヤなんだよー！　景気悪いことを言うなよ！」とこぼしながらも、互いのスキルを重ね合わせて烏巣に潜入していたのだった。

　そして、ついに発見した。大量の兵糧を。むろん数千の守備兵が烏巣を守っているが、城じよう塞さいと異なり、食しよく糧りよう貯蔵庫は防ぼう御ぎよ力が薄うすい。

「こりゃあ軽騎き馬ば隊五千で急きゆう襲しゆうすれば、片っ端から焼き払はらえるな。本業のひとつだけに土木工事が得意な袁帝グループも、軍事拠きよ点てん・陽武の補強で手て一いつ杯ぱいで、烏巣まで改装している暇ひまはなかったみてーだ。南下を焦あせりすぎたんだな」

「これでしばらく、固有スキルは使えなくなりますね～。へろへろですが、官渡へ舞い戻りましょう……ああ……腰こしも肩かたもビキバキ鳴ってますわ。徹てつ夜や仕事が許されるのは、十代までですわ～」

　そこでごちゃごちゃ喋しやべっているお前ら、誰だっ？　出ろーっ！　と、歩兵に発見された。

　続々と、郭嘉と程昱めがけて敵兵が殺さつ到とうしてくる。

「やっべえ！　脱だつ出しゆつを急ぐぜえええ！　『兵貴神速』！」

「はわわ。重ねて、『十面埋伏』！」

　お互いの掌てのひらを合わせた二人の姿が瞬しゆん時じにかき消えて、そして。

「……今、突とつ風ぷうが吹ふいたか？」

「消えたぞ!?　妖よう怪かい変へん化げかなにかだったのか……？」

　郭嘉と程昱のコンビは、間かん一いつ髪ぱつ、最後の「気」を用いて烏巣を離り脱だつしていたのだった。




　　　　※




　激戦が続く官渡の戦場。

　戦場に繰り出している曹操軍は約三千。寡か兵へいだが、それぞれの指揮官が個性を発揮して十万の袁紹軍を相手によく戦っていた。

　だが、顔良・文醜を倒たおされた直後の袁紹軍は壊乱寸前に陥おちいっていたものの、怜香が「残りの全軍も出しゆつ撃げき、総仕上げにかかるわよ」と号令を出す直前、すぐさま立て直されてしまった。

　陽武から、ついに司馬懿自身が出しゆつ陣じんして、混乱する袁紹軍を収拾してしまったらしい。

　袁紹軍がそれ以上の積極的な動きを見せないのは、切り札の顔良・文醜を関羽によって封ほう神しん解除されたために、現場指揮官が不足しているからだろう。もしも張郃クラスの将軍があと四、五名袁紹軍に残っていれば、関羽や徐晃たちは危あやういところだった。

　今、戦せん況きようは完全に膠こう着ちやくしている。

　袁紹軍は堅かたく守り、先せん鋒ぽう隊と後軍の狭間はざまに飛び込んでいた曹操軍の諸隊はすみやかに袁紹軍の周囲へと離脱。遠巻きに包囲しつつ、再突撃の機会を窺うかがっていた。

　だが、司馬懿が敷しいた堅けん陣じんに、隙すきは見当たらない。

　関羽とのこれ以上の一いつ騎き打うちに応じる武将も出てこない。司馬懿が、「フワーハハハハ！　たとえ敵が武神関羽であろうが、せき止められはせぬ！　わが社畜魂を見よーっ！」と血気に逸はやる張郃あたりを引き留めているのだろう。

「さすが司馬懿だわ。もしもこのまま陽武に引っ込まれてヤドカリ戦術を採られたら、私たちは孔こう明めいの北ほく伐ばつ軍同様に兵糧が尽きて撤てつ退たいするしかなくなる……こちらの兵糧は、あと三日分しかないのよ」

「故郷へ進軍した青せい州しゆう兵に、備び蓄ちくしていた兵糧の大部分を渡してしまいましたからね。青州兵は数が多いですから」

「となると、司馬懿に女の着物を送って『このタマなし！　堂々と野戦で決戦しなさいよ』と挑ちよう発はつするくらいしか……って、真世界の司馬懿は女だったわ！　どうしてよ、正史英えい傑けつなのにどうして女体化されているわけえ？」

「曹操さま。多勢に無勢です。もし司馬懿が攻めに転じたら、ただちに徐晃たちを官渡城内へ引き揚あげさせますか？」

「……私たちに残された時間は一ヶ月しかない。そのうち一週間ほどを、この官渡戦ですでに失っている。つまり、タイムリミットは三週間。今よ。やっと司馬懿を城外に引っ張り出した今しか、勝機はないわ。袁紹軍十万を食わせている兵糧の備蓄場所さえ判明すれば──」

　袁紹軍はすでに黄こう河がを渡っている。ある意味「背はい水すいの陣じん」と言っていい。もしも黄河の制水権を失しつ陥かんすれば補給路が途と絶だえて袁紹軍は飢うえる。だから大量の兵糧が、すでに黄河南岸へと送られているはずなのだ。

「『正史』や『演義』通りに、袁紹軍の兵糧が烏巣にあるとお考えですか？」

「それはわからない。巨きよ大だいな兵糧庫を抱かかえることは、大軍にとってはリスクだもの。用心深い司馬懿が複数箇か所しよに兵糧を分散させていたら、厳しい。でも、一箇所に集まってさえいれば……」

　官渡城じよう塞さいの門もん楼ろうに上って戦況を眺めていた怜香と荀じゆん彧いくのもとに、待ち望んでいた二人がついに辿たどり着いた。

　郭嘉と程昱である。二人とも「気」を使い果たして、歩く体力すら失っている。

「ぜえぜえ。はあはあ。あったぜ、兵糧！　特別ボーナスをよこせや、おらあ！　ドワーフ玉置の絵師酷使無双ぶりをTwitterで拡散すっぞ！」

「ええ？　わかったわよ。それじゃ、次の単行本では口絵を二倍に増やしてあげるから」

「ハア？　んなこと誰だれが頼たのんだよ？　鬼おに！　〆切り破り！　頭曹操～！」

「で、兵糧はどこなの、シスマゲドン先生」

「『正史』通り、烏巣ですう～。官渡の北東に位置する烏巣に、袁紹軍のすべての兵糧が……防御力も低いままで、五千の騎馬隊で急襲すれば焼き払えますう～」

　今、戦場へ繰り出している兵士数が、三千。

　烏巣への奇襲に五千を割さけば、この官渡の防衛に残せる兵はわずか二千となる。

「曹操さま。迷わず決断する時です。おそらく、今が最初で最後の勝機でしょう」

「待って荀彧。むむむ、これは司馬懿の罠わなよ！　『正史』の袁紹軍と同じ間ま違ちがいをあの司馬懿が犯すなんて、考えられないもの！」

「ですが『演義』では司馬懿も、『待てこれは孔明の罠だ』とかあれこれ考えすぎて、空城の計に引っかかっていましたよ？　知力が高いということは、あらゆるパターンを予測するあまり疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥りやすいということでもありますから。今やパラメーターやスキルを超ちよう越えつした無む双そう状態にある関羽に五千の兵を授けて烏巣へ向かわせましょう。残るわれら全員で、袁紹軍から官渡を守り抜ぬけば勝てます。万が一、烏巣がわれらを釣つり出すための罠だとしても、今の関羽ならば青龍偃月刀と赤兎馬の力を縦横に引き出して脱出できましょう」

「……そうだわ、荀彧。『運命』イベントのフラグからはたとえ司馬懿をもってしても逃のがれられない、と考えれば……これは罠ではなく、不ふ可か避ひ的な必然ということも……たとえば、司馬懿に無断で、外れ軍師の郭図あたりが補給線切れを恐おそれて兵ひよう糧ろうを渡と河かさせたとか」

「では、官渡の戦いの勝敗を決する『烏巣奇き襲しゆう』イベントが起こりつつある、と？」

「だとすれば、関羽ではなく、曹操自身が烏巣を奇襲すべきだわ！　『正史』でも『演義』でもそうなっているから！　曹操は、官渡で自ら兵を率いて烏巣を奇襲し、奇き跡せき的な勝利を摑つかみ取った！　私が、決死隊を率いて烏巣へ向かう！」

　荀彧は「もしも司馬懿の罠なら生せい還かんできません」と哀かなしげに怜香の小さな手を握にぎったが、怜香はすでに心に決めている。曹操として真世界を統一し、人類を亜人と司馬懿の侵しん略りやくから護まもり抜くと。

「オレたちはガス欠だ。官渡の守りについて、ドワーフ先生の帰る家を確保してやんよ」

「私も同じですう。奇襲部隊の副将には、誰を？　そして官渡の守備将には誰を？　この選せん択たくが、曹操軍と真世界の運命を決めると言っても過言ではないですう」

　怜香は、「超ちよう世せの英傑・曹操孟もう徳とく」として矢や継つぎ早ばやに指示を下した。

　関羽、于禁、徐晃、楽進はこのまま野戦を継けい続ぞくし、三千の兵を率いて袁紹軍の動きを牽けん制せい。戦いが膠着している今、迂う闊かつに戦線から離脱させれば、司馬懿に奇襲を気取られる。

　烏巣を奇襲する五千の決死隊は、隊長に曹操自身。これは「烏巣奇襲」イベントの必ひつ須す発生条件であるため動かせない。そして副将には、夏か侯こう惇とんと夏か侯こう淵えん。

「そうか、そうか！　私たちとともに死のうと言うのだな、孟徳！　かっ……感激だあああっ！　この夏侯惇元げん譲じよう、いつでも孟徳のためにこの命も処女もくれてやろう！　その命令、承うけたまわった！　シスマゲドン先生！　われらが討うち死にした暁あかつきには、ぜひとも曹操×夏侯姉妹しまいのカップリングで薄い本を……！」

「百合ゆり心中が目的じゃないから、夏侯惇！　私は曹操よ、戦いの目的は常に勝つこと！　あいにく滅ほろびの美学なんて持ち合わせてないの！　夏侯惇の固有スキル『隻せき眼がん不ふ臣しん』は、演説で将兵の士気を底上げする統率スキルでしょ？　決死隊の出撃時に、一発演説をぶって頂ちよう戴だい！　それで、全員が死地に入れる！　『ゾーン』に突とつ入にゆうできるわけ！」

「な、なるほど。わかった！　我われながら使いどころのない固有スキルだ、やっぱり夏侯惇ってお留守番役キャラなんだなあと思っていたが、乾けん坤こん一いつ擲てきの奇襲開始の際に切り札として使おうとは！　さすがだ孟徳！」

「私はちっちゃくて威い厳げんがないから、向いてないの。秀しゆう一いちばりの大おお風ぶ呂ろ敷しき演説を頼むわよ！　そして夏侯淵！」

「スピード命のわたくしに一騎き駆がけをご所しよ望もうですのね、お姉さま！　構いませんわよ！　最速の英傑・夏侯淵の走りっぷりをご覧あれ！　見事に散ってみせますわ！」

「違ちがうわよ！　夏侯淵の固有スキルは、騎馬隊五百の速度をアップさせる『仮か節せつ千せん里り』でしょ？　これも使いどころが難しいスキルだけれど、今回は奇襲部隊の先鋒にぴったりよ！　烏巣の兵糧貯蔵庫に決死隊五百を率いての突入、つまり一番乗りをお願い！　烏巣の守備兵が守りを固める前に決死隊が入り込んでしまえば、勝てるわ！」

　おい、そういえば虎とらの帽ぼう子しを被かぶっている許きよ褚ちよは？　あいつ、曹操のボディガードだろ？　と郭嘉が周囲を見み渡わたす。

「許褚は今、官渡にはいないの。でもだいじょうぶ。私はへっぽこで弱いけれど、夏侯淵と夏侯惇がいればなんとかなるわよ！　最後に、二千の兵を率いてこの官渡を守る役目は、曹そう仁じんと曹そう洪こうにお願い！　酷こく使しされて倒れる寸前の軍師二人と荀彧を残していくから、頭を使う場面が訪れたら三人軍師の助言を聞いて頂戴！」

「姉者、この曹洪にお任せあれだべさ～。うちの『蒼そう天てん演えん技ぎ』を使って、曹操さまに化けて司馬懿の目を誤ご魔ま化かせばいいだべな？」

「そういうこと、曹洪！　いつもの影かげ武む者しや役をお願い！　司馬懿の観察眼は長くは誤魔化せないから、あまりはっきりと姿を見せちゃダメよ？」

「あの～。姉上？　おらは、この曹仁はなにをすればいいだ？」

「曹仁の固有スキル『天てん上じよう天てん下げ』は、戦場に点在する味方の位置を特定できる『気』を用いたＧＰＳ機能でしょ？」

「んだ。とはいえ、有効範はん囲いも狭せまいし、いまいち使い方がわからないだ～」

「戦場には今、雪乃ちゃん、于禁、徐晃、楽進が出ている。もしも包囲されて危地に陥りそうな者がいたら、その時はあなた自身が先手を打ち、城門を開いて手勢とともに救きゆう援えんへ向かって。曹仁は味方の救出に長たけた希け有うな猛もう将しようなのよ、だいじょうぶ。包ほう囲い網もうが完成する前に果か敢かんに突入すれば必ず救援できる。あなたは、スキルを用いることで救援すべき英傑の位置を見失わずに最短距きよ離りを直進できるから。恐れないで！」

「わかっただ！　おらにそんな力があっただなんて～。ステータスウィンドウの説明文をいくら読んでも理解できなかっただ～。さすがは曹操軍、無敵の布ふ陣じんだべ～！」

　貪どん欲よくなまでに人材を収集し続けた曹操さまと、袁紹軍簒さん奪だつのために容よう赦しやなく人材を粛しゆく清せいし続けた司馬懿との差が、ここで出るのならば、勝機は曹操軍にあり。ですが……と、荀彧はどうしても一いち抹まつの不安を消せなかった。

「曹操さま。もしも烏巣が罠だったならば。曹操さまが烏巣から帰き還かんしなかったならば、その時は？」

「……その時は荀彧。あなたが官渡の戦いを継続して。絶対に司馬懿に屈くつするわけにはいかない。官渡から泰山へと撤退し、天子さまと封神英傑システムの死守を目的に防衛ラインを再構築して。お願い」

「ですが。最優の英傑であるあなたがここで倒たおれれば……もう、われらに勝ち目は」

「秀一が地下帝てい国こくから脱だつ出しゆつした。南方には孫そん堅けんもいる。曹操が倒れても、あの二人と協力すれば必ず道は開けるわ。行ってくるわね、荀彧。さすがに三年分は無理だったけれど、三冊分の原げん稿こう、書いておいたから──あと、私の作品の権利はぜんぶ、シスマゲドン先生に。私には、家族がいないから。荀彧、あなたならばきちんと管理してくれるわ」

「……曹操さま……どうか、ご無事で……」

　怜香は「荀彧は私が死んでも原稿を取りに追いかけてきそうだから、だいじょうぶよ。生還するわ」と微笑ほほえむと、「うんせ、うんせ」と夏侯惇に持ち上げてもらいながら馬上の人になっていた。

「これより官渡の指揮権を曹仁と荀彧に一時委い譲じよう。烏巣奇襲隊、集結！」




　怜香が「烏巣奇襲」の勝負を挑いどもうとしていたこの時。

　司馬懿率いる袁紹軍では、なおも幹部同士の紛ふん糾きゆうが続いていた。

　新たな火種。そう。烏巣奇襲の危機が、早くも伝わっていたのである。

「しっ、司馬懿どの～。烏巣から緊きん急きゆう伝令、烏巣から緊急伝令でえす。胡う散さん臭くさい間者とおぼしき二人組を発見も、瞬しゆん時じに消えてしまい追つい撃げき失敗。間違いなく曹操軍の間者、諜ちよう報ほう員だろうと……烏巣に兵ひよう糧ろうを備び蓄ちくしていることを曹操に知られました～」

　烏巣への兵糧備蓄は、司馬懿が「黄河を背にする以上は、十万の兵を飢えさせればそれだけで大敗する」と密ひそかに決行させたばかりだった。早くも、その軍事秘密を摑つかまれた。

「……なるほど。ならば曹操は影武者を官渡に残して、自ら烏巣を奇襲するかな♥　烏巣に潜もぐり込んだ間者は、郭嘉、程昱あたりかな♥　どのみち、もう脱出されている♥」

「青州兵を抱え込んでしまった曹操軍側も、兵糧はほとんど残っていないはずだーっ！　故ゆえに曹操は最後の博ばく打ちに出た！　われらも、なにか手を打たねば！」

「ボク自身が烏巣に詰つめていられれば楽勝だったけれど、この有様じゃとても無理だったかな♥　郭図クン、張郃クン。それぞれ、袁帝グループ真世界支社の最高幹部として献けん策さくを♥」

　うげ。犬けん猿えんの仲である郭図と私とに策を競わせるだと？　この火急の時に？　しかも郭図の献策は必ず外れる。ステータスウィンドウをずっと伏ふせているが、郭図はそういう呪のろわれた固有スキルを持っているのだろう。最悪の結果しか予想できん……と張郃は青ざめた。司馬懿には本気で曹操軍を破る意い欲よくがあるのか。だいたい効率を重視して烏巣に十万人分の兵糧をぜんぶ集めるだなんて、ちょっと考えただけでもおかしい。Amazon配送センターの倉庫じゃあるまいし。バレたら曹操軍に焼き尽つくされるに決まっている。この女め狐ぎつね、もしかして見かけはドＳだが中身はマゾなのではないか？

　しかし、関羽による顔良・文醜撃げき破はを皮切りに、ドミノ倒しの如ごとく戦せん況きようが一気に動いた。その結果、今ついに「勝機」を摑んだ。それは間違いない。

「ハーハハハ！　袁帝グループから絶ぜつ縁えんされた中小ベンチャー企き業ぎようの悲しさ！　曹操は、一万しかない兵をさらに二手に割らねばならん！　烏巣に割ける兵力は五千が限界ィィィ！　翻ひるがえって、こちらは十万の大兵力！　官渡の曹操軍を釘くぎ付づけにしておくには、郭図を守将に任じて一万から二万ほどの見せ兵を残しておけば充じゆう分ぶん！　司馬懿どの率いる主力軍のすべてを、ただちに烏巣救援へ向かわせ、叩たたき潰つぶすべし！　むろん、この社しや畜ちく王・張郃が先せん鋒ぽうを承りましょうぞーっ！　私への恩賞として、社長姉妹のうち一人だけでも返へん還かんしていただく！　ああっ！　これぞ、社畜の誉ほまれ！」

　曹操軍さえ倒せば、袁帝グループによる真世界統一は成る。囚とらわれた社長も社畜たちも救われる。張郃はなおもそう信じていた。信じたかった。司馬懿など信用できぬと理性が囁ささやいても、「他に道はない」と己おのれに言い聞かせてきた。思考を停止し命令を実行する、鋼鉄の「社畜力」によって。

「ダメですよ～。戦場に展開している曹操軍各部隊が、三千。烏巣には五千の精せい鋭えい奇き襲しゆう部隊が向かうでしょう。ということはあ、官渡には二千ぽっちの守備兵しか残されないという計算になりまあす！　今こそ官渡を落とす絶好のチャンス！　司馬懿どの自らが十万の兵を率いて、一気に官渡を落城させるのでえす！　力ちから攻ぜめに次ぐ力攻め、ゴリ押しで落とせまあす！　烏巣から奇襲部隊が慌あわてて引き返してきた時には、もう手て遅おくれ！　返り討ちでえす！　この袁帝理研が誇ほこる大軍師・郭図ちゃんの助言に間ま違ちがいはありません。勝ったなガハハ！」

　眼鏡のレンズを光らせながら、郭図が胸を張る。

　郭図の「外れ軍師」ぶりを熟知している張郃は「それだけはならんぞーっ！　目の前の官渡は明らかに餌えさだ！　最優先すべきは兵糧の確保だっ！　目先のノルマ達成よりも、社員を食わせる義務のほうがたいせつなのだ！　それでこそ大だい企き業ぎようではないか！」と異を唱えるが、郭図は「うちは日本有数のブラック企業ですよお？　ノルマ達成は社員の命よりも重いのでえす。勝ったなガハハ！」と聞き流す。

「う……うおおおおっ!?　な、なんという炎えん上じよう発言……貴様、ＳＮＳでそんなこと呟つぶやいたらどうなるかわかっているのか？　袁帝グループの社畜になった私の選択は、ほんとうに正しかったのか……!?」

「まあまあ。郭図ちゃんも、社長姉妹の返還を恩賞に要求しますからあ。社長の命は宇宙よりも重い、これもまた袁帝グループ絶対の掟おきて！　ああ、いよいよ念願の郭図課長へと昇しよう進しんですねえ～」

　ところが、この時。

　司馬懿は、郭図と張郃が互たがいに顔を見合わせる世紀の「折せつ衷ちゆう案」を口にしていた。

「そっかー、意見が分かれたかー♥　ボクはねえ、異世界から持ち込まれてきた民主主義という文化を本格的に学ぼうと思っているかな♥　専制君主、よくない。ダメ、絶対♥　だから、ここは三さん方ぼう一いち両りよう損ぞんというやつで♥　ボクは、自分の専制権を行使しない♥　張郃クンと郭図クンは互いに半分ずつ譲じよう歩ほしてもらって我が慢まんする♥　そう。十万の兵を、烏巣救援と官渡攻こう撃げきとに二分しよう♥　二万を、烏巣に♥　八万を、官渡に♥　これでどうかな、どうかな♥」

　しかも、烏巣救援部隊を郭図が、官渡攻撃部隊を張郃が率いる、と司馬懿は言いだしたのだ。互いに反対した策を実行しろと言うのだ。考えられない愚ぐ策さく人事だった。

　馬ば鹿かな、ありえん、司馬懿どのはやはり負けたがっているとしか思えない、と張郃の心は悲鳴をあげていた。

「そ、それでは、その～。郭図ちゃんが烏巣救援に成功したら、郭図ちゃんの『烏巣を捨てて官渡を全力攻こう撃げき』という献策は外れだったということに……せ、成功したら赤あかっ恥ぱじで、し、失敗したら大罪人……どちらに転んでも課長昇進の道は断たれます～」

「私が官渡を落としても同じことだーっ！　こんな人事があるかーっ！　幹部の面子メンツを最重視する日本企業というものをまるで理解していない、司馬懿どの！　あなたという人は、いったい曹操に勝ちたいのか負けたいのか？　もしかして、ただひたすらに袁帝グループを破は滅めつさせたいのではないのかーっ？　社長姉妹を返すつもりなど、最初からないのではないかっ？　いずれ再び亜人軍団が南下してくるというのに、いったいなにを……真世界で袁帝グループを乗っ取ったところで、株式売ばい却きやくなどできんのだぞーっ！」

「だから、三方一両損かな♥　ボク自身が専横するならば、こんな愚策は採用しないかな♥　そこを、袁帝グループ幹部の皆みなさんの顔を立てて、民主的に組織運営しようとボクも学習しているところかな♥　さあさあ。ほらほら。お互いに、職場となる戦線に行って、行って♥」

　無茶苦茶だ！　郭図は間違いなく、烏巣救援に失敗する！　成功して「わが策は外れでした」と赤っ恥をかくか、失敗して罪を問われるか。自分の知力を過大評価したがる郭図の性格を考えれば、「外れ軍師」と呼ばれることをなによりも嫌きらう。昇進の道が閉ざされようが、失敗するに違いない。だいいち郭図が本気で戦うにも、おそらく烏巣奇き襲しゆう部隊は曹操自身が率いる最精せい鋭えいの軽騎き兵へい部隊！　郭図がちんたらと行軍していては、間に合わん！　ここは、騎馬隊の指揮に長たけた私が行くべきなのに……なぜ、「囮おとり」であることがミエミエの官渡攻撃などに私が回されたのだっ？




　張郃は（郭図にも私にも出世はさせん、こうやって両者に足を引っ張り合わせながら、結局は司馬懿どのがトップに君臨し続け、社長姉妹を盾たてに独裁し続ける……そういうことか……これでは、私がどれほど戦っても、社長姉妹は救いだせん……）と絶望しながら、（兵ひよう糧ろうを焼かれそうになっているらしい）と不安顔で囁き合っている袁紹軍主力部隊を率いて前進を開始。やむを得ず、官渡の城じよう壁へきへと攻めかかっていた。攻こう城じよう兵器ならば、大量にある。高層櫓やぐらを前進させて火矢を放たせる。だが、城内からは曹操軍虎とらの子この発石車部隊が応戦。高層櫓を次々と破は壊かいしてしまう。

　ついには、曹操本人が楼ろう閣かくにあがってきて、陣じん頭とう指揮を執とりはじめた。

　あれは影かげ武む者しやだな、と張郃には見当が付いた。すでに官渡城内の兵力は大おお幅はばに減っている。やはり、烏巣へと奇襲部隊が出立してしまったのだ。それでも、なお官渡には豊富な将軍と軍師が揃そろっている。力押しで無理矢理に落とせるものではない。

（ああ。無茶だ。やはり曹操軍の守りは堅かたい。兵力が半減していようとも……しかも……私は今、わが社畜道を貫つらぬくか否いなかで迷っている……地下帝国へ流された田豊専務から社長姉妹の救出を託たくされ、司馬懿に従ってきたが……）

　勝とうが負けようがこのままでは袁帝グループの社員はすべて更こう迭てつされる、社長姉妹も奪だつ回かいできない、と張郃は頭を抱かかえていた。

（烏巣救きゆう援えんも、間に合わないだろう。郭図も私同様に、迷っているのだから）

　ああ。私はいったいどうすれば。

　官渡攻ぜめはやはり捗はかどらない。凄すさまじい勢いで抵てい抗こうされ、次々と攻城兵器を失っていく。その上、関羽、于禁、徐晃、楽進の部隊が続々と「一いち撃げき離り脱だつ」を繰くり返して、統制が取れていない袁紹軍に揺ゆさぶりをかける。

「ぐぬぬ。蝿はえのような連中だ……いちいち追いかけるな、陣じん形けいを崩くずされるぞ！　そうだ、一部隊に絞しぼって包囲するのだーっ！　まずは、息切れしている楽進の部隊を包囲せよーっ！」

　葛かつ藤とうしながらも、張郃は懸けん命めいに指揮を執る。これ以上、城を強引に攻めてもムダだ。まずは曹操軍の遊ゆう撃げき部隊を各個撃破すると、戦術を切り替かえた。遊撃部隊はめいめい、四方に分散している。官渡に殺さつ到とうしてきた袁紹軍は八万を超こえる大軍。これを少数部隊で遠巻きに包囲しているために、臨機応変の連係は難しい。

「楽進部隊の速度が急激に落ちております！」

「包囲できます！　三方を囲みました！」

「あと少しで、完全包囲です！」

「ヒエーッ？　しまったのだーっ？　あーっ！　ガス欠、い、いや、石油不足と言うべきか……もっと補給を……！」

　戦場で追い詰められた楽進の部隊が絶体絶命の危機に陥おちいろうとしていたその時。

「城門を開いてくんろー！　曹仁決死隊、出しゆつ撃げきっ！　楽進を救援するだー！」

　馬鹿な……と張郃は固まっていた。

　今まで活かつ躍やくの場が少なかった曹仁が騎馬隊を率いて、雲うん霞かのような袁紹軍の大軍を突とつ破ぱしながら、一直線に楽進のもとへと向かっている。なぜ楽進の位置が正確にわかるのだ？　まさか、曹仁の固有スキルか……？

　司馬懿は正史英えい傑けつでありながら、英傑の能力についてなにも知らぬのか。そんなはずはない。ああ。せめて多少なりともパチスロを通じて三国志知識を仕入れていた沮授が現場に残っていれば。社畜一筋の人生を送ってきた私は、東洋の歴史はよく知らぬ。唯ゆい一いつの趣しゆ味みといえる映画鑑かん賞しようでも、大予算を注つぎ込んだハリウッドの大作ばかりを観てきたために……おお、なんということだ。せめて「レッドクリフ」だけでも観ておくべきだったーっ！

「楽進は、そこでしたのね！　徐晃部隊も急行！　楽進を救援しますわよー！　フランスとドイツの共きよう闘とうなんて、ネトゲ以外では不可能だと思っていましたわ！　世界最終戦争感がありますわね！」

「むむむ。曹仁部隊を追えばよろしいのですね？　この関羽雲長も、すぐに参ります！　この私と一いつ騎き打うちを望む者があれば、出ませい、出ませい！」

「ならばこの于禁部隊も、手助けせねばなるまいね。ここから先は気力と体力の消しよう耗もう戦だね、やれやれ。淑しゆく女じよには向いていない」

　曹仁部隊の動きは、やはりおかしい。視界が利きかない戦場を駆かけながら、楽進の位置を常に把は握あくし、正確に直進していく。散っていたはずの遊撃部隊も、曹仁に導かれて連係していく。

　包ほう囲い網もうによる各個撃破作戦は、あの曹仁という田舎いなか娘むすめがいる限り達成困難だ、と張郃は見切った。

「ならば、やはり力押しか……い、いや、官渡の防衛力は高い。あたら攻城兵器を失うばかり……う、う、うおおおおお！　社長ーっ！　この張郃、社畜の鑑かがみたらんと努めて参りましたが、社長をお救いできそうにありません。申し訳ございませえええん！」

　どうすればいいのか。生きるべきか死ぬべきか。自ら官渡の城壁をよじ登って討うち死にしてこその社畜か。それともあくまでも社長姉妹しまい救出のために生きて戦い続けるべきなのか。激しく迷う張郃は、はるか彼方かなたに吹ふき上がる炎ほのおを見た。

　怜香による乾けん坤こん一いつ擲てきの烏巣奇襲。超ちよう速そくで騎馬隊を駆けさせた夏侯淵が間かん一いつ髪ぱつで烏巣への突とつ入にゆうに成功し、まもなく夏侯惇と怜香率いる本隊が夏侯淵に誘ゆう導どうされてことごとく烏巣へ突入。郭図が辿たどり着くよりも早く、怜香は「烏巣奇襲」を成功させていた。

「……烏巣の方角……郭図め、間に合わなかったな！　なんという、なんという人事をやってくれたのだ、司馬懿め……！　兵士たちもみな、あの炎を見ている。兵糧が焼き尽つくされていくさまを……すでに袁紹軍の主力は現地採用された傭よう兵へいたちだ。負けだ……！　わ、私もまた、地下帝てい国こくへ更迭か……それでは、社長姉妹は……どうなるのだ……もはや、社長に殉じゆんじる誠まことの社畜魂だましいを持っている幹部社員は、現場にはほとんど残っていない……！」

　そしてその張郃のもとに、「運命」の間者が辿り着いていた。

　その間者は──かつて張郃の部下として働きながら、田豊とともに地下帝国に送られた若き社畜・許きよ攸ゆうというチャラ男だった。いわゆるウェーイ系で、社内の評判はよくない。だが、目め端はしの利く男でもあった。

「許攸!?　お前、生きていたのかっ？　地下帝国に送られたのでは？」

「張郃課長。田豊専務も沮授も無事っすよ。われら地下帝国囚しゆう人じん一同は、司馬懿にこれ以上の専横はさせねえと武装蜂ほう起き！　地下帝国を管理していた亜人たちと戦い、見事に地下帝国の解放に成功したっすよーっ！」

「な、なんだとおおおおっ!?　蜂起だとーっ？　田豊専務はご無事なのかっ？」

「うぃーっす！　ただいま、冀き州しゆうの背後で反司馬懿の旗を掲かかげてゲリラ活動中っす！　これが、田豊専務と沮授が連名で各地に跳とばしている『檄げき』っすよ！」

　檄文。あの犬けん猿えんの仲だった二人の連名。

　張郃は震ふるえる手で檄文を開き、読んだ。




　地下帝国で顔を合わせた劉りゆう備び玄げん徳とくから、司馬懿の目もく論ろ見みを教えられた。「三国志演義」の主人公たる劉備玄徳には特別な能力があるらしく、彼女の「真意」を知ることができたのだ。

　司馬懿は、亜人軍団と裏で繫つながっておる。奴やつは真世界の統一と人類の救済など目的としていない。社長姉妹を解放するつもりもない。奴の目的は亜人軍団による人類の殲せん滅めつなのだ。泰山を乗っ取り、異世界も真世界もともに滅ほろぼすつもりなのだ。

　故ゆえに、われら袁帝グループの社畜一同は長年にわたる派は閥ばつ対立の恩おん讐しゆうを捨てて、打だ倒とう司馬懿のため、真世界統一のため、異世界防衛のために一丸となり、ここに蜂起した。もはや袁帝グループ特有のヒエラルキーなどない。異世界人も真世界人もない。われら全員が、人類を護まもるために共闘する「戦士」だ──立ち上がれ、諸君！　劉備玄徳は、諸しよ葛かつ亮りよう孔明を出しゆつ盧ろさせるために大移動を開始した。彼を護れ。彼のために壁かべとなり、盾たてとなれ。劉備玄徳と諸葛亮孔明がともに揃った時こそ、司馬懿に勝つことができるのだ！




「──やはり。やはり、そうだったのか。司馬懿の真の目的は……青州黄こう巾きん賊ぞくと亜人を合流させたのも、司馬懿か！　理性では薄うす々うすわかってはいたが、私自身の社しや畜ちく魂が現実を認めることを拒こばんでいたのか……！　なんということだ！　しかし、水みず城き秀一。あの小こ僧ぞうこそが、『三国志』世界の主人公だったとは……！」

　最優の英傑、曹操孟徳。天下にもっとも近い最強勢力を誇ほこる袁紹。董とう卓たく軍すら恐おそれをなした武ぶ闘とう派軍団を率いる孫堅。異世界においてさえ「神」となった伝説の武人・関羽。そして、説明不要の呂布奉ほう先せん。これほどの英傑がひしめく「三国志」の世界において、堂々と主人公を張っていた劉備玄徳に、あの少年が封ほう神しんされていたのか。

「ういーっす、どーっすよ張郃課長？　ま、真相が明らかになった以上、おいらは曹操陣じん営えいに鞍くら替がえすっぜー？　手て土産みやげがこの檄文だけだと、ちょーっと足りないけどよー？」

「どうもこうもない！　よく檄文を私に渡わたしてくれた、ハーハハハハハ！　手土産は増えたぞっ！　私は今、社畜魂を捨てるーっ！　袁帝グループに反旗を翻ひるがえして、曹操陣営に寝ね返がえるのだーっ！　みな、聞けーっ！　この張郃元課長、思うところあって曹操に帰順する！　裏切り者と言わば言えーっ！　殺したいのならば殺すがよい！　だが、私は不死身の張郃！　社畜魂は捨てても、社畜力は捨てん！　たとえ矢で額を射い貫ぬかれようが決して死なぬぞ、ハーハハハハハ！」

　張郃、官渡の戦場のまっただ中において、曹操陣営へと寝返り！　袁紹軍から離り脱だつ！

　この瞬しゆん間かんに、官渡の勝敗は定まった。

　対する袁紹陣営には、郭図は不在。指揮官として兵を動かせる権限を持っている者は、司馬懿だけである。司馬懿ほどの名将であっても、正史英傑不足のために子飼いの部下がいないという「弱点」はどうしようもない。手て許もとの兵はなお自在に指揮できるが、全軍を束ねることはできない。現地重用された傭兵たちは「兵糧を焼かれた！」「張郃課長が裏切ったー！」とすでに壊かい乱らんをはじめていた。

「奇き跡せきだーっ！　フリードリヒ大王の奇跡が、今、官渡で起こっているーっ！　楽進隊、進めえーっ！　敗走する袁紹軍を追え、追え、黄河に叩たたき落とせ！　ここで袁紹軍本隊を逃にがせば、ダンケルクの二にの舞まいだぞっ！　電でん撃げき的突とつ撃げきっ！」

　楽進部隊が、単独で追撃を開始する。

「ちび伍ご長ちようは仕方ありませんわねえ、んもう。どうしてああも短気なのかしら……徐晃部隊も追撃いたしますわよ。曹仁守備隊長と荀彧軍師には、事後承しよう諾だくを取ればよろしいかしら」

「ふむ。私の推理では、あまりにも司馬懿がふがいなさすぎて、すべてが怪あやしいのだが。誰だれもかも、司馬懿の掌てのひらで踊おどらされているかのような……しかし、楽進を見殺しにはできないな。ただし黄河までは私は追わないぞ。水は嫌きらいなんだ。やれやれ」

　続いて徐晃部隊、于禁部隊も追撃を開始。

　帰順したばかりの張郃部隊も、

「ハーハハハハ！　先ほどまでの味方を追撃するのは心苦しいが、人類を救うためとあればやむを得ん！　私が追撃軍の先頭に立つ！　一人でも多く、かつての仲間を帰順させる！　この『檄文』を掲げてッ！　諸君！　司馬懿を捕とらえて、社長姉妹を解放させるのだーっ！」

　と逃げる袁紹軍をがむしゃらに追撃していく。

　生き真ま面じ目めな雪乃だけが「むむむ。いけません。曹仁どのと荀彧どのの許可を得なければ……独断専行はなりません！」と懸命に味方部隊を止めようとするが、もはやこの勢いはどうにもならない。




「どどどどうするだ～？　軍師どの～？」

「曹操さまならば、『いくらなんでもうまくいきすぎている。これは司馬懿の罠わなだわ』と用心して追撃を止めるはずですが……私たちには止められませんね……とりわけ張郃の部隊は、たった今寝返ったばかりです。将兵たちの気分はもはや、本能寺を襲撃している明あけ智ち光みつ秀ひで軍でしょう。私たちには、制せい御ぎよは不可能です」

　官渡城内で再合流した曹仁と荀彧は、とてつもない不安を感じずにはいられなかった。

　そうなのだ。「あの」司馬懿が、こんな無様な負け戦をするはずがないのだ。官渡での袁紹軍の敗因が烏巣だと知っていながら、わざわざ烏巣を奇き襲しゆうされて壊乱するはずがないのだ。嫌いやがる張郃に官渡を強きよう攻こうさせれば張郃が切れて寝返るということも、わかっていたはずだ。

「軍師どの。官渡での勝利はこれで確定したはずですが、相手は孔明以上の用兵術を身につけている司馬懿です。むやみに追撃すれば罠が待ち構えていることは必ひつ定じよう。私が──この雪乃が、曹操に。お姉さまに直接具ぐ申しんして参ります！　追撃の中止を命じてもらいます！　そして私自身は、その脚あしで地下帝国から脱だつ出しゆつした兄さんとななちゃんのもとへ向かいます！　以後、兄さんたちを連れて帰き還かんするまで私の役目は張郃さんに代行させてくださいますよう！　それでは、ご免めん！」

　雪乃が、荀彧にそう伝え終えるや否いなや、赤兎馬を走らせて烏巣へと駆けていく。

「今は、赤兎馬がいちばん速いな。オレたちの『気』が回復してりゃなあ～」

「仕方ないですう。シスマゲドンコンビのスキル重ね技は、チートですから～」

「……関羽の様子も、心配ですね……早く水城秀一と水城那な波なみとの合流を果たさないといけないと、かなり焦あせっています……気持ちは、痛いほどわかりますが……」

　この荀彧の不安は、適中することになる。

　今は張郃よりも、楽進よりも、誰よりも雪乃こそが精神的に追い詰つめられ、焦っていた。

　官渡で大敗した司馬懿は、何重にも策を、罠を練ってくるはず。曹操軍に敗れた今、司馬懿の方針が「劉備玄徳の捕ほ縛ばく」から「劉備玄徳の抹まつ殺さつ」に変へん更こうされてもおかしくない。これまで司馬懿は、孔明の出盧を阻そ止しするために「生かさず殺さず」劉備玄徳を拉ら致ちしていた。だが、曹操がこれ以上の攻こう勢せいに出れば、「次の劉備」が召しよう喚かんされるリスクを承知の上で、「今」孔明のもとへ向かっている劉備を抹殺する選せん択たく肢しを司馬懿は選ぶのではないか。

　そう思うと、雪乃は一秒たりともじっとしていられない。

（待っていてください。兄さん。ななちゃん。雪乃が必ず、赤兎馬を駆って参ります……！）

　雪乃の「千里行」が、はじまろうとしていた。




　　　　※




「……妙みようだわ。いくらなんでもうまくいきすぎている。これは司馬懿の罠なのでは……？」

　夏侯惇、夏侯淵とともに烏巣への奇き襲しゆう攻こう撃げきに成功し、袁紹軍の兵ひよう糧ろうを焼き払はらっていた怜香は、「これで官渡の戦いに勝った」と素直に喜べなかった。むしろ自分の身体からだがどんどん底なしの沼ぬまへと沈しずんでいく感覚に襲おそわれて馬上で身み震ぶるいしていた。

　司馬懿は、「正史」もしくは「演義」が辿った「官渡の戦い」の経けい緯いを把は握あくしているのでは。

　もしかして、烏巣は囮おとりなんじゃないかしら？

　烏巣イベント発生の必ひつ須す条件であるこの私を烏巣へ引きずり出すための──官渡から引き離はなすための──。

　いったいどのような策を司馬懿が弄ろうしているのかまでは、読めない。しかし、人類の殲滅を図っている司馬懿にとっては、袁帝グループの将兵すら使い捨ての駒こまにすぎない。袁紹軍十万の兵士すべてを「贄にえ」にして官渡の勝敗を覆くつがえす秘策を隠かくしているのでは……？

「退たい却きやくする袁紹軍を黄河まで追撃すれば、司馬懿の思う壺つぼかも。夏侯淵。いまいちど速度スキルを用いて、急ぎ官渡へ引き返して！　追撃はダメ、これは司馬懿の罠よ！」

「承知いたしましたわーっ！　……あ……ダメ……烏巣奇襲の際に、フルスピードで突つっ走ったために『気』が枯こ渇かつして……も、もうしばしお待ちくださいませ！」

「ならば、全軍で官渡へ帰還ね。急ぐわよ。荀彧が官渡を守ってくれているから、心配はないはずだけれど……曹操孟徳は、最後の最後に天運に見放される運命の英えい傑けつだから。能力値は最優だけれど、幸運度が低いとでも言うか……大勝利している時こそ、曹操にとっては最大の危地。悪い予感がするの」

　怜香たちが官渡へ向かおうと集結しつつあったその時、赤兎馬を飛ばして一いつ騎き駆がけしてきた雪乃が烏巣へと合流を果たしていた。

　宝貝・赤兎馬は底なしのスタミナを誇る。どれほど駆かけようとも、「気」が枯渇して立ち止まることがない。

　夏侯淵が「こちらはいちど固有スキルをぶっ放すとヘロヘロになりますのに。独立生命体にして最強クラス宝貝の赤兎馬は反則ですわーっ！」と地じ団だん駄だを踏ふむ。が、怜香は雪乃の胸元に飛び込んで熱ねつ烈れつ歓かん迎げい。いよいよ夏侯淵の魂たましいを嫉しつ妬との炎ほのおで燃やし尽つくす。

「雪乃ちゃああああ～んっ!?　このお姉ちゃんを心配して来てくれたのねっ！　官渡は？　官渡の戦せん況きようは？　怪け我がはない？」

「はいっ。どうしたわけか、『正史』通りに官渡を攻せめていた張郃さんが突とつ然ぜん、曹操軍へ寝返りました。官渡決戦は曹操軍の大勝利です。『烏巣奇襲』イベントの発生から玉たま突つき現象が起きて、『張郃離り反はん』イベントが起こったかもしれませんが……ただ……」

「ただ!?」

「かつての勤め先に対して憎にくしみ十倍なのか、張郃さんが逃げる袁紹軍を独断で追撃。電撃作戦マニアの楽進さん、その楽進さんに引っ張られた徐晃さん、嫌いやな三国同盟だなとぼやきながら于禁さんまでが追撃戦を開始。壊乱状態の袁紹軍は黄河を目指し、鄴ぎようへ向けて敗走しています。これを追撃するとなれば、対袁紹軍戦線はどんどん北へ延びていきます。袁紹軍は三方面に展開中で、泰山戦線と青州戦線はいまだ膠こう着ちやく状態。官渡の曹操軍が冀州へ呼び寄せられているこの現状は、やはり罠……雪乃は、悪い予感がします……！」

「……『官渡敗戦』そのものが、司馬懿の罠かもしれないと？」

「はい。荀彧軍師も、そう危き惧ぐしているのですが、総大将不在のために統制が取れません。急ぎ、官渡に戻もどって追撃停止命令を！」

「わかったわ。雪乃ちゃんも一いつ緒しよに来てくれるわね？」

「いえ。私は、顔良と文醜を倒たおしたところで、いったんお暇ひまを取らせていただきます。地下帝てい国こくを脱出した兄さんとななちゃんに合流し、護らねばなりません！　今まで兄さんが地下帝国で生かされていたのは、第三の劉備玄徳を召喚させないためでした。その兄さんが脱出した以上、司馬懿は兄さんを殺しに来ます！」

「孔明を出しゆつ盧ろさせないためにね？　わかったわ！　秀一と那波ちゃんをお願い！　二人の居場所はわかる？」

「それが、常じよう山ざんを脱出したところまでしか……冀州を踏とう破はして兗えん州しゆうや青州へ入るルートには袁紹軍が満ちているため、おそらくは并へい州しゆうを経由して西回りに南下しているかと」

　ぐぬぬ。趙ちよう雲うんさんなら兄さんと直接通信して互たがいの居場所を伝え合えますのに、雪乃は、兄さんの実じつ妹まいでありながら真の仲間に一歩遅おくれを……ぐぬぬ……！　と頭を抱かかえた。

「そうね。袁紹軍と曹操軍が各地で戦っている現状では、逃とう避ひ行こうを続けながらの徐じよ州しゆう入りは困難だわ。秀一は、荊けい州しゆうを目指しているのかも」

「荊州？」

「孔明を出盧させられるポイントは、琅ろう邪やだけではないはず。『正史』や『演義』では、荊州の隆りゆう中ちゆうで劉備から三さん顧この礼れいを受けて出盧したでしょ？　だから、秀一は西の并州へと出てそのまま隆中を目指しているはずよ。冀州・青州・兗州といった袁紹軍のテリトリーを突とつ破ぱするよりは可能性があるもの」

「……とはいえ、袁紹軍の追撃は……あるでしょうね」

「ええ。司馬懿は必ず、なりふり構わず秀一を仕留めに来るはず。雪乃ちゃん、お願い。二人を発見して、確保して！　司馬懿に勝つには、やはり孔明の力が必要だわ。官渡で勝ってなお、私は不安で不安でたまらない……司馬懿の罠に塡はまり続けているかのようで」

「承知です！　たとえ通信できなくとも、兄さんの『匂におい』を感知して必ず辿たどり着きます！　千里の道も、赤兎馬ならば踏破できますっ！」

「……無茶しないでね。『奸かん絶ぜつ』曹操と『義絶』関羽が最後まで共きよう闘とうできていれば、『正史』でも『演義』でも、天下統一は成ったはず……私と雪乃ちゃんがこのまま離はなれ離ばなれになれば、きっと……また、同じことが繰くり返されて」

「はいっ！　二人とともに必ず帰還します！　関羽雲長、それでは行って参ります──姉上！」

　ああ。あの憧あこがれの雪乃ちゃんから「姉上」と呼ばれている。最高の響ひびきだわ。えへ。えへへへ。エモい、エモすぎる……！

　そうよ。私はもう、ぼっちじゃないんだわ。

　私、もう──なにも怖こわくない！

　赤兎馬で颯さつ爽そうと駆けていく雪乃を眺ながめながら、舞まい上がった怜香は涎よだれを垂らしてハァハァと息を荒あららげていた。夏侯惇と夏侯淵が、しれっと怜香を睨にらんでいる。

「なにをしているんだ孟徳。どうして私が、ブヒってる孟徳を見なくちゃならないんだ。官渡へ戻るぞー！」

「帰順した社畜張郃と新たに召喚されたばかりの面々の統制は、曹操孟徳自身でなければ無理ですわよ！　急ぎますわよー！」

「……そうだったわ。十八禁曹操×関羽本の構想を脳内で描えがいている場合ではなかったわ。ああ、もう。戦争なんてもう懲こり懲ごり！　早くラノベ作家業に戻りたーい！」

　怜香も雪乃も、この時は想像もしていなかったのである。この後、二人を引き裂さく「運命」について。よもや、司馬懿がそこまで先の先を読み尽くしてあらゆる「運命」イベントのフラグを操作していただなんて。




　　　　※




　袁紹軍の壊かい乱らんと曹操軍の追つい撃げきによって官渡戦線が北方へと延びつつあった、この時。

　異変が──突然の危機が、兗州と青州の境界にある泰山に籠こもっている曹操軍別働隊を襲っていた。

　泰山は「封神英傑システム」本体そのものを内包しており、かつ、天子を「隠し部屋」に匿かくまっている、曹操軍の最重要拠きよ点てんである。

　その泰山の山中に──突とつ如じよとして、空間を切り裂きながら司馬懿仲達が姿を現していた。混乱する官渡の戦場を放りだして、直接乗り込んできたのである。泰山へと。

　司馬懿と互ご角かくの知力を誇ほこる厄やつ介かいな曹操を「勝利」イベントの鍵かぎとなる烏巣へおびき出し、曹操不在の官渡決戦では露ろ骨こつな追い出し懲ちよう罰ばつ人事を喰くらわせて、社畜張郃を寝ね返がえりへと追い込んだ。田豊と沮授が連名で書いた檄げき文ぶん（その実は、司馬懿自身が書いた偽にせの檄文である）を持たせた社畜を戦場へ向かわせたのも、指示待ち体質で決断力に乏とぼしい張郃にさっさと寝返ってほしかったからだ。檄文を持たせた彼の名前、なんだっけ。家族を捕とらえてあるからボクに逆らえなかったんだよね、家族持ちって簡単に脅きよう迫はくされちゃうから辛つらいよね♥

　すべては司馬懿の計算通り。官渡は今、潰かい走そうする袁紹軍と暴走する曹操軍によって混乱の極きわみに達している。曹操が、司馬懿の姿が消えていることに気づいた時には、もう手て遅おくれ。空間と空間を接続する「縮地」の術は、すでに曹操に見せてやった。にもかかわらず、曹操は司馬懿が泰山へ潜せん入にゆうする可能性に気づいていなかったのだとすれば──。

　存外にも、女の子曹操の知略はたいしたことなかったのかな、なにか戦場とは関係のない創作妄もう想そうにでも取り憑つかれていたのかな♥　戦場の無情さを前にすると、突然詩人になるのは曹操特有の病気だから♥

　一いつ瞬しゆん、司馬懿は（楽勝すぎてつまらないかな♥）と舌打ちした。

　が、すぐに気づいた。それは慢まん心しんだった、と。

　頰ほおに、見えない糸が触ふれた。つーっ、と血が流れた。

　その血を細い舌先で舐なめとりながら、司馬懿は苦笑していた。

「ふむ。そうでもなかった。許きよ劭しようが泰山の至るところに、いろいろと結界を張り巡めぐらせているみたいかな♥　しかも、いつもの仙術・道術ではない。ボクですら見慣れぬ技術も取り入れている……ボクが知っている許劭ではない♥」

　しかし、厳重に「結界」を張っているということは、その「結界」の奥に守るべきものを隠しているということ。そして「結界」の濃のう淡たんが、「正着」ルートそのものを指し示している。まったく、技術屋はこれだから♥

　それにこのボクも、まだ敵に見せたことのない技を切り札として隠してあるかな♥

　司馬懿は、再び「縮地」と唱えて、二本の指を掲かかげていた。




「えーっ？　結界を破られた、だって～!?　誰だれだい、誰が泰山に侵しん入にゆうしたんだいっ？　おかしいなあ。許褚くんから教わった戦国日本に伝わる陰おん陽みよう術を道術に取り入れ、最さい新しん鋭えいの結界を張っていたはずなのに？　初見で破れる術士なんて、これはもう、一人しか考えられないよねえ？」

　泰山の守りを怜香から委ねられていた許劭は、「案の定じよう、泰山を包囲している袁紹軍は張り子の虎とらだ。動かないねえ～。やはり本命は官渡なんだねえ～」と暇ひまを持て余あまし、関かん張ちよう飯はん店てん泰山本店で麻マー婆ボー豆どう腐ふを頰ほお張ばっていたが、朱しゆ槍やりを担いだ前まえ田だ犬いぬ千ち代よこと許褚から「……賊ぞくが押し入った」と報告を受けて慌あわてて立ち上がっていた。

「……賊は司馬懿。封神英傑召しよう喚かんシステムを乗っ取りに来た。泰山中腹の陰いん陽よう召喚台へ、どんどん接近している」

「陰陽召喚台から、直接システムに潜入するつもりかい？　まずいよ！　司馬懿に管理者権限を奪うばわれたら、好き放題に書き換かえられる！　それは僕たちの敗北を意味する！　ああもう。曹操くんはなにをしているんだい？」

「……官渡で、袁紹軍十万を相手に激戦中」

「さすがに身動きが取れない、か……！　まさか司馬懿が官渡の袁紹軍を投げ捨てて、こっちに来るだなんて……！　こりゃ本格的に、大陸を統一するつもりなんてさらさらないわけだ」

　許劭は、すでに司馬懿が「縮地」を用いて瞬しゆん間かん移動してくることを曹操から知らされている。

　幸いにも、未来から来た許褚が、「知り合いに陰おん陽みよう師じがいる」と未来日本の陰陽道知識をいくつか教えてくれた。孔明の道術を発展させて日本独自の「陰陽道」を完成させた安あ倍べの晴せい明めいの系けい譜ふを引き、「戦国の今孔明」と称しようされていた日本の天才軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが考案したチート技術が、封神英傑システムを経由して真世界にもたらされたのだ。

　この技術を道術マニアの許劭が捨て置くはずもなく、司馬懿対策としてさっそく取り入れ、自らの技術と融ゆう合ごうさせて新たな「結界」を泰山全域に張り巡らせた。

　ところが、いとも簡単に「第一層の結界」を破られて泰山へ乗り込まれたという。

「システム本体へ至る結界は十二層まである！　司馬懿は今、どこに？」

「……あっという間に七層まで破られた。陰陽召喚台まであとわずか。もう、時間がない」

「いやあ。ありえる、それ？　中ちゆう華かと日本の技術を総動員した、初見殺しの結界だよ？　つくづく化け物だなあ～」

　ひい、ひいと息を切らしながら、許劭は山さん麓ろくの階段坂を駆かけ登った。中腹に問題の「陰陽召喚台」がある。あの台座の真下に、孔明が設計したシステムの本体が隠かくされている。許劭にはせいぜい、システムを強引に上書きしてスパゲッティコード化させることしかできないが、司馬懿は違ちがう。司馬懿ならば、システムを完全にハックできる。ただいちど侵入しただけで、免めん罪ざい符ふだの冤えん罪ざい符だの、片かたっ端ぱしからチート呼符を密造できるのだ。完全にハックしたら、どのような魔ま改造を施ほどこすかわからない。

「……司馬懿は、異世界へ亜人軍団を一いつ斉せいに侵しん攻こうさせるために用いるはず……これまでの戦い方をみるに、孫そん子しの兵法の極意、『風ふう林りん火か山ざん』を司馬懿は会え得とくしている……」

「ああ。嬉うれしいなあ、日本の武将も孫子に詳くわしいんだねえ。そうそう。動かざる時は山の如ごとし。翻ひるがえって、ひとたび機を摑つかめば侵しん略りやくすること火の如しだ！　って、まさか異世界へ連なる巨きよ大だいゲートを同時に複数開くってことかい？　南下中の大量の亜人軍団に、今すぐに異世界の各拠点を奇き襲しゆうさせると？　それは最悪だ！　僕たちだけでは対処できないよ？」

「……司馬懿は、空間操作系の術式に長たけている。おそらく、そうするはず」

「ああ。ご覧、許褚くん。砂が。世界滅めつ亡ぼう時計の砂が、落ちきってしまう！　破滅までの刻限が、加速している……！　君の予想通りだ！」

「第十一層まで破られた。見えた。司馬懿の姿──陰陽召しよう喚かん台の手前まで来ている。速い」

　亜人到とう達たつまであと一ヶ月とかあと二週間とか言っている場合じゃなかったんだ！　と許劭は絶望した。システムをハックして「縮地」能力に特化させれば、司馬懿ならば可能だ！　今、亜人軍団がどこを進軍していようが、関係ない！　即そく座ざに、異世界への進しん撃げきを開始できる！

「ああっ、あと一層しかない！　最後の結界を破られる！　許褚くん、頼たのむ！　術式では阻そ止し不能だ、物理的に司馬懿を止めておくれ！　陰陽召喚台に触れられたら、なにもかも終わりだよおおおお！」

「……この距きよ離りからは……無理……間に合わない」

「槍やりを投とう擲てきすれば、当たるだろう？」

「全力で投げれば。でも、角度が最悪。司馬懿を槍で貫つらぬけば、司馬懿の身体からだごと陰陽召喚台をも破は壊かいすることになる」

　司馬懿め！　システムそのものを盾たてにしているのか！　後ろに目がついているのか？　狡こう猾かつだなあ、と許劭は頭をかきむしった。召喚台へ迫せまっていた司馬懿が、ぐるり、と首を百八十度回転させて、こちらを見た。嗤わらった。やっぱり人間じゃない……と許劭は震ふるえあがっていた。術式合戦では、絶対に勝ち目がない。

「……まずい……最後の一層を破られた、許劭」

「えーい！　背に腹はかえられないね！　使いたくはなかったけれど、最後の手段だ！　僕が管理者権限を行使して、封神英傑システムの本体を泰山から孫堅が所持している移動式召喚台へと移行させる！　一応、これでも管理者だからね！　手て許もとのウィンドウで操作できる！　権限移動！」

　これで、封神英傑システムの本体は、孫そん呉ごへと移行させた。同時に、管理者権限は許劭から移動式召喚台の所有者である孫堅へと移った。

　だが、司馬懿が泰山側で稼か働どうしているシステムをハックすれば、同じことである。

　泰山のシステムは「端たん末まつ」と化したが、司馬懿は端末から本体へと侵入できる！

「許褚くん！　槍を投擲してっ！　司馬懿には避よけられてもいい！　移動式召喚台を破壊し、泰山のシステムを壊こわすんだ！　それでハッキングを水みず際ぎわで阻止できるっ！」

「……それって……この泰山と天上の『太極』を繫つなげているゲートを閉じるということ？　もしかして……元の世界への退路を断つことにならない……？」

「ああ、そうなる！　真世界への召喚ルートはぎりぎり確保できるが、それも時間の問題で、早々に閉じられる。すまないけれど君たちはもう元の世界へは戻もどれない！　小型の移動式召喚台が維い持じできる『力』はごくごく小さいからね！　君たちの封ほう神しん状態を維持するので限界だ！　でも！　異世界に亜人軍団が一斉に侵攻をはじめるよりは……まだ……」

　許褚はしばし惑まどった。

　だが、すでに腰こしをかがめた司馬懿の指が、陰陽召喚台に触れようとしている。

（十七世紀と、二十一世紀。いずれの世界に侵攻されても、破滅的な被ひ害がいが出る。誰も、異世界からの亜人侵攻なんて想定していない。侵攻がはじまれば、世界は大混乱に陥おちいり、歴史は終しゆう焉えんを迎むかえる）

　瞬しゆん時じに、迷いを振ふり切る。

「……わかった。姫ひめさま……犬千代はここで生しよう涯がい、許褚として生きていくことになるかも。でも、これも姫さまと旦だん那なさまたちのため……そして、姫さまのお義姉ねえさまのため……ご免めん！」

　許褚が、すべての「気」を朱槍に注ぎ込み、渾こん身しんの投擲。

　司馬懿の身体を瞬時に消し飛ばし、陰陽召喚台の中心へと命中。

　爆ばく破は音。

　消えた。

　泰山の山頂から延びていた「光」が、消えた。

　許褚のステータスウィンドウが突如強制的に表示され、けたたましいアラート音とともに「全員帰き還かん不能」という赤い文字が浮うかびあがる。

　泰山と太極との繫がりが、断たれた──！

「……これでもう……戻れなくなった……」

「すまないねえ、許褚くん。でも、司馬懿も倒たおせたし。君が異世界と真世界を救ったんだよ。それに……システムの設計者である孔明が出しゆつ盧ろすれば、修復できるよ。きっとね」

「……孔明が……」

「しかし司馬懿はあまりにも槍が速すぎて、避けられなかったのかなあ？　システム乗っ取りに夢中になっていたのかなあ？」

「……いや、違う。あれは……」

　舞まっていた。

　破壊されて煙をあげている、陰陽召喚台の成れの果て。

　その上に、虞ぐ美び人じん草そうの花弁が、いくつもいくつも。

「……あれは、司馬懿の本体ではなかった……陰かげ……式神のようなもの……昔、式神を槍で突ついたことが……あの時も、花が……日本の陰陽師が用いる術式に近い……しまった。われらは、謀はかられていた。ほんものの司馬懿は……！」

「し、式神っ？　なんだいそれは？　分身の術かい？　それじゃあ……司馬懿の本体は……まさか、まさか。まさかああああっ!?」




「その、まさかかな♥」

　召喚台へ向かわせた影かげ分身を撃げき破はされた。システム管理の権限は孫呉へと移行された。

　亜人に侵攻を許すくらいなら、と追い詰つめられた許劭は泰山のシステムを破壊し、異世界への帰還ルートを閉へい鎖さしてしまった。

　それらもすべて、司馬懿は織り込み済みである。

「本命のもとへ、到達したかな♥　天子さま、袁紹袁術姉妹しまいとともに、しばらく洞どう窟くつの中でお過ごしください、かな♥」

「……そなたにはなにを言っても……無む駄だであろうな」

「むろん。ボクはわが子に『帝てい位いを簒さん奪だつする時には迷わず皇こう帝ていを弑しいするように』と教育するような人外であれば♥　人外の道を教え込んだわが一族に血で血を洗う同族内乱をやらせ、異民族を中原へ招き入れての五ご胡こ十じゆう六ろつ国こくの時代を到とう来らいさせる張本人であれば♥　この大陸を守ってきた偉い大だいな文化制度──儒じゆ教きよう道徳も漢かん民族の理念も漢文明も、ボクには通用しないかな♥」

　司馬懿は、許劭と許褚、そして警備兵たちの目を陰陽召喚台へと釘くぎ付づけにしている隙すきに、「本命」へと辿たどり着いていた。

　隠し部屋に一人で隠れていた、天子のもとに。

「縮地」

「……天子さま？　わたくしです、袁紹です。こたびはわたくしの不徳のため、袁帝グループが真世界に甚じん大だいな被害を……」

「うがーっ！　ここから出せ、出すのだ狼おおかみ耳みみーっ！　魚魚とと子こははちみつが食べたいのだーっ！」

「二人とも静かに。今から、天子さまをそちらへ放り込むかな♥　生かしておかないと曹操を操れないから、死なせないようにね♥」

　司馬懿が空間を切り裂さいたその向こうには、抱だき合いながら互たがいを庇かばっていた袁紹と袁術の姉妹が。すでに衰すい弱じやくしはじめている。食しよく糧りようと水は確保できているらしいが、地下帝てい国こくのような地形の地下迷宮に閉じ込められているのだ。

「……すべては、朕ちんの不徳である。光こう武ぶ帝ていが後漢を復興した後、歴代の皇帝は奇き妙みようなことに誰だれも長ちよう寿じゆを保てず、権力は安定せず、宦かん官がんと縁えん戚せきと貴族による勢力争いばかりが繰くり返されてきた。かつて栄光に輝かがやいていた中原は衰すい退たいし、民は苦しみ、ついには黄巾の大乱に至った。漢王朝の命運はすでに尽つきている……朕は、相応ふさわしいものに帝位を禅ぜん譲じようすべきであった」

「……いえ。わたくしこそ……陛下……！　真世界に袁紹として召喚されていながら、わが社の派は閥ばつ争いを真世界に持ち込み、かかる混乱を招いたのは、すべて社長であるわたくしの責任ですわ。『王者は君臨すれども統治せず』というわが本もと屋や敷しき家の帝てい王おう学も、平和な世界であればこそ。このような乱世では、有害無益でしたの……そもそも女子高生のわたくしに、巨きよ大だい企き業ぎようの運営など不可能……血筋がすべてを支配していた袁帝グループのありかたそのものが……乱世では通用しない甘いものでしたわ。実力と志を持つ者が、リーダーとなるべきだったのに……怜香こそが……あるいは、水城秀一が」

「……血筋がすべてを支配する統治の仕組みは、秦しんの『始し皇こう帝てい』以来、われら中ちゆう華かの歴代皇帝が継けい承しようし完成させたものである。安定した世界では、確かに有用なものであった。無意味な権力闘とう争そうや無益な内乱を防止するための抑よく止し力りよくとなっていた。皇帝制度があればこそ、漢王朝は数百年続いた。だが、春秋戦国の世がそうであったように、かかる乱世では血筋の力は通用せぬ。それもまた、歴史が証明している。かつて光武帝は、帝てい位い簒さん奪だつを繰り返させぬため、敢あえて身分と血筋にこだわる儒教を重用した。それでもなお、司馬懿のような者は必ず現れる。秩ちつ序じよを破壊せずにはいられない者が。それが、変転する世の理ことわりである。そなたの罪ではない」

　えーと。話が合うみたいだけれど、帝王同士でのつのる話は、向こうでたくさんしてくれればいいかな♥　すぐには死なせないから、時間はたっぷりあるかな♥　と、司馬懿は容よう赦しやなく華きや奢しやな天子の身体を掌しよう底ていで突き飛ばし、空間の裂け目の中へと放り込んでいた。袁紹と袁術が「陛下！」「うわーたいへんなのだー！」と懸けん命めいに天子の身体を抱き留める。

「はい。人質確保。これで曹操クンはボクのために戦う他はなくなったねっ！　それじゃあね～♥」

　これからはじめる曹操クンとの和平交こう渉しようは、すでに「曹操の司馬懿への全面降こう伏ふく」のための顔合わせ儀ぎ式しきでしかない。後は、孔明の出盧を食い止めるために、脱だつ走そうした劉備玄徳を殺せばすべて終わり。ボクの大勝利かな♥




　許褚と許劭が、天子が隠かくれている部屋へと到とう達たつした時にはすでに、司馬懿の姿はかき消えていた。もちろん、天子の姿も。

「……手て遅おくれだった……無念……これで、曹操さまは……」

「司馬懿に降伏するしかなくなったよ!?　ああ、どうしよう？　しかも司馬懿の最終目的・召喚システムは、孫呉陣じん営えいに委い譲じようしてしまっている！　このままでは……」

「……システムを巡めぐって、華か北ほくの曹操陣営と河南の孫呉陣営との最終決戦──『赤せき壁へきの戦い』が起こる」




　　　　※




　曹操と司馬懿の再度の会談が行われたのは、曹操の本ほん拠きよ地ち・許においてであった。

　すでに直接顔を合わせる前から、すべては決定済みである。

　かたちの上では、「官渡で袁紹軍に勝利した曹操が、袁紹軍を吸収合がつ併ぺいして華北の覇は者しやとなった」ということになる。ただし、袁紹が威い信しんカンストしているため、名目上の君主はなおも袁紹のまま留とどめられる。曹操は「漢王朝の丞じよう相しよう」というポストに就つき、実質的な君主として袁紹軍及および曹操軍を率いる。

　もちろん、その曹操もまた、軍師・司馬懿仲達に逆らえない傀かい儡らいではあるのだが、孫呉に封神英傑システムが委譲された以上、司馬懿は孫呉勢力からシステムを奪うばわねばならない。故ゆえに、司馬懿ではなく曹操が軍を率いねばならなかった。袁紹軍と曹操軍の将兵たちは、反逆者・司馬懿には決して心服しないからだ。

　袁紹姉妹も天子も司馬懿に囚とらわれている。その上、封神英傑全員がステータスウィンドウに強制的に表示された「全員帰還不能」の警告を目にしている。異世界への帰還の道さえ断たれてしまった。これは、望郷の念を燃料として戦ってきた異世界人たちにとっては最悪を超こえた絶望的な状じよう況きようだった。

　司馬懿を殺したくとも、殺せば人質の三人の行方ゆくえがわからなくなる。こうなった以上は、彼らはせめて曹操のもとで真世界を統一するしかない。いずれ南下してくる亜人と戦うために。曹操ならば、きっと司馬懿との交渉を果たし、統一が成った暁あかつきにはシステムを復旧して異世界へ帰き還かんするという「条件」を引き出してくれるはず。

　兵士たちにそのような「希望」を与あたえるための、曹操の丞相就任である。

　事実、会見直前まで荀彧が奔ほん走そうし、降伏条件に「真世界統一後、異世界への帰還ルートを復興する」という条じよう項こうを織り込ませた。この条項がなければ、曹操軍も袁紹軍もたちまち暴動を起こす。今、田豊と沮授の指揮下で暴れ回っている地下帝国解放軍に呼応して。荀彧がそう説いて司馬懿に了りよう承しようさせたのだ。

　だが、司馬懿と対たい峙じした怜香は楽観していなかった。

「……烏巣へ私を向かわせたのも……張郃の寝ね返がえりを誘さそって官渡戦線を拡大させたのも……私を官渡戦線に釘付けにして、泰山へ侵しん入にゆうするためだったのね……司馬懿……もう、異世界への帰還ルートは閉ざされてしまった。今さら孫堅から移動式召しよう喚かん台を奪ったところで無駄でしょう？　異世界への亜人侵攻は不可能だわ」

「そうでもないかな♥　システムさえ生きていれば♥　ボクならば、システムを乗っ取れば真世界から異世界へと向かうルートを再び繫つなぐことができるかな♥　その時は、あー、君たち異世界人は用済みだから全員帰還してもいいかな♥」

「……帰還した先は、亜人が破は壊かいの限りを尽くしている地じ獄ごくでしょう？」

「まあね♥　でも、孔明が真世界にかけている『異世界での現代兵器の使用禁止』のキャップをボクが外したら、亜人軍団の奇き襲しゆうにブチ切れた異世界軍に逆侵しん攻こうされて真世界のほうが駆く逐ちくされたりして♥　スペイン人に侵略された南米大陸なみに、真世界はぐっちゃぐちゃかな♥」

「……それも、あんたの計算のうちでしょう？　つまり、亜人軍団を消しよう滅めつさせない限り、この『帰還ルート復興』の条項は空文だわ。実行できない……」

「それでも、実行できるそぶりを見せておかないと、将兵たちが暴徒化するかな♥」

「……彼らは、あんたが亜人と結けつ託たくしていることを知らないから……」

「じゃあ、真実を彼らに伝える？」

「できるわけないでしょう。だって亜人軍団の中原到達まで、あと半月しかないもの」

「さすがは曹操クン。話が早いかな♥」

「必ず、あんたの目もく論ろ見みを阻そ止ししてみせる。できるんでしょう、孔明ならば。孔明が出しゆつ盧ろすれば、帰還ルートの正常なかたちでの復旧は可能なんでしょう？」

「そーだね。孔明ならね♥　噓うそをついてもキミは騙だませないかな♥　ただし──三人の人質の命を護まもりたいのならば、追討令をキミの名前で発布してもらうかな。華北全土に追討令を行き渡わたらせる──あー。ヘンに葛かつ藤とうしたり抵てい抗こうしたり良心の呵か責しやくとか見せたりしなくていいかな♥　時間の無駄だから♥　そーゆーそぶりをボクの前で見せたら、即そく、アウト♥　とりあえず袁術あたりから、烏の餌えさにするかな♥」

「……追討令……」

「もちろん言うまでもないかな♥　劉備玄徳追討令♥　曹操孟徳が、劉備を討つ♥　それで三さん顧この礼れいイベントは発生しない。孫堅たちがあの小型の召喚台から召喚できる封神英傑は、残り少ない。召喚できる回数は、あと一回か二回くらいかな♥　三代目劉備がうまく召喚されれば、孔明出盧の可能性が蘇よみがえるけれども、たぶん無理かな♥」

「……並なみ大たい抵ていの人間では、劉備には封ほう神しんされないというわけね……秀一は、なにかが桁けた外はずれだった、と……」

「そういうこと♥　かくてキミたち異世界人には、亜人とのセット帰還という選べない選せん択たく肢しだけが残り、安全に帰還できる可能性は完全に消える。その時点で荀彧でも遣つかわせば、脳筋武ぶ闘とう派は揃ぞろいの孫堅たちも、諦あきらめるかな♥」

　ボクはできれば赤壁の戦いなんてやりたくないかな、曹操の「運命」イベントが発生したら否いや応おうなしに負けてしまうから♥　と司馬懿はくすくす笑っていた。なにを考えているのか、どんな感情を抱いだいているのか、まるで読めない。こいつとまともに対話できる者がいるとすれば、きっと宿命のライバルである孔明だけだわ、と怜香は思った。

「キミのことだから、友情だのなんだのを優先して、赤壁で敢えて負けかねない」

「……三人の人質を見捨ててまで、八や百お長ちよう負けなんてやらないわよ……わかったわ……どうせ、逆らえないのだから。好きになんでも発布しなさいよ。私の名前を使って」

「そうさせてもらうかな、乱世の奸かん雄ゆうクン♥」

「……孫堅は……孫そんファミリーは、絶対にあんたとの戦いを諦めないわよ……あんたがどんな搦からめ手を使っても、一時的には降伏か抗こう戦せんかで紛ふん糾きゆうしても、最後は必ず抗戦する……それだけは忠告しておくわよ、司馬懿」

「ご忠告、ありがとう♥　さあ。最後に残った希望を、劉備を倒たおしてしまおう♥　天子さまと袁紹姉妹しまいのためにね♥」

　司馬懿が部屋を去った直後。

「……～～～！」

　怜香は、無言で机を叩たたいていた。

　これが「敗北」の味……と唇くちびるを嚙かみしめながら。

　やはり、曹操孟徳にはここいちばんでの敗北の「運命」がつきまとうのか。それとも、自らの実力不足なのか。秀一たちを気き遣づかう言葉すら、司馬懿の前では口にできないのか。

（ごめんなさい。秀一。那波ちゃん。あなたたちならば、必ず孔明のもとへ辿たどり着けると信じている。でも……）

　残された希望は、関羽。雪乃だった。

（……お願い、雪乃ちゃん。あなたなら、千里の道を突とつ破ぱして秀一のもとへ合流できるはず。きっと……あなたなら、できる……！　関公。雪乃ちゃんを、護って……！）

　怜香の祈いのりは、届くかどうか。




　　　　※




　しかし、怜香が知らない事態がこの会見の直後にはもう進行していた。

　夏侯惇、夏侯淵、徐晃たち曹操軍が誇ほこる猛もう将しよう七人が、司馬懿に「任務にしくじったら、曹操クンがどんな目に遭あわされるかな♥　さらに身長が縮んだりしてね♥」と爽さわやかな笑顔で脅おどされていた。

「追討令の対象は劉備玄徳と関羽雲長の二人かな♥」

　あの曹操が妹を討うてという命令に名義を貸すはずがない。司馬懿が無断で関羽追討の命令を下しているに違ちがいない。だが、拒きよ否ひすれば曹操自身に危険が及ぶ。

　七人全員が、死を覚かく悟ごして劉備と関羽を追い、そして戦いを挑いどむと誓ちかうしかなかった。

　劉備の足取りはまだ捕ほ捉そくされていない。だが、冀州を単たん騎き行軍中の関羽──雪乃の居場所は司馬懿に捕捉されている。彼女は「隠れて行軍する」ということをしない。常に関羽雲長として、堂々と最短距きよ離りを突つき進む。兄を追って。自分への追討令が出されたことを知る前に、将軍たちに襲しゆう撃げきされることになる。

　しかも。

　司馬懿は、さらに手を打っていた。

　幽ゆう州しゆう。冀州。青州。兗州。豫よ州しゆう。そして洛らく陽ようを含ふくむ、司し隷れいの東半分。

　曹操の支配地となった華北全土で、司馬懿の指示のもとに一いつ斉せいに関帝廟びようの破壊が開始されていたのだ。関公信仰は、「邪じや教きよう」として否定されたのだ。

　再び、神となった正史英えい傑けつ・関羽を顕けん現げんさせないために。

　民衆の祈りの力という加護を受けている封神英傑・関羽の力を弱体化させるために。

　かつて関公顕現という奇き跡せきを起こした泰山の関帝廟もまた、破壊されたのである。

　さらに、司馬懿の捜そう索さくの網あみは、并州へも伸のびつつあった──。








第四回　千里行









「ステータスウィンドウに『警告』表示が!?　こ、これは？　泰たい山ざんのシステムに不可逆的なエラーが発生？　『全員帰還不能』……!?」

　官かん渡との戦場を単たん騎き離り脱だつした沢渡さわたり雪ゆき乃のは、赤せき兎と馬ばを駆かって一路、并へい州しゆうへと向かっていた。「冀き州しゆうの深ふか谷や熊くま谷がや」と呼ばれる僻へき地ち・常じよう山ざんの地下帝てい国こくから脱だつ走そうした秀しゆう一いちと那な波なみは、袁えん紹しよう軍の追つい撃げきを避さけて并州へと入り、袁紹軍と曹そう操そう軍が対峙する各戦線の「裏」を通って南下するはず。そう推測していたからである。

　しかし、雪乃がその并州に入り北へと街道を突き進んでいる途と中ちゆう、「全員帰還不能」アラートが鳴り響ひびいたのだ。

　しかも、異変はそれだけではなかった。

　雪乃が見ている前で、ウィンドウ上に表示されていた雪乃の所属勢力が、「曹操」から「在野」へと切り替かわっていく。

　つまり、雪乃＝関かん羽う雲うん長ちようは、曹操軍を解かい雇こされた、ということである。

「……これは……？」

　関羽追討を止められない怜れい香かにも、まだできることがあった。

　雪乃を解雇して、「在野」へ戻もどす。雪乃のステータスウィンドウにもその変化が反映される。これで、聡さとい雪乃ならば気づくはずだった。筋金入りの「妹マニア」怜香が、やっと姉妹の契ちぎりを結んだ雪乃を無断で解雇するはずがない。

「全員帰還不能」アラートの件を含めて、異常事態が起きているのだ。

「……官渡の戦いで、曹操軍は袁紹軍を破ったはず。それなのに、この立て続けの異変は……やはり烏う巣そうは、司し馬ば懿いが仕し掛かけた罠わな……!?　まさか曹操軍のほうが実質的に、司馬懿の勢力に吸収された？」

　ならば、司馬懿の命令を受けた曹操軍の将兵たちが兄さんを捕とらえに来る。あるいは、その場で討て、と命令を出しているのかも。曹操は──怜香さんは曹操陣じん営えいの内部で「なにか」が起きていることを私に警告してくれている、と雪乃は察した。

「赤兎馬さん。追っ手がまもなく来ます。北上を急ぎます！」




　雪乃にとって、この行軍はいよいよ危険なものとなっていった。

　在野武将へと戻された翌朝。

　道中、各地に建てられている関帝廟が役人たちの手で無残に破壊されていく光景を雪乃は目にした。

　なんてことを、と雪乃は絶句した。

　司馬懿は再び「関公」が顕現しないよう、各地の関帝廟を根絶やしにするつもりだ。

　役人といっても、つい先日まで并州に「白はく波は黄こう巾きん賊ぞく」として割かつ拠きよし暴れていた荒あらっぽい面々である。つまりは山さん賊ぞくだ。袁紹軍を破った曹操が司馬懿のお膳ぜん立だてによって「華か北ほくの覇は者しや」となったことで、曹操軍に降くだった連中らしい。

　本来ならば五ご原げん出身の呂りよ布ふが并州最強の「王者」であり、恐おそれを知らない白波黄巾賊も呂布だけは恐れていた。しかし、その呂布は五原兵や於お夫ふ羅らたち匈きよう奴ど兵を引き連れて万ばん里りの長ちよう城じようを越こえたきり、消息を絶っている。

　呂布軍は北の彼方かなたで亜あ人じん軍団と戦って殲せん滅めつされたという噂うわさが、并州には流れていた。白波黄巾賊は去就に困り、やむを得ず曹操の軍門に降ったのだろう。

　并州の独立勢力の多くは、常山で蜂ほう起きした「地下帝国解放軍」には合流しなかったということだろうか。ほんとうに曹操軍と袁紹軍が合がつ併ぺいしたのなら、華北一帯を制圧した巨きよ大だい戦力の誕生となる。解放軍に勝機はない。日和ひより見みしている勢力は、まず強者に流れる。

（──すでに并州も、敵だらけということ──兄さん……ななちゃん。ご無事でしょうか）

　ですが関羽は曹操軍の武将として認知されているはず、私はまだ行軍可能です、と頷うなずきながら雪乃は関所へと向かう。

　だが、関所を守る役人たちは、「なんぴとたりといえども、通行手形がなければ曹操軍領内の関所は通過できません。指名手配中の劉りゆう備びを逃にがさぬため、そういう命令が下されています」と雪乃を通さない。雪乃の「関羽パワー」も通用しないようだ。元袁えん帝ていグループで中間管理職を務めていた面々が、各地の関所に赴ふ任にんしているらしい。上からの指示には絶対服従、というタイプの面々である。社長姉妹が人質に取られているのだから、通常よりもさらに命令遵じゆん守しゆの社畜精神を発揮している。

「つ、通行手形ですか？　そんなものは、なかったはず……」

「ありますか。それとも、ありませんか？」

　なければお引き取りを、と関所の門の前に立ちはだかった役人たちが眼鏡を光らせながら冷れい淡たんに言い放った時、日ひ頃ごろは温厚な雪乃にも我が慢まんの限界が来た。

　むむむ──兄さんたちをなんとしても捕らえるために、ここまで──もはや、穏おん便びんに通過するために悠ゆう長ちように時間を使っている場合では──！

「そんなものは、ありません！」

　命までは取らずとも、旋せん風ぷうを巻き起こして役人たちを吹ふき飛ばします！

　雪乃が馬上で青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを振ふりかざして、強引に関所を突破しようとした、その時。

「待て、待てー！　電でん撃げき的快速を飛ばして、ドイツが誇る楽がく進しん参上ーっ！　関羽雲長！　お前にも新たに追討令が出された！　劉備玄げん徳とくの一味として！　御ご用ようだ、御用だー！」

「于う禁きんも参上。関羽雲長。君を捕らえなければ、われらが主君・曹操さまのお命が危あやうい。司馬懿の狡こう猾かつな罠に、われらは塡はまってしまった。私が于禁ではなく、本来の資質を活いかせる軍師として封ほう神しんされていれば、避け得た事態だったがね。申し訳ないが、ここで倒させてもらう」

「なんということでしょう。関羽雲長と、この徐じよ晃こうが戦わねばならないとは。姉妹の契りを結びたかった相手と……散る薔ば薇ら、咲さく薔薇。『正史』通りに、撃破させていただきますわね」

　ドイツから来た楽進。イギリスから来た于禁。そして、フランスから来た徐晃。

　司馬懿から関羽追討令を下された三将が、今、雪乃に追いついたのだった。

「そんな。早すぎます!?　どうして……？」

「わたくし徐晃の固有スキル『長ちよう駆く直ちよく入にゆう』は、長行時の兵士の疲ひ労ろう度が三分の一に軽減される『長期強行軍特化スキル』ですの。むろん『兵士』の中には、将軍クラスも含まれます。わたくし自身も。『正史』の徐晃が樊はん城じようで関羽を急きゆう襲しゆうして撃破できたのも、この規格外の長行能力あってのもの。とはいえ、一対一ではあなたには勝てませんわね」

「そこでここは、我われの『一いつ騎き突とつ撃げき』の出番だーっ！　先せん鋒ぽうを楽進が承うけたまわった！　先鋒時、武力三倍！　ぬおおおおおおおーっ！」

「しかし曹操の曇くもり顔など見たくはない。われらは君を殺したくはないのさ。大人しく捕ほ縛ばくされてくれれば、命は保証しよう。関羽を斬ざん首しゆすれば曹操のメンタルも壊こわれる、まだ孫そん呉ご勢力との決戦を残している今、曹操を欠いてはきみは曹操軍を統率できなくなり孫そん堅けんと周しゆう瑜ゆに敗れるだろう、という理り屈くつで司馬懿をどうにかして説得して……」

　于禁が「理屈」で雪乃を投降させようと語りかけるが、雪乃にはもはや「立ち止まる」という選せん択たく肢しはなかった。

　司馬懿には「人の理ことわり」などは通じない。真世界の人々の信しん仰こうを集め、この終末世界に残された希望そのものだった関帝廟を無残に破は壊かいさせているそのやり口を見て、雪乃は直感的にそう確信していたのだ。司馬懿が望むものはただひとつ、「破は滅めつ」だと。

「それはできません！　私は、兄さんとななちゃんのもとへ辿たどり着きます！　曹操軍を司馬懿が乗っ取り、兄さんを捕らえるために網を張ったというのなら、いよいよ降こう伏ふくなどできません！　最後の最後まで、一いつ騎きで戦い続け、兄さんのもとへ向かいます……！」

「ならばわれらも、君と戦うことになる。曹操を人質に取られていてはね。孫堅を倒たおすまでは曹操は有用な駒こまだから、いきなり殺しはすまいが、四し肢し切断くらいの刑けい罰ばつは平然とやりかねない。それでも降伏してくれないのかい？」

　雪乃の心が、揺ゆれる。

　たとえば、脚あしから切断？

　ならば、義ぎ姉しを護まもるために降伏するべきでは──？

　だが。

　雪乃は、気づいた。曹操が自分を「在野」に落とした真の理由に。

　ただ「異変」を伝えるためならば、「解雇」する必要はなかった。なぜならば、「全員帰き還かん不能」アラートによってすべての封神英傑が「異変」を知らされていたからだ。ということは、怜香は──「関羽の解雇」によって、「雪乃」個人に向けて「もうひとつの異変」を、そして「自分の覚かく悟ご」を伝えたということだ。

「……怜香さんは……私を『在野武将』にしてくれました。これはすなわち……通信手段を持たない私に、封神英傑システムを用いて警告してくださったのです。おそらく、あなた方が私を追撃に来ることまでを察知して……それでもなお、突とつ破ぱしなさい、あなた自身が信じる道を迷わず突つき進みなさい、と……！　私が怜香さんの立場なら、同じことをします。だから、わかります！」




　雪乃の「直感」は、思い込みではない。

　怜香は、司馬懿が「劉備追討令」を出させた後、すぐに気づいたのだった。

　司馬懿がこのまま関羽を放置しているはずがない、と。

　司馬懿にとって最大の敵・劉備玄徳を消し去れるかどうかは、関羽雲長の存在にかかっている。泰山での「関公顕けん現げん」という奇き跡せきも、封神英傑・関羽なしではありえなかった。亜人四し凶きようが再生しても、関羽がいる限り、再び亜人四凶を撃破しかねない。

　しかも、その関羽はすでに劉備を救きゆう援えんすべく、曹操のもとから出立している。

　関羽を自由に活動させている限り、必ず関羽は劉備を護り抜ぬき、孔こう明めいを出しゆつ盧ろさせてしまうだろう。

　ならば司馬懿は自分に無断で「関羽追討令」を発布して、曹操軍の将軍たちに関羽を追撃させるに違ちがいないと。

　むろん、夏か侯こう惇とんたちが唯い々い諾だく々だくと従うはずもない。「失敗すれば曹操に刑けいを加える」と圧力をかけているに違いない。

　関羽＝雪乃は、危うい。司馬懿は関羽を捕らえれば迷わず斬ざん首しゆする。曹操はまだ殺せないが、関羽に生きていられては困るのだ。それほどに司馬懿は関羽を恐れている。

　雪乃の運命は、今や風前の灯ともし火びと言っていい。

　故ゆえに、怜香は断腸の思いで関羽を曹操軍から「解雇」したのだ。

（雪乃ちゃん。姉は、妹を護るものなの。無条件に──それが、私が信じた妹道なの。だから。私のことは、案じなくていい。もう、主君と家臣ではない。ただの姉と妹になるの。だいじょうぶ。脚を落とされても、手があれば小説は書ける。手を落とされても、目を潰つぶされても、音声入力を使えば書ける。真世界にはデバイスがないけれど、晩年の滝たき沢ざわ馬ば琴きんのように、口述筆記で書ける。荀じゆん彧いくに聞き取らせればいい。私の「力」は、「言葉」だから。身体からだなんて、どれほど欠損しようが関係ない。命を取られない限り、戦える。私たちは、二つの世界を護らなければならないの。気づいて。「関羽」であるあなたには酷こくなことかもしれない。でも、ここで情に流されてはダメよ。司馬懿はその「情」を突いてくる。私の想おもい、伝わって──）

　そう祈いのりながら、怜香は遠く離はなれた関羽にメッセージを送ったのだ。

　千里の道を踏とう破はしてでも、必ず秀一と那波ちゃんを護り抜いて、そして真世界と異世界の人々を、と。




「……そうか。彼女も、覚悟の上か。だが、そんな泣かせる話を聞かされたら、いよいよわれらは退ひけなくなった。すまない、関羽雲長」

「ヤー！　関帝廟びようを相当数破壊されたことでかなり『気』を弱めているが、それでも一人ずつ打ちかかっていては、関羽には勝てない！　ＥＵチームアタックをかけるぞ、于禁、徐晃！　三方からかかれええええええっ！」

「私の母国イギリスはＥＵから一抜ぬけしそうだけれどもね──関羽を生かして捕縛するには、それしかないか」

「注意なさい。于禁は関羽に敗れるフラグ持ちでしょう？」

「み、水さえなければ、問題ない」

「安心なさい、わたくし徐晃がいますわ！　関羽雲長を『正史』で撃破した割には三国志ファンに憎にくまれていないのは、不思議ですわね！　読者のヘイトが孫呉に集まるように『演義』が書かれているからかしら？　さあ、華か麗れいに参りますわよ！」

　関帝廟から送られてくる「気」の力は、確実に弱まっている。

　立ちはだかるは、曹操軍が誇ほこる三人の猛もう将しよう。楽進。于禁。徐晃。

　三方向から、急激に接近してくる。

（そんな。尸解されていた顔がん良りよう・文ぶん醜しゆうコンビよりもずっと連係が取れている？　もしかして、尸解されると知性が低下して暴走するから……？　い、いえ、違う。この三人は……）

「わたくしたちは！」

「国境を越えて、三国志ＭＭＯで長年タッグを組んできたチームなのだ！」

「故ゆえに、三人で一人という戦せん闘とうスタイルを確立済み。三対一のバトルには慣れているのさ」

　兄さんとななちゃんがこの場にいてくれれば。三対三ならば。

　長きにわたる野良英えい傑けつ暮らしで、関羽雲長としての戦闘スタイルを確立している雪乃をもってしても、容易な立ち合いではなかった。

　大おお斧おのが。

　槍やりが。

　剣けんが。

　次々と、あらぬ方向から雪乃を追い詰つめていく。

「くっ。囲まれていては、防戦一方です……！」

「突とつ撃げき、突撃！　さっさと突撃！　決めろ于禁！　バトル・オブ・ブリテンだー！」

「墓石に、関羽に降伏して命いのち乞ごいしている姿を刻まれたくはないな。勝たせてもらう。関羽雲長、曹操のためにも降伏するんだ。まだ、間に合う」

「大だい姉し徐晃、主君のために勝利をいただきますわ！　ごめんあそばせ！」

　沢渡雪乃、絶体絶命！

　だが、雪乃にはなお、ヒルデガルドから貸し与あたえられた「第二の宝貝パオペエ」赤兎馬があった。

「ブルルルルッ……！　ガウアアアアアアア～ッ！」

　またしても。顔良・文醜戦に続いて、またしても。

　中空へと舞まい上がって、雪乃を窮きゆう地ちから間かん一いつ髪ぱつ脱だつ出しゆつさせた。

「あ、ありがとうございます、赤兎馬さん……！」

「おわっ？　跳とんだっ？　ずるっ！　航空機もねー世界でチートじゃねーか、その馬はよおおおお！　あーっ、我がルーデルに封神されていればーっ！」

「そいつは無理だ、世界観が違う。そして、包囲されれば赤兎馬が上空へ跳ぶこともすでに想定済みだ。決めてくれ、徐晃」

「ええ！　ごめんなさいね！　大斧アタック！　地上から迎げい撃げきっ！」

　徐晃が、ブーメランのように天空めがけて大斧を飛ばして来た。

　すでに読まれていたっ？　追い込まれていたのは、私……!?

　推進力を使い切った赤兎馬が落下する。

　落下中の赤兎馬の身体は、自由が利きかない。

　ここから先は。私が。

　関公。関公に祈りを捧ささげる人々。怜香さん。兄さん。ななちゃん。すでに関帝廟の大半が破壊されようとも、私に、どうか力を──！

「……弾はじき飛ばします……！　青龍偃月刀……！」

　ドンッ！

　宙から高速落下しながら、雪乃は自らの額をめがけて飛んでくる大斧へ向けて、青龍偃月刀を一いつ閃せんさせていた。




　……

　……

　……

「……けほ、こほ……すみません、わたくし自じ慢まんの大斧を弾き飛ばされたばかりか、そのまま三人揃そろって地表ごと吹ふき飛ばされるだなんて……ノートルダム大聖堂炎えん上じよう以来の衝しよう撃げきですわ……生きておられます……？　お二人とも……？」

「あ、ああ……空中から青龍偃月刀を一閃されたら、防ぐの無理じゃん！　対空兵器が大斧ひとつじゃ、ぜんぜん足りねーって！　あんだよ。あれって上空からの広こう範はん囲い爆ばく撃げきじゃんよ！　チートだろうがよ！　あんな主人公補正武将に初見で勝てっか！　再戦だ、再戦！　関羽雲長をナーフしろや、チキショーメー！」

「……すまない。顔良・文醜戦の時よりも、青龍偃月刀が放つ『衝しよう撃げき波は』がさらに広こう範はん囲いかつ強力になっていた。関帝廟を多く破は壊かいされながらなおも火力を増してくるとは、完全にこの于禁の計算外だった。ああ。私が軍師に封ほう神しんされていれば。郭かく嘉かとチェンジしてもらえないだろうか？　郭嘉の中身の彼女は、明らかに軍師タイプじゃないし……」

「きっと曹操さまとの間で交わした姉妹しまいの想いのやりとりが、彼女にさらなる力を与えたのですわ。どうもこの真世界には、『兄妹きようだい力』または『姉妹力』とでも言うべき見えない力があまねく存在しているような、そんな気がいたしますわ」

「ハア？　どんな力だよ、それはよー？」

「ステータスウィンドウに『姉妹枠わく』がある世界だ、実際になんらかの見えない補正が働いているのかもしれないな。とりわけ、関羽雲長には。彼女は特別だ。やはり、『神』の力を与えられているとしか思えない」

「だーっ！　いいから、体力が戻もどったら再追撃だー！　曹操が人ひと豚ぶたにされちまったらどーすんだよ！」

「しかしわれらにとどめを刺ささずに関所を突とつ破ぱしていくとは、甘い。封神英傑の回復力は知っているだろうに。やはり関羽雲長は甘すぎる。千里の道を進めば進むほど、彼女は自分を追撃する刺し客かくを増やし続けることになるぞ」

　徐晃。楽進。于禁。

　関羽雲長に撃げき破はされて大地に倒たおれていた三将は、「……とはいえ、さすがに全身が痛いですわね……立てませんわ」「早く回復しろー！　なんかねーのか、『気』を充じゆう塡てんする豆アイテムとか！」「そんなものはない。自然回復を待つしかあるまいよ。焦あせらずとも、各関所への指名手配によって関羽の行軍速度は落ちた。次なる刺客がいずれ追いつく」とかろうじて動く喉のどを動かしながら語り合っていた。




　　　　※




　雪乃は、第一の難所を突破した。

　だが、「なんとしても孟もう徳とくを救うぞーっ！」と目を充じゆう血けつさせながら雪乃を猛もう追ついしてくる「第二の刺客」が、すぐに雪乃に迫せまることになる。

　なんとなれば、雪乃の行軍は、完全に迷走していた。

　并州からすでに秀一と那波が脱だつ出しゆつしていることを、雪乃は、并州の半ばまで進軍してようやく知り得たのだ。

　故郷の関帝廟を破壊され、嘆なげいていた村人たちが、命を賭として雪乃に伝えてくれたのだ。

「な、なんですって？　兄さんたちは、それでは……どこかですれ違ちがいに？」

「へえ。人目につかない獣けもの道みちやら間道やらを選んでの、それはもうたいへんな苦難の逃とう避ひ行こうでして。子供を連れておりますので」

「……子供？」

「今いま頃ごろはもう黄こう河がを渡わたって、洛らく陽ようへ向かっておりますだ。なんでも、洛陽から荊けい州しゆうへ入るとか」

「……いけません。洛陽もすでに、司馬懿の支配下にあります！　急がなければ！　ありがとうございます、どうか役人の目につかない山中にお逃にげください。皆みなさまに、手持ちの食しよく糧りようを」

「なにを仰おつしやいます！　関羽さまのためなら、命など惜おしまねえですだ！　奸臣曹操が司馬懿と結けつ託たくして天子さまを幽ゆう閉へいした今、あなたさまと劉備玄徳さまだけが、漢かんに生きるわれらにとっての最後の希望ですだ……！　どうか。どうか、生きて劉備さまのもとへ。お願いしますだ……！」

「……怜香さん。『乱らん世せい奸かん雄ゆう』のスキル効果のために、民から悪役視されて……その上、妹の私までが、あなたを捨てて兄さんのもとへ……ごめんなさい……」

　曹操孟徳として生きるということは、これほどに厳しく辛つらい選せん択たくなのか。雪乃は怜香の心情と覚かく悟ごを思うと、胸が痛くなった。それに比べて、私は。関帝廟びようを破壊されてもなお、これほどに民に慕したわれて、赤兎馬や青龍偃月刀といった加護を受けて。

（……嘆なげくのは、後です。兄さんとななちゃんのもとへ辿たどり着かねば。関羽雲長と合流できなければ、劉備玄徳は曹操軍の追撃を振ふり切れない。「正史」通りに「運命」が進行すれば、そうなってしまいます）

　ここに雪乃は北進を中断し、赤兎馬を反転させて南下せねばならなくなった。

　洛陽へ入るには、黄河を再び渡らねばならない。

（ですがおそらくは、すでに私を待ち受けている刺客が……たとえ赤兎馬でも、あの広大な黄河を飛び越こえることは不可能……あるいは、私は黄河で……）

　いえ。迷うのは、すべてが終わってからです。

　今はただ、行動あるのみ。

　雪乃は、決死の反転南下を開始していた。




　雪乃には、間道から隠かくれて行軍するという選択はない。

　その足取りは文字通り、千里の道を踏とう破はする行軍となった。并州の行く先々で「手配犯」として追われ、次々と関所を突破した。赤兎馬とともに、疲ひ弊へい度は増している。

　関帝廟からの「気」の再供給もままならなくなっていた。漢王朝の中心部である中ちゆう原げん──幽ゆう州しゆう・冀州・青せい州しゆう・兗えん州しゆう・豫よ州しゆう・徐じよ州しゆう・并州・洛陽の関帝廟はこの時点で、すべて破壊され尽つくしている。残る関帝廟は、河か南なん地方にわずかに建っている祠ほこらのみ。

　黄河の北岸まで辿り着いた時にはもう、雪乃の「気」は半分以下に減少していた。

（今まで、無数の関帝廟が私に、知らない間に大きな力を与えてくれていました。その力の供給が断たれつつあります……兄さん。この黄河を渡れば、洛陽まではあと少しですのに。ここで命運が尽きるかもしれません）

　雪乃を乗せた赤兎馬が、「ブルッ」と雪乃を促うながす。背後には、并州から雪乃を追ってきた曹操軍所属の追撃兵たち数千が迫っているのである。

　だが、不運なことに、黄河の水量がいつもよりも増していた。中原は長らく日照り続きだったが、黄河上流にあたる長ちよう安あん方面・涼りよう州しゆう方面ではこの時、劇的な豪ごう雨うが降っていた。大陸の気候が著いちじるしく不安定になっている。干かん魃ばつに飢うえる地域と、大豪雨で洪こう水ずいに吞のまれる地域。極きよく端たんな気候が、各地に天災をもたらしていた。この異常気象も、「真世界の終わり」が近いことを証明しているのだろう。

　情報が乏とぼしく、確かなことは言えないが、秀一はすでに黄河を渡と河かし終えているらしい。その時点では、まだ黄河は増水していなかったのだろう。

　どこまでも、兄さんとはすれ違い続けるのかもしれない、もう会えないのかもしれない。

　雪乃は、頭上に輝かがやく蒼そう天てんを見上げながら、赤兎馬に優やさしく語りかける。

「赤兎馬さん。この濁だく流りゆうを突破するのは、今のあなたと私には無理です。まさに背はい水すいの陣じんになりましたね、申し訳ありません。あなたは、私にはすぎた名馬でした……もしも呂布さんならば。ヒルデガルドさんならば」

「ブルッ！」

「……わかっています。最後まで戦いましょう。関羽雲長という名に恥はずかしくない戦いを、最後の最後まで……兄さんとななちゃんを置いて自害する選せん択たく肢しは、私にはありません。曹操軍の追撃兵を、蹴け散ちらしましょう。私が倒れれば、彼らはその脚あしで兄さんの追撃にかかります。関羽雲長が一刻でも長く粘ねばることで、兄さんとななちゃんはそれだけ孔明のもとへと近づけるはず」

　一対数千。悲ひ壮そうな戦いが開始された。

　が、関帝廟の加護を失いつつあるとはいえ、関羽はなお最強の封神英傑の一人。

　兵士たちは遠巻きに雪乃へと矢を撃うち込むが、槍やりを構えて突とつ進しんする踏ふん切りがつかない。死を覚悟して黄河を背負った関羽雲長ほど、恐おそろしい相手はなかった。相当数の犠ぎ牲せいを払はらわなければ、関羽は倒せない。一兵卒にとっては、自分の命とはまるで釣つり合わない強敵である。

「私は人を斬きりません。峰みね打うちで倒します。遠えん慮りよなさらず、どうぞ──」

　これほど追い詰つめられていながら、敵軍の一兵卒たちに対して、関羽雲長はなおも「慈じ悲ひ」の心を捨てていない。なんという義将。打ちかかれない。食うに困って黄巾賊ぞくを経て曹操軍に雇やとわれた一兵卒たちは、彼女と戦いたくなかった。

　しかし、一戦も交えず黙だまって関羽に黄河を渡河させてしまえば、自分たちが「造反」の罪で司馬懿に粛しゆく清せいされてしまう。

「誰だれから行く？」「おらはイヤだ！」「関羽さまに襲おそいかかるだなんて……！」

　泣きそうな表情で、兵士たちが困こん惑わくしているところに。

　曹操軍本隊からの「刺客」が、ついに到とう着ちやくした。

　司馬懿から「失敗すれば曹操クンはどうなるか、わかるかな♥」と「関羽追討令」を直々に下された七将のうち、残る四将である。

「すまない、関羽！　すべては、孟徳を護まもるためだ……！　孟徳さえ無事ならば、必ず司馬懿から巻き返すチャンスを摑つかむことができる！　孟徳は決して最後まで諦あきらめない。超ちよう世せの英えい傑けつなんだ！　今の孟徳が司馬懿に逆転するには、お前の存在が必要だ！　だから……今は大人しくお縄なわについてくれ！　従わぬというのならば……」

　異世界以来の、怜香ファンクラブ会員、夏侯惇。

「わたくしたち曹操四姉妹軍団が、あなたを物理的に叩たたきのめしますわ！　関羽雲長を相手に、手加減攻こう撃げきなど不可能。命の保証はできませんことよ？」

　同じく怜香ファンクラブ会員、夏か侯こう淵えん。

「はわわ。おらたちは、司馬懿に操られてまんまと仲間割れを……で、でも、これも姉上のためだ～。すまねえだ～」

　真世界で怜香の従妹いとこに封神された、元農民の娘むすめ・曹そう仁じん。

「姉者を盾たてに取られては、うちらは戦うしかないだべさ。申し訳ないことだべ」

　同じく、曹そう洪こう。

　夏侯淵も、騎き馬ば隊を加速させる固有スキル「仮か節せつ千せん里り」を保有している。「長ちよう駆く型」の徐晃とは異なる短期行軍に特化したスキルだが、并州の奥深くまで進んだ徐晃たちと違い、夏侯惇たちは黄河北岸で関羽の到着を待っていればよかった。故ゆえに、許からの強行軍は夏侯淵のスキルによって実現した。

「ダメです。お断りします。私は、兄さんのもとへ向かいます──怜香さんが唯ゆい一いつ見み出いだした『最後の勝ち筋』が、孔明の出しゆつ盧ろ。すなわち、兄さんの救きゆう援えんなのですから」

　もう無理ですわ、投降してくださいまし！　と夏侯淵が雪乃を説得する。

　だが、雪乃が頑がんとして聞き入れないだろうことは、もう四人にもわかっていた。

　たとえ孟徳が見出した「勝ち筋」が孔明の出盧なのだとしても、そのために孟徳を犠牲にはできない、と夏侯惇が決断を下す。

「兵士たちは下がって関羽を包囲していろ！　われら四将が、関羽と決着をつける！　曹仁、曹洪！　この夏侯惇とともに、突とつ撃げきだーっ！」

「おーっ！」

「行きますだべさ！」

　またしても、一対三の戦いとなった。

　しかし、雪乃も赤兎馬も、徐晃たちと戦った時のような「気」を貯ため込めていない。これまでの連戦で、「気」は半減している。

「赤兎馬さん、包囲されます！　ともかく上空へ！」

「ブルッ……！」

「予想通りに上へと跳とんだぞ！　同じ手が何度も通じると思うな、関羽雲長！　夏侯淵！　頼たのむ！」

「お任せあれ！　夏侯淵の特技『射手』、発動ですわ！」

　シュッ、と夏侯淵が天へと向けて矢を放った。

「むっ!?　矢が……まっすぐに飛んでこない……!?　き、軌き道どうが……曲がって……!?」

　ドンッ！

　青龍偃月刀の守りをぎりぎりですり抜ぬけて、夏侯淵の矢は、雪乃の額へと命中していた。

　だが、関羽雲長の肉体は封ほう神しんされた際に大おお幅はばに強化されている。

　鏃やじりの先せん端たんは額へと食い込んだが、頭ず蓋がいには達していない。

「……浅いですわ！　矢が貫かん通つうしないどころか、『気』が頭蓋を守って……！」

「構わん夏侯淵、撃て、撃て！　読み通りだ！　やはり、矢の一いち撃げきくらいでは関羽雲長は殺せないということだ、これで容よう赦しやなく戦える！　地上に引きずり下ろせ！　捕ほ縛ばくする！」

　雪乃は、（まだ、生きている……）と呟つぶやきながら、馬上で身体からだを大きく揺ゆるがせた。

　傷口は浅い。封神英傑といえども、額に矢を受けて無事でいられる者はそうはいない。

（まだ江こう南なんに残されている関帝廟が、私に加護を……）

　雪乃は意識が飛びそうになりながらも、震ふるえる手で手た綱づなを握にぎる。

（……あ、あ。か、身体に、力が入らない……！　脳のう震しん盪とうを、起こして……兄さん……！）

　次々と飛んでくる夏侯淵の矢から逃のがれるべく、赤兎馬は地上へと舞まい降おり、懸けん命めいに駆かけた。なんとしても、雪乃を護ろうと。

　が、どこへ駆けても、地上は曹操軍の兵士で溢あふれている。

　唯一、敵兵がいない逃とう走そう先は、氾はん濫らん寸前の黄河の濁流であった。

　赤兎馬単独ならば、逃にげ切れるだろう。だが今、雪乃を乗せて飛び込めば、「馬中の赤兎、人中の呂布」と称しようされた名馬・赤兎馬といえども黄河を流されるしかない。

「ブヒヒヒヒイイインッ！」

「赤兎馬さあ～。か、観念してほしいだ～。黄河に落ちたら助からないだ～」

「お前も主君想おもいの馬だべさ。馬んこが流れていく姿とか、見たくないべさ。降こう伏ふくするべさ」

「関羽はもう意識が飛んでいる！　諦めろ、赤兎！」

　曹仁が。曹洪が。夏侯惇が。赤兎馬を追い詰めつつあった。

（せ、青龍偃月刀を、攻撃宝貝を）

　青龍偃月刀を召しよう喚かんしようと、雪乃が朦もう朧ろうとなりながらも右みぎ腕うでを掲かかげる。

　が、その右の肘ひじに、誰だれあろう、あの徐晃が放った矢が突つき立っていた。

「……うぐっ……！」

　青龍偃月刀の召喚、成らず。

　赤兎馬が「ブルッ！」と叫さけびながら、雪乃の肘に刺ささった矢を口で引き抜いてくれた。

　だが。

（み、右手の怪け我がが、回復しない……！）

「これでは、まるでなぶり殺しのような……徐晃、『長駆直入』を駆く使しして再度見参ですわ。あなたの千里踏とう破ははお見事でしたわ。もう充じゆう分ぶんですわ、関羽雲長。わたくしを大だい姉しと呼んでくださるのならば、もう……これ以上は」

「フハハハハ！　見事な忠義の士である、この楽進がお手製の曹操軍十字勲くん章しようを授けよう！　正々堂々と曹操軍に復隊するがよい、関羽！　我われはこれより、そなたの副将となってそなたに忠義を尽くそう！」

「……黄河に落ちないでくれたまえよ。いいね？　黄河に落ちてはダメだ。この于禁は、水が苦手なのさ。落ちたら、溺おぼれるしかない。これは謎なぞかけでもヒントでもないぞ、関羽くん？」

　徐晃。楽進。于禁。

　雪乃が「情」をかけてとどめを刺さなかったヨーロッパ召喚組の三将が、合流したのだ。

　ここに、曹操軍が誇ほこる七将が、揃そろっていた。

　赤兎馬は行く手をすべて塞ふさがれ、青龍偃月刀の召喚も不可能に。

　なによりも、意識がまだ朦朧としたまま、戻もどらない。額に矢を喰くらった時の衝しよう撃げきが、大きく脳を揺らしたためだった。本来ならば、馬上で姿勢を正していられるはずもない。それほどのダメージを受けていたのだ。

「兄さんとななちゃんのもとへ、なんとしても」という精神力だけで、雪乃は踏ん張っている。

　だが、現実は非情である──。

　夏侯惇率いる七将が。そして兵士たちが。

　一歩、また一歩、黄河北岸に囲い込まれた雪乃へと接近してくる。

　怜香の身の安全を選ぶのか。怜香自らが決断した「自分を犠牲にしてでも世界を護る最善の道を進む」という意思を選ぶのか。

　互たがいに、決して相あい容いれない。

　たとえ怜香自身がこの場に出現して「やめなさい、夏侯惇！」と制止しても、夏侯惇たちは怜香のために雪乃を捕縛するだろう。

（……皆みなさん。私に情をかけてくださって……これほど私が抵てい抗こうしてもなお、生いけ捕どりにするつもりで……でも、もう……）

　雪乃は、絶体絶命の危地に陥おちいった。

　もう。

　目が、霞かすんで。

　見えない。なにも。

　ああ。身体が、揺れて……。

　赤兎馬の腰こしから、転げ落ちてしまう。

「……孟徳……従姉妹いとこの縁えんを切られようとも、私にはこうするしか……全軍、突つっ込め！」

「関羽を馬上から引き下ろして、捕とらえろ！　これ以上戦えば、死なせてしまう！」

「青龍偃月刀なしでは、自決できませんわ！　今ならば生かしたまま捕縛できますわ！」

「いいね。黄河に落ちちゃダメだぞ、赤兎馬。落ちてはいけないぞ──」

　その于禁の言葉が、トリガーとなった。

　赤兎馬は、なにかを「察知」した。

　この娘むすめは、暗に「関羽を乗せて黄河へ飛び込め」と言っているのだと。

　その先になにが起こるかは、わからない。

　わからないが、他に雪乃を脱だつ出しゆつさせる可能性はなかった。夏侯惇たちがどれほど注意を払はらって彼女を生かして捕縛しようとも、曹操がどれほど関羽の命いのち乞ごいをしようとも、司馬懿は即そく座ざに「関羽雲長」を斬ざん首しゆするに違ちがいないからだ。

　関羽が斬首されれば、劉備は「正史」通りに、我を忘れて「復ふく讐しゆうの鬼おに」となる。もう、孔明の出盧など、忘れる。戦略も戦術もすべて捨てて、ただ司馬懿を殺すために無む謀ぼうな突とつ進しんを開始する──孔明のない劉備など、赤子の手を捻ひねるに等しい弱将にすぎない。

　劉備が早々に退場すればもう、「赤せき壁へきの戦い」にすら、至らない。

　司馬懿の満願が成じよう就じゆし、孔明は出盧せずして敗れる。世界は、滅めつ亡ぼうする。

「宝貝」である赤兎馬もまた、的てき盧ろと同様に、「正史」を何度も生きてきた。記き憶おくを、保持している。一周目の「正史」では呂布に仕え、何周目からだったろうか、気づけば呂布の死亡後には関羽に仕えてきた。それはもう、「正史」とは言えない歴史だったかもしれない。異世界人ならば、赤兎馬が関羽に仕える歴史を「演義」と呼ぶことだろう。しかし、赤兎馬にとってはその世界線もまた紛まぎれもない「正史」だった。何度も、関羽が樊はん城じようで魏ぎ軍に敗れて麦ばく城じようで呉ご軍に討たれる「正史」を、赤兎馬は関羽とともに生きた。もう、赤兎馬にもわかっている。呉を裏切らせて関羽の背後を襲おそわせた魏の軍師が、司馬懿だったということに。常に、どの「正史」においても司馬懿が「関羽さえ殺せば、劉備は死んだも同然だ」と関羽を消すことに執しつ拗ようにこだわってきたことに。だからこそ、司馬懿は勝ち続けた。孔明が、どれほど時間を巻き戻しても。

　だから赤兎馬は、司馬懿がなにを狙ねらっているかが、わかる。

　故に。

「ブヒヒヒヒィィィィ～ン！」

　赤兎馬は、意識を喪そう失しつしてしまった雪乃の身体を乗せたまま、跳ちよう躍やくした。

　黄河の濁だく流りゆうへと向かって。

「「「「あああああ～っ!?」」」」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　赤兎馬と雪乃の姿は、あっという間に黄河の水の中へと吞のみ込まれて、凄すさまじい速度で下流へと流されていった。

　夏侯惇たちには、どうすることもできなかった。

「そう容易たやすく死ぬ関羽雲長ではない。きっと命を拾うはずだ。だが……もう、見失ってしまった。捜そう索さくしても無む駄だだろう」

　関羽雲長、最後まで降伏を拒きよ絶ぜつ。黄河に身を投じて溺でき死し──。

　司馬懿にはそう報告するしかない、なんてことだ！　と、夏侯惇は唇くちびるを嚙かみしめて吼ほえていた。

「いえ、夏侯惇。そんな報告は許されませんわ！　関羽は赤兎馬で黄河を渡と河か！　われらは引き続き、全軍を率いて関羽を追つい撃げき！　その先に劉備玄徳がいることは間ま違ちがいなし！　劉備と関羽を、ともに捕縛する！　そう報告するのですわ！」

「……夏侯淵。それしかないな。孟徳のもとには、許きよ褚ちよを置いてある。司馬懿とて、われらの任務が完かん了りようするまでは、孟徳には手出しできまい。許褚が断固として孟徳には指一本触ふれさせない、と誓ちかっているからには……しかし……于禁？　まるで黄河へ飛び込めと赤兎馬を誘ゆう導どうしているかのような口ぶりだったが、まさか」

「関羽の生死をうやむやにしてしまうことで、時間を稼かせいだのさ。私は、君たちよりも遅おそく召喚されたから、君たちほど頭に血が上っていない。関羽の再追撃中に冷静にこの先の展開を推理した結果の選せん択たくだよ。われらが関羽を捕らえて司馬懿の前に引き出せば、必ず司馬懿は関羽を斬ざん首しゆする。繊せん細さいで妹想いの曹操さまは立ち直れない衝撃を受けて、下手をすれば廃はい人じん同然に。そして劉備玄徳は孔明出しゆつ盧ろの任務も忘れて、司馬懿を殺しに来る。関羽の生死がどうなるかはわからないが、ここは黄河へ飛び込んでもらうのが最善手だと判断したのさ──ただし、私が水が苦手なのはほんとうだ」

「なるほど……このまま任務を続行というわけだな。だが、これ以上の誤ご魔ま化かしは通用しないぞ。劉備だけでも確実に捕縛しなければ、司馬懿に二心を悟さとられる」

「わかっているとも。司馬懿が狙っている本命である劉備玄徳は本気で追撃しなくてはなるまいね。劉備にも関羽にも逃げられ、荊州に入られて孔明に出盧されたとなれば、いよいよ曹操さまの身の安全を保証できなくなる」

　渡河のために橋をかけて、全軍で洛陽へ。これより劉備を追撃する！　断じて荊州へは入れるな！　と夏侯惇が断を下していた。




　　　　※




　この時すでに、荊州を目指して華北の各地から続々と曹操軍が集結しはじめていた。

　司馬懿は、万里の長城の防衛を捨てている。亜人と組んでいるのだから、北の守りなど最初から必要ないのだ。むしろ不要。亜人軍団の南下の邪じや魔まになる。

　故ゆえに、華北のほぼすべての兵力を、荊州方面へと向けることができる。

　青州兵だけで三十万。

　幽州の東ひがし所ところ沢ざわからは、元公こう孫そん瓚さん軍の北関東突とつ貫かん騎き兵へい隊。

　并州からは、元白波黄巾賊ぞくの大部隊。

　以前はヒルデガルドと秀一に仕えていた徐州兵。徐州の領有権は、陶とう謙けん、劉備、呂布と激しく移り変わり続けていたが、徐州の留守を預かっていた孫堅軍が必死で南方の揚よう州しゆうの切り取りに奔ほん走そうしている間に、徐州のほぼ全域が袁紹軍との合がつ併ぺいによって一気に強大となった曹操軍に帰順してしまったのである。

　そして古参の曹操軍本隊である、豫州兵。

　冀州にだけは、常山で暴れている田でん豊ほうら解放軍への対策として、一部の兵力を割さかねばならなかった。だが、冀州はもともと中原でもっとも栄えていた国であり、田豊たちの押さえは「黒こく山ざん賊ぞく」なる山賊傭よう兵へい集団に委い託たくすればよかった。旧袁紹軍の将兵が、続々と荊州へ派兵されていく。

　曹操軍の本ほん拠きよ地ち・許において「関羽は黄河を渡河し、洛陽で劉備に合流。引き続き全軍で劉備を追撃する」という夏侯惇の報告と、「関羽は矢傷を負い、黄河に身を投じて生死不明に」という間者からの報告の両方を同時に受けた司馬懿は、

「夏侯惇の報告は噓うそかな♥　関羽を殺す絶好の機会をむざむざ逃のがしたのは、手心を加えたためかな♥　これだから、異世界から召しよう喚かんされた封神英傑は生ぬるい。曹操クンの右みぎ腕うででも送りつけてあげないと、彼女たちは本気を出さないかな♥」

　とため息をついていた。曹操クンはギャーギャー泣き叫びそうだし、それも面めん倒どうだなあ。まあでも、関羽が生きていようが死んでいようが、劉備の命運は尽つきつつあるかな♥　夏侯惇たちはこれ以上の失態は許されないとわかっている──はずだけど、どうかなあ♥

「ま、想定内かな♥　でも、見過ごせばボクが舐なめられちゃうかも。足の指一本くらいなら、原げん稿こう書きに支障はないからいいよね？♥」

　司馬懿は「実はこういうの、苦手だけどね♥　呂りよ雉ちじゃあるまいし♥　ボクは言葉で人の精神をネチネチと嬲なぶるのが本業で、物理的拷ごう問もんは野や蛮ばんだから嫌きらいかな♥　孔明の好敵手たる天才軍師の仕事じゃないかな♥」とぼやきながら、自らの足で曹操の部屋へと向かう。

「縮地」を用いないのは、文字通り「気が進まない」ためだろう。

　夏侯惇ももっとうまく誤魔化してくれればいいものを、やっぱり脳筋武将は脳筋かな、と司馬懿は思った。

（郭嘉と程てい昱いくでもつけておけばよかったかな？　いや、知ち恵えのある軍師連中を夏侯惇たちに合流させれば、そのまま反乱軍になりそうだし♥）

　しかし──。

　曹操の部屋の扉とびらを開くことは、できなかった。

　朱しゆ槍やりを構えた許褚が、無言で扉を守っていたからである。

「……わがご主君・曹操には指一本触れさせず、傷ひとつ負わせない。ここは絶対に通さない」

　無口で、いつも黙もく々もくと豚ぶたまんばかり食べている謎なぞの小こ柄がらな封神英傑。

　頭に虎とら皮がわ帽ぼう子しを被かぶっているので、なんとなく大陸に馴な染じんでいるが、司馬懿にはわかる。この封神英傑は、他の封神英傑とは違う。明らかに、異質だった。

「えー？　ボクに逆らうのー？　天子さまとか袁紹姉妹しまいとか、ボクは人質に取っているんだけれど♥　曹操クンにお仕置きできないのなら、そちらのほうに咎とがが行くかな♥」

「……許褚には関係ない。許褚のご主君は、曹操孟徳。忠犬は、ご主君の命令しか聞かない」

「えー？　イヤだなあ～。どうしてそう、話を面倒な方向に持っていくのかなあ～。だから脳筋武将は苦手なんだ～♥　ねえ、許褚クン。キミは、天子さまを失ってもいいのかな♥」

「……むろん。許褚は、もののふ。ご主君の命が最優先」

「えー？　天子さまが崩ほう御ぎよされたら、世の中めちゃくちゃになるよ？　真世界が亜人に滅ほろぼされてもいいのかな♥」

「……我われは、一いつ介かいの大ふへんものにすぎない。頭脳は、ご主君にすべて預けてある。我にはただ、忠義と、そして武があるのみ」

　これは説得は無理かな、と司馬懿は困こん惑わくした。気骨の士とかそういうレベルを超こえている。許褚はやはり、他の封神英傑とは「異なる出自」を持つ、ほんものの歴戦の「武将」かな、と司馬懿は結論した。

　その上、「日本の陰おん陽みよう道どう」という、孔明の術に連なる妙みような未来の道術を囓かじっている。

　司馬懿が泰山侵しん入にゆうに手間取り、システムと天子の両取りを諦あきらめざるを得なかったのも、許褚が許きよ劭しように陰陽道の知識を与あたえたからだ。おかげで、分身の術を用いての天子確保の一点狙いに戦術を切り替かえさせられた。しかもシステムはなお、権限を委い譲じようされた孫呉のもとで生きている。

「いったいどこから来たのかな、キミは♥　真世界のゲートへ連なる門は、二十一世紀の異世界にしか設置されていないはず♥　大異変の際に仙せん人にん道士たちが飛ばされた先が、二十一世紀の異世界だから♥　キミの存在は、イレギュラーすぎる。妙かな♥」

「……我の真しん名めいは、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。十六世紀の異世界から召喚された。真世界に召喚された理由は知らない。海外渡と航こう中に関帝廟びようを通じて、本来のご主君の旦だん那なさまがかつて通った『道』を潜くぐってきた……その道の先に、真世界へ繫つながる『穴』が開いていた」

「本来のご主君の旦那さま？　いったい、誰だれのことかな♥」

「……『三国志』とは無関係。お前には教えない。次は、分身と本体の違いを間違えない。ご主君・曹操さまに危害を加えようとしたら、迷わずに、即そく座ざに、そして確実にお前を殺す」

「ああ。キミは、そうか。日本の戦国時代から来たのかな♥　それは、ああ、まったくもって厄やつ介かいかな♥　日本人が牙きばを抜ぬかれる以前、もっとも猛たけ々だけしい修しゆ羅らの戦せん闘とう民族だった時代の、ほんものの戦国武将かな♥」

　しかも、面倒なことにただの武ぶ闘とう派はではない。仙術道術に「免めん疫えき」がある。こちらの分身の技はもう見られている。許褚の固有スキル「虎こ痴ち東とう風ふう」はヒット率１％の外れスキルだが、許褚自身、そのことをすでに知っている。故に、許褚は「次」は固有スキルを発動させずに、「戦国武将」として「生」の槍やりを突ついてくる。許褚が司馬懿を本気で殺しに来れば、殺されないまでも、かなり面倒なことになるだろう。

「……泰山のシステムが開いた『穴』と、そちら側で築いていた『道』とやらがたまたま繫がってしまって、手て違ちがいでほんものの異世界武将を召喚してしまったということかな♥　やれやれ。ボクにとっても予想外の事態だ♥　キミがいる限り、曹操クンには手出しできないかな♥」

　許褚が無言で頷うなずく。虎皮帽子に「五ご芒ぼう星せい」が書き込まれているのが見えた。これが、陰おん陽みよう師じ・安あ倍べの晴せい明めいとやらが開発した道術封ふうじの紋もん章しようかな、と司馬懿は舌を巻いた。至近距きよ離りで許褚相手に攻こう撃げき系の術を用いれば、泰山に張られていた「結界」と同じ反作用をもたらすのだろう。つまりは、呪じゆ詛そ返しだ。始末に負えない。

「まあ、人類が滅びてしまえば、曹操クンがどうなろうがボクにはどうでもいい話だし♥　彼女に個人的な怨えん恨こんを抱いだいているわけじゃないかな♥　できれば、キミには最後まで曹操クンの隣となりから動かないでほしいかな♥」

「……もうひとつ、言っておく。二十一世紀の異世界には、手出し無用……この要求を蹴けったら、その時点で許褚は司馬懿を敵と見なす」

「妙なことを言うねえ。十六世紀に侵攻しなければ、関係ないことかな♥」

「……関係ある」

　なにがどう関係あるのか、司馬懿にはすぐには理解できなかった。また、異世界側がどうなっているのか、興味を持つ必要もなかった。イレギュラーは二度も起こらない。もう、新たに十六世紀の日本から戦国武将が召喚される可能性はない。許褚さえ曹操を人質にしてともに押さえておけば、ボクの計画は狂くるいを生じない♥

　ともあれ、すべては劉備玄徳に帰結する。夏侯惇たちを脅おどしておこうかな♥　もしも劉備を逃がせばその時こそ曹操クンは──と♥

　司馬懿は、だが、（なにかが妙かな）と自身の計画に「揺ゆらぎ」が生じている予感にはじめて囚とらわれていた。「三国に勝者なし。司馬一族だけが勝ち残り、中原は瓦が解かいする」という「正史」が築きあげたはずの「因果律」が、あるいは異世界人たちによって崩くずされるのではないか。孔明が引っ張り込んできた異世界人たちという「異質な要素」の動向によっては、そのような「ＩＦ」も、ありえるのではないかと。

　それは、永遠の輪りん廻ねを「絶ぜつ滅めつ」によって止めようとしている司馬懿にとっては「敗北」を意味する。

（自身は地下に眠ねむっていながらも、ボクをこうして奔はしらせる。さすがだよ、諸しよ葛かつ亮りよう孔明♥　キミはまさしく、天下の奇き才さいかな♥）








第五回　長ちよう坂はん









　曹そう操そう軍と袁えん紹しよう軍が官かん渡と決戦を続けている間、西回りのルートを走破した俺が由ゆう莉りとともに洛らく陽ようへと到とう着ちやくした時、洛陽の城門は閉ざされたままだった。

　関かん張ちよう飯はん店てん洛陽支店で働いていた面々が、的てき盧ろに乗って懐なつかしの丘きゆう陵りように姿を現した俺のもとに続々と集まってくる。そして、洛陽の市民たちまでもが。

　その数は、どんどん増える。みな、口々に「劉りゆう備びさま！」「われら洛陽の民を」「今いちど、お救いください！」「どこへでも付いていきます！」と叫さけびながら、家財道具を背負って丘陵へと上ってくるではないか。

「うえええん……お兄ちゃん。趙ちよう雲うん。これって、もしかして……」

「衛生問題で閉店を命じられた……というわけではなさそうだね」

「彼らは『難民』だ、那な波なみ。すでに旧董とう卓たくの勢力は洛陽から撤てつ退たいしているというのに、なぜだ？　洛陽の統治は、怜れい香かに任せていたはずだったが」

　帰き還かん不能アラートの件といい、悪い予感がする。

　そしてその予感は、すぐに「現実」のものとなった。

　徐じよ州しゆうを任せていたはずの、陶とう謙けんこと唐から澤さわ太た一いち。簡かん雍ようこと田た代しろ亜あ紀きお姉さん。俺さまの奴ど隷れいを志願している商人の麋び竺じく（確か真しん名めいは鴻こうの池いけサチ）と、真世界でなにかに目覚めて男の娘こになってしまった孫そん乾けんこと正まさ岡おか薰かおる。主に横よこ浜はま以来の「人じん畜ちく無む害がいの爛ただれた仲間組」が、どういうわけか洛陽難民の大群衆の中に交じっていたのだ。

「いよう、秀しゆう一いち！　俺だよ、俺、俺！　泥どろ棒ぼうスキル持ちのポンコツ英えい傑けつ、唐澤太一さまだ！　洛陽に逃にげ込めば必ず合流できると信じていたぜ！　さっすが、お前の逃げ足は天下一品だ！」

「た、太一、なにがあった？　どうして洛陽にいる？　俺が地下帝てい国こくから逃とう走そうしている間に、事態が激変したのか？」

「ああ。秀ちゃん、聞いてくれよ。あたいに愚ぐ痴ちらせてくれよ、ヒック。どうやら『歴史』が進行する速度が加速しているらしいぜ。『官渡の戦い』はもう終わっちまった」

「簡雍姉さん。史実通りに、怜香が勝ったのか？」

「いや。戦いには勝ったが、勝負には敗れた。ヒック。袁紹軍を指揮していた司し馬ば懿いの奴やつ、烏う巣そうを囮おとりに用いて曹操を官渡に引きつけ、一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて泰たい山ざんの結界を突とつ破ぱしやがったのさ」

「曹操軍は官渡で大勝しましたが、泰山に匿かくまっていた天子さまを司馬懿に奪うばわれました！　ああ、おかわいそうな天子さま……今いま頃ごろは、袁紹姉妹ともども、雌めす奴ど隷れいとして薄うす暗ぐらい監かん獄ごくに監禁される日々を……くっ。この麋竺が代わって差し上げたいです！」

「そんなわけで、今の曹操軍は袁紹軍を吸収して黄こう河が流域の中ちゆう原げんをほぼすべて制圧しています、秀一くん。曹操は、袁紹姉妹と天子さまをことごとく捕らわれたため、軍師役に納まった司馬懿に逆らえません！　雪ゆき乃のさんも、どうなったことか」

「そういえば雪乃ちゃんの噂うわさを聞かないねえ。曹操のもとから離り脱だつして、秀ちゃんを捜さがしに黄河を渡わたって并へい州しゆうへ向かったって話までさ、あたいが地元民の噂話から聞き出したのは」

「それだけじゃねえ。統一を急ぐ孫そん堅けん軍団が南方の独立勢力の切り取りに奔ほん走そうしている隙に、徐州まで曹操軍に奪われちまった！　青せい州しゆうから突とつ然ぜん急きゆう襲しゆうしてきてよ、俺たちだけじゃどうしようもなかった。すまねえ秀一！　お前が手塩にかけて育ててきた関張飯店の本店も支店もぜんぶ閉店させられちまってよ……！　くくっ……！　って、そのちっちゃい子は誰だ？　坊ぼうや、かわいいねーっ！　あれ？　もしかして、那波？　縮んでね？」

「がるるっ！　坊やじゃないもん！　女の子だもん！」

「きゃーっ！　子供に戻もどった那波ちゃん、かわいいーっ！　あたいに抱だっこさせてーっ！」

　待てよ。待てよ。と、いうことは──華か北ほくは曹操がすでに統一。しかも、曹操とその仲間たちは人質を取られて逆らえない状態。実権を握にぎっている人間は司馬懿なのか!?

　おかしいぞ。

　司馬懿が歴史の進行を無視して登場して以来、真世界の流れが速すぎる。いや、逆だ。奴は、歴史の流れを加速させるために現れたのだ。孔こう明めいが出盧する前に、すべてを終わらせるつもりだ。異世界と真世界をともに滅ほろぼす気だ。

　では、封神英傑システムと雪乃はどうなったのか？

「封神英傑システムの本体は、泰山から徐州の移動式召しよう喚かん台へと委譲されたぜ。こいつを司馬懿に奪われればゲームオーバー。ブッ壊こわれれば、封神英傑システムのすべてが停止する。泰山のシステムはすでに曹操軍の手で破は壊かい済みだからさ。移動式召喚台は、壊すに壊せず、奪われても詰つみという厄介な代しろ物ものだ。実は──俺さまが、徐州から夜よ逃にげする際に泥棒スキルを使って持ってきた！　俺の荷物の中にあるぜ！　馬車に積んでいる！」

　でかした、太一！　泥棒スキル、ぱんつを盗ぬすむ以外の用よう途とにも使えるな。

「この洛陽に逃げ込んできたまではよかったんですが、司馬懿が『正史通りに洛陽は焼き払はらうべきかな♥　それで歴史の辻つじ褄つまが合うはず♥』と言いだした、という噂が街中に。そこに秀一くんが現れたので」

「洛陽の民の多くが、真世界の救世主たるご主人さまの人徳をお慕したいして、徐州を失ったご主人さまの『盾たて』になろう、どこまでも付いていこう、いざという時は肉の壁かべとなってご主人さまをお護まもりしよう、と洛陽から脱だつ出しゆつしてきたんです！」

　まずいな。劉備玄げん徳とくの人気はさすがだが、行軍速度が落ちることになるぞ。荊けい州しゆうの隆りゆう中ちゆうまでは、かなりの距離がある。道中にはたいした兵力はないはずだが、袁紹軍を合がつ併ぺいして巨きよ大だい化した曹操軍に追いつかれれば、ひとたまりもない。

　だが、ここで「悪いが孔明の出盧が最優先だ。何万人もの難民を引き連れては、足手まといになる」と彼らを見捨てることは俺にはできない。

　なぜならば、俺は二代目劉備玄徳だからだ！　民を見捨てる劉備などいない！　フハハハハハ！

「わかった！　家のない奴は俺んとこに来い！　見ろよ、この洛陽の上空に広がる蒼そう天てんを！　そのうち、なんとかなるだろう！」

「お兄ちゃん。決め台詞ぜりふは自分で考えて作ろうよ。その言葉、どこかで聞いたことが……」

「ふふ。ともかく一刻を争う事態だ、劉備くん。辛つらい行軍になるが、南下を急ごう。隆中は荊州の都・襄じよう陽ようの西二十里にある。荊州を統治している劉りゆう表ひようは、正史英傑だというよ」

　由莉には、那波を馬に乗せてもらって無理をさせているが、こいつは仲間に頼たよられれば頼られるほど力を発揮する性格らしく、むしろ初対面の時よりも活いき活きとしている。まさかドＭの麋竺とは違ちがうと思うが、もし同じタイプだったら困るな……Ｍっ娘こは二人も要いらんぞ。一人で充じゆう分ぶんですよ！　一人で充分ですよ！　わかってくださいよ！

「失敬だな、劉備くん。まだちょっと心が繫つながっているんだよ、よこしまなことを妄もう想そうしないように」

「えー？　なになに？　趙雲？　お兄ちゃんは、どんな妄想してるのー？　やっぱり、お兄ちゃんって実は妹をいぢめて楽しむドＳなの？　那波のこと、麋竺みたいに縛しばってお尻しりぺんぺんしようとか考えてるの？　ぐすっ……」

「ちちち違うぞ、那波！　妹をいぢめる兄などいるものか！　由莉、俺の頭の中を覗のぞくな！　ともかく一直線に南下して、襄陽をめざーす！　行くぞ、諸君！」

「「「おーっ！」」」

　雪乃の消息が気がかりだが。あいつ、俺のこととなると知力にデバフがかかるし、もともと方向音おん痴ちっぽいところがあるからな。并州で迷子になって、トンデモナイ迷走を続けていなければいいのだが……「妹道」を貫つらぬく兄貴としては断腸の思いではあるが、ともかく孔明だ。司馬懿に対たい抗こうできる英傑は孔明しかいない。

（亜あ人じんの到とう達たつまで、残り二週間あるかないかだ。急がなければならない！）

　すまない。頼たのむ、雪乃。どうか無事でいてくれ。ヒルデガルドから貸し与あたえられた赤せき兎と馬ばが、お前を護ってくれると信じている──！　俺たちが荊州の隆中へ向かっていることに早く気づいてくれ……！

「だいじょうぶだよ、劉備くん。必ず関かん羽うは現れるさ。どれほどの苦難が待ち受けていても、必ず突破して君のもとに帰ってくる。それまでは」

　この趙雲子し龍りゆうの槍やりが君を護るよ、と由莉が逡しゆん巡じゆんする俺の背中を押してくれた。

　洛陽の難民を切り捨てれば、先に襄陽に辿たどり着ける。正史英傑・劉表には「消し飛ばされた世界」の記き憶おくはないだろうが、一応同じ劉りゆう氏同士だ。話せばわかってくれる、助けてくれるはずだ。「正史」でも「演義」でも、劉表は劉備を援えん助じよしてくれた気の良い君主だからな（荊州を支配するために地元の豪ごう族ぞくを闇やみ討うちにした黒歴史もあるが、他の英傑同様に劉備には甘かったのだ）。

　襄陽にさえ行き着けば、すぐ近くにある村・隆中で孔明を出盧させることも容易だ！

「行くぞーっ！　みんな、急げーっ！　目指すは荊州！　劉表から城をひとつ借りて、そこを俺たちの新たな拠きよ点てんとする！」

　揚よう州しゆうを切り取っている舞まい子こも、そろそろ「官渡の戦い」の決着を知って、司馬懿率いる曹操軍への対応をはじめる頃ころ合あいのはずだ。荊州と揚州が連合すれば、「赤せき壁へき」前夜の状じよう況きようが成立する。亜人が到達する前に孔明を出盧させ、赤壁決戦に持ち込む。いや。孔明なら、天子さまと袁紹姉妹しまいを救出することも不可能ではないかもだ。人質を奪だつ回かいできれば、怜香と戦う必要すらなくなり、統一は戦いくさをせずとも成るではないか。

　だが──この時すでに、司馬懿の指令のもと、曹操軍の大軍勢がこの俺・劉備玄徳を目指して南下を開始していたのだった。

　両者の距きよ離りは、容よう赦しやなく縮まっていく。

　そして俺たちは、予期せぬ事態に直面することになる。

　そう。「正史」とも「演義」とも違う展開が、俺たち流る浪ろうの劉備党難民軍団を一気に「死地」へと追い詰めたのだった。




　　　　※




「なっ……なんだとーっ!?　襄陽入りを劉表に断られただとおおおおっ!?　ば、馬ば鹿かな……俺が親しんでいる『三国志』の物語では、ここは気の良い劉表のおっさんが敗残の劉備を迎むかえてくれて接待してくれるはず……！　なにがどうなっているのだ？」

　そう。

　軽騎き兵へい隊を率いて猛もう追ついしてくる曹操軍に何度も追いつかれそうになりながら、かろうじて一歩早く襄陽城に辿り着いた俺たちを待っていた劉表からの返答は、「ＮＯ」だったのだ！

　ぐ、ぐぬぬぬぬ……！　もう、曹操軍はすぐ背後まで迫せまってきているんだぞ！　目視できる距離にまで！　いくら由莉が護っていてくれても、彼ひ我がの兵力差は圧あつ倒とう的……絶望……！　あちらは「官渡の戦い」で袁紹軍を奇き襲しゆうして撃うち破った、選よりすぐりの精せい鋭えい騎き馬ば兵軍団。こちらは難民の群れだ。このまま追いつかれれば……子供の身体からだのまま、いまだに呪のろいが解けない那波を、とても護りきれん！

　ええい。「妹はすべてに優先する」のだーっ！　劉表の野や郎ろう、よくも日和ひより見みしやがって！　このまま襄陽城へ突とつ撃げきして落としてやろうかーっ！

「はわわ。無理ですよ、ご主人さま！　こんな巨大な城じよう塞さい、難民軍団で獲とれるはずがありませんよう！　劉表さんは酒好きで女好きと聞きます。この麋竺を奴ど隷れいとして進しん呈ていすれば、あるいは！」

「うえっ。うえっ。もう那波をここへ置いていって、お兄ちゃん……那波がいる限り、足手まといにしかならないよう……」

　那波、弱気になるな！　幼い頃ころはいつもこうだったな……ああ。ダメなのか。俺では、劉備玄徳にはなれないのか。孔明を出しゆつ盧ろさせられないのか。那波を護りきることはできないのか？

「まずいな。隆中方面もすでに曹操軍の軽騎兵隊に塞ふさがれている、劉備くん。こちらの動きは、すべて読まれている。曹操自身か、それとも司馬懿か？　いずれにせよ何手も先を行かれている」

「……由莉。あの二人がともに知ち謀ぼうを出し合えば、俺の知謀如ごときでは手も足も出んぞ。だが、怜香が俺を本気で討うち取ると思うか？　事情があっていったん解除したが、一時は義兄妹きようだいの絆きずなを結んだ者同士。そして、お互たがいに『妹はすべてに優先する』という信念を抱いだいている心の友だ。もとはただのヘタレだった俺の性格の半分は、あいつのラノベが作ってくれたようなものだ」

「そうだね。さすがに、君を討ち取ろうとはしていないだろう。でも、生いけ捕どりにしようとはしているかもしれないね。明らかに曹操軍の追つい撃げきぶりは本気だ」

「そりゃあ孔明に出盧されたら、メタ的な意味でもリアルな意味でも司馬懿が困るからじゃねーか？　それに、曹操はすでに雪乃ちゃんを捕とらえ損そこねている。秀一にまで逃にげ切られたら、曹操の立場がなくなるだろ？　司馬懿になにをされるかわからねー。だから、曹操の家臣団が一丸となって秀一を追ってきてるんだと思うぜ」

「きっとご主人さまを取り逃がしたら、曹操は人ひと豚ぶたの刑けいに処されるんですよ！　はあ、はあ、はあ」

　麋竺の妄想はさておき、太一の推測の通りだろうな。夏か侯こう惇とんたちも、怜香を護るために必死なのだ。ならば雪乃は無事に逃げ延びてくれている、ということになるが……。

　だが、劉表がなぜ曹操軍に降こう伏ふくしてしまったのか、どうしてもわからん。荊州単独では華北を制圧した曹操軍には勝てないだろうが、江こう南なんの勢力──揚州の孫堅、益えき州しゆうの劉りゆう璋しようと組めば、「正史」通りに互ご角かくに戦えるはずだ。

「使者によれば、秀一くんは劉備玄徳を名乗ってはいるが中身は異世界人だから、すぐに信用することはできない、門を開いたら民衆人気を悪用されて襄陽を乗っ取られるかもしれない、と劉表さんは疑っているようです」

　そうか、孫乾。わかった。正史英えい傑けつ故ゆえの誤解、封神英傑に対する疑ぎ心しん暗あん鬼きか……！　俺が、ほんものの劉備玄徳でなかったから……！　対する曹操軍の軍師・司馬懿は正史英傑で、しかも名門貴族だ。どうせ恭きよう順じゆんするなら、同じ正史英傑にということか。くそっ……！

　劉表は責められない。俺は……劉備の力を与えられてはいても、「異い邦ほう人じん」だ……。

「これ以上ここにいては、曹操軍に追いつかれる。劉備くん、急ごう。隆中入りは断念して、いったん南下して江こう陵りように入ろう。江陵には、荊州軍の兵ひよう糧ろうと武器が蓄たくわえられている。江陵に入って防備を固め、孫堅と合流して曹操軍を迎え撃とう」

　由莉が進言してくれる。だが、由莉は地頭がいいのだが、残念ながら封神英傑・趙雲には軍師レベルの知力パラメーターは振ふられていない。おそらく、襄陽で門もん前ぜん払ばらいを喰くらった俺たちが江陵へ逃げることも、怜香と司馬懿にはすでに読まれている。

　かと言って、他に道はない。ともかく、立ち止まったら終わりなのだ。

「襄陽に移住したい民は、ここに残れ！　劉表も、難民の受け入れまでは拒きよ否ひしないはずだ。俺たち劉備軍団はさらに南下する！　曹操はともかく、司馬懿の軍門には降くだれない！」

　俺は、難民たちに（頼むから襄城に留とどまってくれ）と祈いのりながら、馬上で声をあげた。

　しかし、結果は、逆目。

「われらは最後まで劉備さまのもとに！」「曹操軍に追いつかれたら、その時はわれらが『壁かべ』となります！」と、洛陽から付いてきてくれた民たちは俺を見捨てない。見捨ててくれない。それどころか──。

「われら襄陽の民も、劉備さまとともに最後まで戦いますぞ！　劉備玄徳こそが真世界を救ってくださる救世主だと、われら名もなき民は信じております！」

　増えた。増えてしまった。劉表の選せん択たくを肯がえんじなかった襄陽の民衆までが、俺のもとへ──！

「そうか。曹操は民に恐おそれられる強力なデバフを持っている。君が持っている民に慕したわれるバフとの重ねがけで、とんでもないことになっているようだ。これじゃ、われらはもはや軍団の体ていをなさない。ダメだ、追いつかれる！　襄陽へ立ち寄らず、隆中へとまっすぐ向かうべきだった。すまない……」

「……由莉。お前のせいじゃない。あの司馬懿と曹操を相手に、軍師抜ぬき・部隊抜きの二重苦で立ち回るなんて、そもそも無理筋だ」

「相棒。おめー一人ならよう、おいらが必ず逃がしきってやんよ！　この天下の名馬・的盧さまが！　だけどよう、こりゃあ……詰つみだぜ……続々と曹操軍の兵が増えてきてらあ。いったい何十万いるんだあ？　ブルルルっ！」

　由莉が、「那波ちゃん。絶対に手を離はなさないで」と怯おびえる那波に声をかけながら、白はく龍りゆう駒くの手た綱づなを引いていた。

　来る。曹操軍が来る。怜香を事実上人質に取られている夏侯惇や夏か侯こう淵えんたちも、決死の覚かく悟ごだ。本気だ。これは、八や百お長ちようじゃない。ＭＲゲームでもない。ガチの、戦争だ……！

「太一は、召しよう喚かん台の確保を最優先してくれ！　由莉は、那波を頼む！　俺自身も、なんとしても生きて逃げ延びる！　劉備玄徳が倒たおれれば、孔明は出盧できない！　そして──もしも俺が脱だつ出しゆつ不可能の窮きゆう地ちに陥おちいったら──由莉。俺を刺させ。俺を絶対に捕らえさせるな。俺が司馬懿に捕らわれた時点で、異世界も真世界も司馬懿に滅ほろぼされる。召喚台が壊こわれる前に、三人目の劉備玄徳の召喚に賭かけてくれ！」

　由莉は、その非情の選択に内心激しく揺ゆれながら（俺には伝わってくる）、黙だまって頷うなずいてくれた。




　俺たちは、数十万の民とともに、一目散に逃げた。

　江陵目指して、まっすぐに南へと逃げた。

　が、ダメっ……！

　俺たちの行軍速度は、襄陽からの難民を吸収したことで、いよいよ遅おそくなっている。

　襄陽と江陵の中間地点。

　長坂において、深夜、ついに曹操軍の軽騎兵隊に追いつかれた。

　武器を持たない難民たちは、蜘く蛛もの子を散らすかのように闇やみの中を逃げ惑まどった。

（すまない。俺は……やはり……ニセモノにすぎなかったのか……この世界の人々を護れないのか……）

　那波を背負った由莉と、俺と。ただ二騎きで、人々が大混乱に陥っている街道を必死で走った。

　もはや、太一たちの安否を気に懸かけている余よ裕ゆうすらない。

　召喚台を司馬懿に奪うばわれても、終わりなのだ。それなのに。

　そんな俺に追い打ちをかけるかのように、「江陵にもすでに、夏侯淵と徐じよ晃こうが率いる軽騎兵隊が入城。われらは逃げ場を失いました」という斥せつ候こうからの報告が飛び込んできた。

　馬鹿な。いくらなんでも早すぎる。先回りされたっ？　夏侯淵と徐晃の固有スキルの力か？

「劉備くん、すまない。麋竺、簡雍、孫乾、陶謙の姿を見失った。逃げ惑う難民の中に紛まぎれてしまったようだ。君を護る使命も果たさねばならないが、ここはまず召喚台を取り戻もどさねばならない。劉備くんは東へ逃げてくれ。曹操軍最速を誇ほこる軽騎兵隊は、この長坂と江陵に集中している。東側は、まだいくらか手て薄うすなはずだ」

　こんな地じ獄ごくのような負け戦の中で、顔色ひとつ変えない由莉の糞くそ度ど胸きようぶりは凄すさまじいな。ほんとうに、一いつ身しん都すべて是これ膽たん也なり、だ。由莉がいてくれるおかげで、俺はかろうじて正気を保っていられる。まだだ。どう考えても絶望的な状じよう況きようだが、まだやれる……！

「わかった、由莉！　那波、こっちに来い。由莉はこれから敵中に単たん騎きで突つっ込む。俺とともに逃げ延びよう！　俺の背中におぶされ！」

「……お兄ちゃん……趙雲……馬から、落ちちゃった……もう、間に合わない……那波は……ここで……ごめんね……」

「えっ？　那波っ!?　どこだ、どこにいるっ？」

「……さよなら……お兄ちゃん……どうか、生きて。今まで、ほんとうに……那波を兄として護まもってきてくれて……ありがとう」

　悪夢のような現実が、そこにあった。

　いつまでも子供の身体のままで留まっていた那波が、馬から転がり落ちていた。

　しかも、逃げ惑う難民たちの中に一いつ瞬しゆんで吞のみ込まれて姿が見えなくなってしまったのだ。

　それは、冷静沈ちん着ちやくな由莉すら止める暇ひまもないほどに、突とつ然ぜんの出来事だった。

　なにが起きているのか、すぐには理解できなかった。

　脳が、理解を拒こばんでいた。

　ただ──。

　俺は、たいせつなものを失った。また、護れなかった。

　喪そう失しつ感かんのほうが、先に来て。

　俺の喉のどが、叫さけび声をあげていた──。




「劉備くん。だいじょうぶ。私が、那波ちゃんを必ず救いだす。だから──君は東へ逃げるんだ！　逃げろ、水みず城き秀一！　どうか私を信じてほしい！　勇気を奮い起こして、ひたすらに逃げろ！　那波ちゃんの想おもいを無む駄だにするな！　兄妹ともに生き延びるんだ！　君の命には、二つの世界の命運が託たくされている！」




　由莉は、白龍駒の胴どうを脚あしで締しめると、無数の曹操軍兵士と難民たちで溢あふれかえる夜の長坂の戦場へと突とつ進しんしていった。単騎で。たった、一人で。

　──由莉。お前は……。




「わかったよ。私は、この時のために真世界に召喚された。趙雲子龍として」




　　　　※




「趙雲子龍が来た！」

「単たん騎き駆がけだ！」

「囮おとりとなって、劉備を逃がしきるつもりだ！」

「時間を稼かせがせるな。討ち取れ……！」

　雲うん霞かの如ごとき曹操軍の兵士たちが、無数の難民たちに進行を阻はばまれて立ち往生しているその修しゆ羅ら場ばへと、由莉は白馬宝貝パオペエ「白龍駒」に乗って舞まい戻っていた。

　涯がい角かく槍そうを振りかざしながら、曹操軍の歩兵たちを次々に吹ふき飛ばし、戦場に那波の姿を追い求めた。

「張ちよう飛ひ！　いや、那波ちゃん！　劉備くんのもとに戻ろう。私が必ず、兄さんのもとに送り届ける！　だから、さよならなんて言わないでくれ……！」

　一いつ騎き打うちに特化した封神英傑・趙雲の超ちよう絶ぜつの武を前に、封ほう神しんされていない一いつ般ぱん兵は束になっても太た刀ち打うちできない。

　無人の野を進むが如く、由莉は槍やり兵の包ほう囲い網もうをことごとく突き破って、奔はしった。

（ゲラ子。あの頃ころ、私は無力だった。私の武器は、想像力だけだった。だが、今は違ちがう。「趙雲子龍」に封神された今は。こんどこそ、私は友を護る──！　なにも恐れない。君の理想の趙雲に、なりきってみせる。見ていてほしい）

　いた。

　火に包まれた民家の馬小屋の片かた隅すみに。

　幼いままの那波が、どこかで遭そう遇ぐうして拾い上げたのだろう、ペットの黒い子こ豚ぶた・豚まんまんを抱だきしめながらうずくまっていた。

　泣いている。

　自分の無力さに打ちひしがれて、声をあげて泣いている。

（劉備くんならば、「写心眼」を用いて彼女の心の中に飛び込めるのに。だが私にはそのような能力はない。那波ちゃんに伝えられるものは、「言葉」だけだ……！　いったい、どんな言葉をかければいい？　劉備くん。どうか、私に勇気を）

　迷っている暇ひまはない。続々と、曹操軍の兵士たちが那波にも自分にも迫せまってくる。那波を発見されれば、捕ほ縛ばくされる。劉備玄徳もまた、司馬懿に屈くつすることになる。

　ただ自分自身の思いを言葉にするしかない、と由莉は即そく断だんした。

　炎ほのおの中。

　那波のもとへ駆かけた。

「行こう、那波ちゃん！　何度見失っても、私は何度でも迎むかえに来る！　劉備くんのために、そして私自身のために！」

「……もう……もう、許して……これ以上、お兄ちゃんにも仲間にも迷めい惑わくをかけたくない……お兄ちゃんの負担になりたくない……ずっと、ずっと、お兄ちゃんに依い存そんしてきて、足あし枷かせになって、お兄ちゃんは私のために何年も自分の時間を浪ろう費ひして。那波は……このまま、ここで……」

「負担だなんて？　なにを言っているんだ？　そうか。泰山で精神攻こう撃げきを浴びた後こう遺い症しようが、残っているのか……？　劉備くんはただ一方的に君を護ってきたわけじゃない。彼もまた、君が隣となりにいてくれたからこそ、立ち直れたんじゃないか！　君が現れなければ、劉備くんは妹を護れなかったという喪そう失しつ感でダメになっていた！」

　家族とか。友達とか。真の仲間とか。読者と作者とか。私は脳内以外では未経験だけれど、恋こい人びと同士とか。

　そういう人の繫つながりのすべては、どちらかがどちらかの犠ぎ牲せいになるというような一方的なものではなく。

「相そう互ごに力を、希望を、そういう生きるために必要なものを与あたえ合っているんじゃないか！　水城那波なくして、水城秀一もない。君をここで喪うしなったら、彼はほんとうに立ち直れなくなる！　親友を喪った私には、わかる……彼は、中二病ぶっているけれど、それは仮面だ。ほんとうは繊せん細さいで誰だれよりも心が脆もろいんだ。君を護れないことこそが彼の疵きずになるんだ。彼に、二度も妹を喪失させられない……！」

　由莉は思った。ほんとうは、二度どころじゃない。私は知っている。この真世界で何度も何度も、劉備くんは妹を目の前で喪ってきた。そのたびに喪った妹を蘇よみがえらせるべく、「北ほく斗と五ご丈じよう」の力で時間を巻き戻してきた。彼の精神がどれほどボロボロに傷ついているか、私には計り知れない。那波ちゃんに説明できないことが、もどかしい。

　そして。封神状態を解除されている今の那波ちゃんがもしも命を落とせば、「北斗五丈」は発動しない。つまり、劉備くんは永遠に那波ちゃんを喪う。

「……劉備くんから笑え顔がおを、希望を奪わないでくれ。あの高笑いを奪わないでくれ。彼には君が必要なんだ、水城那波！」

「……妹として……？　ゆきのんの代用品として……？」

「違う！　代用品なんかじゃない。君自身だ。『水城那波』だ！　君は、無価値なんかじゃない！　劉備くんにとっては、兄妹きようだいという関係を超こえた、たった一人の……！」

　由莉は、秀一の「記き憶おく」を見てきた。だから、わかる。彼が言葉にしなくても。

　劉備くんも。那波ちゃんも。お互たがいを、そして自分を恐おそれている。「兄妹」の関係を踏ふみ越こえつつあるお互いの心を、恐れている。

　でも、恐れる必要なんてない。

　那波のもとへ、手を伸のばす。

「だから、行こう。趙雲子龍は、いつだって劉備玄徳の愛する家族を救うために単騎駆けする武将なんだ。何度でも、繰くり返す」

「……ごめんなさい。私……お兄ちゃんに『これ以上お前を庇かばえない』と見捨てられるのが怖こわくて……頭が真っ白になって……気がついたら……」

「いいんだ。私も、逃にげてきたんだ。親友を喪った哀かなしみから逃とう避ひするために、この真世界に。酷ひどく孤こ独どくで。大人の社会は残ざん酷こくで。現実のなにもかもが嫌いやになって、ＭＲゲームの世界に来たんだ。でも、もう逃げないよ。生きている限り、自分自身から逃げ切ることなんてできないってわかったんだ。前へ進むしかない。命が尽つきるまで。人は、必ず最後には死ぬのだから」

　そうだ。最後には死ぬ。いつ死ぬかはわからない。でも、必ず死ぬ。ゲラ子のように、人生がこれからはじまるという時に唐とう突とつに理り不ふ尽じんに死ぬ人もいる。だから、私は──。

「……由莉ちゃん」

「私には今、護りたい人がいて、その人を護れる力を与えられている。ずっと憧あこがれ続けてきた、趙雲子龍になることができた。こんどこそ──私のために、どうか。一いつ緒しよに」

「……うん！　ありがとう……！　命いのち懸がけで迎えに来てくれたのに、弱気なことばかり言ってごめんなさい……！」

「君は今、子供に戻っている。いいんだよ。さあ、私の背中におぶさって」

　由莉は那波の身体を抱だき上げて、馬上へ乗せた。

　しかしその時にはもう、二人は曹操軍の兵士たちに完全に包囲されていた。

「もしや、あの子供は……」

「劉備玄徳の妹だ！　丞じよう相しようから、『戦場で見つけたら絶対に生かしたまま確保するように。傷ひとつつけてはならない。彼女を傷つけたものは斬ざん罪ざいよ』と厳命が出ている！」

「かかれ、捕とらえろ！　劉備を捕らえたのにも等しい！」

「劉備の妹を人質に取れば、この内乱は終わる！　丞相のもとで真世界は統一されるのだ！」

「もはや元の世界に帰き還かんできない上は、俺たちはせめて真世界で生き延びたい！　ここで内乱を片付けて、亜人との決戦に備えるんだ！」

「頼たのむ、趙雲子龍！　丞相に降こう伏ふくしてくれ！　これ以上抵てい抗こうされれば、殺すしかない！」

　曹操軍の兵士たちは知らされていない。司馬懿には、真世界を護るつもりなどないということを。説得は不可能か。ならば──。

　由莉は、白馬の上に跨またがりながら槍を構えていた。

「断る。私は、この子を必ず劉備くんのもとへ連れて戻もどる。決して、司馬懿のもとに渡わたすわけにはいかない。趙雲子龍、推して参る──」

　宝貝・涯角槍。「気」を開放。頼む。趙雲子龍の無む双そうの武を、今ここで。

　命のすべてを使い切ってもいい。だから。正史英えい傑けつ・趙雲の「力」を、私に貸してほしい。今戦わなければ、私は永遠に敗北者だ。趙雲子龍に、なりたい。

　脱だつ出しゆつするべく、幾いく重えにも包囲されたこの敵中を単たん騎き突とつ破ぱする。

「那波ちゃん。豚まんまん。振ふり落とされないように。行くよ、白龍駒」

　由莉は、無数の槍がひしめく包囲陣じんめがけて、飛び込んでいた。

　そこから先は、文字通りの修しゆ羅らの道だった。

　防ぼう御ぎよも戦術もない。

　吹き飛ばしても吹き飛ばしても立ちはだかる圧あつ倒とう的な曹操軍の兵士たちの「壁かべ」を、一枚、また一枚、突つき破っていく。

　涯角槍に宿る「気」がみるみるうちに減少していく。いったん枯こ渇かつすれば、再チャージするまでに時間がかかる。この涯角槍の「気」が尽きた時が、終わりの時だ。

（果たして、何人突破できるか──百人までは数えていたが、もう、そんな余よ裕ゆうはない）

　曹操軍の兵士たちは、どれほど蹴け散ちらされても、諦あきらめない。

　すでに、システムエラーが発生して異世界への帰還は不可能になった、とみな知らされている。

　それだけに、「絶対にここで劉備を捕らえて中原を統一する」「生き延びたい」という強い意志が、異世界から来た兵士たちにはあった。

　いくら「戦力差」を見せつけても、逃げ切れるものではない。

　由莉の息が、上がってきた。

　涯角槍の「気」が、ついに尽きた。

　四方八方、敵兵で溢あふれている。再チャージする時間など、もうない。

　この物量差の前には、封神英傑も勝てないのか。

　もしも今、曹操軍が「封神英傑」を繰り出してくれば、あるいは私は──。

「やはり子供を抱かかえての『単騎駆け』に挑いどんだな、趙雲子龍！　相手にとって不足なし！　孟もう徳とくの一の従姉妹いとこ。封神英傑・夏侯惇元げん譲じよう、一騎打ちを所望する！　関羽を取り逃がした失点、必ずやここで取り返す！　許せ、これも孟徳のためだーっ！」

　最悪だ。

　曹操は、私の宝貝が「気」を使い果たすこの瞬しゆん間かんを待っていた。

　由莉は、「那波ちゃん。だいじょうぶだ。夏侯惇は宝貝を所持していない英傑だ」と背中にしがみついている那波を励はげましながら、馬を前進させる。

　だが。

「はーっはっは！　ところがどっこい、この夏侯惇の右みぎ腕うでには孟徳がドロップした超ちよう強力な攻撃型宝貝『青せい紅こう剣けん』が握にぎられているのだーっ！　しかもわが汎はん用ようスキル、特技『武具強化』で強化してさらに威い力りよく三倍！　鬼おにに金棒、夏侯惇に青紅剣！　これぞ秘密兵器！」
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　宝貝ッ!?　宝貝だって!?

　まずい！　さしもの趙雲子龍も、この一いち撃げきを食らえば、戦せん闘とう不能に陥おちいる！

　だが──剣と槍やりとでは、リーチ差がある！　射程圏けんの長さでは、なお私が有利！

　そして！

「その宝貝、封ふう印いんする！　趙雲子龍の固有スキル発動！　『子し龍りゆう一いつ身しん都すべて是これ膽たん也なり』──！」

「ギャーッ!?　趙雲の目が光ったーっ!?　目からビームとか、『三国志』の世界でそんなのアリかーっ!?　あ、あわ、あわわわわ、焼き尽くされ……」

　趙雲子龍は、一いつ騎き打うち特化型英傑。兵を率いての将軍としての能力では関羽と張飛に及およばないが、この「子龍一身都是膽也」という切り札を「冷静」に切ることのできる胆たん力りよくさえ見失わなければ、このスキルを使いこなせれば、絶対に一騎打ちには敗れない……！

「私の固有スキルは、封神英傑自身のスキルを封じるもので、宝貝には有効ではない！　だが！　君が汎用スキルを用いて宝貝を強化してくれたおかげで、スキル効果ごと宝貝そのものを封じることができた！」

「あ、あれ？　身体からだを焼かれてない？　ただの目め潰つぶし？　って、しまったーっ!?　ど、どうして、超強化した青紅剣を槍で弾はじき飛ばされて……って、あっ、間合いに飛び込まれて……か、回かい避ひできない!?」

「──夏侯惇。君は慌あわて者ものらしいな。『武具強化』について語らなければ、私は詰つんでいたぞ。せいっ！」

「ひゃあーっ、やられたーっ！　この自じ爆ばく的な敗れ方は、まるで悪役令れい嬢じよう！　無念っ！」

　同じ異世界から来た仲間同士だ。夏侯惇も曹操も、司馬懿に戦わせられているだけだ。殺しはしない。だが、侮あなどれない武力の持ち主だ。胸元を涯角槍で殴なぐりつけて失神させた。落馬していく夏侯惇の右手から、由莉は素早く青紅剣を奪うばい取っていた。

「青紅剣と、わが体内の『気』を接続。これで、新たな宝貝を手に入れた」

「……ふえええ。すっごい早はや業わざ。冷静沈ちん着ちやく～」

「那波ちゃん。『演義』限定のエピソードだけれど、長坂で趙雲は夏侯氏の武将を倒たおして青紅剣をゲットするだろう？　あのイベントを、おそらく曹操自身が敢あえて『発生』させてくれたんだ。だから、勝ち筋は必ずあるはずだと咄とつ嗟さに閃ひらめいた」

「曹操が……わざと？　趙雲に、青紅剣を？」

「夏侯惇を殺さないと、私を信じてくれたんだ。そして、司馬懿に対しても失点にはならない。私を討ち取るために、自身の右腕たる封神英傑を投入したのだから」

「でも、どうして？」

「司馬懿の監かん視しの目を搔かい潜くぐりながら、私と、そして那波ちゃんを救いたかったのだろう。この宝貝があれば、行ける。涯角槍のような爆ばく発はつ力はないが、持続型の宝貝だ。長期戦に向いている。陶謙たちを捜さがしだして、そして戦場から脱出できる」

　すごいね。こんな敵だらけの戦場で、なにも怖がっていないんだね。ほんものの趙雲みたいに頼もしいね、と那波が由莉の顔を見上げる。

「……自分が死ぬことよりも、たいせつな人を喪うしなうことのほうがずっと辛つらいんだ。君もそうだろう？　私もそうさ。だから、今夜一晩だけでもいい、私はほんものの趙雲子龍になりきってみせる」

「……お兄ちゃんも……そうなのかな？」

「私などよりも、そうさ。今、彼は劉備玄徳こそが人類最後の希望だという『責任』を背負い、歯を食いしばって逃げている。君を救出するという本来は自分が為なすべき任務を、私に託たくしてくれたんだ。私を死地に投じ、君を置いて逃げている劉備くんは今、どれほど辛いことか」

「……うん……」

「だからもう、決して彼から離れちゃダメだよ、那波ちゃん」

　陶謙たち徐州組を捜しだす、もう少しだけ我が慢まんしてくれ、と囁ささやきながら由莉は再び前へと、敵中へと突とつ進しんしていた。

　その右みぎ腕うでには、「気」を漲みなぎらせた青紅剣。

　左腕には、なお圧倒的な強度を誇ほこる涯角槍。

　四方から突進してくる敵兵を、次々と薙なぎ払はらっていく。

　その動きにはいっさいの無む駄だがなく、さながら演えん舞ぶのようでもある。

　曹操軍の兵士たちは、趙雲の「舞まい」を眺ながめながら、感かん嘆たんの声をあげていた。

「丞相から『劉備の妹を殺すな、生いけ捕どりにせよ』との厳命さえ下っていなければ……」

「……遠巻きに矢を撃うちかけて、馬の脚あしを止められるのに……！」

「だ、ダメだ！　俺たち一いつ般ぱん兵が一万人で襲おそいかかろうとも、今の趙雲の突進は止められない！　封神英傑が次々と一騎打ちに挑み続けるしかない！」

「来たぞ！　到とう着ちやくした！　袁えん帝ていグループ系列の封神英傑たちだ！」

「やってくれ！　趙雲の突進を止めてくれ！」

　曹操軍には、無限とも言える駒こまがある。続々と、援えん軍ぐんが繰くり出される。「社長姉妹しまいを奪だつ還かんするためだ！」と血気盛んな旧袁紹系武将たちが、自ら志願して趙雲子龍の前へと立ちはだかってきた。

「ハーハハハハ！　不死身の張ちよう郃こうここにあり！　わが固有スキル『魔ま界かい転てん生しよう』にデバフをかけてみろ、私は即そく死しするぞーっ！　いいのか、いいのかーっ？　社長ーっ！　やはりこの張郃、社畜道を捨ててなお、社長のためならば死を厭いといませんぞーっ！」

「そうか。ならばそのスキル、封印するまでもない。むしろ手加減無用になった！　呻うなれ、青紅剣……！」

「ぐはっ!?　し、しまった！　私が再生すると知って、躊ちゆう躇ちよなく斬きったな、斬ったなあ～っ!?　わが武力92をもってしても、本気を出した趙雲子龍には及ばぬのか……なんという美しい太た刀ちさばき……つい、見とれてしまった……無念……！　がくっ……」

「そうやって自分のスキルを喋しやべりながら初見の相手と一騎打ちするのは、よくないよ？　夏侯惇といい、曹操陣じん営えいの武将は口が軽いなあ」

「……みんな、戦場で興奮しているのかも。由莉ちゃんはほんと、冷静だよね？」

　最大の難敵・張郃を斬り倒した直後、左右から新手の封神英傑が同時に襲いかかってくる。

「袁帝グループの武ぶ闘とう派は！　淳じゆん于う瓊けい、見参！　わが防御スキルはまさに鉄てつ壁ぺき！　通常攻こう撃げきのことごとくを弾き飛ばし、対宝貝は無敵というチートスキルだーっ！　いかなる攻撃もこの淳于瓊には通らぬ！」

「そうか──ならば『子龍一身都是膽也』、発動──！」

「グエエエッ!?　待てっ？　わがスキルを封印して、宝貝のダメージを強引に貫かん通つうさせただとっ……!?　ば、馬ば鹿かな……こんなインチキなスキル、ありかあああ～っ!?　主人公補正すぎる……！　がくっ……」

「まだまだあ！　袁帝グループの武闘派その二！　高こう覧らん、見参！　宝貝破は壊かいスキル発動っ！　わが武具に触ふれた宝貝は粉みじんに砕くだけ散るっ！」

「どうして前もってスキル効果を教えてくれるのかなあ。『子龍一身都是膽也』発動。スキル封印。その武具ごと、君の鎧よろいを破壊する──！　『青紅剣』！」

「ぐはああっ!?　す、スキルについて語るのは、じ、丞じよう相しようのご命令だ……数十万の曹操軍がただ一人の少女をよってたかって袋ふくろだたきにして倒すなど卑ひ怯きよう。どうしても一騎打ちしたいのならば、自らの固有スキル効果を開示してから堂々と倒しなさい、それがこれからの曹操軍のコンプライアンスよと……『働き方改革』よと……あ、甘すぎた……！　企き業ぎようにとって機密保持がどれほど重要なものか、あの娘は……わかっておらん……！」

　文字通り、全身全ぜん霊れいを込めて趙雲子龍の「力」を開放した由莉の前に、曹操軍が繰り出してきた封神英傑たちはことごとく倒されていく。

「張郃以外の英えい傑けつのスキルは、効果を知らなくても問答無用で封印するだけだったけれどもね。曹操は、再生スキルの力で命を保ってきた張郃の身を案じたのかな、それとも……はあ、はあ……」

「だ、だいじょうぶ？　由莉ちゃん？　汗あせまみれだよ？」

「……そうだね。私の固有スキルは、大技なだけに燃費が悪くてね。これほど連発したのは、さすがに無茶だった。『気』を使いすぎた、かな……」

　すでに由莉の体力は尽つきかけている。

　だが、これまで由莉を包囲し続けてきた曹操軍の一般兵士たちは、文字通りチートクラスの一騎打ちスキルを持つ趙雲子龍を阻はばめる者は、もはやいないと思い込んだ。「とんでもない英傑だ！」「まさに三国無む双そうだ……！」「誰だれも勝てない！」と恐きよう怖ふに憑つかれて壊かい乱らんをはじめていた。

　今しかない！　包囲が手て薄うすになった一いつ瞬しゆんのチャンスを捉とらえた由莉は、戦場を駆かけ、ついに探し続けた太一たち徐州組を発見した。召しよう喚かん台を乗せた馬車を、懸けん命めいに陶謙こと太一が御ぎよしている。麋竺、簡雍、孫乾は召喚台を死守すべく、車しや輌りよう内に集まっていた。

「いよう、俺だよ俺、俺！　地じ獄ごくに仏とはまさにこのことだぜ！　いやー白馬に跨またがって幼女を庇かばいながら一騎き駆がけだなんて、かっこいいねえー！　まるで王子様だ！　由莉ちゃん、俺と結けつ婚こんしてくれる？」

「謹つつしんでお断りするよ。ふふ。さあ、曹操軍が混乱している今しか脱だつ出しゆつする機会はない。曹操と司馬懿は、すぐに軍勢を立て直すだろう。劉備くんのもとへ急ごう」

「ちぇーっ！　まーたフラれちまったーっ！　なにがいけないのかなーっ、那波ちゃん？　秀一より俺のほうがビジュアルは上だと思うんだよなーっ！」

「……いきなり結婚を申し込むからかなあ？　普ふ通つう、フラグを立てるのが先だよね？」

「はあー？　んなこと言ってっから、日本は晩ばん婚こん化・未み婚こん化が進んで少子高こう齢れい化か社会に陥ってんじゃねーかよ？　みんなさー、ギャルゲーとかラブコメマンガに毒されてると思うんだよなーっ！　現実はフィクションとは違ちがうんだって！　ラブコメなんてさー、ヒロインと主人公をくっつけないことで連れん載さいを引き延ばしてるだけなんだからさー、真ま似ねしちゃダメだって！　これからのトレンドは、出会って三秒でお付き合いだって！」

　もう私の「気」は尽きてしまった。そして馬車は速度が出ない。ここからの逃とう避ひ行こうは、厳しい……と由莉は息を荒あららげながら思った。

　もう、これ以上戦う体力は残っていない。

　しかし、やり遂とげなければならない。

　趙雲子龍ならば、できる。

　召喚台も那波も、太一たちも。

　全員を救いだす。劉備くんのもとへ、連れて行く。

　いや。由莉はふと気づいた。趙雲をもってしても、「全員」を救いきることはできなかったのではないか、と。

（ああ……「演義」ではここで、一人、仲間が欠けるのだったな……劉備の奥さんが、「足手まといになるから」とわが身を犠ぎ牲せいにしたんだ。でも、劉備くん……いや、秀一くんには奥さんはいない……流れのままに行けば、妹の那波ちゃんが……それだけはダメだ。ならば、この私が）

　最後は、殿しんがりを務めて足止めのために玉ぎよく砕さいか。

　それもいい。この身体からださえ、ぎりぎりまで保もってくれれば。

　私の脚はすでに限界だ。たぶん、もう一歩も歩けない。

　だから頼たのむ、白龍駒。私の「脚」になってくれ。

「行こう。趙雲子龍はまだ、戦える」

　進む先は闇やみ。どこまでも続く闇。ここからが真の地獄になる、と由莉は目を閉じていた。




　　　　※




（この長坂の橋を越こえれば……でも、もう……趙雲は。由莉ちゃんは、力を使い果たしている。うう。私が、張飛に戻もどることができれば……最後の最後まで、役に立てないのかな……お兄ちゃん、ごめんね……）

　那波を背負いながらの趙雲の決死の脱出行は、壮そう絶ぜつを極きわめた。陶謙が御している馬車の速度が上がらない。あと少し。河にかかっている橋を渡わたりきれば、劉備のもとへ向かうことができる。だが──。

「……『虎こ痴ち』将軍・許きよ褚ちよ、これにあり。関羽に続き劉備の捕ほ縛ばくにも難航し、ご主君の身に危機が迫せまっている。むざむざ長坂橋は通せない。劉備玄徳の妹の身み柄がら。そして、移動式召喚台。この両者を、確保する……降こう伏ふくすれば、司馬懿がなんと言おうとも全員の命を保証する。わが武士道にかけて」

　塞ふさがれている！　唯ゆい一いつの橋を……最後の退路を！

　曹操軍最強武人。武力95。虎とら皮がわ帽ぼう子しを被かぶった曹操軍随ずい一いちの単たん騎き決戦専用武将・許褚が、朱しゆ槍やりを構えて長坂橋に立ちはだかっている！

「……けほ、けほ……矢傷が回復しない……体内で『気』を練れない……す、すまない」

　無数の曹操軍の兵士たちを突とつ破ぱし、幾いく多たの封神英傑を倒たおしてきた由莉の身体はこの時もう、限界を超こえていた。

「……わが『虎こ痴ち東とう風ふう』は一騎打ちスキル。あらぬ方向へ突つき入れた槍先が、物理的な位置を無視して敵将の心臓を貫つらぬく。ただし、ヒット率は１パーセント。幸運度の低い張郃くらいにしか当たらないから、使わない。わが腕わん力りよくのみにて、尋じん常じように勝負」

　曹操軍の「切り札」、最強クラスの一角を誇る許褚と戦う余力はゼロ。

　しかも、許褚は由莉たちが生きてきた二十一世紀の異世界とは異なる時代から召喚された異色の封神英傑。子供の頃ころから槍を構えて戦場を駆けてきた生きつ粋すいの「戦国武将」だった。数値では表示できない、途と方ほうもない「武力」を闘とう気きに替かえて全身から放っている。

（呂りよ布ふと互ご角かく以上、いや、呂布をも超えている。一騎打ちをやれば、桁けた外はずれの強さだ……しかも許褚としての固有スキルを捨てて、自らの力のみで戦ったほうが、はるかに強い）

　由莉はそれでもなお、「行け。行ってくれ、白龍駒」と許褚との一騎打ちに臨のぞもうと声をあげた。すでに視界はぼやけている。

　だが──。

　白龍駒が、脚あしを止めた。

　今、許褚の朱槍の間合いに入れば、由莉は死ぬ。

　故ゆえに、白龍駒は進まない。

　趙雲子龍の命を案じて、先へと進まない。

「……白龍駒……どうして。どうして進まない。頼む……私は……最後まで、諦あきらめたくない……趙雲は、決して主君を裏切らない。勝てないとしても、趙雲子龍として倒れたい。お願いだ……！」

　由莉が懇こん願がんする。だが白龍駒は、一歩も歩こうとしなかった。

「由莉ちゃん。もういいよ！　もう、これ以上……！　那波が、投降するから。那波一人の捕縛で、我が慢まんしてもらうから。だから……召喚台を、お兄ちゃんのもとへ」

「ダメだ、那波ちゃん。私が許褚と戦っている隙すきに、馬車を走らせて橋を駆け抜ぬけてくれ。劉備くんと、約束したんだ。彼の妹を、彼に代わって必ず救いだしてくると。劉備くんとの約束は、決して裏切れない。それに」

「それに？」

「『演義』で有名な趙雲単たん騎き駆がけのエピソードでは、そもそも全員を救うことはできない。仲間が『一人欠ける』。私が戦って倒れる運命なんだ。それで、君たちは脱出できる」

「……ダメだよ……！　お願い。誰か。誰か……！　由莉ちゃんを犠牲になんてできない！　私たち全員に、橋を渡らせて……！　私を、張飛益えき徳とくに戻して……！　どうしても、張飛の力が必要なの……！」

　那波の声に、「おう」と応えた者がいた。

　橋のたもとに、酒さけ臭くさい一人の素す浪ろう人にんが寝ねていた。道士めいた白い衣服を着ている壮そう年ねんの男だった。乱れた黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばし、足あし下もとには長ちよう剣けんを立てている。

　道士なのか剣けん士しなのか判然としない、奇き妙みような男だった。

　瓢ひよう簞たんから酒を口へ注ぎ入れながら、その男は名乗りをあげていた。

「正史英傑。四つ星相当。俺っちは徐じよ庶しよ、字は元げん直ちよく。若い頃は人ひと斬きりの俠きよう客かくをやっていたが、その後水すい鏡きよう先生の弟子になった。官かん吏りに捕つかまりたくなかったんでな、へっへ。出しゆつ奔ぽん前の元の名は徐じよ福ふく。俺っちの特技は、そうさな、封神英傑システム流に言えば『徐福再来』──とでも名付けておくか」

　徐庶？　「三さん国ごく志し演えん義ぎ」に登場する軍師？　孔明が在野に埋うもれていることを劉備に教えてくれる人だ！

　那波は、この見るからに怪あやしげな「正史英傑」を名乗る男に最後の希望を見み出いださざるを得なかった。

「じょ、徐庶さんって、撃げき剣けん使いなんでしょう？　あ、あの許褚と、た、戦える……？」

「ああ。無理無理。ありゃあ、もともと戦いくさ稼か業ぎようで生きてきたほんものの武人に封神英傑の能力が加わった一種の化け物だ、俺如ごときの腕うで前まえじゃとても歯が立たねえ。俺は自分より強い相手とは絶対に戦わない主義なのさ、ヒック。強きを助け、弱きをくじく。それがこの徐庶さまの生き様よ。だから、この無茶苦茶な乱世を生き延びてこられた」

「そ、そんなああ～？」

「ただし、お前さんを『張飛』に戻すブツなら、持っている。俺っちは水鏡先生のところで仙術道術を学び、『徐福再来』と呼ばれるまでに至った。お嬢じようちゃん、呪のろいの泉の毒に呪われてんだろ？　ほれ。こいつは『呪いの水』だ。思いだせ。『新たな毒の呪いに感染すれば、今の呪いは解除される』──もっとも、これは俺っちが効果も調べずに適当に採取してきた水だ。死に至る毒かもしれねえがな」

　徐庶が、腰の瓢簞を放り投げて、那波に受け取らせていた。

　酒が入っている瓢簞とは異なる色の、黒瓢簞だった。

　那波は馬から飛び降りて、瓢簞をキャッチする。

　由莉が「よせ。危険すぎる。致ち死し性の毒かもしれない！　呪いの泉の毒には、趙雲子龍のスキルも通じないんだ。私が試し飲みをする！」と那波を止めたが、那波は躊ちゆう躇ちよしなかった。

「……由莉ちゃん、ごめんね。私はずっとずっと、お兄ちゃんや雪乃ちゃんや由莉ちゃんに護まもってもらってばかりだった。自分の居場所を、みんなから与あたえられるばかりだった。みんなが追い詰つめられた今、私は──私は、みんなを護れる英えい傑けつになりたい……！　みんなが生きられる居場所を、この手で切り開きたい……！　もしも、ひとときでも張飛に戻れるのならば、私はここで終わっても構わない！」

「……那波ちゃん!?」

　那波は、飲んだ。

　徐庶が与えた、怪しげな「呪いの水」を。

　飲むと同時に、喉のどに焼けるような激痛が走った。「けほけほ」とむせて、瓢簞を草むらの上に落とした。その瓢簞のもとに、「ぶきっ！」と豚ぶたまんまんが走り寄って、零こぼれてくる呪いの水をごくごくと飲んだ。最後まで、自分を可愛かわいがってくれた飼い主の那波に殉じゆんじるつもりらしい。

「……う……う、う……お兄、ちゃん……アニキ……！　那波が……あたしが……アニキを……護るから……！　由莉ちゃんたちを、護るから……！　お願い。戻って。張飛益徳の力……！　あたしを、今一度だけでいい、封神英傑に……！」

　血液が沸ふつ騰とうしたかのようだった。

　身体が内側から爆ばく発はつしそうな衝しよう撃げき。

　はじめて「兄」の秀一と出会った時の記き憶おくが、走馬灯のように那波の脳裏を駆かけ巡めぐった。




　生まれてきた「家」には、居場所がなかった。お母さんと二人、いつも酒さけ浸びたりのお父さんに虐いじめられる毎日だった。幼よう稚ち園えんに通っている他の子供たちの家とはぜんぜん違ちがう。他の子供たちのお父さんは、お母さんや娘むすめを怒ど鳴なったり殴なぐったりしない。

　あたしは「黒い家」に生まれてきたんだと気づいてからは、毎日が恐きよう怖ふだった。

　生まれてきたことも怖こわい。お母さんがあたしを庇かばってお父さんに殴られる光景を見るのも怖い。あたし自身が殴られるのも怖い。なによりも、精神的にいたぶられることが怖い。「お前は要いらない子供だ」「生まれてきたことが間ま違ちがいだ」「俺の子じゃないし、女にも見えない」「お前は、馬ば鹿かで、小心者で、無能だ」と自分を否定される言葉が怖い。怖い。怖い。

「黒い家」には、悪意が満ちていて。あたしには、「生きていてもいい」居場所がなくて。なにもかもが怖かった。

　だから。

　やっと「黒い家」を出られて、お母さんと二人で新しい「横浜の家」に移り住むことができたその日も、あたしはただただ、怯おびえていた。新しいお父さんや新しいお兄さんが、また「前の」お父さんのような怖い男の人だったらどうしよう。あたしみたいな、愚ぐ図ずでなにもできないダメな妹なんて。新しいお兄さんも、両親が離り婚こんしてしまって、実の妹さんから引き離はなされてしまったと聞いていた。女の子にすら見えない、かわいくもないニセモノの妹なんて、歓かん迎げいされるはずがない……そう思って。

『……ごめんなさい。ごめんなさい。いぢめないで……』

　初対面の場で、そんな卑ひ屈くつな言葉しか、言えなかった。他に、男の人にどんな言葉を言えばいいか、知らなかったから。

　でも、アニキは。

『泣くな、俺の妹よ。血の繫つながりなど、関係ない。この俺がお前を、兄として護ってやる！　必要ならば天才シェフにだって、世界を救う英えい雄ゆうにだって、なんにだってなってやるとお前に約束する！』

　恥はずかしいのだろうか。なんだかお芝しば居いがかった言葉で、妙みようにぎこちない喋しやべり方だったけれど、そう叫さけんで、そしてあたしの頭をそっと撫なでてくれた。

　アニキの目を見れば、わかった。あたしは、妹として受け入れられたんだ、と。

　この「家」にいていいんだ、と。

　はじめて与えられた、怯えなくてもいい「家」。

　あたしを家族として受け入れてくれる、人。

『……あ……お兄……ちゃん』

　そんなあたしに、いいから豚まんを食え、とアニキは照れくさそうに温かい紙かみ袋ぶくろを手て渡わたしてくれた。

　それから、あたしは──。




　……

　……

　……

「いつか、アニキがあたしの『兄』であるという途方もない幸福こそが、最大の呪いであり不幸であると悩なやむようになっていって。それは──あたしが──」

　那波の身体からだが、戻もどっていく。

　子供の身体から、十八歳の身体へ。

「──アニキを──妹としてだけではなく──一人の、女性として──それが、苦しくて……でも。いいんだ。アニキと生きていけるならば、それだけであたしは。あたしは、こんなにも幸せだったんだ……だから」

　呪いの効果は、消えた。

　那波は今、張飛益徳に、再封ほう神しんされていた。

「だから、あたしはもう迷わない！　蛇じや矛ぼう、召しよう喚かん！」

　由莉が「新たな呪いの効果は？　那波ちゃん？　身体は、だいじょうぶなのかいっ？」と声をあげる。

「だいじょうぶ！　身体がすっごく軽い！　呪いは、完全に消えたみたい！　徐庶さん、ありがとう！」

「おう。お嬢ちゃんが飲んだその水、呪いの水じゃねえんだ。ありゃ噓うそだ。実は、俺っちが作った解げ毒どく剤ざいなのよね。水鏡先生直伝の匠たくみの技よ。許きよ劭しようには作れねえ。『徐福再来』の称しよう号ごうは伊達だてじゃねえ！　これで、劉備陣じん営えいに貸しひとつ、と……また一歩、生き延びる道に近づいた！」

　どうして最初からそう言わないのさ、と由莉が突つっ込むが、徐庶は「英傑として戦う覚かく悟ごを確かめるためのお約束ってやつよ。仙せん人にんってのはこうでなくっちゃなあ」と瓢簞をあおり、酒を飲みながら笑って取り合わない。

「ぶき……ぶきっ？　ぶきーっ？」

　そして、那波に殉じようと一いつ緒しよに「水」を飲んだ豚まんまんの身体も、突とつ然ぜん変形を開始しつつ、大おお幅はばに膨ふくらんでいた。

「ぶ……ブルルルルッ！　ぶきっ？　ぶきっ？」

「ええっ？　豚まんまんが、馬になった？　く、黒い巨馬……!?」

「そっかあ！　豚まんまんって、張飛第二の宝貝・黒馬玉ぎよく追ついだったんだね！　豚になる呪いの泉に落っこちていたんだね！　これで、許褚と戦える！　あたしを乗せて！　長坂橋を突とつ破ぱしよう！」

「ブル、ぶきーっ！」

　長坂橋の中央で朱しゆ槍やりを構えていた許褚が「……これが、張飛益徳。そして、玉追と蛇矛。凄すさまじい『闘とう気き』……まるで上うえ杉すぎ謙けん信しん」と迎げい撃げきの態勢に入る。

「……張飛はお料理スキル持ちだと聞いていた……『万人の敵』燕えん人ひと張飛に、一いつ騎き打うち専用の固有スキルなど無用だったということ……？　相手にとって、不足なし」

「行っくよおおおおおーっ！　進め、豚まんまん！　呻うなれ、蛇矛！　アニキのもとへ、全員で帰るんだから！　あたしが、道を切り開く……！　わが英傑名は、張飛益徳！　そして、あたしの真名は──水城那波だーっ！　劉備玄徳こと水城秀一の、親愛なる妹！」

「……わが真名は、『大ふへんもの』前まえ田だ犬いぬ千ち代よ利とし家いえ。いざ、参る」

　曹操軍の将兵たちが、続々と長坂橋へと殺さつ到とうしてくる。

　橋の中央では、那波と許褚の激しい一騎打ちが繰くり広げられていた。

　人間の力を超こえた英傑同士の、渾こん身しんの撃うち合いである。

　潜せん在ざい的な力は、召喚以前の世界で飯を食うように戦いくさを重ねてきた歴戦の戦国武将・許褚が有利。

　だが、那波には一いち撃げき必殺の蛇矛があり、黒い「壁かべ」として那波を護る巨きよ大だいな黒馬玉追があった。二つの宝貝の力が、戦歴と経験値の差を埋うめている。

　そしてなによりも、「必ず趙雲たちとともに、全員でアニキのもとへ帰き還かんする」というその気き迫はく──凄まじい「闘気」が、許褚ほどの剛ごうの者ものを圧していた。許褚が仕える曹操は、司馬懿に「強制的に」戦わされている。その分、今までこのような「強制される戦い」を経験したことのない許褚にはわずかな迷いがあり、対する那波には迷いがない。

　数万、数十万と集まってくる曹操軍の誰だれも、その戦いに割って入ることができない。

「あれ？　あたし、今、長坂橋で戦っている!?　これって張飛のメインイベントじゃん！　ならば、イベント補正アリ、パワー十倍増で行けるっ！　みんな遠えん慮りよなくかかってこーい！　この張飛益徳が、長坂橋、押して通る！　ＵＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹ！」

「……くっ……わが朱槍に、宝貝の力があれば……こ、このままでは……押し切られる……！」

　なんだか那波ちゃんの叫び声とムーブが完全に悪役のそれになっているけれど、まさかハイパー化したまま戻れなくなるんじゃないだろうね？　ヘンなドーピング薬を飲ませていないよね？　と由莉が橋のたもとで酔よい潰つぶれている徐庶に念押しする。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。たぶんな。今は数十万の敵を相手に一人で戦い抜ぬく無む双そうモード突とつ入にゆう中ってやつだ。激アツだねえ。恋こいしいアニキとやらに再会すりゃ、シラフに戻るさ。今のうちに、橋の端はじっこを渡わたれ」

「わかった、恩に着る徐庶！　だが、あなたは劉備陣じん営えいに来てくれないのか？　ぜひ、劉備軍の軍師として」

「あー。お嬢じようちゃん。なんとなくだが、うっすらと覚えてんだよ。この徐庶さまは曹操陣営入りする運命だとな。俺っちはどーせ、孔明出しゆつ盧ろまでの繫ぎさ、繫ぎ」

「しかし、孔明が眠ねむる隆中には辿たどり着けそうにない」

「だいじょうぶだいじょうぶ。蛇じやの道は蛇へびさ、軍だの民だのを率いてるから潜もぐり込めねえんだ。少人数でこっそり忍しのび込めば、できらあ。これを持っていけ」

「……迷めい彩さい服？」

「真世界語で言うところの、ステルス戦せん闘とう服ってやつだ。徐庶さまの発明品よ。この時のために、解毒剤と一緒に作っておいた。孔明を引っ張り出すには、劉備・関羽・張飛の三人が勢せい揃ぞろいする必要がある。だから、三着作ってある」

「どうして、そこまで」

「お嬢ちゃんはよう、規格外のチート英えい傑けつだな。『北斗五丈』について知ってんだろ？　だったら司馬懿が『北斗五丈』をブッ壊こわした時に、この俺っちが消し飛ばされずに踏ふみとどまったことを感謝しな。まったくよう。龐ほう統とうさえ踏ん張っていりゃあなあ。司馬懿なんぞにこれほど好き勝手やられなかったんだが……龐統の奴やつ、水鏡先生の弟子ん中じゃあ孔明と並ぶ天才道士だったのによう。うっかり消し飛ばされちまうたあ、間ま抜ぬけにも程ほどがあらあ……幸運度最低ランクってやつだな、ありゃ」

「……わかった。かたじけない！」

　由莉は、太一に「那波ちゃんが踏ん張っている今のうちに」と合図して馬車を出立させ、白龍駒を駆かって長坂橋へと突入していた。

　まさか、あの許褚が押し切られそうになっている？　あの宝貝馬・玉追が化け物すぎる！　封神台を回収しないとまずいぞーっ！　かかれーっ！　と、「張飛無双」を見かねた夏侯惇が兵士たちを引き連れて長坂橋へ突とつ進しんする。

　続いて、「たいへんですだ～」と曹そう仁じんが、「召喚台を置いていきなさいって言っていますでしょーっ！」と夏侯淵が、続々と長坂橋へ。

「……む……一騎打ちの邪じや魔まを……するな……今が、いちばん燃えているところ……」

「悪いが許褚、孟徳の身の安全を最優先だーっ！　それが曹操従姉妹いとこ軍団の鉄の掟おきて！」

「ずっこいけど、姉上をお護まもりするためだ～。一いつ斉せいに打ちかかって張飛を止めるだ～」

「この卑ひ劣れつな雑魚ざこムーブ。すっかりわたくしたちも、やられ役、悪役になってしまいましたわね！　でも構いませんことよ！　曹操お姉さま、フォーエバー！　夏侯淵妙みよう才さい、恐おそれながら必中の矢を撃たせていただきますわーっ！」

　だが──。

　戦場は、狭せまい橋の上。

　殺到する曹操軍の兵士たちも、その物量で那波を押し切ることはできない。

　先頭に立った兵士たちから順番に、那波が掌てのひらから放つ「闘気」に吹ふき飛ばされていく。

　同時に那波は、蛇矛で許褚を、夏侯惇を、曹仁を相手に、一歩も怯ひるまずに「一対三」の死闘を続行する。

「『SANGOKU大戦争』で橋上での戦い方はマスターしてるもんねっ！　池いけ田だ屋やでの新しん選せん組ぐみと同じっ！　一対多の不利を、橋の上という狭いスペースが相そう殺さいしてくれる！　目の前の敵を片かたっ端ぱしから薙なぎ倒たおすのみ！　長坂モードに入った最強の確変張飛を、止められるかーっ！　ＵＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ！」

　夏侯淵が撃つ必中の矢も、張飛が放つ「闘気」に阻はばまれて空中で粉ふん砕さいされる。

「ちょ？　気合いでバリアを張ってますわよっ？　矢が通りませんわ！　ゲーム世界じゃあるまいし、こんなのインチキですわーっ！　一人で世界観をインフレさせないでくださる？」

「む、無茶苦茶だーっ!?　なんだ、なんだ、いったい？　おかしいではないかーっ！　中身は生身の女子高生なのに……こ、この超ちよう絶ぜつの武は、泰山に顕けん現げんした正史英傑の関公にも匹ひつ敵てきする……！」

「……『長坂橋』の張飛は、文字通り、十倍の強さを発揮するのかも……それとも……それとも、これが……この、水城那波が発する鋼の精神力、兄を敬愛する信念のブレなさこそが……『兄妹きようだい』の絆きずなが運命を決する真世界における、最強の……ならば、司馬懿に戦いを強制させられているわれらは……主君への想おもいこそ同等なれど、戦う信念に迷いが混じっている分、不利……」

「あ、あのう。きょ、許褚さん～。そ、その台詞せりふはたぶん、おらたちにとっての敗北フラグだと～」

　ドンッ！

　まず、「敗北フラグ」という単語を口にした曹仁が蛇矛が巻き起こす雷らい撃げきを喰くらって馬ごと河へと突き落とされた。

「あ～れ～！　やっぱり、やられ役になりましたわ！　河を見るなり逃にげだした于う禁きんを引っ捕とらえて、戦わせてくださいませ！」

「ぐわーっ！　い、今の張飛は百万の兵であろうとも倒せない……まずい、まずい……もっ、孟徳～っ！」

　夏侯淵と夏侯惇も、二人揃そろって蛇矛に薙ぎ払はらわれ、河へと転落。

　それでもなお歴戦の戦国武将・許褚が「……曹操軍の兵士は事実上、無限にいる。必ず、いつか『気』は涸かれる」と踏みとどまって那波に対たい峙じするが、

「おっと。曹操軍の皆みなさん、夏侯惇が戦闘不能になった以上はそろそろ諦あきらめたほうが。この長坂橋で張飛を討ち取るのは無理ですぜ。ここは橋に火を掛かけて、張飛をさっさと河の向こうへ追いやりましょう。で、河へ落ちた将軍たちを救出する作戦に全力だ。さもなくば、曹操軍はこの長坂で全軍大壊かい乱らん。お約束の『赤壁決戦』まで辿り着けませんぜ、へっへ」

　由莉と太一率いる馬車が橋を渡り終えたのを確認して、慌あわてて橋へと駆け登ってきた徐庶が、さっさと長坂橋に火を放っていた。

「ちょっとーっ？　なにするの、徐庶さんっ？　あーもう、これじゃ橋を渡りきるしかないじゃんっ！　もっと暴れておきたかったのにー！」

「落ち着きな。そろそろ頃ころ合あいだ、頃合い。お嬢ちゃんは橋を渡りきり、俺さまは曹操軍を救って曹操陣営側にも貸しひとつ。これでまた生き延びる道を一歩進んだ！　お互たがいウィンウィンだ。早くアニキのもとへ向かいな」

「……そっかあ、そうだね、わかった！　ありがとー！」

　那波が、豚まんまんこと玉追に乗って炎えん上じようをはじめた橋を突っ切っていく。

　由莉たちのもとへと、合流するために。

　その背中を眺ながめながら瓢ひよう簞たん入りの酒をあおっていた徐庶の首筋に、許褚の朱しゆ槍やりの穂ほ先さきがぴたりと添そえられていた。

「……なにをする……そなたは何者……」

「許褚さま。俺っちは正史英傑の生き残り、徐庶でさあ。ここで劉備陣じん営えいに見切りをつけて曹操陣営に寝ね返がえるのが、どうやら俺っちの運命ってやつでね。生き残るためなら、なんでもやる男ですぜ、俺っちは」

「……怪あやしい……宇う喜き多た直なお家いえに、似ている……裏切れば……槍でお尻しりを刺さす」

「その宇喜多ってのは知らねえが、裏切ったりしませんって！　信じてくだせえよお。これでも道士にして正史英傑だ。司馬懿ほど記き憶おくは明めい瞭りようじゃねえが、赤壁の運命を多少は知ってますぜ！」

「……この先の展開は『三国志演義』を読んでたから、だいたい知ってる。戦国武将の嗜たしなみ」

「待ったあああ！　俺っちを軍師として飼っておけば、必ずやお役に立ちますぜ！　赤壁で劉備に勝つだけならば、司馬懿がいりゃあ充じゆう分ぶんだ。でも──あんたらは、曹操孟徳を司馬懿から救いてえんでしょう？　赤壁で八や百お長ちようをやって劉備に負ければ曹操は『用済み』。司馬懿に処理される。だが、ガチで戦って劉備に勝てば司馬懿が世界を破は壊かいする。司馬懿一強のこの状じよう況きようで第三の道を進むのは、ちょっとばかり骨が折れますぜ！」

「……む……その通り」

「だったら、俺っちの出番でさあ。きっと、お役に立ちますぜ。軍師資格を持つ知力を持ち、かつ『正史』の記憶を多少保持している希少な正史英傑ってやつは」

　許褚が「やっぱり、宇喜多直家みたい」と呟つぶやきながら、こくりと頷うなずいていた。

　徐庶元直、曹操軍入り。

（実は「第三の道」なんて、どーすりゃいいのか俺っちには考えつかねーんだけどよ。ま、孔明が出てくりゃなんとかなるだろう。これでまた一歩、生き残る道に近づいた！）

　俺っちが死んだら、おかん不幸になるからなあ。母親より息子が先に死んじゃあ、いけねえのよねえ。俺っちは、おかんに頭があがらねえ親孝行な息子だからよ、と徐庶は内心舌を出しながら笑っていた。

　対する許褚も（宇喜多直家のような男はどこの世界にもいる。でも、このような人物こそが、乱世では鍵かぎを握にぎる）と徐庶が法ほ螺らを吹いていることも織り込み済みである。

　曹操が司馬懿から自由になれば、解放されれば、必ず真世界の滅めつ亡ぼうは食い止められる。

　今や戦局は、華北と江南の激げき突とつ、「赤壁決戦」へと突つき進んでいた。




　　　　※




　漢かん津しん。

　目の前には、長ちよう江こうの支流である「漢かん水すい」が流れている。漢水の畔ほとりの湊みなとだから、漢津か。

　なるほどな──などと、感心している場合ではないっ！

　漢津までようやく逃げてきたのはいいが、一艘そうの船もないっ！　橋も架かかっていない！　このままではこれ以上東には進めん、揚州を怒ど濤とうの勢いで切り取り続けている舞子と合流できん！　そ、それに、この漢水を越こえれば、孔明が眠る隆中から決定的に離はなれてしまうことに……！

「……しかし、遅おそい。那波は。由莉は。みんなは、だいじょうぶなのだろうか？　今、那波は張飛の力を失っている。『演義』での長坂からの脱だつ出しゆつは、趙雲と張飛の二人がかりのリレー無む双そう方式でなんとか成功したのだ。由莉一人では無理筋だ……！　やはり、俺も由莉とともに曹操軍の中に突とつ撃げきするべきだったのでは……し、しまったああああっ！」

「落ち着けや相棒。趙雲子龍は伊達だてじゃない、なんとかならあね。この次の一手だ。どーするかが問題だ。漢水を越えるべきか、隆中へ舞まい戻もどるべきかだ」

「ならば問う。的盧、檀だん渓けい渡わたりを特技とする貴様は、俺を乗せて漢水を渡れるか？」

「……あの……長江の支流とはいえ、本流並みの大河なんですけど……見ての通り、流れの速い海みてーなもんなんですけど……日本から来た封神英傑は『河』と『川』を同じに考えているから困っちまうぜえ。ブルルッ……」

　渡れないのか……すべて手て詰づまりになりつつあると俺が頭を抱かかえていると。

「アニキーっ！　太一たちも全員無事だよ、封ほう神しん台も！　あたしも、張飛の力を取り戻したよっ！　どうする？　どうするの、アニキ？　あたしが道を切り開くから、任せてっ！」

　……な、那波？

　ＪＫの身体からだに戻っている!?　呪のろいが切れたのか？　し、しかし、そのお前が乗っている黒こく王おう号ごうみたいな漆しつ黒こくの巨馬はなんだっ？

「趙雲子龍も生せい還かん。通信回線を繫つなげる余よ裕ゆうもなく、ぎりぎりだったけれど、那波ちゃんが長坂で無双してくれたおかげで九死に一生を得たよ。なんとか約束は果たせた。もっとも、命を救われたのは私のほうだけれどもね」

　由莉！

　お前、槍と剣けんの二刀流だったのか？　いや、そんなことよりも、全身ボロボロになっちまってるじゃないか……！　鎧よろいも兜かぶともひしゃげちまって……！　無茶しやがって……！

「いやーっ！　趙雲の魂たましいの敵中突とつ破ぱに、覚かく醒せい張飛の長坂橋無双！　これだよ。これぞ『三国志』だよ！　すげーもん見ちまったー！　くーっ！　俺も陶謙じゃなくて馬ば超ちように封神されていりゃあなあーっ！　ま、馬超も鳴り物入りで劉備軍へ移い籍せきした後はいつの間にか引退していた残念ＦＡ戦士だけどなーっ！」

「でも、曹操軍はすぐに橋を架かけ直して追ってきますよう。数が多すぎて、ボクの足止めスキルでは焼け石に水ですう！　秀一くん、急ぎましょう！」

「ああ。河へ落とされた夏侯惇と夏侯淵を回収したら、指揮系統復活だ。まもなく漢津に追いついてくる。これからどうする、秀ちゃん？」

「ご主人さま。二手に分かれましょう。敵中へ再び突進して、隆中へ向かう決死隊。そして、孫堅と合流して曹操軍を赤壁で迎むかえ撃うつ本隊。現在、劉備軍は残存兵力わずか数名という壊かい滅めつぶりですが、ここでさらなる無む謀ぼうな二方面作戦を敢かん行こうして見事に散りましょう！　これぞ劉備軍伝統の逆境です！　はあはあはあ」

　馬車を御ぎよしている太一。そして、車しや輌りように乗り込んでいる簡雍お姉さん、孫乾、麋竺。

　これだけか。俺のもとに残された仲間は、もう、これだけ……洛陽から逃げてきた民も、襄陽から加わった民も、置き捨てねばならなかったのか。すまない。怜香が司馬懿のもとにいる限り、難民が悲ひ惨さんな目に遭あうことはないはずだが。

　中原統一に王手をかけて南下中の曹操軍は、総兵力四十万にもなるという。劉表が保有している荊州の水軍も、みな、曹操軍に吸収されてしまっただろう。俺の手て許もとには、たった数名の仲間を乗せる一いつ艘そうの船すらない。孔明を出盧させる道からも、どんどん遠ざかっている。

　孔明に選ばれて劉備玄徳に封神されたはずなのに。

　いまだ、孔明を地上に連れ戻すことができないでいる。

　それどころか、もはやこの漢津からの移動すらままならない。

　迫せまってきた。曹操軍の影かげが、遠くに見える。怜香が編制した軽騎き兵へい隊だ。

「「「もう、追いつかれたああ!?」」」

　俺は、どこまでも無力だ……。

　自ら、妹を救いに行くことすら、できなかった。

　那波と由莉が、俺の左右へと馬を寄せてきて、腕うでを絡からませてきた。地じ獄ごくのような戦場で激げき闘とうを繰くり広げてきて、疲つかれ果てているはずなのに。励はげましてくれるのか……こんなふがいない俺を……。

「もう。らしくないよ、アニキ！　空元気を出しなよー！　あたしはもう、だいじょうぶだからっ！　これからは、燕つばめっ子張飛として、頼たよりないアニキを護る側だから！　ね？　噓うそでもお芝しば居いでもいいから、元気出して？」

「……劉備くん。君は家臣思いだ。ここは、私が救出してきた妹をネックブリーカードロップでぶん投げて『家族なんぞのために、代わりのいない忠臣を失うところだった。おお趙雲！　わが真の仲間よ！』と私を抱だきしめる場面だろう？」

「ちょっと待ってよ由莉ちゃん！　どーしてアニキが妹のあたしをぶん投げるのさーっ！　ここは、兄妹きようだいが再会を果たして熱い抱ほう擁ようを交わす場面に決まってるじゃんっ！」

「でも『演義』のこの場面では、劉備は自分の子供よりも得がたい忠臣の趙雲のほうが大事だーって言って、わが子の阿あ斗とをぶん投げたよ？　ふふふ」

「阿斗とあたしは別じゃんっ！　『妹はすべてに優先される』んだよっ！　だよねー、アニキ？　ま、まさか、妹よりも面めん倒どうなしがらみのない真の仲間のほうが恋こい人びとに相応ふさわしいとか、宗しゆう旨し替がえを……？　信じられないっ！　だったら、蛇矛でその根性を叩たたき直す！」

「……忠犬・趙雲子龍にとっての最大のご褒ほう美びは、真の仲間・劉備のハグなんだよ。ほら劉備くん。ズタボロにされた私を回復させられるのは、君の友情パワーだけさ。それで涸かれ果てた趙雲の『気』は蘇よみがえる」

「友情パワーああああ？　愛情パワー、恋れん愛あいパワーじゃないのおおおお？　だだだダメだってばアニキ！　あたしをぶん投げたら、ブチ切れるからねっ！」

　あ、あのなあ……那波。由莉。アドレナリン過か剰じよう分ぶん泌ぴつ状態、戦場での興奮いまだ冷めやらぬといった感じのようだが、現状を見ろ。目の前に、曹操軍の大軍がまたしても迫ってきている。あと数分で追いつかれる。しかも、背後の漢水には一艘の船すらない！　もはや、逃にげ場ばはないのだぞ？

「逃げ場がないからこそ、選せん択たくを迫っているんでしょっ！　妹と真の仲間、どっちを選ぶのさ？　さあ、どっち？　ちなみに、あたしはアニキのことが、好きだーっ！」

「おっと那波ちゃん。そういう打ちきり最終回のような唐とう突とつな告白はよくないよ。丁てい寧ねいに伏ふく線せんを張っておかなければ。荀じゆん彧いくさんなら、思いきり赤字を入れるところだ。その点、私は例の『二人だけの秘密の記憶』を劉備くんと共有しているから……あの時は『急すぎははしたないな』と保留しておいたけれど、ここで告白されても異存はあるまいね？　ふふふ」

「なにそれ？　秘密の記憶ってなにっ？　アニキ！　すでに兄貴道を捨てて暗黒面に堕おちていたんだねーっ！　許せない！　信じていたのに！　真世界に調和をもたらす、選ばれしアニキだったのに！」

　いがみ合っている。激しくいがみ合っている。ほんとうにこの二人が見事なリレー方式で、曹操軍の将兵が溢あふれる戦場を突破してきたのだろうか。張飛と趙雲の鉄てつ壁ぺきのチームワークはどこへ消えた。

　まさか俺か。俺がいるせいか？　やはり、女の子の友情には野や郎ろうの存在は害悪でしかないのか？　えーい。今すぐ、太一ともども女体化する呪のろいの泉に落ちて、この修しゆ羅ら場ばを美しい百合ゆりの世界に……！

「こらこら。ありもしない百合の桃とう源げん郷きようを幻げん視しして漢水に飛び込もうとするんじゃねえよ、相棒！　ただの水だ、落ちても風か邪ぜを引くだけで呪われたりしねえ！　ブルルッ！」

「おいおい待てよー！　俺まで引っ張り込むな、秀一！　二重の意味で修羅場に陥おちいったからって、錯さく乱らんすんなよー！　馬超に封神される呪いなら、いつだってかかってやるけどよーっ！　あーっ、俺も三分間でいいから三国無双モードに入ってみてえー！」

　い、いかん。那波に仲間たちの前でいきなり告白されてしまって、俺は完全に狼狽うろたえていたらしい。

「……ハア、ハア、ハア……ぜ、全軍、劉備玄徳と封神台を押さえよーっ！　背後は漢水の大河！　前方には、この夏侯惇率いる曹操軍の大軍！　もはや逃のがれることはできんぞ、劉備！」

「関羽戦、趙雲戦、張飛戦の三連発は地獄でしたわ……でも！　三度もわれらの命を奪うばえる機会がありながら奪わないなんて、あなた方、南なん蛮ばん遠えん征せい中の孔明並みに甘いですわよ！　これでチェックメイトですわ！」

「ううう。申し訳ねえですだ、申し訳ねえですだ。これも姉上のためだ～、許してくんろ～」

「ハーハハハハ！　社しや畜ちく改め、曹そう家に仕える家畜将軍・張郃、ここに見参！　劉備くん！　われら一丸となって諸君を助命してやろう、ともに司馬懿に抵てい抗こうする機会を窺うかがうのだ！　さあさあ、降こう伏ふくするのだーっ！」

　来た。曹操軍だ！　夏侯惇も夏侯淵も曹仁も張郃も、みんなすでにズタボロ状態になっているが、怜香や袁紹姉妹しまいを人質に取られているんだ。誰だれもが必死だ。お互たがいに、護まもらねばならないものがある。そして、激闘に次ぐ激闘で全員がアドレナリン全開状態に。

　ここはとても話し合いで収められる場面ではない……！

「アニキ。降伏して夏侯惇たちと手を組めば、司馬懿に勝てる？」

「無理だ、那波。お前たちはよくて幽ゆう閉へい。最悪の場合、処分だ。そして俺は絶対に助からない。封神台を司馬懿がハックして英えい傑けつ召しよう喚かんを不可にした時点で、劉備に封神された俺は『生かしておく必要のない存在』となる──召喚台を乗っ取り俺を殺す。それが司馬懿が孔明を永久に封ふうじるための最後の一手だ」

「そっか……召喚台とアニキを両方押さえられたら終わりなんだもんね。じゃあ、問答無用で戦うしかないねっ！」

「……この趙雲も、まだ回復していないけれど、最後まで戦おう……真の仲間だからね。フッ」

　曹操軍の到とう達たつまで、あとわずか。

　絶体絶命。ついに俺たちの天命も尽つきたかと思われた。

　だが──。

　俺たちにはまだ、最後の「天運」が残されていた。

　漢水に忽こつ然ぜんと現れた大船団。

　その船団は、「劉」と「漢かん」の軍旗を掲かかげていた。

「兄さん！　ななちゃん！　遅おくれて申し訳ありません！　関羽雲うん長ちよう、ただいま参りました！　周しゆう倉そう率いる水すい棲せい亜人の水軍を引き連れて、お迎えに来ました！　お乗りください！」

　先頭を行く旗き艦かんの甲かん板ぱんには、雪乃が立っていた。

「ゆきのんっ？　無事だったんだね！　迷子になっていたんじゃあ……？」

「方向音おん痴ちのお前が、どうしてタイミング良くこの漢津に？」

「私は兄さんたちを探しながら迷子になって迷走を続けていましたが、黄河に落ちた際にこちらの『存在しない正史英えい傑けつ』周倉に助けられたのです。周倉は元黄こう巾きん賊ぞくの水棲亜人で、今は湖こ賊ぞくたちを率いる関羽教団の教祖格にして熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者──『正史』通りに事態が進行すれば、荊州を追われた劉備玄徳は必ず漢津に逃げ込んでくると、周倉が」

　周倉？　存在しない正史英傑？　水棲亜人？

　アニキ。なんだか半魚人みたいな人が、ゆきのんの背後に、と那波が指を差した。

「カパ。カパパパパパ。あっしが、『演義』で有名な関羽さまの一の信者・周倉でさあ！　周倉ってのは、本来の『正史』には登場しない架か空くうの英傑。憧あこがれの関公にお仕えしたい、生死をともにしたいという人々の関公信仰が生みだした『夢』そのものの具現化英傑でさあ。んなもんで、人間の姿で顕けん現げんするのは難しくて、このようなお見苦しい河童かつぱ姿で申し訳ねえでさあ」

　ああっ？　そうだ。関帝廟びようの関公像の左右には──関羽の息子関かん平ぺいとともに、周倉が祀まつられていた！　人々の関羽への祈いのりが生みだした、架空の英傑！　その周倉が、顕現しているというのか？

　仙術道術の類いを使えそうには見えないが……よく、「北斗五丈」が崩ほう壊かいした時に吹ふき飛ばされなかったものだ。いや、実体を持たない架空の英傑だからこそか？

「もっと早く関羽さまと劉備さまを合流させなきゃならなかったんですが、あっしの力も、司馬懿による関帝廟の大量破は壊かいでずいぶん弱まっておりまして。なにしろ、実体がない幻まぼろしの英傑でやんしょ？　関帝廟から送られてくる『気』があっしをかろうじて顕現させてくれているんでさあ。ですが、間に合いましたぜ！　なんとなく関羽さまの運命についてはぼんやりと覚えているんでさあ！」

　九死に一生を得た……！　そうだ。「異世界」にも、関帝廟はある。異世界の関帝廟にまでは、司馬懿の手は及およばない。故ゆえに、周倉は消しよう滅めつを免まぬかれたのだ。

　俺たちは封ほう神しん台を船に積み込み、急いで乗船して漢津を離り脱だつした。

「この亜人だらけの湖賊連中は、全員あっしが導く関羽教団の熱烈な信徒たちでさあ。関羽さまのためなら地獄の果てまでお供いたしやす！　劉備の親分！　どこへなりとも、ご指示を！」

　陸上では夏侯惇が「ああああっ、逃げられたああああっ？　なんだあ、あの水軍はっ？　関羽が無事で孟徳は一安心だろうが、孟徳の立場がいよいよ……」と地じ団だん駄だを踏ふんでいる。

　悪いな、夏侯惇。やはり召喚台を伴ともなっての降伏は無理筋だ。怜香のために必死に戦ってくれてありがとう。しかし、今は司馬懿のもとに降くだるわけにはいかない。許せ。

「……兄さん……！　再会できて、雪乃は嬉うれしいです……！」

　雪乃が感かん極きわまって大泣きしながら、俺に抱だきついてきた。

　単独での千里行が、よほど辛つらかったのだろう。周倉がいなければ、雪乃はきっと助からなかった。それにしても──雪乃も那波も、ほんとうに、強くなったな。兄としては喜ばしい限りだが、（俺がもっと強ければ、二人の妹に戦わせる必要もないのに）という忸じく怩じたる思いもある。

「……兄さん！　ななちゃん！　雪乃は、帰って参りました……！　もう、離はなれません！　ああ、兄さん兄さん兄さん！」

「むぎゅ。ゆ、雪乃。苦しい。息が……那波は今、長坂で興奮して妹道の暗黒面に落ちかけている。実の兄の鼻を胸で塞ふさぐのは……」

「いいよもう。ゆきのんとアニキは実の双ふた子ごの兄妹なんだし。嫉しつ妬としてもしょーがないもんね。アニキと結けつ婚こんする相手はあたしなんだし、寛かん容ようの精神が必要……」

「それはどういうことですか、ななちゃん？　まだどうなるかわかりませんよ？　異世界に帰き還かんしましたら、実の兄妹の結婚を法的に許可してくれる国に亡命しますっ！」

「そんな国ないよ～。それより、どうするのアニキ!?　これで、船団を率いてどこへでも向かえるよ！　隆中へ逆走して孔明を出しゆつ盧ろさせる？　それとも、長江へと出て孫堅に合流する？」

　この時、周倉から「温うん州しゆうみかんでございます」と果物をもらって頰ほお張ばっていた由莉が、

「麋竺の二方面作戦を採用しよう。船が増えて、面子メンツも増えた。今ならば一挙に両方の作戦を実行できる」

　と呟つぶやいた。

「主力部隊は長江を下って舞子と合流する。俺は孔明を求めて隆中へ潜せん入にゆうする。そういうことか、由莉。だが、隆中にはすでに曹操軍が配置されている。成功する目はあるのか？」

「長坂橋で徐庶からもらった、三着の迷めい彩さい服がある。姿を消すことができるステルス戦せん闘とう服だよ。隆中に潜入する必要があるメンバーは、劉備くん、那波ちゃん、雪乃ちゃんの三人だ。『記き憶おく』をうっすらと保持していた徐庶が、孔明を出盧させる最後のチャンスを私たちに与あたえてくれたんだ」

「……雪乃も、兄さんとともに行けるのですね？　でしたら、迷わず参ります！　千里行での疲ひ労ろうとダメージは、兄さんをハグして回復しました！　孔明さえ出盧すれば、司馬懿を抑おさえ込めるはずです、兄さん！　隆中行きを、二人の新しん婚こん旅行といたしましょう！」

「だからあ、アニキとゆきのんは実の兄妹だから……もうあたしが先に告白したんだから、アニキはあたしのものだってば！　吊つり橋ばし効果発動で、アニキも断らなかったもんねっ！」
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「忘れたのですか？　申し訳ありませんが、雪乃は真世界で再会した瞬しゆん間かんに兄さんに求きゆう婚こんしています、ななちゃん」

「あーっ、そうだった!?　ゆきのん、やっぱりおかしいよ！　それでアニキ、返事はっ？　あたしと正式に恋こい人びとになって付き合うつもりはあるの？　イエスかノーか？」

「おやおや、恋人止まりでいいのですか？　結婚を申し込む勇気が足りませんでしたね、ななちゃん。この妹道勝負、雪乃の勝ちですね！」

　ま、まあまあ。お前ら、落ち着け！　今は青春ラブコメしている場合じゃないぞ？

「あっし、周倉がお三方を隆中までお運びしやしょう。カパパパパパ」

「では、私が水軍主力を率いて孫堅軍に合流するよ。徐州組のみんなと一いつ緒しよにね。問題の召喚台も、孫堅軍に渡わたせば一段落だ。やはり、召喚台を巡めぐって『赤壁』で決戦することになるね──孔明がいなければ、司馬懿がついている曹操軍には勝てないな」

　由莉が、メンバーを割り振ふった。隆中には、俺と那波と雪乃、そしてガイド役の周倉。由莉たち残りのメンバーが、召喚台を運びつつ長江へ出て孫堅軍に合流。ただちに曹操軍との決戦準備に入る。

「劉備くん。亜人軍団の中原到達まで、もう日数がない。亜人軍団が押し寄せてくるよりも早く、司馬懿を倒たおして中原を統一するんだ。事態は一刻を争う。私の命を、使い捨てにしてくれ」

「フハハハハ！　この水城秀一に、使い捨ての仲間などいるものか！　互いにまた距きよ離りが離れる。通信回路を繫つなげっぱなしにしておこう。孔明出盧に行き詰づまったら、由莉に知ち恵えを出してもらう。なにしろ那波はナチュラルボーンアホの子だし、雪乃は優等生だが俺が絡からむ時だけアホになるし……『演義』でおなじみの孔明出盧イベントでも、関羽と張飛は孔明に嫉妬して邪じや魔ましかしないからな。頼たのむぞ」

　あたしはそんなおバカなことしないよー！　と那波が吼ほえるが、どうだろう。張飛は、なかなか出てこない孔明の庵いおりに火を付けようとする「運命」の持ち主だからなあ。

「わかった、劉備くん。それじゃあ、お風ふ呂ろに入っている時も君との回線は繫げておくよ、ふふふ」

「それでは兄さん、参りましょう！　いざ、新婚旅行へ！　ええ、いいですよ。ななちゃんも由莉ちゃんも側室として認めてあげますよ。なにしろ、兄さんとＤＮＡを共有している女の子は世界にこの雪乃ただ一人ですから！　ここは正妻イコール実じつ妹まいとしての余よ裕ゆうを見せねばなりませんね！　さあさあ、二人で抱だき合いながら舳へ先さきに立ちましょう、兄さん！　『俺こそは真世界の王だーっ』と叫さけんでください！」

　……雪乃のほうが心配になってきたかもしれない。孤こ独どくな千里行で苦労したせいか、いよいよ心のストッパーを失っているような……？

「カパパパパパ！　関羽さま、この周倉と湖賊たちがあなたの恋こい路じを応おう援えんしておりますでさあ！　もっとでさあ、もっとアタックするでさあ！　若者の恋は押しの一手！　カパパパパパ！」

　こいつか。こいつらのせいか。まあいい。雪乃の命を救ってくれた面々だ。

　行くぞ、隆中へ──！

　孔明。あと少しだ。待っていろ。いよいよ「三国志」のクライマックスだ、「三さん顧この礼れい」だ。頼むから、駄だ々だをこねるんじゃないぞ……！








第二部













第一回　三さん顧この礼









　さすがは両生類系亜あ人じん。周しゆう倉そうの野や郎ろう、なかなか重宝するではないか。

　曹そう操そう軍は、襄じよう陽ようと江こう陵りようを押さえるので手て一いつ杯ぱいだったのだろう。隆りゆう中ちゆうの警備が比ひ較かく的てき手て薄うすだったことも幸いしたが、ともかく潜入困難と思われた隆中へ、水路を用いて接近できた。ただし隆中村は河を離れた山中にある秘境なので、途と中ちゆうからは船を下りて迷彩服を着込み、那な波なみ、雪ゆき乃のとともに三人で山を登った──。

「曹操軍の連中は、孔こう明めいの祠ほこらまで辿たどり着けていませんでさあ。孔明が施ほどこした石せき陣じんによる結界が張られておりますのでね、カパパパパ。山中、石陣と霧きりが邪魔をして方向感覚を狂くるわせ、侵しん入にゆう者しやを遭そう難なんさせちまうって寸法だ。あっしの指示した通りに進みなせえ」

　周倉は俺たち三兄妹を下船させる際、「奇き門もん遁とん甲こう八陣の抜ぬけ方」なる竹簡まで手て渡わたしてくれた。なにからなにまで役に立つ河童だな。

「並の人間や亜人じゃあ、隆中の孔明の祠までは辿り着けねえ。孔明にとっても最後の『祠』だ、琅ろう邪やのようなわけにはいきやせんぜ。が、あっしは『消し飛ばされた世界』で何度も何度も関かん羽うさまのお供をしたので、攻こう略りやくルートを覚えているんでさあ。荊けい州しゆう平定の大仕事を終えたら、司し馬ば懿い自身が乗り込んでくるかもしれませんぜ。あいつならば孔明の結界を突とつ破ぱできやすぜ。お急ぎあれ」

　そうか。そうだな。隆中は、荊州の州都・襄陽から近い。もう時間がない。




　……

　……

　……

　何度も孔明の罠わなに引っかかりながらも周倉の攻略ルート竹簡を頼たよりにやっと潜入した隆中は実に草深く、俺たちにとってはあまりにも「異界」感に溢あふれている桃とう源げん郷きようだった。

　天上には巨きよ石せきが立ち並び、足下には清流が流れ、山頂には屋や敷しきとも祠ともつかない幻げん想そう的な「孔明の祠」が建っている。

　完全に山と一体化している祠の「門」は、長い長い石階段を登りきった先にあって、あの「泰たい山ざん」を彷ほう彿ふつとさせる構造だった。いや、逆か。孔明自身が泰山システムを構築したのだ。

　それにしても現実の光景とは思えない。あたかも、山水画に描えがかれたかのような。そのあたりに虎とらがいそうで、那波も雪乃も怖こわがって俺の腕うでを取って離れない。えーい。お前らは虎より強いではないか。

「むむむ。ここはまるで神しん仙せんの世界ですね、兄さん。妖よう怪かいが住み着いていそうです」

　雪乃。お前もカプセル怪かい獣じゆうみたいな妖怪の周倉を家来にしているではないか。

「絶対に怪あやしいよ！　孔明って九きゆう尾びの狐きつねかなにかじゃないの～？」

　案ずるな那波。孔明の尻尾しつぽは一本だったぞ。九尾の妲だつ己きではない。俺はすでに会ったことがあるからな。狐耳も狐尻尾も、任意に引っ込められるらしいし。

「ねえ、アニキ？　孔明には、三度訪問しないと会えないんじゃなかった？　時間あるのかなあ？」

「実体相手ではないが、すでに俺は孔明本人に二度会っている。あと、ちび孔明というか、孔明の分身とでも言うべき孔明憑ひよう依い型彭ほう侯こうともな。彭侯はカウント外だが、あと一度本人に会えば『三顧の礼』は成立するのだ。フハハハハ！」

「えー、そうだっけ？　いつ会ったのさー!?　あ、あ、怪しい……そう思わない、ゆきのん？」

「はい、なんだか怪しいです、ななちゃん！　兄さん？　雪乃はなんとなく悪い予感がするのですが！　俺と孔明とは『君臣水魚の交わり』なのだーフハハとか言って、私たち姉妹しまいを捨ててこれからは孔明と閨ねやをともにすることになるのではないでしょうね？」

「えーっ？　そんなのダメだよ、アニキー！　長年ともに暮らしてきた妹と、ポッと出の引きこもり娘むすめのどっちを取るのさ？　当然、妹だよね？　『妹はすべてに優先する』んだよね？　裏切ったら暴れてやる、暴れてやるう！」

「待て。待て待て。落ち着け那波。雪乃、お前まで嫉しつ妬としてどーする。曹操軍に連戦連敗の『常敗将軍』劉りゆう備びが真世界を統一するには孔明の補ほ佐さが不可欠なんだ、お前たちもわかってるだろう？　祠の中には、『演義』同様に俺一人で入る。すぐに孔明を連れて出てくるから、邪魔するなよ？　頼むから大人しくしていてくれ。孔明は毒舌だが繊せん細さいで臆おく病びようなんだ」

「「うう～！　嫉妬じゃない、これだけははっきりしている！」」

　嫉妬だな。

　悪いが那波と雪乃には、門の前で待っていてもらおう。「三顧の礼」イベントの影えい響きようを受けて二人が暴れはじめたら台無しになりそうだ。

「必ず戻もどる。それまで那波を押さえていてくれ、雪乃」

「はい、兄さん！　そこまで雪乃を信用していただけるなんて。えへ、えへへへ……」

「ちょっとーっ！　あたしをなんだと思ってるのよーっ！　ほんものの張ちよう飛ひみたいに暴れたりしないってばーっ！　嫉妬じゃない、これだけははっきりしているのっ！」

「……横よこ浜はまに帰ったら豚ぶたまん一年分タダで食わせてやるからさ。頼むぜ、ほんとう」

「豚まんに釣つられるかーっ！　バカアニキッ！　三年分で手を打とう！」

　うーむ。隆中に入ってから、那波の焼やき餅もち度とおバカ度がアップしている。やはり張飛に封ほう神しんされているから、隆中が持つ土地の力に影響を受けているのだろうか。




　──俺は一人で巨きよ大だいな門を潜くぐり、霧に覆おおわれた道を進むと、六角形の「祠」の扉とびらを押し開けていた。

　祠の内部は、漆しつ黒こくの闇やみ。

　なにも見えない。

　まるで、死の世界だ。

　そうか。ここは。この祠は。

　孔明が眠ねむっている「臨死の世界」に繫がっているのだ──。

　本来ならば決して人間が到とう達たつできない、地の底に。

（空間がねじ曲がっているのか。ならば孔明は）

　いる。

　確実に、この「臨死の世界」に、眠っている。

「孔明。やっと隆中に辿り着いたぞ。司馬懿が人質を取って怜れい香かを屈くつ服ぷくさせ、曹操軍を率いている！　亜人も中ちゆう原げんへ迫せまっている。もう時間がない。すぐに出しゆつ盧ろしてくれ！　こうして『三顧の礼』を果たしたんだ、頼むぜ！」

　孔明に呼びかける。

　不思議だ。

　どうして孔明は、まるで無力な俺を「二代目劉備玄げん徳とく」に選んでくれたのだろう。

　……

　……

　……

　闇の中。うっすらと、見えてきた。

　目が闇に慣れてきた。

　白装束に身を包んだ孔明は、そこにいる。

　手を伸のばせば触ふれられる距きよ離りに。

　しかし、孔明は目を閉じて座ったまま、動かない。

　魂たましいが抜けてしまっているかのように──五感を遮しや断だんしてしまっているかのように。

「孔明。恐おそれるな。俺だよ。秀しゆう一いちだよ。約束を果たすために、迎むかえに来たんだ。司馬懿との決着の時が来たんだ。頼たのむから目を開いてくれ。耳を塞ふさがないでくれ。もしかして、俺の力がほんものの劉備に及およばなかったから、失望しているのか？」

　違ちがう。俺を無視しているのではない。

　孔明の「身体からだ」は、ずっと眠っているのだ。

　おそらく、「北ほく斗と五ご丈じよう」が破は綻たんし、初代劉備玄徳の魂を贄にえに「封神英傑システム」を構築した直後から、孔明はこの「臨死の世界」でずっと眠っている。

　それほどに、孔明は深く傷ついていた。一いつ瞬しゆんたりとも「目覚めて」はいられないほどに。

　俺に話しかけてきた実体なき孔明も、彭侯に取り憑ついた孔明の「深層意識」も、すべては眠り続けている孔明の精神の断片だったということか。孔明が俺の前に自らの意志で顕けん現げんできる回数に制限があり、自らの力で「三さん顧この礼れい」を果たせなかったのは、本体が眠ってしまっていたからなのか。

　どうすれば、孔明を目覚めさせられる？

　いくら言葉を囁ささやいても、訴うつたえても、孔明の耳に届くことはないのだ。

　孔明の身体に触れても、触しよつ覚かくも遮断されているから、伝わらない。

　現在の情勢を説くこともできない。俺の「妹を護まもりたい」という感情を伝えることも。

　……

　……

　……

　そうか。

　俺には琅邪で彭侯孔明から授けられた、劉備玄徳のユニークスキル「写心眼」がある！

　俺自身の「気」の消費量も半はん端ぱない上に、入り込んだ相手の「記き憶おく」の世界で俺が死んだらほんものの俺自身も死んでしまうという危険なスキルだし、そもそも他人の心の奥底に土足で踏ふみ込むような行こう為いだから、決して親しい相手には用いるまい、と封ふう印いんしていたのだが──。

　孔明は、この隆中で俺が「三顧の礼」を果たすために。俺との約束を守るために。

　目覚められない深い眠りに落ちている自分自身を、目覚めさせるために。

　他ならぬこの「俺」に、「写心眼」の力を与あたえてくれたのだ──！

「俺」ならば、必ずできる、「孔明の記憶の世界」に恐れずに踏み込み、自分を現実の世界に連れ戻してくれる、そう信じてくれていたのだ。

　俺は無知で無む謀ぼうでバカな男子高校生だが、仲間や家族との「情」においてだけは、初代劉備玄徳に匹ひつ敵てきする男だと、孔明は俺を信しん頼らいしてくれていたのだ。

　だから、俺を劉備玄徳に封神し、そして「写心眼」まで与えてくれた。

　ならば、行くしかあるまいな。

「フハハハハ！　孔明よ、もはや逃のがれることはできんぞ！　この水みず城き秀一がついに『三顧の礼』の約束を果たす時が来たのだ！　耐たえてみせよう、どれほどの記憶を目の前で見せ続けられようとも……！　孔明。お前は、『北斗五丈』を用いて世界を何周した？　そのすべてを俺に見せろ！　いや、俺もお前とともに、永遠に終わらないお前の人生を生きよう！　初代劉備玄徳の魂が太極の彼方かなたに消え去ろうとも、お前は一人じゃない。常に、俺がいる──！　この、二代目劉備玄徳がな！」

　俺の「正気」が保たれるかどうか、不安もあった。

　いったい何周、孔明は失敗を繰くり返したのか。

　だが！

　この水城秀一ならば、耐えきってみせる！

　那波。雪乃。舞まい子こ。何度も「妹」たちを目の前で喪うしなった。そのたびに俺は「北斗五丈」の力を発動させ、耐え忍しのんできた。もしも「北斗五丈」の呪のろいを共有してくれる真の仲間・由ゆう莉りと出会わなければ途と中ちゆうで心が折れていただろうが、ともかく俺はこれまで「北斗五丈」に耐えてきた！

　俺には、絶対に覆くつがえしたい過去がある。絶対に償つぐないたい失敗がある。絶対に赦ゆるされたい負い目がある。それは、俺自身の挫ざ折せつではなく。自分自身の内面世界だけでは、決して解決できないものだから──孔明。お前も、そうなのだな。

　だったら。俺がなってやる。お前の、真の仲間に。お前の過去、お前の失敗、お前の罪悪感のすべてを、俺によこせ。俺が、ともに背負ってやる。お前のすべてを。

「行くぞ！　孔明。お前の世界へ──発動せよ、『写心眼』！」




　……

　……

　……

　何十年。いや、何百年。あるいは何千年。

　諸しよ葛かつ亮りよう孔明と初代劉備玄徳の「記憶」を、二人が運命を覆すべく「北斗五丈」を繰り返し続けてきた「無限の旅路」を、俺は「見た」。

　その場に存在しない幽ゆう霊れいのような傍ぼう観かん者としてではなく、「劉備玄徳」と一体化し、初代劉備玄徳の目で、耳で、すべてを「体験した」。

　劉備玄徳と出会う以前の「はじめの孔明の記憶」は、「第三者視点」から見る他はなかったが、劉備が最初の「三顧の礼」を行って孔明と初対面を果たした直後からは、俺の意識は初代劉備玄徳と融ゆう合ごうしていたのだ。

　劉備と出会う以前の孔明は、「人間」として扱あつかわれたことがなかった。

　代々、時折「人ならざるモノ」に先祖帰りした「特異な子供」を輩はい出しゆつする諸葛一族。

　一族の祖先は寒い寒い北の彼方から「人間」の文明を求めて中原へと入り、地方を流る浪ろうし、徐じよ州しゆうの琅邪に行き着き定住した。一族に「亜人」の血が混じっていることは、そのモンゴロイド離ばなれした外見から容易に看破できる。無数の道士、仙せん人にん、術士を輩出する神秘の地・琅邪にしか、一族は定住できなかったと言っていい。

　諸葛一族のもとで孔明は、その「人ならざるモノ」として生まれた。

　通常の「人間」として生きる道は、狐きつね耳みみを持って生まれてきた孔明にははじめからなかった。

　幼い頃ころ、姉の諸葛瑾きんたちと引き離はなされ、泰山で道士としての厳しく孤こ独どくな修行を積まされた。後に若くして隆中に引きこもり晴耕雨読の暮らしに入ったのも、孔明が幼少時にすでに「隠いん遁とん生活」を強しいられていたからだろう。もっとも幸福であるべき幼年期、孔明は「師し匠しよう」以外の人間と接せつ触しよくすることはほとんどなかった。

　そして、戦乱。

　全国を混乱させ中原を荒こう廃はいさせた黄こう巾きんの乱。

　董とう卓たくの専横、そして洛らく陽ようの大炎えん上じよう。漢かん王朝の事実上の滅めつ亡ぼう。

　父親を徐州の陶とう謙けんに殺されて激げき怒どした「正史英えい傑けつ」曹操率いる青せい州しゆう兵による、徐州大虐ぎやく殺さつ行軍。

　泰山も、到とう底てい無事ではなくなった。

　叔お父じとともに疎そ開かいした先の荊州で、その叔父もまた戦乱に巻き込まれて討うち死に。

　よりどころを失った諸葛一族は、全土へと離り散さんしていった。曹操に仕える者もいれば、姉の諸葛瑾のように孫そん呉ごに仕える者もいた。先がわからない乱世だ。あらゆる陣じん営えいに仕えねば、一族が全滅する危機だったのだ。

　そんな乱世にあって孔明は、隆中に籠こもって「外界」との接触を断った。

　目をつむり、耳を塞ぎ、晴耕雨読の生活に埋まい没ぼつして静かに死んでいこうと望んでいた。

　孔明は、自らの道士としての桁けた外はずれの「力」を恐れていたのだ。天下を望む権力者・独裁者が自分を奴ど隷れいのように使役して使い捨てにする未来を予見し、人間の世界から逃とう避ひし続けていたのだ。

　しかし。

　その孔明を、はじめて「人間」として遇ぐうしてくれる者が、隆中を三度訪れた。

　その「運命の主君」こそが、曹操に負け続け、中原を追われ、荊州に逼ひつ塞そくしているうちにすでに初老となっていた敗残の将軍・初代劉備玄徳だった。

　俺自身の意識は、孔明と劉備が出会ったその瞬しゆん間かんから、劉備と一体化した。

　どれほど孔明が劉備との出会いに衝しよう撃げきを受け、そして自分が「人間」として認められたこと、ほんとうに劉備に「仲間」として必要とされていることを喜んだのか、ありありとわかった。

　劉備が「俺はこの通りまるで無力だ。関羽、張飛、趙ちよう雲うんという一いつ騎き当とう千せんの豪ごう傑けつたちを弟分としていながら、曹操に敵かなわない。荀じゆん彧いくや郭かく嘉かを超こえる軍師が、俺には必要なんだ。それはあなただ。どうか、ともに漢王朝の復興のために戦っていただきたい。無数の民が苦しみ続ける乱世を終わらせてほしい」と切々と訴えるごとに、孔明の狐耳が、ぴょこん、と跳はねる。孔明の感情が激しく揺ゆれている証しよう拠こだ。

　この最初の「三顧の礼」の時点で、劉備と孔明とには、親と子以上の年ねん齢れい差があった。

　孔明は、劉備を表向きは「主君」としながらも、心の中では「父親」だと思い定めたのだろう。

「無む駄だだ、劉りゆう将軍。天下は、すでに中原を押さえた曹操のものに。漢王朝とて永遠に続くものではない。天命はもはや曹操に。私とて、定められた天命は変えられない。諦あきらめることだ」

　孔明得意の毒舌だ。半ばは本心ではない。が、半ばは真実だ。どうやってももう、劉備が曹操を破る「逆転」は無理なのだ。天下の三分の二を曹操はすでに支配している。劉備は放ほう浪ろうの武将。孔明をもってしても、手て遅おくれなのだ。

「将軍。われらは出会うのが遅おそかった。私が隆中に籠こもっていなければ」

「曹操が徐州でどのような行為を働いたか、ご存じのはず。曹操は超ちよう世せの英傑だが、惜おしいことに乱世の奸かん雄ゆう。天下人の器ではない。故ゆえに、曹操が天下を握にぎり漢王朝を簒さん奪だつすれば、この国は何百年もの乱世に陥おちいる。あなたにはそこまでわかっているはずだ、孔明」

「その通りだ、劉将軍。徐州でわが諸葛一族も塗と炭たんの苦しみを味わい、一族は全国各地へと離散した。曹操は当代一の天才だが、宦かん官がんの孫であるという己おのれの出自に拭ぬぐえない負い目がある。故に、名門の袁えん紹しよう一族を万ばん里りの長ちよう城じようの彼方まで追って執しゆう念ねん深く滅ほろぼし、漢王朝の簒奪を当初より目もく論ろみ、宦官を蔑べつ視しする儒じゆ教きようを嫌きらい抜ぬき、異民族を次々と中原へ移住させている。いずれ孔こう子しの子孫も誅ちゆう殺さつするだろう。漢王朝も滅ぼす。さらに曹操は異民族と漢民族を融合させて、『漢民族』というものを地上から消し去るつもりだろう。その結果、この国が今まで味わったことがない天下大乱となっても──『血』の呪のろいを、どうあっても薙なぎ払はらうつもりだ。どれほどの民草の血が中原に流れようとも」

「そこまで理解しているのなら」

「私もこの通り、尋じん常じような人間ではない者。はじめから、あやかしとして扱われてきた者。故に、曹操の心境はよくわかる。人間とあやかし、人間と宦官の区別などをすべて一いつ掃そうしてしまうには、この国を崩ほう壊かいさせて乱世にしてしまえばいい。逆に言えば、この国が平和であればあるだけ、身分も差別もなくならない。かえって固定され続けるのだ、劉将軍」

「……出自の負い目など。血の呪いなど。確かに、社会を改革せねば解決できない。だが、最終的には己自身が克こく服ふくするしかないことだ、孔明！　一個人として宦官を蔑視する社会と戦うのならばいい。しかし仮にも天下万民を己の負い目に巻き込んで長年にわたる塗炭の苦しみを押しつけようなど、天下人のやることではない！　俺が決して曹操に降こう伏ふくしないのは、曹操が己と天下とを同一視しているからだ……！　俺の戦いは漢王朝のための戦いではない。天下万民のための戦いなんだ！」

　国を粉々に壊こわさずとも、無数の民の血を流さずとも、社会は変えられる。人間の心の半分はドス黒い悪だ、救いがたい利己的な欲よく望ぼうの闇やみだ。しかし人間の心の残り半分の善性を俺は信じている。筵むしろ売りの倅せがれの俺がこう言っているのだ、孔明！

　劉備玄徳の叫さけびが、かたくなに閉じていた孔明の心をついに突つき動かした。

「……その天下万民に、私のような亜人とも人間とも知れないあやかしのモノも含ふくまれるのか、劉将軍」

「そうだ。この劉備玄徳のもとでは、人間も亜人もなにもない、孔明。みな、俺の仲間だ」

「私が天文を見るに、劉将軍は曹操には勝てない。それどころか、私を軍師として迎むかえることでかえって事態は悪化する。死よりも辛つらい運命が待っている。天命に逆らうとは、そういうことだ。それでも私のような魔ま性しようの者を抱かかえ込んで法ほ螺らを吹ふき続けるか、劉将軍」

「孔明が魔性の者などではないことは、もうわかっている──俺を『器』として用いろ、孔明。俺を、お前の居場所にしろ。お前の理想郷を、お前自身が人間として生きられる世界を作るために、俺をすり切れるまで使い切れ。俺は、最後まで絶対にお前を裏切らない。こうして語り合って、確信した。俺たちが見ている夢は、同じものだ！」

「ならば私と契けい約やくするか。私に魂たましいを売り渡わたすか、劉将軍。死してなお、私は劉将軍の魂を手放さずに利用し続ける。私は魂を操る魔ま女じよだからな。それでも──」

「それでもだ、孔明。俺もお前も、逼塞して生しよう涯がいを無駄にしようとしている。『誰だれにも必要とされず、誰とも絆きずなを結べず、誰をも愛せない』。そんな生き方をするくらいならば、俺は無限の地じ獄ごくにだって堕おちるさ。俺がなによりも恐おそれているものは、死ではなく、孤独だ。だから、俺は関羽と張飛とともに義兄弟の契ちぎりを結び、旗はた揚あげした。お前という魔女に憑つかれるのならば、望むところだ──頼たのむ、孔明。どうか真世界を救っていただきたい。自分とともに、戦っていただきたい……！」

「ならば契約しよう、劉備玄徳。この私を軍師として使え。対価は、お前の魂だ──」

　……

　……

　……

　孔明には、おそらく「未来」が見えていた。

「天下三分の計」を立てて、曹操と孫呉とを赤せき壁へきで戦わせ、両者を疲ひ弊へいさせる。その隙すきに劉備に荊州と益えき州しゆうを奪うばわせ、曹操の魏ぎ・孫そん権けんの呉ご・劉備の蜀しよくという三すくみの勢力関係を築きあげ、「三国鼎てい立りつ」状態に持ち込む。

　蜀を手に入れた劉備はついに、漢中攻こう防ぼう戦せんで曹操を撃げき破はした。そして孔明の勧すすめで「漢中王」となった。後は、劉備自身が長ちよう安あんを奪だつ回かいし、同時に荊州を守る関羽が中原に打って出て曹操を北の果てに駆く逐ちくし、漢王朝を復興させるのみだった。

　ここまでは孔明の計算通りだった。

　だが、荊州から軍を率いて攻せめ上り、曹操軍を次々と撃破していた義将・関羽が、まさかの孫権の裏切りによって首を討うたれた。

　曹操は「関羽に勝てるはずがない」と都を捨てて北へ逃にげようとしていたのだが、曹操に仕官していたあの「司馬懿」が、「荊州を欲しがっている孫権に背後から関羽を討たせればよいのかな♥」と献けん策さくし、孫権はこの司馬懿の策に乗ってがら空きになっていた荊州を盗ぬすみ取った。

　関羽の死によって、「情の人」だった劉備は度を失った。若い頃からともに義兄弟として戦場を駆かけてきた関羽が騙だまし討ちによって殺されたことに、耐たえられなかったのだ。

　その上、生涯の好敵手だった曹操も、関羽の葬そう儀ぎを執とり行った直後に死んでいる。

　巨きよ大だいすぎる喪そう失しつ感かんを埋うめるために劉備は、「もう魏も天下もどうでもいい」と関羽の仇かたき・孫権を殺すべく蜀の全軍を率いて荊州へ攻め込んだ。あの趙雲が「われらの敵は呉ではなく、漢王朝から帝てい位いを簒奪した魏です」と止めても聞かなかった。そしてその結果、もう一人の義弟・張飛も暗殺され、劉備率いる蜀軍は呉軍の火計によって全滅した。

　孔明は、天下三分の計を捨てた劉備を止めなかった。劉備とは、実の親子よりも親しく、近しい。止めても止められる人ではない、とわかっていたのだ。どれほど理り屈くつを説いても、「情の人」劉備を激げき昂こうさせるだけだ、と。

　もしかしたら、劉備が発する「怒いかりと哀かなしみ」の力が蜀全軍の将兵を揺り動かして、呉に勝てるかもしれない。

　そのわずかな可能性に、孔明は賭かけた。

　だが、結果は孔明が天文から読んでいた天命通りとなった──。




　すべてに挫ざ折せつした劉備は、余命いくばくもない病にかかり、白はく帝てい城で孔明にすべてを託たくした。

　病びよう床しよう。

　病み衰おとろえた劉備の手を握りながら、孔明は泣いていた。毒舌で人ひと嫌ぎらいという仮面を捨てて、号泣していた。驚おどろくべきことに、孔明の容姿は「三さん顧この礼れい」の頃ころとまるで変わっていない。年齢など、孔明にはあってないようなものだったのだ。まさしく、あやかしのモノだった。

　だが、劉備はそんな孔明を自分の息子よりも信しん頼らいしていた。

「……やはり天命には勝てなかったな、すまなかった。俺の子が不出来なら、孔明、お前が蜀しよく漢かんの天子となってこの国を救え。俺たちの理想の世界を実現させてくれ。血筋も身分もない世界を、お前が──」

　孔明は、顔を上げることができないでいる。

「臣、敢あえて股こ肱こうの力を竭つくし、忠ちゆう貞ていの節を效いたし、之これに継つぐに死を以もつてせざらんや……私は臣として、犬馬の如ごとく働くのみです」

「……その先の未来も見えているのだろう、孔明？」

「……はい。私は北ほく伐ばつを繰くり返すも司馬懿に勝てず、五ご丈じよう原げんの陣じん中ちゆうで死にます……漢王朝の復興は……夢に、終わります。司馬一族が曹そう家から奪い取った天下は麻あさの如く乱れ、五ご胡こ十じゆう六ろつ国こくが生まれては消えるという長い長い乱世が続きます……暗黒時代が到とう来らいします。それが、隆中で天文から読み取った、私の。そして陛下の」

「陛下はよせ、孔明。それに、隆中で出会った時の契約を忘れたか？　犬馬の如く働く役は、お前じゃない。俺だ。俺はまもなく死ぬ。五丈原でお前がお前自身の天命を覆くつがえせなかったら、その時は俺の魂を使え、孔明。できるのだろう？」

「……それは……陛下を……あなたを、無限の苦しみに陥おとしいれることに……臣には、できません」

「いいんだ。お前のようなよくできた娘むすめを持てて、俺は幸福だった。劉姓せい以外になんの取り柄えもない筵売りの小こ僧ぞうが、最後は蜀漢の皇こう帝ていだぞ……？　天下三分の計を捨てて関羽の復ふく讐しゆう戦をやるだなんて俺の馬ば鹿かな我が儘ままを聞いてくれて、ほんとうにありがとう……いいか。これが、俺の最さい期ごの望みだ。お前の好きに生きろ、孔明。そのためなら、俺はなんだってやるさ……」

「……陛下……！」




　俺の視点が、再び劉備玄徳の身体からだから離はなれて、空中へ飛んでいた。

　一天万乗の天子。蜀漢皇帝・劉備玄徳が、白帝城に死んだのだ。

「……私は、なにもなし得なかった……あなたを、これほどに苦しめて……なにもできず……ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　孔明が、劉備の遺い骸がいに取りすがって泣き続ける。

　声をかけたい。俺がここにいる。孔明。お前は一人じゃない。

　なのに、伝わらない。なぜだ。「写心眼」の力を用いて、俺は孔明の夢の世界に顕けん現げんできるはずなのに。

　まだか。まだ「その時」ではないのか。




　孔明の「記き憶おく」は、長い。あまりにも長い。

　劉備の死後、蜀漢の丞じよう相しようとして「漢王朝復興」の夢を一身に背負った孔明は、他人を寄せ付けない孤こ独どくな「あやかしのモノ」に戻もどっていた。

　何度目かの北伐。

　五丈原の陣中で、外見容姿はまったく老いていないにもかかわらず自らの「天命」が尽つきたことを天文から知った孔明自身が、ついに「北斗五丈」の儀ぎ式しきを開始した。

　陣中に無数の蠟ろう燭そくを立てて、天上の北ほく斗と七しち星せいに祈き禱とうを捧ささげる儀式だった。

（「北斗五丈」は初代劉備玄徳の魂を贄にえに、時間を巻き戻す力だったはずが……？）

　もう劉備はすでに死んでいる。どうするのだ、孔明？

「……姿は見えないが、誰かの気配を感じる。魏ぎ延えんでも姜きよう維いでもないな。秘中の秘を教えてやろう。この『北斗五丈』を何度も繰り返すためには、『器』となる契約者の魂が必要だ。しかし、『最初の発動』に必要なものは、『契約者』ではない。最初の一度だけは、術者自身の命が、対価となる──時間を操作しようというのだ、当然の対価だ。わかるな？」

　孔明。

　俺の「視線」を感じ取っていたのか？

　まさか。

　やめろ！　その先は……永遠に輪りん廻ねが終わらない無限地獄だ！　ここで人間・諸葛亮として死ななければ！　お前は……魔女になるんだぞ！

「私には、軍を率いる将軍としての才覚はない。そもそもすべては、関羽が孫権に討たれた時点で終わっていたのだ。司馬懿に勝つためには、『北斗五丈』しかない。わが主あるじ・劉備玄徳の無念を晴らし、天命を覆すまでは、決して諦あきらめない。私は、魔女だからな」

　孔明が、「劉将軍。陛下。これで、もういちど会えます」と微笑ほほえみながら、自らの白い喉のどに刃やいばを当てて──。

　そして。




　時間は、巻き戻った。




「俺はこの通りまるで無力だ。関羽、張飛、趙雲という一いつ騎き当とう千せんの豪ごう傑けつたちを弟分としていながら、曹操に敵かなわない。荀彧や郭嘉を超こえる軍師が、俺には必要なんだ。それはあなただ。どうか、ともに漢王朝の復興のために戦っていただきたい。無数の民が苦しみ続ける乱世を終わらせてほしい」




　隆中。孔明の庵いおり。劉備玄徳。

　孔明は、目に涙なみだを浮うかべて微笑んでいた。彼女は、一周目の「記憶」を保持しているのだ。

「天命によって劉将軍の志が遂とげられないこと、この孔明はすでに天文を読んで未来を透とう視し済みです。漢王朝は滅めつ亡ぼうし、二度と復興なりません。千万の民は、これより数百年も続く乱世に放り込まれ塗と炭たんの苦しみを味わい続け、そしてあなたは非ひ業ごうの死を遂げられます」

「俺自身の死はいい。しかし、漢王朝の復興がならず、天下大乱が続くなど……俺には、とても認められない。孔明。あなたを軍師として迎むかえてなお、俺は敗れるというのか」

「劉将軍。あなたは情の人、義の人。義兄弟の関羽と張飛、いずれかが欠ければあなたも滅ほろびる運命です。劉備玄徳、関羽雲うん長ちよう、張飛益えき徳とくは三人で一人なのですから」

「弟が道半ばで倒たおれると？　やはり、酒乱気味の張飛が……？」

「いえ。『義絶』関羽どのです。荊州の兵を率い中原目指して進軍し、曹操の首まであと一歩というところで、関羽雲長は同盟していた孫権に裏切られ殺されます──人々はみな関羽どのの死を惜おしみ、彼は後世『神』となりますが、あなたは天下をかなぐり捨てて『情』を取って、そしてすべてが瓦が解かいします」

「……関羽が……？　そんな馬鹿な？　あいつは、誰だれよりも強い！　呂りよ布ふよりもだ！　その上、曹操からも羨せん望ぼうされる義将の中の義将！　まさか。どうして、そんなことに？　しかも、あれほどの男が味方に裏切られて討うたれるとは……？」

「まさしく、天命としか言いようがありません。天が、この国の人々が、後世『武神』となる贄を欲ほつしたとしか言いようがありません。故ゆえに私をもってしても、容易には避さけられません」

　劉備玄徳は「それがほんとうなら、俺は正気を保てなくなるだろう。俺の情が、仇あだとなり災わざわいとなるのか。父を殺された曹操が徐州に侵しん攻こうしたのと同じ失敗を、俺もまた。それでは、俺はなんのために曹操と戦っているのか」と歯がみしていた。

　人間とは「情」のある生き物です、曹操も劉将軍も人間だからこそ「情」に惑まどうのです、それを捨ててはあなたはあなたではなくなります、と孔明が声を震ふるわせながら告げる。万感の思いを込めて。そして、劉備の魂たましいを魔ま道どうに落としてしまう罪の深さに、怯おびえながら。

「孔明。俺にできることがあれば、なんでもやる。弟を天命から護まもってくれ。そして、俺に間ま違ちがった道を歩ませぬよう、俺を軍師として導いてくれ──！」

「『北斗五丈』という魔ま術じゆつがあります」




　劉備玄徳が即そく座ざに「北斗五丈」の「器」となることを選んだのは、言うまでもない。




　そこから先は、悲劇の連続だった。終わらない悪夢。時間の感覚を俺は喪そう失しつしていった。

　劉備玄徳と孔明が何度繰り返しても、天命は覆らなかった。

　いったいどれだけ、劉備玄徳の死に立ち会っただろう。

　孔明の精神は、無限の輪廻の中で次第に疲ひ弊へいしていった。

　俺の精神が崩ほう壊かいしなかったのは、ただひとえに、孔明に「一言」でいいから「俺がついている」と声をかけたかったから、それだけだ。

　それは、もう何度目の「五丈原」だったろう。

　陣中で危き篤とく状態に陥おちいっていた蜀漢皇帝・劉備玄徳と孔明のもとに、武官の魏延が「呉が突とつ如じよ寝ね返がえりましたぞ。関羽どのが孫権に急きゆう襲しゆうされ、討たれました」と告げた時。

　すでに目が完全に死んでしまっていた孔明は、「呉が魏に寝返らなければならない理由は、すべて徹てつ底てい的に潰つぶしてきたはず。関羽どのの娘を孫権に嫁とつがせた上、陛下と孫そん夫人の結けつ婚こん関係も破は綻たんさせず維い持じしてきたはず。荊州はすでに呉に返へん還かんし、関羽どのはただ拠きよ点てんを借りていただけのはず。私自身、何度も孫権と直じか談だん判ぱんして、天下三分の計以外に魏に勝つ道はないと説いてきたはず。しかしたとえ関羽どのがここで死なずとも、陛下のご寿じゆ命みようがすでに尽きようと……もう、わからない。もう……なにも」と呟つぶやき、無感情のまま、

「魏延、下がれ。陛下。急ぎ、『北斗五丈』の発動を。時間を、巻き戻します」

　と口走っていた。

　この時。

　魏延が、「とうとう突つき止めちゃったかな♥」と妖あやしく微笑んだ。

「……司馬懿……？　魏延に、憑いて……馬鹿な。私としたことが、なぜ見落として……」

「バレないよう、憑ひよう依いの術を研けん鑽さんしたからね♥　『北斗五丈』ねえ。ボクの脳の中に断片的に『未来』の記憶が残っていて、どうも妙みようだなとだいたいの真相は摑つかんでいたけれど、ほんとうに時間操作の魔術だったなんて♥　驚おどろいたかな♥　で、この秘事を外部流出させちゃった場合、時間の流れは、そして何度も復活させられてきた人間どもの魂こん魄ぱくはいったいどうなるのかな♥」

「……それは……それは……！　司馬懿！　いったい、お前は……」

「あのさあ。もうボクは飽あきちゃったよ。なんで、死すべき運命の人間なんかに固こ執しゆうするのかな♥　ボクもキミもあやかしのモノにすぎないんだよ？　こんな術を駆く使しする魔ま女じよになっていながら、人間ごっこのつもり？　ここでぜんぶ終わらせよう、孔明♥」

「待て、司馬懿！　これでは……これでは、なにもかもが。世界そのものが！」

「秘密は知った。後は、ボクが秘密を『言葉』にするだけだ。それで、因果律は破綻する♥」

　司馬懿が北斗五丈の「秘密」のすべてを、その能力の真相を、言葉として発した瞬しゆん間かん。

　破綻した。

　時間が暴走し、大逆流していた。

　黄巾賊ぞくが蜂ほう起きした「三国志開幕」の時代にまで。

　劉備玄徳の消しよう滅めつだけは、孔明が身をもって防ぎきった。

　しかし、大勢の「正史英えい傑けつ」たちは、時間暴走の負荷に耐たえられず、この瞬間に塵ちりの如ごとく散っていた。

　五丈原の蜀軍も。司馬懿率いる魏軍の将軍たちも。関羽を討って祝しゆく杯はいを挙げていた呉軍も。

　大勢の名もなき兵士たちも。

　彼らの魂は、天上の「太極」へと吸い上げられていった──。




　……

　……

　……

　あまりにも長い「記憶」の世界。

　その旅路が、終わろうとしていた。

「北斗五丈」が崩壊し、時間が数十年も逆行し、大勢の正史英傑たちがその能力を『概がい念ねん』や『宝貝パオペエ』として残して存在消滅したために、黄巾賊が意い気き揚よう々ようと洛陽を落として漢王朝を滅ぼしてしまった「終末世界」。

　しかし黄巾賊は、教祖・張ちよう角かくの病死によって分ぶん裂れつと内ない紛ふんを繰くり返し、各地に新しい王朝が現れては消えていく「地じ獄ごく」が現出していた。誰も、この騒そう乱らんを治められない。もう、曹操も袁紹も董卓もいないのだ。中原は、世紀末の無政府状態に陥っていた。

　孔明に咄とつ嗟さに庇かばわれたことで消滅を免まぬかれていた初代劉備玄徳は、「俺の魂を用いて、英傑たちを呼び戻もどすことはできないか。孔明」と逃とう亡ぼう先の泰山地下洞どう窟くつ内で切りだしていた。

「……陛下。天上に、生命の魂が集結している『太極』の座というものがあります。宇宙の万物はこの太極より生じるのです。おそらく、消滅した英傑たちの魂は太極に。これらを地上に降ろすことができれば、英傑たちは帰き還かんできます。ですが問題が」

「陛下はよせ、孔明。問題とは？」

「劉将軍。生命は、太極から分ぶん岐きした二極──『両りよう儀ぎ』から成ります。『魂こん』と『魄はく』とに。『魂』を操る術士と、『魄』を操る術士とは、それぞれの持ち分があるのです。どれほど道術仙術を究きわめても、魂魄の双そう方ほうを一人の術士が自在に操ることはできないのです。私は、『魂』を操る術士。『魄』を、私は直接扱あつかえません。生前によほどの怨おん念ねんを抱かかえて『鬼き』となった者でなければ、『魄』もまた魂とともに太極へと戻っていると思われます。ですが、今回の大異変は事情が特とく殊しゆですから、英傑たちの『魄』は地上に留とどまっているかもしれません」

「ならば英傑たちの『魄』が太極にあるか否いなかは二分の一だな、孔明。あると信じて、賭かけてみよう」

「はい。この地上の世界から太極へと、英傑たちを降ろす道を繫つなげます。この泰山を『英傑再召しよう還かん』の儀ぎ式しきの場となします。ただし、完成させるためには『北斗五丈』の器たる劉将軍の『魂』を贄にえにせねばなりません。巨きよ大だいすぎる等価交こう換かんです」

　俺の魂は孔明、すでにお前のものだ。お前の自由にすればいい、と劉備はしばし悩なやんだ。

「『北斗五丈』の器となる道を選せん択たくした者はこの俺だ、孔明。落とし前を、つけよう」

「……劉将軍。ですが私にとって……あなたが消えた世界に、意味は……」

「意味はある。俺は、無能な空っぽの器さ。俺の望みは、天下万民の笑顔であり、一年でも長くこの国が平和であること。お前のような者も、曹操も、司馬懿でさえも『人』として生きられる世界を実現すること。ただそれだけさ。だから俺の志を継ついでくれ、孔明。お前のようなよき娘むすめを持てて、俺は幸福だった。最初の人生で、死に際ぎわにこんなことを白帝城で遺言したっけな。懐なつかしいな……あれから、いったい何百周の人生を繰り返したのかな」

　孔明は、微笑ほほえむ劉備の手を握にぎりしめながら、「臣は牛馬の如く働き、ご主君に尽つくすのみです」と告げた。訣けつ別べつの時が来たのだ。

　しかし──その儀式の最中に、すでに俺も知っている「事態」が起きた。

　孔明は「太極」に道を直接繫げることができなかった。

　偶ぐう然ぜん、俺たちが暮らしている「異世界」へと道が繫がってしまった。

「異世界人が正史英傑の『力』を引き継いで封神英傑として戦う」

　という「封神英傑システム」は、偶然の事故の産物だったのだ。

　しかも、ようやく繫げた「太極」には、消し飛ばされた人間たち、正史英傑たちの「魄」は無かった。

　さらに最悪なことに、北の大地から「亜人」の大集団が発生していた。「北斗五丈」破綻によって地上に残存した大量の「魄」が、「亜人」化しはじめたのだ。だが、孔明はこの「亜人発生」という異常事態の原理をなかなか突き止められなかった。

　黄巾賊あがりの有う象ぞう無む象ぞうの急造王朝は、饕とう餮てつ率いる圧あつ倒とう的な武力を誇ほこる亜人軍団に太た刀ち打うちできない。亜人は異世界の存在をも嗅かぎつけ、異世界侵攻をさえ目もく論ろむようになった。

　孔明は劉備を贄にして、作りかけの「英傑再召しよう還かんシステム」を「封神英傑システム」へと緊きん急きゆう改造しなければならなかった。召喚された異世界人に正史英傑の「能力」を与あたえて真世界統一の事業を「代行」してもらうというシステムに。

　システムが完成し、稼か働どうを開始する。消滅の時を迎むかえた初代劉備玄徳は、いずれ現れる「二代目劉備玄徳」に向けて「遺ゆい言ごん」を残すべく、最後の挨あい拶さつを済ませた孔明を隣りん室しつに去らせて「石」へ向けて語りかけていた。劉備に殉じゆんずるべく孔明が自らを臨死の世界へ封ふうじてしまうことも、彼にはよくわかっていた。だから、「二代目」に託たくした。孔明を、地上の世界に呼び戻してくれ、と。




「未来の劉備玄徳。はじめまして。俺が、『初代』だ。お前には苦労をかけてすまない。この映像を見ているということは、お前は気難しい孔明に『二代目劉備玄徳』として認められ、契けい約やくし、なおかつ二度目の試練に突き当たりながらも心が折れていないということだ。失った者は、関羽か、それとも張飛か。あるいは、両方か？」




　この言葉。この笑顔。決して忘れることのできない経験。記き憶おく。俺自身の記憶と、初代劉備玄徳の記憶とが、今、繫がっていた。




「孔明は、この輪りん廻ねを永遠に続ける。たとえお前が心折れて『器』でなくなっても、孔明は決して止まらない。孔明を再び蒼そう天てんのもとへと『出しゆつ盧ろ』させてくれ。天下を統一し、真世界の民たちを救い、亜人の異世界への侵しん入にゆうを阻はばみ、そして無限の輪廻から孔明を解放してやってくれ。頼たのむ。お前にしか、託せないんだ。『二代目劉備玄徳』にしか、孔明は救えない」




　ああ。わかったよ。わかってるよ。俺は、あんたと同じ人生を、生きた。生ききった。無限とも思える挫ざ折せつの生しよう涯がいを、あんたと完全に同化して、数え切れないほど繰り返してきた。だから、今の俺は水城秀一であると同時に劉備玄徳でもある。初代も二代目もない。俺が──俺たちが、劉備玄徳だ。




「今、お前は『俺なんかが二代目劉備玄徳になれるのだろうか』と思っている。疑うな。天下の智ち者しや孔明が、お前を二代目劉備玄徳と認めたのだ。雌し雄ゆう一いつ対つい剣けんが、お前を主あるじ・劉備玄徳と認めたのだ。世界に、英えい雄ゆうは、いる。俺と──お前だ！」




　初代劉備玄徳の肉体と精神が、消滅していく。

　泰山の彼方かなた、天空の「太極」へ。




「『記録』は終わりましたでしょうか、劉将軍。陛下。陛下……陛下……？」




　室内に舞まい戻ってきた孔明が、初代劉備玄徳の「消滅」を知った。

　慟どう哭こくしながら孔明が浮うかべた悲痛な表情を、俺は正視できそうになかった。だが、俺は目を逸そらさなかった。耳を塞ふさがなかった。なぜならば──俺は、劉備玄徳の遺志を受け継いだ男なのだから。




　そこで、永遠とも思われる長い長い「記憶」の再生は、ついに終わった。

　俺の身体からだが、実体化していた。

　孔明の「記憶」の世界の中で。

　あまりにも長時間、彼女の「記憶」に潜もぐっていたために、俺の「気」は枯こ渇かつしかけている。

「長かったぞ、孔明……やっと、触ふれられる。やっと、話しかけられる」

　震ふるえる手を伸のばして、「石」の前にうずくまって嗚お咽えつしている孔明の細い肩かたを抱だいた。力の限り強く抱き寄せていた。

「……秀、一……君はずっと、私の『記憶』を……ともに？」

「そうだ。約束の時だ。迎えに来たぞ、孔明。最後の試練は、酷ひどい難易度だったじゃないか。俺にはもう、高笑いをする力も残っていないぞ。ほくそ笑むのが精せい一いつ杯ぱいだ。ふ、ふ、ふ」

「……君がここまで耐え続けるとは、思っていなかった……秀一……ほんとうに……ほんとうに、『三さん顧この礼れい』の約束を果たしてくれたのだな？」

「ああ。よく頑がん張ばったな、孔明。お前の精神力、そして劉備玄徳に尽くす忠義の心は、俺の想像をはるかに超こえていた。偉えらいぞ」

「……き、狐きつね耳みみを撫なでるな……そ、そっちこそ、私の愚おろかさと執しつ拗ようさに嫌いや気けがさしたりしていないのか？　こんな壊こわれた魔ま女じよとは関わりたくないとは思わないのか？」

「ンッン～、思わんなア～！　だが、お前が陥おちいっている『輪廻』を断ち切るためならば、俺はなんだってやれる！　無限の経験値を積んだ今、気分はもう劉備玄徳だからな、フハハハハ！」

　おっ。気力が蘇よみがえってきた！　孔明を抱きしめているからか？

「……つくづく君は、度しがたい愚か者だな」

「そろそろ『記憶』の世界から俺を出してくれ。一いつ緒しよに祠ほこらを出るぞ」

「……そしてまた、繰り返すのか？　あまりにも愚かだとは思わないか？」

「そうだ。繰り返す。初代劉備玄徳は、不幸な男なんかじゃなかった。お前に娘として愛され、必要とされ続けてきたのだから。俺も同じだ。雪乃。そして那波。妹たちがいなければ、卑ひ怯きようで臆おく病びようで小心な俺はグレてとっくに道を踏ふみ外していた……共きよう依い存ぞんだなんだと言いたければ勝手に言えばいい。人間にとっていちばんの不幸は、孤こ独どくだよ、孔明。お前が今まで自らに科してきた刑けい罰ばつだ。『臨死の世界』で永久に独りぼっちで過ごし続ける刑罰。劉備玄徳は、そんなことを望んではいない。そして、この俺もだ」

「……君の友人や家族たちを、大勢巻き込んでしまった。私が眠ねむっている間に先手を取り続けてきた司馬懿に勝てる道筋は限りなく細い。それでもなお、水城那波や沢渡さわたり雪乃の『死』を触しよく媒ばいにして繰り返すことが、君にできるのか……？　しかも君に巻き戻せる時間は、わずか十分程度だぞ」

「妹は死なせないさ。『北斗五丈』を発動させずに司馬懿に勝ち、怜香たちを取り戻す。この輪廻を終わらせるんだ。お前ならばできる、孔明。俺がついている」

「……君は……どこまでも愚かだな……そんなにも、私を仕えさせたいのか。君の勝ちだ、水城秀一。私は、天下の奇き才さい・諸葛亮孔明。君の運命を変えるために、天命に抗あらがうために、生涯君に犬馬の労を尽くし──きっと、『私たち』の運命に、勝ってみせる」

　孔明が、俺の前に拝はい跪きした。

　この瞬しゆん間かんに、「正史英えい傑けつ」でありながらシステム管理者であるがために「封神英傑」同様のパラメーターやスキルを「データ」として所持している孔明が、大軍師・諸葛亮が、ついに俺の家臣に登録された。

「フハハハハ！　まったく、手のかかる奴やつだ、お前は！　そうだ、この俺に軍師として仕えるがよい！　俺とお前ならば、できる。天命を覆くつがえせる！」

　ただ──と、俺は孔明に自分の考えを漏もらしていた。

「お前と劉備玄徳の『人生』を共有し続けてきて、ふと思ったことなんだが。俺はあくまでも『記憶』を再体験する者であって、当事者ではなかったからな。わずかながらに、余よ裕ゆうがあったのかもしれない」

　あるいはこの一見ささいな疑問が、対司馬懿戦の「突とつ破ぱ口こう」になるかもしれない、と予感しながら。俺には解けない疑問だが、天下の智者・孔明ならばあるいは。

「『大異変』の後、消し飛ばされた人間たちの『魄はく』はなぜ『亜人』になったんだろうか？　いくら『北斗五丈』が反自然的な禁断の術式だからって、『亜人』を発生させる原因になると知っていれば、孔明は決して用いなかったはずだ」

「……む……そうだな、秀一。あまりにも長い周回を続けてきて、もう感覚が麻ま痺ひしてしまっていたが……『亜人』の根本的な発生原因は、いまだに解き明かせていない。『北斗五丈』の術式には本来、そのような副作用はなかったはずだ」

「そうだろう？　それに孔明、お前が『魄』から『亜人』が生じるという異常事態に気づいた時にはもう亜人の大増ぞう殖しよくは止められなくなっていた。お前ほどの知ち恵え者が、なぜそれほどに立ち後おくれた？　いくら漢王朝復興のために膨ぼう大だいな仕事量をこなしていたとはいえ、なにか妙みようだとは思わないか？」

「……心に留とどめておこう、秀一。私の『魄』に関する知識と能力は完全なものではない。『魄』の扱あつかいに関しては、司馬懿のほうに一いち日じつの長がある。司馬懿が様々な術を用いて、私の意識を『魄』と亜人の問題から逸そらしてきたのかもしれないな」

「孔明。それどころか、もしかしたら」

「……君が私の『記憶』を共有し追体験したことではじめて浮かびあがったこの疑問は、もしかしたら、私がはじめてしまった無限の輪廻を終わらせるための手がかりになるかもしれない」

　そうだ。孔明。

　お前は、軍師としてその知ち謀ぼうを縦横に振ふるってこその、孔明なんだ。

　もう、こんな地下の世界で終わらない悪夢を見ながら泣く日々は、終わりだ。

「では祠を出るぞ、孔明。亜人軍団の中原到とう達たつまで、もう時間がない。舞子と合流して、即そく座ざに赤壁で最終決戦だ！」

「ま、待て、秀一。『記憶』の世界から出る前に、さ、再契けい約やくだ」

「再契約？」

「……残念ながら私にとって君は、最初の劉備玄徳とはあくまでも別人だ。たとえ『記憶』を共有していてもだ。絶対に、断じて、君は初代劉備玄徳ではない！　以後君が私の父親面づらしないように、きっちりと行動で示しを付けておく！」

　さ、寂さびしい線引きをするなよ孔明、俺の体感時間数百年あるいは数千年にわたる無限のバッドエンド周回の苦労はなんだったんだ、と俺が文句を言おうとしたところに。

「……むぐっ？」

「覚えておけ。君は決して私の父親にはなれない。私のほうがずっと年上だぞ、秀一」

　孔明……？

　な、な、なぜ、接せつ吻ぷんを……!?

　ちょ、ちょっと待て？　今のは契約とかそういうんじゃないだろう？　契約の儀ぎ式しきならば以前やったぞ、実体がないはずのお前を相手に？

　では、今のは……いったい……？

　えーい。俺はラブコメの「鈍どん感かん主人公」でも「難なん聴ちよう主人公」でもないのだ。わからあ！　つまり孔明は、俺を「父親」としてではなく、その、つまり！

　しかしだな、今はこれ以上は言えん！

　なぜならば門の前に、那波と雪乃、二人の妹を待たせているからだ！

　しかも「三顧の礼」イベントの影えい響きようを受けて、いつもよりはるかに嫉しつ妬と深ぶかくなっている二人が！

「なにをぐずぐずしている。ほら、『記憶』の世界から現実の世界へ戻もどったぞ、秀一。見ろ、もう室内は漆しつ黒こくの闇やみではない。君が、祠の扉とびらを開いてくれ──」

　孔明？　腕うでを絡からめるな。当たってる。当たってるから。狐耳は引っ込められても、その胸は引っ込められないのか？　俺はいい。俺はな。大は小を兼かねるのだ。だ、だが、まずい。まずいぞ、この状じよう況きようは……！

　ギギイ……。

　あーっ!?　な、なんだとーっ？

　孔明を引っぺがす前に、祠の扉が勝手に開いてしまっただとーっ!?

[image: ]

　これはまずい予感がするぜ！

　I have a bad feeling about this!




　そう。

　この時、あまりにも俺が祠から戻ってこないので、すでに那波と雪乃が門を潜くぐって祠へと接近中だったのだ。

　しまった、二人で腕を組んでいる姿を見られたっ！　隠かくれろ、隠れろ孔明！　じゃなかった、いったん腕を離はなせっ！

「……嫌いやだ。離れない。君臣水魚の交わりと言うだろう、すりすり」

　な、なにいーっ？　懐なつかれてしまっただとーっ!?

　臨死の世界から出張していた時の尊大なツンデレ毒どく舌ぜつキャラはどこへいったのだ、孔明？　やっぱあれは作っていたキャラだったのだな！　出しゆつ盧ろと同時に、ベタベタに俺さまに依い存ぞんしているではないかっ！　なーにが「私のほうが年上」だっ！　この甘えん坊ぼう共依存娘むすめキャラめっ！

　って、そんなことを言っている場合ではない！　今の那波と雪乃には、強きよう烈れつな嫉しつ妬とデバフがかかっている！

　いったん孔明ごと祠の中に再び隠れよう！

　那波と雪乃が切れる前に、祠内部で孔明を説得して引っぺがす！　籠ろう城じよう戦だ！

　だが、悲劇は着々と祠の外側で進行していたのだった。

「ゆきのん！　今の二人の姿、見た!?　アニキが孔明に誘ゆう惑わくされて貞てい操そうを奪うばわれかけているよ！　あ、あ、あの女～！　確かにまるで神しん仙せんのような絶世の美女だけど、アニキの許婚いいなずけはあたしなんだからっ！　このままじゃアニキが孔明に監かん禁きんされたまま、時間切れになっちゃう！　アニキを助けないと！」

「ま、待ちなさい、ななちゃん！　どうして手に松たい明まつを掲かかげているのですか？　まさか、孔明の祠を燃やすつもりじゃないでしょうね？」

　ゲッ。扉とびら越ごしに、忌いまわしい那波の叫さけび声が……おおおお落ち着くのだ那波。雪乃、頼たのむから那波の暴走を止めてくれ。ここは優ゆう秀しゆうな委員長キャラとしての本領を久々に発揮してだな……！

「だって、燃やすしかないじゃんっ！　この隆中の怪あやしげな雰ふん囲い気きにアニキは吞のまれているんだよ！　アニキを正気に戻すためには、祠を火ひ攻ぜめあるのみだってば！」

　オイオイオイオイオイ！　助けてくれ、雪乃！　よい子ぶりを発揮するのは今だッ！

「いけません！　そもそも松明を投げ込む程度ではきっちりとは燃やせませんよ、油をたっぷりと撒まいてから火を放たねばなりません！」

　ちょっと待てーい！　雪乃よ、なぜ那波を煽あおるのだーっ!?

「あー、そっか、さすがゆきのんだ！　よーし、まずは油を祠の四方に撒いて、そして一気に東西南北から火を放つっ！」

「ダメです、ななちゃん！　火を燃やすには、風向きも重要なのですよ！　今は東南の風が吹ふいています！　決して東南の方向から火を付けてはダメですよ、一気に燃え広がってしまいますから！　東南はダメですよ！」

「あっ、なるほど！　そうか！　さすがはゆきのん、頭良すぎ！　東南の風に乗せて火を放てばいーんだね！　やっぱり関羽雲長は知恵者だね！」

　まずい。まずい。まずすぎる。

　那波が、俺と孔明の関係をなにか完全に誤解して（いやまあ誤解でもないけどな）大激げき怒ど。孔明の祠に火を放とうと暴れれば、雪乃は「やめなさい、いけません」と言いながら次々と効率的に祠を焼き払はらう方法を那波に吹き込んでいるではないか。

「こここ孔明、どうする？　確かに『演義』ではそろそろ短気な張飛が切れて放火しはじめる頃ころ合あいだったが……とにかく離れろ！　腕を組んで揃そろって祠ほこらから出てきたら、那波の蛇じや矛ぼうに吹き飛ばされるぞーっ！」

「……ふん。見るからに怪しげな容姿の私が童どう貞ていの秀一をたらし込もうとしているように見えているのだろうな。人間というものは、見たいものしか見えないもの。そして、内心恐おそれていることを勝手に恐れるもの。張飛と関羽には、私がそれほど絶世の美女に見えているということだ。だがもう秀一の魂たましいも身体からだも私のものだ。ふふふ。ざまあないな。あがけ、あがけ、凡ぼん俗ぞくども！　これでこそ『三さん顧この礼れい』だな、うふふふふ」

「こらこら孔明、悪落ちキャラぶって高笑いしてる場合か！　アホの子の那波だけならばともかく、お利口な雪乃が止めるふりをして効率よくてきぱきと指示を出しているのがまずい！　あちち、あちち！　本格的に祠が燃えはじめた！　とりあえず待たい避ひしないと！」

「先にこちらから雷らい撃げきを落として、張飛を消し炭にしよう」

「だから、俺たちの敵は那波と雪乃ではない！　仲良くしてくれないと困る！」

「私にとっては恋こい敵がたきだ」

　えーい。さらりと、聞き捨てならない台詞せりふを……！

「そうだな、秀一。私の心を動かす素敵な言葉を囁ささやいてくれたら、なんとかしてやろう」

「そもそも、いつからお前との間に恋れん愛あいフラグが立ったんだーっ!?」

「覚かく悟ごの上で私の『すべて』を見せたのだぞ。最初に出会った時からすでに立っていたのだ。愚ぐ物ぶつだな」

「……そ、そうだったのか……俺って実は鈍感主人公……？　ほんとバカ……！　わ、わかった、なにか素晴らしいフレーズを即そつ興きようで考えようではないか！　って、しまった！　俺さまには言葉のオリジナリティが欠落しているのだったーっ！　やむを得ん、ここはいつものネットジャーゴン使い回しで打線組んだ！」

　孔明よ、われわれの心を弄もてあそぶのがそんなに楽しいのか？

　軍師帰き還かん！　もうどこにも行くな！

　孔明、劉備三兄妹を支配！

　惑わく星せい最高の軍師！

　恐きよう怖ふの孔明出現！

　諸葛亮孔明が一人で劉備陣じん営えいを破は壊かいする！

　ＴＨＥ ＧＡＭＥ（支配者）！

　宝石のような軍師が帰ってきた！

　頼むからこのまま素晴らしい孔明でいてくれ！

「……なんだ、それは？　ちっとも心に響ひびかないではないか。ふざけているのか？　もういい。自力でなんとかしろ、秀一。ぷんっ！」

　孔明に拗すねられた！

「アーッ！　どうして俺は、追い詰つめられるとやきうネタしか思い浮うかばないのだーっ!?　せ、せめて、三国志ゲームの名台詞を……『フハハハハハ！　消え失うせろ！』って、しまったこれは司馬懿の決め台詞だった！」

「えーい、どんどん口説き文句から離れているではないか！　このへたれ童貞男が、そんなことではいつまでも結けつ婚こんできんぞ！」

「お前こそ人生を何百周もしながら処女のままだったではないか！　姉の家から養子ばかり取りやがって！」

「そ、それは、れ、霊れい力りよくを保つためだっ！」

　アチ、アチアチアチ！

　かくなる上は孔明に組み付かれたまま、扉から飛び出すっ！

　ドンッ！

「あーっ！　やっと出てきた、アニキ！　この期ごに及およんでまだ孔明と抱だき合っているだなんて、許せないっ！　祠の中で、君臣水魚の交わりだフハハ！　って笑いながら体力のない孔明を無理矢理手込めにして奴ど隷れいにしたんだねっ！　許せないっ！　根性入れ直してやる～！　蛇矛、召しよう喚かん！」

「むむむ。言葉で説得できる知力が足りないからって、そんなＤＱＮな真ま似ねを……女によ人にんの敵となって妹を裏切った兄さんを懲ちよう罰ばつさせていただきます！　唸うなれ！　天空の刃やいばよ！　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうよ、唸れっ！」

「違ちがう、違うんだー！　シスコンの俺が兄貴道に反する外げ道どうになるわけがない！　信じてくれ、二人とも！　『三顧の礼』イベントに関わっている今のお前たちには、『孔明に嫉妬する』デバフがかかっているのだー！　正気に戻ってくれーっ！」

「フッ……見苦しく混乱しているな。私の勝ちだ、恋敵どもめ。今が好機！　雷かみなりよ！」

「孔明、『落らく雷らい』はやめろーっ！　三人とも、退どいてくれぇ！（迫はく真しん）」




　……

　……

　……

「三顧の礼」イベントというすでに定められた運命通りとはいえ、孔明と那波＆雪乃の初顔合わせは、俺の予想を超こえる凄すさまじい修しゆ羅ら場ばとなった。

　孔明が籠こもっていた祠は、雷撃やら蛇矛やら青龍偃月刀やらの猛もう攻こうを受けて消しよう滅めつ。

「がるるるっ」「ふーっふーっ」「ぷんっ」と三者が激しくいがみ合う中、俺は平身低頭を繰くり返してどうにかこうにか三人を隆中から連れ出し、周倉のもとへと舞まい戻ったのだった。

　ちなみに孔明の分の「迷めい彩さい服」はなかったのだが、孔明自身が自らのスキル「陰おん形ぎよう」を用いて自分の身体を不可視化してしまったので、問題なく周倉と合流できた。凄まじく「気」を消しよう耗もうするので本来は用いないスキルらしいが、さすがは陰おん陽みよう道どうの始祖だな……。

　かくして、俺たちはついに孔明を出盧させ、舞子率いる孫呉勢力へ合流すべく急ぎ漢かん水すいを下り、夏か口こうに向かったのである。

　妙みように懐いてしまった孔明が船中でも俺にべったりとくっついて離れないのが少々気がかりだが、俺は劉備だ問題ないぜ！

「問題大ありです、兄さん！　劉備三兄妹の絆きずなはもうボロボロですっ！」

「妹以外の女を連れ込むなんて、アニキの裏切り者～！　うわ～ん！」

　……問題ないぜ。うん。

　さあ、いよいよ司馬懿と決戦だ。待っていろ、怜香。天子さまちゃん。英え里り子こと魚魚とと子この仲良し姉妹しまい。曹操軍を撃げき破はして、お前たち全員を救出する……！　そうだとも、孔明ならばやってくれる！　きっとな。た、たぶんな……。








第二回　赤せき壁へき前夜









　漢かん水すいは、夏か口こうで長ちよう江こうに合流している。隆りゆう中ちゆうから孔こう明めいを連れて漢水を下った俺たちは、夏口に到とう着ちやくするや否いなや、まっすぐに長江を突つき進んで孫そん呉ごの最前線・柴さい桑そうへと入った。

　柴桑の軍議場には、揚よう州しゆう平定戦を終えたばかりの舞まい子こ、周しゆう瑜ゆ、張ちよう昭しよう、張ちよう紘こう、太たい史し慈じ、孫そん策さくに孫そん権けんたちといった孫呉オールスターズの面々が集合していた。漢かん津しんでいったん別れた由ゆう莉りたち劉りゆう備び組別働隊もすでに合流している。

　俺さま率いる劉備組は、周しゆう倉そう率いる亜あ人じん湖こ賊ぞくが千名ばかりという吹けば飛ぶようなしょぼくれ敗残流賊なのだが、なんといっても「諸しよ葛かつ亮りよう孔明」というＳＳＲを超ちよう越えつした知力１００のウルトラレア英えい傑けつを連れてきたからな！　目立つ！　目立っている！

　孔明が来た、あれが孔明か、噂うわさの狐きつね耳みみが見えないが？　と軍議の席は騒そう然ぜんとなった。

「おお、劉備くん！　曹そう操そうから最終勧かん告こく状が来た。今日中に返答しなければ赤壁で開戦となる！　孫そんファミリーの意見は抗こう戦せん派はと恭きよう順じゆん派に二分していて、収拾がつかない。諸葛亮の弁舌をもって事態を収拾してくれ！」

「フハハハハ！　ずいぶん困っているようだな。だがもう案ずることはないぞ舞子！　わが妹よ！　いや厳密に年ねん齢れいを考こう慮りよすれば姉の可能性も？　まあどっちでもいい！　英語で言えばどちらもシスターだッ！　さあ孔明、さくっと軍議を終わらせてくれ！」

「……フ。真打ちの出番は最後と決まっている。曹操の書状の内容と、両派の意見を聞いてからだな」

　公の場に出ると、有能軍師面づらに戻もどるのだな。船中でのベタ甘孔明のまま軍議に出られたらひんしゅくを買う、特に那な波なみと雪ゆき乃のと舞子が怖こわいと心配していたが、杞き憂ゆうだったか。

「劉備くん。孔明。曹操からの書状の内容は、おおむねこんな感じだ。万ばん里りの長ちよう城じようを越こえた亜人軍団の中ちゆう原げん到とう達たつまでおよそ一週間。この一週間のうちに『統一』を達成しなければならない。時間切れを防ぐには、赤壁でただちに曹操軍と孫呉軍の決戦を行い、いずれかが完全勝利するしかない──曹操の側には、降こう伏ふくできない理由がいくつもある。まず、司し馬ば懿いに天子を囚とらわれている。袁えん紹しよう・袁えん術じゆつの姉妹も同じ場所に隔かく離りされ人質として押さえられている。いまだ三人がどこに幽ゆう閉へいされているかは摑つかめていない。さらに」

「……袁紹は……英え里り子こは司馬懿の罠わなにかけられて威い信しんカンスト状態だ、舞子。しかも曹操軍の名目上の主君だ。怜れい香かは曹操孟もう徳とくではあるが、国のナンバー２『丞じよう相しよう』にすぎない。曹操軍が居城をすべて失えば、英里子が消滅する」

「そうだ、劉備くん。孫呉が曹操に降伏して非戦統一が達成されれば、誰だれも消滅しない。さらに、亜人軍団相手に真世界の人類が全力で最終決戦に挑いどめる。だから降伏しろ、と曹操は」

　しかし怜香が天下を統一したとして、あの司馬懿が約束を守って三人を解放するだろうか？　俺は孔明の「記き憶おく」を見た。「北ほく斗と五ご丈じよう」を破壊した張本人こそ、司馬懿なのだ。それに、司馬懿はどうも亜人と裏で繫つながっている臭くさい。

「舞子。怜香が出してきた降伏条件は？」

「降伏すれば、孫呉及および劉備陣営の全員を助命し、ただちに三英傑が連合して亜人軍団との戦いに向かう。だが──泰たい山ざんから封神英傑システムの管理者権限を委い譲じようされた移動式召喚台を返へん却きやくしなければならない。曹操は司馬懿と交こう渉しようして、劉備くんの助命を吞のませた。すでに孔明が出しゆつ盧ろした以上、劉備くんの生死はどうでもよくなったらしい。だが司馬懿は、召喚台だけは絶対に手に入れると……どうしても説得できないらしい」

　移動式召喚台は陶とう謙けんこと太た一いちが泥どろ棒ぼうスキルを駆く使しして徐じよ州しゆうから運び出し、紆う余よ曲きよく折せつを経て今は舞子のもとにある。つまりこの柴桑の軍議場に。

「姉さん！　司馬懿の手に召喚台が渡わたったら、システムを改かい竄ざんされて異世界へ進しん撃げきされちゃうよ！　ここは徹てつ底てい抗こう戦せんあるのみだーっ！　『演義』では孫権と周瑜しか残っていなかったけれど、それでも赤壁で曹操軍に勝ったじゃんっ！　今回は武ぶ闘とう派はの姉さんもボクも元気に生きているんだから、楽勝だよ！　だいじょうぶ！　赤壁には必ずや、六ろつ甲こう颪おろしが吹ふいてくれるよ！　猛もう虎こ襲しゆう来らいの時を告げる神風がっ！」

　さすがは猛虎魂だましいの持ち主。孫策はバリバリの抗戦派筆頭だな。竹を割ったような性格なので、実にわかりやすい。舞子を洛らく陽ようで死なせなかったことで、孫策が大暴れしすぎて揚州の豪ごう族ぞくに恨うらみを買って暗殺されるイベントも結果的に回かい避ひされたのだな。

「ボクねえ、赤壁決戦のスターティングラインナップを組んだんだよ！　見て見て！　数字は、各英傑の推定戦せん闘とう力だよ！　名付けてニューダイナマイト孫呉打線だよ！」




一番　右　周瑜　　．３２２　34本　84打点

二番　中　黄こう蓋がい　　．２９６　５本　22点

三番　一　孫策　　．３５０　54本　[image: 134]点　三さん冠かん王おう

四番　三　孫そん堅けん　　．３００　40本　[image: 108]点

五番　二　孫権　　．３４２　35本　[image: 101]点

六番　左　太史慈　．２８８　13本　60点

七番　遊　劉備　　．２６１　７本　53点

八番　捕　程てい普ふ　　．２４１　13本　32点

投手　張昭　張紘　魯ろ粛しゆく　諸しよ葛かつ瑾きん

中なか継つぎ　呂りよ蒙もう

抑おさえ　諸葛亮




　兵をほとんど持っていない俺さまが守備専型の遊ゆう撃げき手しゆという評価はまあわからんでもないが、孫権ってこんなに武力高かったか？　もしや「赤壁」だけで覚かく醒せいするという「確変」ターンか？　あと、軍師陣じん、つまり先発投手陣がどうにも心配だな……そもそも、どうして推定戦闘力が、打率・本ほん塁るい打だ・打点表記なのだ？

「まず周瑜が切り込み隊長として先頭打者ホームラン！　さらに孫ファミリーが誇ほこる三姉妹が赤壁のバックスクリーンめがけて三連発で大勝利だよ、姉さん！　袁紹の領地を少しだけ残しておけば威信カンストは問題ないってば！　戦おう！」

　召喚台を断固死守するならば、孫策の意見は正しいのだが、果たしてそううまく大勝利できるかどうか。膠こう着ちやくしたら亜人軍団が中原に殺さつ到とうしてきて、共とも倒だおれだぞ。そもそも阪神タイガースは、ずいぶん長い間優勝していないではないか。

「ごめんなさい、伯はく符ふちゃん。この周瑜公瑾は、恭順派なの。いくら『赤壁』イベントの加護があるとはいえ、一週間以内に曹操軍を完全に撃破して亜人決戦に挑むのは無理よ。亜人軍団さえいなければ、勝機は充じゆう分ぶんにあるのだけれど……」

「えーっ！　どうしてさ、マリー!?」

「こら。軍議では公瑾と呼びなさい。曹操軍は推定四十万。孫呉はわずか二万。火計以外に逆転勝利する可能性はないのよ。しかも、曹操軍の船団を大炎えん上じようさせて撤てつ退たいさせるには『東南の風』を吹かせなければならないけれど、その時季を待つ余よ裕ゆうがないの……この季節の赤壁に、東南の風は吹かないわ」

「吹くかもしれないじゃんっ！　『演義』みたく孔明が祈き禱とうスキルを使えば楽勝だよー！」

「曹操軍には、あの孔明の天敵・司馬懿がいるのよ？　司馬懿が孔明の術式を阻そ止ししたら、すべて終わりでしょう？」

　なんだと。意外にも周瑜が、親友で妹分の孫策と意見を異にしていたのか。

　しかも孫ファミリー幹部の多くが、周瑜に同調する「恭順派」だった。

「そらそうよ。これはたいへんなことやと思うよ」

　神こう戸べ南なん京きん町まちから召しよう喚かんされた、元タイガース監かん督とくの張紘。言葉は「どん語」なので通訳が必要だが、実はプロ野球界屈くつ指しの秀しゆう才さい。戦力分ぶん析せきにおいては実に冷静で、かつ「Ｖやねん」をやらかしたこともあって悲観主義者だ。おそらく百くらいの理由を（言わないけれど）考え抜ぬいた上で、降伏論を唱えてきた。

「わしも周瑜どのの降伏論に一票ですじゃ。勝利するためには、指揮官の更こう迭てつが必要ですじゃ。しかしながら今はその時にあらず」

　日本が誇る天才ノーベル賞学者の張昭も、恭順派か……指揮官が「孫権」でなければ「赤壁勝利」の条件は満たせない。しかし今、舞子を主君の座から降ろせば孫ファミリーは大おお幅はばに弱体化し、方針を「若手育成」に切り替かえねばならなくなる、そんな悠ゆう長ちようなことをしている時間はない、と言いたいのだな。

　まあ……真弓、スパイス、アネキ、そして矢野ガッツと監督を交代すればするほどタイガースは弱体化していったからなあ……若手育成には何年もかかるのだ。

「この太史慈も降伏に一票よ。戦って死ぬことは躊ちゆう躇ちよしないけれど、戦力差がありすぎて勝負にならない。それに、今は曹操ではなく亜人と戦うべき時。司馬懿に召喚台をハックされないよう、軍師軍団が知力を振ふり絞しぼればなんとかできるはずよ」

　熱ねつ烈れつな虎とら党で知られるハリウッド女優の太史慈まで？　うーん。この人の秋の恒こう例れい行事というか、圧あつ倒とう的な戦力差に絶望してすでに来シーズンに目線が行ってしまっている。

　そ、そうだ。孫ファミリー古参の黄蓋のオジキは？　オジキならば、「絶対にカチコミじゃい！」と抗戦に一票入れてくれるはず！　神戸以来のガチの武闘派だからな！

「……すまんのう、劉備。実は、ワシら神戸古参組も降伏論者じゃい」

「えええええ？　なぜだ、オジキ？　ひょっとしてあれか？　周瑜の鬼き畜ちく火計のタマにされ、人間爆ばく弾だんとして船ごと曹操軍に自爆特とつ攻こうさせられたあげく、便所に落ちて死体と間ま違ちがえられて放置されるという黄蓋の無様な天命を回避したいのかっ？」

「違ちがうわッ！　わしゃあお嬢じようのためなら鉄てつ砲ぽう玉だま上等じゃあ！　おどれ、ケツの穴から手ぇ突っ込んで奥歯ガタガタ言わせたろか、コラア！」

　すみません、すみません、すみません！　オジキ、カタギじゃなくなってますよっ!?

「周瑜、そしてお嬢たち──孫ファミリーにとって、元の世界の神戸もしょせんは異郷。お嬢たちは、純じゆん粋すいな日本人でも中国人でもない……その上、元ヤクザの一家じゃ。常に後ろ指を差される異世界に戻るよりも、この真世界に根付いて『孫家』として生きていくほうが、幸福しあわせなんと違うか？　いろいろ苦労も多かったが、召喚されてからのお嬢たちはいつも楽しそうじゃった」

　黄蓋のオジキ。そうか。舞子たちにとっての「最善」を考えて……。

「揚州平定戦は、時間がないために手て荒あらいものになった。ワシらは、もうこれ以上真世界でお嬢たちに戦わせたくないんじゃ。お嬢たちが武具を取り宝貝パオペエを振るうのは、『亜人戦』のみじゃ。真世界の救世主、英えい雄ゆうとして生きていってほしいんじゃ。ここで耐たえ難がたきを耐えて曹操と手を組めば、お嬢たちは救世主になれるんじゃ」

　では、軍議に出ているほとんどの幹部が恭きよう順じゆん派は。降伏論者なのか。

「うう……どうしよう、劉備お兄ちゃん。仲謀にはわかんないよ」

　気が優やさしい孫権ちゃんは相変わらずおろおろしている。こりゃ、三割三十本百打点は無理だな。

「孔明のお姉さんの、諸葛瑾は？」

「ご、ごめんなさい、劉備さん。私がなにか言えば、孔明の邪じや魔まになりますので。敢あえて黙もく秘ひ権を行使させていただきますですよ。孔明を……その……よろしくお願いしますね？」

　だーっ！　孫策と孔明は孤こ立りつ無む援えんということかっ？　脳筋の孫策に「弁舌」の能力は皆かい無むだから……孔明にすべてがかかっている!?　だんだん俺自身も（降伏して召喚台を死守するほうがいいのではないか）と思いはじめている。時間だよ。時間がなさすぎるんだよ。

「いーやっ！　ここは徹底抗戦あるのみじゃーっ！　なにが猛虎魂じゃ、おどれら！　ええ歳とししたオッサンが揃そろいも揃って男気はないんか！　カープ女子はどれほどの苦境に陥おちいっても決して折れんけんねっ！　アキレス腱けんが切れても根性で二千本安打を達成した男前まえ田だを見てみい、奴やつこそが男じゃー！　軍資金が不足しとるちゅうなら、樽たる募ぼ金きんじゃーっ！」

　おおっ……孫呉随ずい一いちの武闘派、鯉こい党の魯粛ちゃんがまだ残っていた！

　この子は昔から広島に根を張るガチの任にん俠きよう一家の娘むすめさんだからな。現代感覚に適応してカタギに戻もどった孫ファミリーよりもヤバい。

　だが、抗こう戦せん派らしいというか、弁舌には向いていないな……ドスを構えて、黄蓋や張紘に今にも襲おそいかからんとしている。アカン。マジモンやないけ。軍議が崩ほう壊かいするからしばらく魯粛を抑えておけ、那波、雪乃。

「どうどう。大人しくしててねー」

「むむむ。短気は損気ですよ、魯粛どの」

「こらっ、離はなせ、離さんかあ。ギギギギギ！」

　頼たのむぞ、孔明。抗戦派論客として弁舌を振るい、恭順派のお歴々を論破できるのはお前だけだ。相手はプロ野球界屈指の知力を誇る元監督にガチのノーベル賞学者にハリウッド女優にそして孫ファミリー最大の重じゆう鎮ちんにして軍師の周瑜とかなりの難敵揃ぞろいだが、孔明ならば一晩でやってくれるはずだ！　や、やってくれるよな？

「やれやれ。結果はわかりきっているというのに、無む駄だな作業だ……仕方がないな。それでは全員論破してやろう。誰だれから私に挑いどむ？」

「まずはこのわし、張昭が孔明どのに質問したい。劉備軍が軍団の域に達していないただの湖こ賊ぞくの群れだということはさておき……孔明どの。そもそも、あなたが封神英傑システムの基き礎そを作ったと聞いておる。今、システムはこの軍議場にあり。が、泰山の本体を捨てたために、英えい傑けつの召喚は可能じゃが、こちらから異世界へは帰き還かんできぬ」

「そのようだな」

「孔明どの。管理者としてシステムを改造し、召喚された者全員をただちに帰還させてはくれぬか？　その上でゲートを完全に閉じてしまえば、亜人どもは異世界へ侵しん攻こうできぬ」

「それは無理だな。まず、袁紹たち人質を解放できていない。たとえ私が諸君を強制帰還させる力を持っていても、司馬懿が人質の帰還を阻止するだろう。それに、実はこちらから新たに異世界への『逆ルート』は開けないようにしてある。違い法ほうハックを得意とする司馬懿は別だが、この私にもいじれない。私は、法治主義者なのでね。自分自身にすら、そのような危険な権限は与あたえていないのだ。万が一私の精神を誰かに操作されれば、致ち命めい傷しようとなるからな」

「……で、できぬだと？　では、すでに閉じてしまった帰還ルートを開くことは、不可能……？　司馬懿に管理者権限を渡わたさねば、われらは帰還できぬということではないか？」

「そうなるな。だが降こう伏ふく論者たちは、そもそも孫ファミリーは帰還せずに真世界で暮らしていくと言っているのではなかったか？」

　張昭が「えーい！　大おお仰ぎように『三さん顧この礼れい』で出しゆつ盧ろしていながら、あれもできぬこれもできぬ、召喚台も直せぬでは話にならぬわ！　貸本漫まん画が『悪あく魔まさん』で悪魔さんが召喚した悪魔よりも酷ひどい詐さ欺ぎ師しじゃ！　ただちに劉備軍の軍師の交代を進言しますぞ、劉備どのよ！」とぼやく。

「悪魔さん」って言われても、平成生まれの俺には古すぎてわからんぞ。まず、悪魔さんと悪魔って違うキャラなのか？　それっておかしくね？

　この期ごに及およんで働こうとしない孔明に激げき怒どしている張昭の隣となりで張紘が青ざめながら、

「そら、そうよ」

　と孔明に尋たずねる。俺にはなにを質問しているのかさっぱりわからんが、孔明ほどの智ち者しやが相手ならば正確に伝わるらしい。

「ああ。この『帰還ルート新設及び復旧禁止』の縛しばりは、君たち異世界人を真世界に閉じ込めるためのキャップではない。異世界と真世界を護まもるため、異世界から持ち込まれた現代兵器をすべて無効化するキャップとセットで設定しておいた。どちらも私には解除できない。司馬懿に召喚台を渡せば、いずれのキャップも無効化するだろうな。つまり、亜人が現代兵器を用いて真世界を滅ほろぼし、同時に異世界へ進軍する。司馬懿はおそらく、異世界に飛ばされている左さ慈じと結けつ託たくして、すでに亜人たちに現代兵器の密造を行わせている──キャップが足あし枷かせとなっている今はまだ試作段階だろうが、いずれは両世界の人類を絶ぜつ滅めつさせられる武力を持つことになる。司馬懿が召喚台を手に入れれば」

　故ゆえに諸君が言う「降伏」を選べば、二つの世界の人類すべてを見捨てるという結末になる。孫ファミリーの居場所などどこにもなくなる。

「アッ……ホンマ……」

　孔明の「返答」に、張昭も張紘も黙だまり込んでしまった。張紘は孔明に向けて一応大量の意見を語ったらしいのだが、俺の耳には「アッ……ホンマ……」としか聞こえなかった。

「ではもう、私たちはたとえ決戦に勝っても帰還できないの？　『スター・ウォーク』の最新作はどうなってしまうのよ？」

「太史慈どの。統一帰還の方法はある。司馬懿にキャップを開放させた後、私がすぐに司馬懿から管理者権限を奪だつ取しゆすればいい。さすれば、システムを改造して再び異世界への門を繫つなげることが可能となる。『官かん渡と』の時同様、司馬懿は赤壁決戦中に必ず召喚台のハックを試みるはずだ。諸君が曹操軍と戦っている間に、私が『縮地』を用いて召喚台に接近した司馬懿を倒たおす。ただし、いったん召喚台をハッキングさせてから戦うという危険な賭かけになるが──」

「官渡では、あの曹操をもってしても司馬懿の策を破れなかったのよ、孔明？　あなたならば破れるという保証はあるの？　もしも失敗すれば……両世界の人類に危機が」

「だがここで曹操に降伏すれば、私とて司馬懿から管理者権限を奪うばい取れない。人類は詰つむ。曹操軍と孫呉軍が赤壁で戦っているその『隙すき』に司馬懿を召しよう喚かん台におびき寄せる他に、『勝機』はないな」

　太史慈は「映画ならば大逆転勝利確定だけれど、これは現実だから、どうかしら……」と迷いながらも孔明の献けん策さくを受け入れたらしい。

　しかし周瑜は、なおも孔明を詰きつ問もんした。周瑜と孔明の意見が合わないのは、周瑜──マリーの優しすぎる性格のためもあるが、やはり「赤壁」イベントの力が強く作用しているのだろう。

「たとえあなたが司馬懿の策を逆利用してシステムを復旧できたとしても、威い信しんカンストした袁紹をどうするの？　伯符は、領地を一部残しておけばだいじょうぶって言っているけれど。亜人が南下してきているのだから、そんな余よ裕ゆうはないはずよ。今この瞬しゆん間かんにも、防備が手て薄うすな北の城じよう塞さい都市を次々と亜人が奪っているはず。そして私たちは、曹操軍に負けられない」

「威信カンスト問題は、『天下三さん嫁よめの計』でクリアできる」

「て、『天下三嫁の計』……!?　なに、それ？　そ、そんな冗じよう談だんを言っている状じよう況きようでは」

「冗談ではない。もともと『嫁枠わく』は、戦乱の長期化を避さけて真世界を迅じん速そくに平和裏に再統一するために私が考案したルールだ。諸君が赤壁で勝利を収めたのち、秀しゆう一いち、いや、劉備の残る嫁枠を用いて、袁紹が領地をすべて失しつ陥かんするよりも早く袁紹を秀一の嫁に登録する。威信は夫婦のうち生存に有利なほうが有効になるから、これで袁紹の消しよう滅めつは防げる」

「すでにカンストしていても？」

「していてもだ。ステータスウィンドウの解説窓の深い階層を掘ほれば、隠かくし注ちゆう釈しやくが見つかる」

　えっ、そうだったのか？　威信カンストしても嫁にすれば消滅から護れるのか？　俺はそんな注釈、知らんぞ。怜香も荀じゆん彧いくお姉さんも、そして司馬懿すらも知らない、「バグ」に近いプログラムミスではないのか、それは。

　いや、こういう時のために対司馬懿用の「爆弾」として孔明が敢えて修正せずにプログラムに仕込んでいたのか。開発者にしか見つけられないイースターエッグみたいなものか？

「なるほど、開発者ならではの裏技ね……でも、嫁登録するためには、本人が必要でしょう？　そうそう簡単に袁紹を発見できるかしら？」

「なに、天文を見るになんとかなるさ」

「そんな非科学的な!?　それに、劉備の嫁枠が呂りよ布ふと袁紹で二枠埋うまるけれど、あと一枠は誰に用いるの？」

「当然、労働の対価として、私が貰もらい受ける。『君臣水魚の交わり』の仲だからな。契けい約やくに基づき頂ちよう戴だいしたこの男の魂たましいに続いて、身体からだもいただこうか。ふふっ」

　ぜんぜん天下統一と関係ないでしょっ！　あなたってもしかして恋れん愛あい脳っ？　スイーツ脳っ？　と生き真ま面じ目めな周瑜が怒おこりはじめた。さらに、やっと鎮しずまっていた雪乃と那波にまで怒いかりが誘ゆう爆ばく。

「ちょっと待ちなよ孔明！　なにそれ、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうじゃんっ！」

「労働の対価が結けつ婚こんなら、この雪乃はもう何度も兄さんと結婚式を挙げているべきですっ！」

「おや、まだそんなことを言っているのか？　きみたち二人の知力が私レベルであれば、そもそも私が出盧する必要もなかったではないか。嫌いやがる私を無理矢理祠ほこらで押し倒して出盧させておきながら、劉備がなんの対価も支し払はらわないで済むという法はないぞ。ふふ、ふふふふ」

「「ムキーッ！　やっぱり祠でそんなことが……！　宝貝召喚っ！」」

「ま、舞子！　収拾がつかない、孔明の弁舌は『説得スキル』じゃない、『煽あおりスキル』だーっ！　まるでfanidyuだ！　これ以上喋しやべらせていたら炎えん上じようが止まらなくなるぞ！　いったん休きゆう憩けい！　休憩にしてくれっ！」

「そ、そうだな、劉備くん。そもそも『天下三嫁の計』に私が入っていないことに納得いかないぞっ！　諸君、いったん休憩だ！　一刻後に再び軍議！　しばし解散！」

　本来の展開ならば、三国鼎てい立りつした後に、魏ぎの曹操、呉ごの孫権、蜀しよくの私が全員秀一の嫁になって真世界統一が果たされるはずだったが、現実は常に変転する、なかなか計算通りにはいかないな、と孔明は孔明でぼやいている。

「劉備くん。ともかく別室へ。青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうと蛇じや矛ぼうの連撃を食らう前に」

　由莉に手を引っ張られて、俺は大おお荒あれの軍議場から堂々退場した。というのは噓うそで、コソコソ退場した。

「孔明。休憩時間になったから、やっと話せるですよ。あなたは男女の恋愛に疎うといから……このお姉ちゃんに、いい案があるですよ」

「……ほう？」

　諸葛瑾と孔明がなにごとかを語らっている。本来、この「赤壁」の期間、二人が個人的に接せつ触しよくすることはなかったはずだが……レアな光景を見た。

　諸葛瑾は孔明とは真逆の常識人だ。もしかしたら、この炎上を鎮めて孫ファミリーの意見を「抗戦」で統一してくれる策を孔明に教えてくれるかもしれない。

　ともかく、「孔明のやることなすこと反対したくなる」というデバフを喰くらっている周瑜を説得しなければ、先に進まない。こうしている間にも、「一日」が終わろうとしている。そうなれば時間切れ。孫ファミリーが分ぶん裂れつしたまま、曹操軍が長江を越こえて南岸に上陸してくる──。

　別室へ向かう途と中ちゆう、あまりの軍議の大荒れぶりに怯おびえて厠かわやに逃にげ込んでいた孫権ちゃんのもとに魯粛が突とつ撃げきしていって「なにを風かざ見み鶏どりしとるんじゃあ、オラアアアアア！　カープ魂だましいを発揮せんかーっ！　それでも孫呉の明日を担になう期待のドラフト一位英傑かーっ！　愛の籠こもった掌しよう底ていを喰らわせちゃるけえね！」と恫どう喝かつしている光景をちらりと見たが、ま、まあ、ほんとうに掌底を浴びせることはないだろう。うん。

　この一刻の休憩時間のうちに、周瑜を翻ほん意いさせることはできるだろうか。あの子は、舞子たちよりもずっと、異世界で孤こ独どくだったから……「帰りたくない」という思いが強いのかもしれない。それに、周瑜が言う通り、赤壁決戦での勝ち筋は限りなく薄うすいしな……「人間の命」を最優先するならば、降伏して亜人戦に全力を投じ、召喚台を巡めぐる孔明と司馬懿の道術対決に賭けるのがもっとも「犠ぎ牲せい」を少なくして勝てる戦術なのだ。

　ただし、その道を選べば、かえってさらに大勢の犠ぎ牲せい者しやが出ることになると思う。小を惜おしんで大を失うというやつだ。これは俺のカンだが、おそらく無限にループを繰くり返した初代劉備玄げん徳とくの「経験値」が俺の閃ひらめきをサポートしてくれている。彼の「記き憶おく」を見てきた経験が、いつの間にか俺を歴戦の将軍・劉備玄徳に成長させているのかもしれない。

　さて、そして──。




　　　　※




「やあやあ。周瑜ちゃん。真しん名めいは三さんの宮みやマリーちゃんだったな？　青春は二度と帰らない！　この貴重な休憩時間を有効に活いかしたくて、君のもとに来たのだ！　フハハハハ！」

「ちょ。なに。なんなの。馴なれ馴れしい……たたた太史慈さんを呼ぶわよ？」

「水みず臭くさいぞ周瑜ちゃん。俺たちは同じ『記憶』をともに生きた仲じゃないか！　泣いても笑っても俺たちの命はあと一週間足らずで終わるかもしれないんだ。俺は、後こう悔かいを残したくない！　俺の愛の告白を、聞けええええーっ！　フッ……」

「……あ、あ、あ、愛の告白って。特とつ攻こう兵士が特攻前夜に童どう貞ていを捨てるとかいうアレ？　わわわ私はこれでも修道女見習いなんだから、そういうのは孔明とかあのへんの男好きがする女の子相手に勝手にやってて頂戴！」

「孔明は巫み女こみたいな存在だから処女だぞ。それに、俺は別に童貞を捨てに来たわけではない。ただ、俺の純じゆん粋すいな気持ちを君に伝えておきたかったんだ。周瑜ちゃん、好きじゃあああ～！　それだけだ、フハハハハ！」

「ま、ま、待ってよ？　勝手に人の心に侵しん入にゆうしておきながら、勝手に惚ほれられても困るのっ！　わ、わ、私には、舞子というソウルメイトが……！　そもそも舞子との結婚話はどうなったのよっ？」

「フハハハハ！　ゆる百合ゆりもＯＫ、許容範はん囲いだ！　俺は心の広い男だからなーっ！　故に、俺が百合友ハーレムを築くのもＯＫ！　まあ、ちょっと聞いてくれ」

　俺は、周瑜の個室を単独訪問していた。

　そして、速そつ攻こうでいきなり周瑜の理性を蒸発させ、そのまま強引に「攻こう略りやく」にかかる。

　教会育ちの周瑜は、殿との方がたにあまり免めん疫えきがない。悪いが数十億の人々の命がかかっている、この水みず城き秀一は今日一日だけはカサノバにでもドンファンにでもなるッ！　対価は俺の魂だ、許してくれ周瑜ちゃん！　そして、わが妹たちよ！

　俺は、戸と惑まどってわたわたしている周瑜の肩かたに腕うでを回し、急接近。これで周瑜の身体と目線を固定。そしてもう一方の手は──そう、「壁かべドン」だーっ！

「この水城秀一が命じる、俺の恋こい人びとになれーっ！」

「……ひうっ!?」

　ドンッ！

　……

　……

　……

　あの……ええと……傍はた目めにはこの俺が光の兄貴道から転落して、あっという間にシスの暗黒面に堕おちたかのように見えるだろうが。

　どうして、こうなったかというと。

　すべては、孔明の策なのだ。

　この休憩時間が運命の分かれ道。あと一刻のうちに周瑜を説得しなければ、孫呉は曹操に降こう伏ふくしてしまう。それでは司馬懿の思う壺つぼで、孔明にももう召喚台を守りきれない。

　が、孔明と周瑜とは「天命」によって相性が決定的に悪く、孔明が説得すればするほど周瑜を怒らせて逆効果になってしまう。劉備勢力抜ぬきの「天下二分」を目指す正史英えい傑けつ・周瑜を相手に、荊けい州しゆう・益えき州しゆうの壮そう絶ぜつな奪い合いを何度も繰り返した結果、こうなったらしい。相性が固定されてしまったというか。周瑜に封ほう神しんされている女の子・三宮マリーちゃん本人とは無関係な話なのだが、もうどうにもならないのだという。

　しかし幸いにも、俺は以前「写心眼」スキルを暴発させて周瑜の「記憶」を覗のぞいたことがあった。「記憶」世界内で死んだら本体も死ぬというデメリットを知らなかった周瑜に危あやうく「記憶」の中で殺されかけたが、ともかく互たがいの親密度はチートスキルによって急きゆう上じよう昇しようしているのだ。
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『秀一。今の周瑜は抗こう戦せんと恭きよう順じゆんの間で揺ゆれている。周瑜を口説いてこい。恋人にしろ。君のその顔と話術では本来不可能だが、周瑜の中の人は男性にいっさい免疫がなく、君こそが彼女にもっとも精神的に近しい殿方だ。以前、呂布を妹枠わくに入れるためにデートした際、兄貴道不ふ覚かく悟ごだー！　とテンパって自じ爆ばくしたことがあったらしいが、恋人にするのならば兄貴道には反しないだろう？　曹操風に言えば、デッド・オア・アライブ作戦ならぬデート・ア・ライブ作戦というわけだ』

　そう。これは、孔明の罠わな。むむむ。それにつけても、その直球すぎる作戦名はいかがなものか。

『軍師ってこーゆーことばかり言いだすんだから。でも人類の命運がかかっているし、嫁よめじゃないなら、まあいいかあ～。ただし！　許されるのは壁ドンまで！　異世界に戻もどったあとに周瑜との仲を持ち越しちゃダメだよアニキ！』

『むむむ。なんという……ですがこれも二つの世界を護まもるためです……ただし結婚はまかりなりませんよ、兄さん！　軍師どのが勝手に予約仮押さえしてあるその嫁枠、この雪乃が貰い受けます！』

『こっそり通信回路を開いて、私がリアルタイムにアドバイスを送ってあげよう、ふふふ。映像オフ、少量の音声のみ君の耳元に送信。これで、パクリ台詞ぜりふしか使えないという君の弱点も克こく服ふくさ』

　那波と雪乃は「人命尊重の立場」を鑑かんがみて渋しぶ々しぶ折れてくれたが、由莉はノリノリだったな。今も俺の耳元にこっそり由莉から「ここで壁ドンだ！　彼女が我われに返る前に、一気に君のペースに持ち込んでしまうんだ！　私の理想の趙ちよう雲うんならそうする！」などと指示が飛んできている。

　っていうか由莉だって男性と交際した経験とかないだろうに。ぜんぶアレだろ、自作のコミックや小説用の妄もう想そうアイデアの流用だろう？　「演義」の趙雲はそもそも、こういう世よ渡わたりのための婚こん活かつみたいな真ま似ねを嫌きらう硬こう骨こつ漢かんだったのでは？　だ、だいじょうぶなんだろうか？　孔明に至ってはいったい何年処女を守ってきたのか見当も付かないレベルの喪も女じよだしな。

「というわけで周瑜。いや、マリーちゃん。しがらみのない真世界に留とどまりたいという孫呉ファミリーの気持ちもわかるが、舞子たちを連れて異世界へ帰ろう。この俺が、君たちの居場所になる。君は兵を率いて戦争をやっていちゃいけないんだ。辛つらいこともあるだろうが、異世界で平和に暮らそう──」

「……あ、あ、あのう……そ、その……」

「マリーちゃんは女の子なんだから、戦っちゃダメだ！」

　うん？　由莉から送られてくる台詞も、なんだかどこかで聞いたことがあるような？　しょせんオタクのソース源は同じなのだ。俺さまが自分で考えても一いつ緒しよなのではないか？

　もしも周瑜が元ネタを知っていたら「こんな場面でアニメ台詞の引用ですか？」と激げき怒どされそうだったが。

「……わ、わかりました……これもきっと、運命なのでしょう……『写心眼』で私の心を覗かれたその時から、二人は離はなれられない関係になっていたんですね……りゅ、劉備さん。い、いいえ、秀一さん……あ、あなたの、こ、恋人になります。真世界でも、異世界でも。もう、私の手は罪に汚よごれてしまい真っ黒ですが……それでも、受け入れてくださいますか？」

　な、なんだとーっ？　こ、こんな前時代的な台詞が、まさか効くだなんて？

　そうか……周瑜は、よほど軍師として兵を率いて戦う日々が辛かったのだろうな。本来、平和を愛する心の優やさしい子なんだ。生しよう涯がい無敗の大都督「周瑜公瑾」として舞子たちを護るために精せい一いつ杯ぱい振ふる舞まってきたけれど、もう限界なんだ。

「もちろんだ。君に罪はない。真世界は戦乱の世界だから、君はファミリーのために戦うしかなかったんだ。でももう、終わりにしよう。赤壁に勝利し、亜人を撃げき退たいしたら、みんなで平和な異世界に帰ろう。異世界は異世界で君にとってはいろいろと辛いこともあるだろうが、俺のところに来い！　舞子ともども、生涯、俺が面めん倒どうを見てやる！」

　おい、待て。由莉。なんだかさっきから、俺は取り返しがつかない台詞を語り続けているような？　ほんとうに、だいじょうぶなのか？　周瑜との心の距きよ離りが近しいからこそ、「こんな約束をしたら取り消せないのでは」という危機感がマシマシになっていく。

「……カトリックの教義的には、アンモラルですが……そ、それも、運命なのかもしれませんね……秀一さんの、仰おおせのままに」

　堕ちたな！　さあここで誓ちかいのキスだ、契けい約やく完かん了りようだ、この儀ぎ式しき抜ぬきにこの種のお嬢じようさまは攻こう略りやく完了できないぞ！　となぜか盛り上がっている由莉から指令が飛んできた。

　那波と雪乃にバレないだろうな？　バレたらすべての孔明の策が破は綻たんして、みんな破は滅めつするぞ。

「妹にするわけじゃないからいいか！」と受けてしまったけれど、俺はひとたび口説いた相手を放りだせないだろう。戸惑いながら、俺は周瑜の唇くちびるに自分の唇を接近させていた。この子との約束は破れない。実はすべて孔明の策だったなんてバレたら、純真無む垢くな周瑜は短命デバフを発動させて「おのれ孔明！」と血を吐はいて憤ふん死ししかねない。

「契けい約やくだ。ただし那波と雪乃には、まだ内ない緒しよな。決戦に勝ち、異世界に帰ってからだ」

「……はい。たとえ赤壁で戦って勝つためのお芝しば居いだとしても、嬉うれしいです」

「え？　気づいていたのか？　た、確かに半分は芝居だが、半分は本気だ。俺はたとえ異世界に帰き還かんしても、『劉備玄徳』から受け継ついだ俠きようの精神を忘れない。お前の器に、居場所になってみせる」

「……わかります。秀一さんの目を見れば。たとえこれが孔明の策だったとしても、私は……」

　ほとんど由莉が口説いたも同然だが、最後の最後は俺自身の言葉を語った。

　ついに俺は、「恋人」を作ってしまった。

　が、彼女を利用するだけ利用して捨てるつもりは毛頭ない。最後まで責任を貫つらぬく所存だ。周瑜の「記き憶おく」を共有したことで、俺も彼女に情が移っていたのかもしれない。

　それに──孔明と初代劉備の「記憶」を追体験した俺は、以前とは明らかに違ちがっている。無限の「人生」を生きてきたのだから。

　周瑜はそんな俺の変へん貌ぼうを感じ取って、俺の中に一いつ片ぺんの「真実」があると信じてくれたのだろう。

　かくして、周瑜が「抗戦派」に転向したことで軍議はひっくり返った。文字通り、間かん一いつ髪ぱつだった。雪乃はひたすらに土下座すれば許してくれそうだが、「那波をどう説得するか」という最大の難問は、生き延びて異世界に帰還できた時に考えよう。今は、全員が生還する道を突つき進むしかない。




　　　　※




「総合的に判断しますに、孫呉ファミリーが今後この真世界に根付くのだとしても、異世界に帰還するのだとしても、司馬懿と亜人の野望を阻そ止ししなければ私たちに居場所はありません。降伏すれば召しよう喚かん台を司馬懿に奪うばわれてしまうという孔明の言葉は、噓うそ偽いつわりではないでしょう。ならば『抗戦』の一いつ択たくです。二つの世界を護るために、私たち封神英傑は背負った『義務』を果たさねばならないのです。もちろん、義務を捨てる自由もあります。封神されることを知らずにゲートを潜くぐった者が大半なのですから。ですが──この周瑜公瑾は、自らに与あたえられた様々な運命、そして与えられた封神英傑の力に怯おびえて逃にげだしたくはありません！　人間は誰だれしも、生まれてくる環かん境きようを選ぶことはできません。異世界でも真世界でも同じことです。理り不ふ尽じんにも与えられてしまった己おのれの運命と戦わなければ、私たちはどこの世界にも自らの居場所を見つけることはできないのです！」

　休きゆう憩けい時間が終わり、軍議が再開されるや否や、周瑜は「抗戦派」として熱弁を振ふるった。すべては迷いを吹ふっ切った彼女自身の言葉であり考えだ。俺は、周瑜の背中を押しただけにすぎない。孔明はそこまで理解していたんだろう。「異い邦ほう人じん」という立場は、孔明も周瑜も同じなのだ。

　妙みようにめざとい那波と雪乃が、

「うっわ～。お肌はだがつやつやになってるう。あれはキスまで行ってるよ、ゆきのん！」

「むむむ。許せませんね、ななちゃん！　これが非常時でなければ……！」

　とすでに俺の所業を察知してぷりぷりと怒おこっているが、「妹」にしたわけじゃないから問題ないぜ！　もはや兄貴道がハーレムの免めん罪ざい符ふとなりつつあるが、これも人類存続のためなのだ、許せ！

「これはやられた。劉備に出し抜かれましたな。小こ僧ぞうと侮あなどっていたのが間ま違ちがいじゃった」

「そらそうよ」

「明らかに男の影えい響きようだわ。顔つきが突とつ然ぜん恋こいする乙女おとめのそれになったもの。すごい美人ね」

　張昭、張紘、太史慈。「恭きよう順じゆん派は」の首しゆ魁かいたちも、これ以上の抵てい抗こうを諦あきらめた。

　なにしろ孫ファミリーを率いる舞子が目を輝かがやかせながら、

「うむ！　その通りだ、公瑾！　たとえいずこの別世界へ逃げても、移住を繰くり返しても、己自身の出自と血と運命からは誰も逃げられない！　ならば、われらが戦って打ち倒たおすべきは自分自身の『疵きず』なのだ！　ともに行こう、ともに戦おう、公瑾！　黄蓋のオジキたち、私と公瑾の決断に賛成か、反対か？」

　と周瑜の「決断」を熱ねつ烈れつに支持したのだ。相変わらず虎とらのようなおっかない目つきだけれど、舞子はほんとうに勇気とカリスマがあるな……実はかくかくしかじかでと事情を打ち明けても、笑顔で「私と公瑾、二人とも劉備くんの嫁になるのか。はっはっは、それもいいだろう！」と豪ごう快かいに承しよう諾だくしそうな勢いだ。っていうか、たぶんそうなる。

「賛成あるのみでさぁ！　われら孫ファミリーの鉄てつ砲ぽう組は、姉あね御ごの決断に従いやすぜ！」

「「「「オオオオオオオオオオ！」」」」

　黄蓋のオジキたちは完全に任にん俠きようの顔つきに戻っている。はっきり言って怖こわい。

　が、ここに孫呉の意見は「抗戦」で統一された！

「やったね姉さん、公瑾！　明日はホームランだー！」

「うう。どうしよう、どうしよう。私も戦わなきゃ。孫権の宝貝ってどこにあるんだっけ？　お姉ちゃん」

「ボクは知らないよー！　戦せん闘とうを繰り返せばドロップするだろー？」

　孫策は大はしゃぎしているが、怯える孫権に抱だきつかれてちょっと困っている。

「公瑾がその気になってくれたか。嬉しいのう、嬉しいのう。しかしヤクザな真似をしおったのう、劉備よ。おどれ、純真な公瑾を泣かせたらどうなるかわかっとるな？　迷わず、しごうしたるけえね？」

　しまった。周瑜の大親友なのだ、この魯粛は！　性格も生おい立ちも真逆の二人が、どうして意気投合したのだろう？　ガチの極道娘むすめ・魯粛に目を付けられたら、俺は広島から送り込まれたヒットマンどもに「パンパンパン」とやられてしまう……！

　容易に、俺が「殺やられる」日の光景が脳裏に浮うかんでくるではないか。

　ＢＧＭは、布袋ほてい寅とも泰やすの「新・仁義なき戦いのテーマ」。

　新しん横よこ浜はま駅のホームに到とう着ちやくした新幹線の扉とびらが開くと。

　まず先導という形で、チンピラ風ふう貌ぼうの長なが島しま清きよ幸ゆきが降りてくる。

　続いて、若手筆頭といった感じの高たか橋はし慶よし彦ひこが降りてきて。

　次にパンチパーマに細身のスーツという出いで立ちで、幹部という雰ふん囲い気きの山やま本もと浩こう二じや江え夏なつ豊ゆたかが降りてくる。

　最後に、金色のネックレスを光らせながら鋭するどい眼光を飛ばす組長という感じの衣きぬ笠がさ祥さち雄おが降り立った時。
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　俺は、もう俺の人生は終わったと絶望するのだ。

　パァン！

　あっ……想像しただけで、寒気が……今、少し漏もらした。

　これはいよいよ、「もはや逃のがれることはできんぞ」と腹をくくるしかあるまい……！

「ふふ。理り屈くつではこの策しかないとわかっていても、私には決断しかねていた。男女の情が絡からむ策略については、姉さんのほうが一枚上手だな」

「任せて、孔明ちゃん♥　孔明ちゃんも、『天下三さん嫁よめの計』に基づいて劉備くんと結けつ婚こんするのよね～？　頑がん張ばるのですよ～。お姉ちゃんは、いつだって妹を応おう援えんしていますからね～」

「……さて。私は、どうかな」

　なるほど。孔明に「今はこれしか方法はないわ！」と猛もうプッシュしてくれたのは、どうやらお姉さんの諸葛瑾らしい。周しゆう旋ぜん好き、なんだろうか？

　ともかく、夜まで続いた軍議の結論は、「開戦」と決まった。

「やあ、劉備くん。もっと右往左往するかと思っていたけれど、私のアドバイスが適切に効いたようだね。陣じん営えいで開戦の報告を待っている陶謙たちに伝えに行こう、ふふ」

「あっ、由莉。やばかったぞ。大事な場面でアニメの台詞を引用するのはやめろ。バレたら袋ふくろだたきだ！　俺も以前、雪乃と那波に同じゲームの台詞を使い回したことがバレてたいへんな目に」

「周瑜からは、腐ふ女じよ子しの香かおりも夢女子の匂においもしなかったからね。今時の言葉とは思えない古風な台詞がかえっていけると思ったのさ」

　ほんとうかなあ？　まあいい。由莉の「記憶」にも入り込んだんだよな、俺は……いまだに精神が繫つながっているし……俺自身、長い長い孔明の「記憶」を生きたことで、現代日本人の倫りん理り観を知らず知らずのうちに相対視するようになってきたし。

　これはもしや……「ハーレム」の外そと堀ぼりが着々と埋うめられているというのか……？

　お、俺が追求してきた兄貴道はどうなった？

　さて、周瑜が戦術を立てて全員に指示を飛ばして軍議は解散、となるはずだったが。

「姐あねさん！　ここは真世界の風習に倣ならって、生いけ贄にえじゃあーっ！」

「そうだ、生贄だーっ！　豚ぶたを長江の神さまに捧ささげようっ！　ボクに任せてーっ！」

「ぶきー、ぶきー!?」

　あーっ！　豚に戻もどっていた豚まんまんが、生贄にーっ？　と那波が騒さわぎだした。

　孫ファミリーは揚州の奥地で戦っているうちに、なんか現地の妙な風習を覚えてしまったらしい。おお、なんということだ。豚まんまんが両手両りよう脚あしを縛しばられて「台」の上に吊つるされているではないか。つーかお前、馬のままでいろよ。小型化して「気」の消費を抑おさえているのだろうか。

「こら待てこら待て！　豚まんまんは、わが妹・那波の宝貝なのだっ！　そもそも生贄とかやめろ、野や蛮ばんすぎるっ！　周瑜、代わりになにか『開戦祝いの景気づけ』の儀ぎ式しきはないのか？」

「そ、そうね。召しよう喚かん台を回して、最後の戦力補強をしましょう。こちらから帰るルートは遮しや断だんされてしまっているけれど、異世界からこちらへの召喚は可能よ。でも、召喚台は酷こく使しされて傷いたんでいるし、英えい傑けつを召喚するルートそのものもよれよれ。あと一回が限度ね」

　あと一回召喚すれば、召喚ルートも塞ふさがれてしまうということか。

「ルート関連の故障・不具合は、孔明にも直せないのだったな？」

「ああ。私にはできない。だからいったん司馬懿にシステムをハックさせる必要がある。大当たりを引ければいいがな、周瑜。糜び芳ほうや士し仁じんなどを召喚されては、孫呉と劉備陣営の関係が破は綻たんするぞ」

「むっ！　大当たりを引きますっ！　赤壁で勝利を収めるために、まだ足りていない英傑がいますから！　必ずや、この周瑜公瑾が召喚してみせますっ！　劉備さんに大勝利を！」

　舞子が「回せっ！　回せ、公瑾！　ＳＳＲだ、最後の五つ星英傑召喚で景気づけだっ！」と拳こぶしを突き上げて盛り上がる。

　これ、当たったら全軍が盛り上がるけど、スカだったら……孔こう子し礼装の「麻マー婆ボー豆どう腐ふ」とか出てきたら……やばくね？

「いいえ、劉備さん！　私は乗り越こえます、運命を！　行きますっ！」




　ピカッ、チュウウウウウ～ッ！




　来た──召喚台から放たれる、虹にじ色いろの光っ……！

　これは、星五英傑確定かっ!?




「ふ、ふ、ふええええ……？　な、なんなんですか、あなた方は？　こ、ここはどこですかっ？　みくはまだ、小学生なのに……ちょ、ちょっとばかりＭＲゲームを囓かじってみただけで……こども誘ゆう拐かいシステムだったなんて～。やっぱり外出するんじゃなかったです～！　ふふふ不登校はやめますから、おうちに帰してくださ～い！　ふえええええ……！」




　じょ……女子小学生だとおおおおおおお～ッ!?

　しかも──この幼さで、すでに引きこもりっ娘こ？

　いろいろとダメダメすぎる！

　これでは、ヤクザ軍団が子供を拉ら致ち監かん禁きんしてきたも同然ではないか！

「兄貴道」の求道者として、これは決して許されざる行こう為い！

　ああ、最後の最後になって明らかになった「英傑召喚システム」の闇やみ！

　いったいどうすればいいのだ、孔明～っ!?








第三回　赤せき壁へき









　荊けい州しゆうの主要都市・襄じよう陽ようと江こう陵りようを制圧した曹そう操そう軍は、荊州の劉りゆう表ひようから接収した荊州水軍の大船団に乗船。長ちよう江こうを下って、烏う林りんに到とう達たつしていた。長江を挟はさんで北岸が烏林、南岸が赤壁である。

　むろん、赤壁を戦場とすれば、「赤壁の合戦」イベントが発生して曹操軍が敗北する確率が高まる。可能ならばさらに東へと進んで陸口を押さえてしまいたかった。

　しかし──曹操軍が移動中、長江流域一帯を深い霧きりが覆おおった。「天運」はやはり、曹操軍に「赤壁」での決戦を強しいているとしか思えない。

　怜れい香かが「最善」と考えていた陸口へは到達できず、烏林に布ふ陣じんした時点で孫そん呉ご陣じん営えいからの「返書」を受け取ることになったのである。

　袁えん紹しよう軍と劉表軍を吸収し、華か北ほくと荊州の将兵のほぼすべてを動員した曹操軍は大軍だった。数千の船を調達しながらも、なお船が足りず、烏林の陸上にも陣じん地ちを敷しいている。怜香は、水軍と陸軍の間を激しく往復していたが、案の定じよう「江こう南なんの高温多た湿しつ気候に慣れず、疫えき病びようにかかる青せい州しゆう兵が続出」「公こう孫そん瓚さん軍のＤＱＮ兵たちも『み、水だ……まるで海だ、眩まぶしい！』と船ふな酔よい及および川魚にやられて倒たおれまくりです」という報告も入り、頭痛は激しくなるばかりだった。

「あれほど、川魚は食べるなと通達しておいたのに……」

「各地が飢き饉きんですし、わが軍は膨ふくらみすぎています。華北から輸送する兵ひよう糧ろうだけでは足りないのです、曹操さま。半分の兵士を、対亜あ人じん防衛のために華北に残しておくという手もありましたが」

「どうせ全軍で当たらない限り饕とう餮てつ率いる亜人軍団には勝てないのだから、分散は悪手。今は、赤壁に一点集中よ荀じゆん彧いく」

「……そうかもしれませんね。ですが……足止めしないとなると、亜人軍団の南下速度はいよいよ」

「足止め部隊イコール玉ぎよく砕さい部隊でしょう？　誰だれにもそんな役目は与あたえられなかったの」

「鳥とり居い元もと忠ただを捨てていく徳とく川がわ家いえ康やすにはなりきれない。あなたらしいですね。ですが、その情が致ち命めい傷しようになる予感がします」

　旗き艦かんに乗り込んだ怜香と荀彧が長江を眺ながめながら語り合っているところに、舞まい子こからの「返書」が届いた。

　使者は、ランドセルを背負ったポニーテールの女子小学生だった。怜香とあまり身長は変わらないが、「これは……非合法ロリです！」と荀彧が目を輝かがやかせる。

（荀彧って、やっぱり……ロリコンなのね……はあ）

　怜香が「とうとう学徒動員を通り越して、園児動員レベルの緊きん急きゆう事態というわけね。怖こわくない怖くない。私は！　ちっちゃい子供の味方だから！」と使者をなだめた。

　こども使者はぶるぶると震ふるえながら、

「は、は、はわわわわ。な、なにがなんだかわからないうちに、ほ、ほ、龐ほう統とうに封ほう神しんされちゃいました～。し、し、真しん名めいは、み、み、みくだよ～。ほ、ほ、龐統って劉りゆう備びの軍師をやらされるんですよね？　落らく鳳ほう坡はで流れ矢に当たって死にたくないので匿かくまってください、お願いしますお願いします」

　と「英傑名」を名乗った。よりによって龐統。赤壁の戦いの際に曹操軍に潜もぐり込んで「連れん環かんの計」を施ほどこす「敗北フラグパーツ」そのものではないか。

　これが黄こう蓋がいのオジキのような筋すじ者もののおっさんだったら斬ざん首しゆも辞さないところだったが、まさかＪＳとは。怜香と荀彧の弱点でありツボだった。これもまた天命……と怜香は天を仰あおぎながら、返書を受け取り開いていた。

「どうでしたか、曹操さま」

「『すまない。議論百出したが、やはり戦わずして降こう伏ふくはできない。孔こう明めいをもってしても、降伏すれば召しよう喚かん台を司し馬ば懿いから守りきれなくなるという。人質三名の命は重いが、召喚台には二つの世界に跨またがる数十億の人間の命がかかっている。また、威い信しんカンストした袁紹を救う手立てはすでに考えてある。即そく座ざに実行するのは無理だが、救える可能性は残されている。故ゆえに、われらは司馬懿から両世界を護まもるために曹操軍と決戦し、孫呉が華北・江南を統一すると決めた。わが親友・曹操くんに恨うらみも憎にくしみもないが、もう時間がない。今は、互たがいの信念のいずれが勝つかの瀬せ戸と際ぎわ。これより赤壁で戦いをはじめよう。われらが敗れれば、その時は召喚台をどうか頼たのむ、曹操くん』……」

「司馬懿の活動は巨きよ大だいなスケールを誇ほこりますが、その行動原理はテロリズムです。決して屈くつしないという信念を貫つらぬくわけですね、孫そん堅けんたちは。やはり任にん俠きようですね。曹操さまとは真逆です」

「……孫呉陣営は降伏か抗こう戦せんかで揺ゆれていたはず。秀しゆう一いちが孔明を孫堅に引き合わせて説得させたんだわ。結局、劉備と曹操は戦う運命にあるのね、秀一……真世界ではなく、元の異世界で出会っていれば、私は……」

　怜香は、主立った封神英傑たちを集めて、「開戦と決定したわ。周しゆう瑜ゆたち率いる孫呉艦かん隊たいは、今夜まもなく烏林・赤壁へと攻せめ寄せてくる。互いに『正史』も『演義』も知り尽つくしている総大将同士よ。奇き襲しゆう戦ではなく、正面からの対決になる」と告げた。

「一日で決着をつけられねば、両軍ともに亜人に吞のみ込まれるでしょう。どうか、後こう悔かいのない戦いを……互いに赤壁での戦い方を熟知している者同士。最後は、信念の勝負になります」

　筆頭軍師。曹操こと早さ乙女おとめ怜香と誰よりも近しい「お姉さん」の荀彧。

「任せておけって！　史実と違ちがって、この天才軍師の郭かく嘉かさまが赤壁に参戦してるんだ。これって超ちようラッキーじゃね？」

「それはどうでしょう～丞じよう相しようを脱だつ出しゆつさせる時にはお役に立てそうですが～」

　長らく怜香とタッグを組んできた相方の二人。郭嘉と程てい昱いく。

「曹操軍の英傑は陸戦特化型ばかりで、水軍戦では苦戦が予想される。だが、寄せ集め軍の統率はこの夏か侯こう惇とんに委ねておけ、孟もう徳とく！」

「馬と船とでは大おお違ちがいですわねえ。うっぷ、酔よいましたわ……こんどというこんどこそ劉備を引っ捕とらえて差し上げますわよ、ほ、ほ、ほ（げっそり）」

　熱ねつ烈れつな怜香ファンの二人、夏侯惇と夏か侯こう淵えん。

「陸上の陣じんは、おらたちが堅かたく守りますだ～姉者～」

「いざという時には、うちが曹操孟徳に変化して囮おとりになるべさ～。安心して戦ってくんろ～」

　現地採用された怜香の「従妹いとこ」たち、曹そう仁じんと曹そう洪こう。

「わわわわ私はご存じの通り、水が苦手なので、陸地を担当するぞ？　水！　長江！　周しゆう倉そう！　関かん羽う！　なにもかもが、于う禁きん敗北フラグ……うっ、頭が」

「関羽対策は、わたくし徐じよ晃こうに任せてよくてよ？　『正史』で関羽を撃げき破はしたこの徐晃に。ふふっ」

「迎むかえ撃うつなど、生ぬるい！　こっちから孫呉水軍を夜や襲しゆうだーっ！　兵糧も心こころ許もとなく、赤色ソ連軍……じゃなかった亜人軍団が南下してきた今、一いつ気き呵か成せいの電撃作戦あるのみ！」

「今こそわが固有スキル『魔ま界かい転てん生しよう』のチート威い力りよくをご覧に入れましょうぞ、丞相！　たとえ何度火計を受けてもこの張ちよう郃こう、雄お々おしく蘇よみがえってくれるわ！　ハーハハハハハ！」

　四ヶ国連合将軍たち、于禁、徐晃、楽がく進しん、張郃。

「……御おん大将の護衛はこの犬いぬ千ち代よにお任せ」

　戦国時代から誤召喚されながら、怜香に犬の如ごとく忠義を尽くす許きよ褚ちよ。

「……はうううう……み、みくも、曹操軍師軍団に？　あ、あのう。みくは、お子さまだからそろそろおねむの時間かなあって……まさか曹操軍って、ぶ、ブラック企き業ぎようなんですかあ？　チョロロロォ……」

　孔明相手に勝つには龐統の知力が必要です、と荀彧が進言したために結局戦線に引っ張り出されてしまった龐統。

「ヘッ。任せときな、おチビちゃん。どうやらこの徐じよ庶しよさまが放ほう浪ろう生活をやめて本気を出す時が来たようだぜ──孔明に『なんだぜんぜん出世してないな、魏ぎは人材が多いのだな』と鼻で嗤わらわれる日々はもう終わりだ！」

　正史英えい傑けつ、長ちよう坂はんで曹操軍に投降してそのまま居着いている徐庶。

「孫呉には、周瑜をはじめ水軍に特化した英傑たちが揃そろっている。さらに『天命』の力が働いて、曹操軍はきっと不利に追い込まれる。けれども、この私が曹操である限り、黄蓋の偽にせ投降による急きゆう襲しゆう火計を喰くらう心配はないわ。個々の英傑の力、そして将兵の数の力で天命を覆くつがえすのよ──私たちが烏林で一日粘ねばれば、私が率いる曹操軍を赤壁で破る方法はないと孫堅たちも諦あきらめるはず。その時こそ和わ睦ぼく・対亜人連合軍の締てい結けつを持ちかけて吞ませる。なお、勝敗のいかんにかかわらず召喚台は必ず確保。司馬懿に触ふれさせぬように。天子に続いて召喚台まで奪うばわれれば、私は……」

　人類の戦犯となる、という言葉を怜香はかろうじて吞み込んでいた。

「みんな。もしも私が天命を覆せず孫呉に敗れても、私は最前線から逃にげない。曹操が赤壁から逃げて生き延びれば、事態は『三国鼎てい立りつ』ルートに突とつ入にゆうし、人類は時間切れになってしまうから。だから、負けたら荀彧が丞相を継つぎ、すみやかに全軍で孫堅に降伏してともに亜人を迎え撃って。共とも倒だおれだけは絶対に避さけねばならないのよ」

「そ、曹操さま？　それは……敗れれば死を選ぶ、ということですか？」

「ダメだ孟徳！　孫堅と劉備が孟徳を信用せず抵てい抗こうするから、戦いになったんだぞっ？　それなのに、そんなお人ひと好よしな」

「私は私の『信念』を信じて戦う。でも、舞子と秀一の『信念』も尊重するわ。私が泰たい山ざんの召喚台を司馬懿に奪われかけたことが、この戦いに繫つながったのだし。どちらが正しくてどちらが間ま違ちがっているかではないの。さあ、もうみんな持ち場へ戻もどって。孫呉水軍の船足は速い。すぐに攻め寄せてくる！」

　夏侯惇たちはなおも「万一敗れたら、必ず孟徳を救いだすぞっ！　置き去りになんてしないっ！」「命令違い反はんを犯してでも救出いたしますわ！」と怜香の命令を吞まないが、これ以上議論している時間は誰にもなかった。一いつ斉せいに、それぞれの船へと戻っていく。

　曹操さまの「信念」とは、「人質三人の命は全人類と等価値」ということでしょうか？　と荀彧が首を傾かしげた。なにか「違い和わ感かん」がある。孫堅・劉備が「抗戦」と決めた以上、怜香には「降伏・即そく連合」という選せん択たく肢しもあったはずだ。

　確かに、天子と袁紹袁えん術じゆつ姉妹しまいを切り捨てられるような非情な怜香ではない。だが、「負けたら死を選ぶ」とは。そこまでしてあの戦友の二人と、さらには関羽や張ちよう飛ひと戦わねばならない理由が、怜香にあるのだろうか？

（曹操さまは、龐統を軍師として雇やといましょうという私の甘い献けん策さくもあっさり認めました。敗北フラグのトリガーになりかねないという危険を承知の上で。もしかして曹操さまは……）




　単身で船室に戻った怜香のもとに、司馬懿が立っていた。

　どこから入り込んだのかしら、と怜香はいぶかしがる。まさしく神しん出しゆつ鬼き没ぼつだった。

「ボクも孔明と最後の決戦に行かなくちゃ♥　曹操、キミの『信念』とやらはもうボクには読めている♥　ただ、人質を救いたいと情に流されているだけではない♥　孔明の目的は、召喚台のもとにボクをおびき寄せて倒すことかな♥　キミは、そんな孔明の考えを読んでいる。読んだ上でボクと孔明の一いつ騎き打うちの舞ぶ台たいを作り上げ、二人軍師の完全決着がつくまで心を鬼おににして赤壁での総力戦をぎりぎりまで長引かせる。究極の力を持つ術士同士の戦いは、どれほど長くとも一日以内に終わるだろうから──孔明がボクを倒せば、赤壁で曹操軍が孫呉に勝っても負けても、召喚台は孔明のものとなる♥」

　読心術も使わずによくそこまで人の頭の中を見通せるわね、と怜香は呆あきれた。司馬懿はやはり、孔明に勝ち続けた最強の軍師なのだ。怪かい物ぶつと言っていい。

「会ったこともない孔明を、どうして信じられるのかな♥　ボクに勝ったことのないあのへっぽこ軍師を♥」

「ぜんぶ承知の上で、孔明のもとへ向かうというのね、司馬懿。私は孔明本人を知らないわ。でも、『演義』や『正史』や無数の物語で、諸しよ葛かつ亮りよう孔明という人間を私はずっと見てきたもの。それに──他でもない、秀一が孔明を出しゆつ盧ろさせたのよ。私は、秀一を信じている。彼は、伊達だてや酔すい狂きようやなんらかの偶ぐう然ぜんで劉備玄げん徳とくに封神されたのではない。真世界の天命を覆すために選ばれたのだと。彼が劉備となったことは必然だったのだと。だから私は、秀一が信じている孔明を、信じる」

「恋こいかな、それは♥　恋は盲もう目もくというよ、曹操クン♥　孔明は今回も、ボクに勝てない♥」

「……どうかしら？　私だって、わざと負ける気はないけれどもね。孫呉軍は少数。数の力で圧勝すれば、秀一たちを殺さずに済む。逆に私が負ければ、大軍が壊かい乱らんして悲ひ惨さんな事態になる。だからこそ、敗戦すれば即座に私は……」

「キミが死んだら、人質はどうなるのかな♥　ボクが孔明を引き受けるから、風を操る術は用いさせないけれど、もしも『東南の風』が吹ふいたら即座に逃げることだ♥」

　ボクが戻ってこなかった場合のために、「免めん罪ざい符ふ」を預けておこう、と司馬懿は怜香の手に札を握にぎらせていた。

「これが、袁紹の威信を下げる札？　どうして私に」

「彼女たちの居場所をキミが突つき止めても、免罪符がなければ袁紹の威信を下げられないだろう♥　『人質』を救いだせるかもしれないというぎりぎりの希望を与あたえておけば、キミは本気で戦える。孫呉に勝てるさ♥　そのほうが召喚台を狙ねらうボクにとってもやりやすい♥　ま、ボクは孔明に勝つから、後で返してもらうけれども♥」

　司馬懿はソシオパスのような心のない極悪人を気取っている。けれど、それは私には理解できない種類のものかもしれないけれど、確かに強きよう烈れつな「信念」を抱いだいているんだわ、と怜香ははじめて司馬懿の中に「人間性」を見み出いだしていた。

「司馬懿。あなたは、なんのために孔明と戦い続けているの。なんのために人類を滅ほろぼそうとしているの。あなたの知ち謀ぼうは孔明に勝まさるとも劣おとらない。ただ壊こわしたいから壊す、というような動物的な本能だけでは生きていない。理由が──信念が、あるはずよ」

「それをキミに話すと、またこの世界が崩ほう壊かいしてしまうので、話せないかな♥　ただ……」

「ただ？」

「早乙女怜香。キミは、もしもたいせつな人が死んでしまってキミの世界から失われてしまった時、その死者を取り戻せるのならばなんでもするのかな♥」

「……そんなの、場合によるわよ。死者の再生なんて、とんでもない対価が必要だろうし……でも……もしも、できるのならば……そうね。取り戻したい……人間ならば、誰だれでもそう考える。ううん。考える前に、人間には感情というものがあるから。きっと、再生してしまうでしょうね」

　怜香は両親を事故で失っている。取り返せるのならば。あの日に戻れるのならば。自分自身の魂たましいを悪あく魔まに売り渡わたしてでも取り戻すだろう。そうでなければそもそも、小説なんて書いていない。怜香にとって、仮かり初そめの物語は、覆ることのない「現実」の過去を「こうであってほしかった」と補完するための「魔ま術じゆつ」だった。書かなければ、心が折れていた──。

　だがもしも、「仮初めの物語」の中ではなく、「この世界」で「魔術」が使えるのならば。

「ふうん。その結果、無限循じゆん環かんに陥おちいってもかな♥」

「無限循環？　どういうこと？」

「たとえば、何度時間を操作して人生を繰くり返しても決して『自分が望む結果』は導けない、ということかな♥　その上、犠ぎ牲せいとして支し払はらう対価だけが、自分でも気づかぬうちに負ふ債さいのように膨ふくらみ続けていく──としたら？」

「……抽ちゆう象しよう的てきすぎてよくわからないわ」

「悪いけれど、具体的には言えないかな♥　また、すべてがゼロからやり直しになってしまうのでね♥」

「……『世界』が無限ループに陥るのだとしたら、それはやはり、自分自身の夢を犠牲にしてでも止めなければならないでしょう。私は、そう思う。この世界は、私一人の世界ではないのだから」

「迷わなかったね。キミらしい。早乙女怜香。ボクとキミはやはり、共犯者だ♥」

「……ううん。私はただ、どうしてあの日、私だけが生き延びてしまったんだろう、どうして一いつ緒しよに死ねなかったんだろうという罪悪感からいつまでも逃のがれられないだけよ……あなたとは違ちがう」

「どうかな。それじゃあ、ボクは行ってくるよ。無限循環は、これで終わりかな♥」

　司馬懿の身体からだが、「縮地」によって切り裂さかれた空間の向こうへと消えていった。

　その直後に。

　許褚が「……孫呉水軍、襲しゆう来らい。奇き襲しゆうも策もなにもなく、水上で両水軍が一気に全面激げき突とつに」と怜香のもとに飛び込んで報告していた。

　孫堅と周瑜にも「東南の風」を待ったり「黄蓋偽にせ投降」の芝しば居いをやったりする時間はなく、しかも「演義」や「正史」で用いた手はすべてこちらに封ふう殺さつされるとわかっている。だけれども、圧あつ倒とう的な数を誇ほこる曹操軍めがけて、全軍で突とつ撃げきしてくるだなんて。

　無む謀ぼうすぎる。

　やはり、孔明と司馬懿に対決の「場」を与えるために、孫呉陣じん営えいもまた、大激戦をやるつもりだったのだ。

「……秀一。那な波なみちゃん。雪ゆき乃のちゃん。あなたたちは今、戦場のどこにいるの？　どうか、生き延びて……」

　感傷に浸ひたっている時間は、これが最後だった。

　怜香は許褚とともに甲かん板ぱんに飛び出して、燃える夜の長江を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　これが水軍戦。これが総力戦。

　これが、「赤壁の戦い」。

　軍を率いて「指揮官」となった司馬懿を、孔明は破ったことがない。孔明が司馬懿を倒たおせる機会は、「一対一」になった時だけだろう。故ゆえに、秀一・舞子との間で「阿あ吽うんの呼吸」をもって怜香は敢あえて赤壁の戦いに挑いどんだ。司馬懿が、孔明のもとへ単身向かうことを計算に入れて。

　だが、この戦争の規模はあまりにも──。

（強力な体力と修復力を持つ封神英傑はそう簡単には討うち死にしないけれど、これじゃ、長引けば長引くほど両軍の大勢の兵士たちが。命が散っていく……孔明にあまり多くの時間は与えられない。早く決着をつけないと！　曹操軍が圧勝すれば、数に劣る孫呉は対亜人戦に備えるために降こう伏ふくするはず。被ひ害がいは最小限で済む！　この戦い、私が勝つ！）




　東南の風が吹かずとも、孫呉水軍の旗き艦かんには大だい都と督とく周瑜がいる。正史英えい傑けつ周瑜公瑾は、赤壁の戦いをはじめ生しよう涯がい無敵無敗。水軍提督として、三国志史上屈くつ指しにして最強。

　本来、戦いを好まない周瑜だったが、今だけは違う。司馬懿と孔明の「決着」がつくまでこの戦いを続け、かつ、勝利しなければならない。

　孔明が召喚台奪だつ取しゆを阻はばんでなお司馬懿が逃にげ延びた場合、曹操軍が大おお崩くずれに崩れて孫呉の降伏勧かん告こくを受け入れていれば、司馬懿は事実上兵権を失う。三人の人質を盾たてにしつつ、亜人のもとへ合流するだろう。

　だが司馬懿さえ敗走すれば、亜人戦の準備にかかりながら、同時に袁紹たち三人の人質を奪だつ回かいすることも可能になる。

　問題は、孔明が司馬懿に敗れた時だが──その時は、すべての人々の天命が「敗北」という二文字に定まる時だ。

　少しでも抗あらがう。司馬懿といえども、目の前で曹操軍が大敗を喫きつすれば、「隙すき」が生じるかもしれない。孔明ならば、その一いつ瞬しゆんの勝機を捉とらえられるはず。

「私、勝ちます。劉備三兄弟の天命は知っています……ですが、私が決してあなた方の天命を繰り返させません、劉備さん！　長江の流れに、渦うずを作ります！　曹操水軍を乱すだけ乱します！　『美び周しゆう姫き』！」

　周瑜は、水を操る。長江戦で、数に劣る孫呉が有利を取れる最大の理由が、これだった。

　曹操軍のうち、水軍として熟達している軍団は降伏したばかりの荊州軍のみで、戦意は薄うすい。青州兵、袁えん帝ていグループ系列兵、公孫瓚軍はみな「陸兵」で、長江の水流を自在に操る周瑜の力に翻ほん弄ろうされている。

「さすがは公瑾だ！　黄蓋のオジキに鞭むち打うち百回の刑けいを喰くらわせなくても、長江ならば互ご角かくにやり合えるな！　水が不足ならば、私が古こ錠てい刀とうを用いて雨を降らせよう。風が必要なら、固有スキル『猛もう虎こ甲こう子し』を発動させて六ろつ甲こう颪おろしを吹かせよう！　私たちは最強のコンビだな！」

「『猛虎甲子』は、北風を吹かせるスキルでしょう、文台？　用いたら、孫呉の船団を焼き払はらってしまうことに」

「はっは！　そうか！　やはり風を操る能力では、孔明に及およばないか！　孔明抜ぬきで勝てるかな、公瑾？」

「水上での戦いならば！　ただし、曹操軍は大軍。私が水を操れる範はん囲いではすべてをカバーできないわ。一部の船団は、われらを避さけて南岸へ強行渡と河かするはず！　陸上で防ぎ止められるかどうか」

「陸上は、伯はく符ふと劉備くんたちに任せてある。だいじょうぶだ！」

　が、やはり「数」の差は大きい。

　夏侯惇と夏侯淵が乗り込んだ楼ろう船せんが、周瑜と孫堅が率いる船団へと突っ込んできた。

「いつもやられ役なキャラになってきた夏侯惇ここにあり！　我われ、敵旗艦を発見せり！　周瑜と孫堅を捕とらえろーっ！　劉備は雑軍しか率いていないから、それで戦いは終わるっ！　孟徳を死なせるなーっ！」

「もっと速度は出ませんの、速度は？　ああっ！　この船、大きすぎますのよ。スピードが出る艨もう衝しように乗せてもらうべきでしたわーっ！」

「お前のスキルは馬限定で、船には使えないからな！　だが構わん、大船団で敵旗艦を包囲してしまえーっ！　渦うず潮しおに巻き込まれても臆おくするなーっ！　戦いは数だよ孟徳！」

　やはり十倍以上の兵力差は長江という「地形」効果でも完全には覆くつがえせないのか。

　曹操軍の士気が異常に高いことも、周瑜にとっては計算外だった。人質を取られて渋しぶ々しぶ戦わされているのではなかったの？　まさか怜香が「敗れれば『三国鼎てい立りつ』を回かい避ひすべくすみやかに総大将の私・曹操は死ぬ」と家臣たちに伝えてあるとは、周瑜にも孫堅にも想定できない。

「囲まれる？　公瑾の力をもってしても、数をさばききれない……!?　雨だ。雨を降らせよう、公瑾！」

「今、雨を降らせたら、止とどめの火計を用いることができなくなるわ！　ここは耐たえて！」

「無数の矢が降り注いでくる……！　船を横付けされる、白兵戦になるぞ！　伯符も船上に載のせてくるべきだったか？」

　危うし、孫呉軍！

　だが。

　同じ旗艦の一室で、張ちよう昭しようと張ちよう紘こうの「二張」コンビがこの時、

「未成年の飲酒は法律で禁止されておるが、ここは真世界」

「そら、そうよ」

　と、「わわわ、むむむ」と逃げ惑まどっていた孫そん権けんを引っ捕らえて酒を飲ませていたのだった。真世界ならばギルティである。だが、二人は「必勝」のために敢えてこの暴挙に出た。

　というのは──。

「孫権仲謀は大量の宝貝パオペエを備えている英傑。しかし中身が気弱な女の子では、英傑としての力をなかなか発揮できず、宝貝を召しよう喚かんできぬ。本来ならば指揮官の更こう迭てつ・孫権の指揮官就任が必要じゃが、今はそのような場合ではない。故に」

「そら、そうよ」

「わわわわ～。酷ひどいよう、酷いよう……ヒック……ウィウィ……むきーっ！　張昭、なんのつもりでこんな真ま似ねをーっ！　もう我が慢まんできなーい！　とっちめるんだからーっ！」

　来たっ！　と張昭が拳こぶしを握にぎりしめていた。

「無理矢理に酔よわせて理性を飛ばしたのじゃ！　これで、一時的にじゃが正史英傑・孫権仲謀の能力をすべて発揮できるわい！　宝貝は、すでに持っていた！　ただ、心優しき少女故に宝貝を召喚する蛮ばん勇ゆうが足りなかっただけのこと！　今そのキャップを開放した！」

「そら、そうよ」

　孫権の固有スキルは、「碧へき眼がん妹まい児じ」。

　長江流域のみにおいて発動できる、エリア限定のスキルである。長江から離はなれると発動できなくなる故に、北進は難しいが、長江における防衛戦では無類の力を発揮する。

　その能力は──大量の宝貝同時召喚。

　天に、突とつ如じよとして黒い雲が湧わき起こった。

　孫権の「十大宝貝」が、天空から一気に放たれる。

　六振ふりの宝ほう剣けん。

「白はつ虹こう」、「紫し電でん」、「辟へき邪じや」、「流星」、「青せい冥めい」、「百里」。

　そして三振りの宝刀。

「百ひやく錬れん」、「青せい犢とく」、「漏ろう影えい」

　さらに長大な射程距きよ離りを誇る「神鋒弩ど」。

　長江を魏軍から生涯守り続けた正史英傑・孫権が愛用していた十個の武具が、すべて宝貝に昇しよう華かされていたのだ。

　十個の強力な宝貝が、十隻せきの船を同時に撃げき沈ちんする。

　長江へと沈しずんでいった宝貝は、上空に再召喚されて、そしてまたしても同時攻こう撃げき。

「ヒック。うぃうぃ。子供になんてことを。おのれー、ノーベル賞学者め～。虎とら党とうなんて、虎党なんて。燃やしてやる～、張昭の家を燃やしてやる～！」

「まさに三割四分三十五本百打点の活かつ躍やくじゃわい、ほっほっほ！　一夜限りの確変でもいい、赤壁で無む双そうするならば！」

「そら、そうよ」

　孫権は泥でい酔すいしていて視線も定かでないが、適当に宝貝を投げればぜんぶ曹操軍の船に当たる。とてつもない大船団なのだ。

　周瑜と孫堅の捕ほ縛ばくまであと一歩だった夏侯惇と夏侯淵は、一転、防戦一方となっていた。

「どわわあああ～っ!?　なんだこれはーっ！　十個も同時に召喚するなっ、インチキではないかーっ！　水軍スキルって酷いの多すぎだーっ！　どーして私たちはいつもやられ役なんだーっ!?」

「ちょ。孫権が酔っ払ぱらって暴れてますわよ？　これ、無差別絨じゆう毯たん爆ばく撃げきですわよ。ぼやぼやしているとランダムで直撃を喰らいますわよ!?　お姉さまの旗艦をお守りしないと！」

「むむむ。なんて奴やつらだ。ドーピングは禁止だぞーっ！　こんな戦績は参考記録だ、殿でん堂どう入りは無しだーっ！」




　一方この時、張郃、楽進、徐晃の三将は別働隊を率いて孫呉水軍を迂う回かい。

　闇やみに紛まぎれて、長江南岸へと上陸を開始していた。

「水上では、たいへんなことになっているようだが……あの船団の大渋じゆう滞たいを見ていると、武蔵むさし小こ杉すぎ駅の通勤ラッシュを思いだして目め眩まいが……しょ、勝敗の鍵かぎはわれら上陸部隊にかかっている！　急ぐぞ諸君、フハハハハ！」

「ノルマンディだーっ！　クッソ、ダンケルクでブリカスどもを撃げき滅めつしておけばあんなことには！　今夜は立場逆転っ！　行くぞーっ！　って、于禁は？　どこに行ったんだ、あいつは！」

「曹仁、曹洪とともに曹操軍の想定敗走路を守備しているそうですわよ。長江の雄ゆう大だいな流れを見て『これはダメだ。せめてご主君を死なせぬよう後ご詰づめ役を果たそう』と、とても頭の良さそうな言葉を吐はきながらうまいこと乗船を拒きよ否ひして」

「ブリカスめーっ！　ノルマンディに参加しない英国軍人があるかーっ！　まあいい、電でん撃げき的突とつ撃げきっ！」

「ここは優ゆう雅がにラ・マルセイエーズを歌いながら、参りましょう♪　奴らが来ましたよ～われらが妻子の喉のどを搔かききるために～♪　さあ～武器を取って戦いましょう～♪　田畑を～汚よごれた敵の血で染め上げちゃいましょうねえ～♪」

「そんな殺さつ伐ばつとした過激な歌詞の国歌などご免めんだな、これだからフラカスは！」

「そうだな。わびさびが利いた君が代を歌いながら粛しゆく々しゆくと通勤しようではないか、フハハハハ！」

「ううっ……ぐすっ……これが、『もののあはれ』か……戦せん闘とう中だというのになにか哀かなしくなってくる、やめろーっ！　全世界の国歌の中でもっとも戦意高こう揚よう力を誇ほこっていた東ドイツ国歌が消しよう滅めつしたのが惜おしいっ！」

　彼らに油断がなかったと言えば、噓うそになる。

　完全に孫呉の裏を搔いた、と張郃たちは確信していた。

　しかし、あらかじめ孔明が「曹操は別働隊をこの地点から上陸させるだろう」と渡河作戦を正確に予測し、伏ふく兵へいを配置していたのだった。

　数は少ないが、上陸地点に一いつ騎き当とう千せんの猛者もさたちが集結していたのだ。

　ジャーン、ジャーン、ジャーン！

　銅ど鑼らの音がけたたましく鳴らされ、そして。

「江こう東とうの小しよう覇は王おう、けんざーんっ！　あなたは神を見ましたか？　今、甲子園で見た！　バースか？　掛かけ布ふか？　ああっ、三さん冠かん王おうだーっ！」

　手にした武具すべてが金属バット……いや、宝貝となる。荒あらぶる少女覇王・孫そん策さく。

「フハハハハ！　すべては孔明の掌てのひらの上よ！　雌し雄ゆう一いつ対つい剣けん、召喚！　悪いが上陸作戦は阻そ止しさせてもらうぞ！　復活ッ！　劉備玄徳、復活ッ！　行くぞ的てき盧ろ！」

「おうよ相棒！　あ、でも、長江を渡わたれとか無茶ぶりしないでね……ブヒヒヒン？」

　説明不要。二代目劉備玄徳・水みず城き秀一。全人類のためとはいえ、周瑜を彼女にしてしまった今、別の意味でも背はい水すいの陣じん。もはや恐おそれるものはなにもない。

「関羽雲うん長ちよう、戦場に舞まい戻もどって参りましたっ！　さあ、こんどこそ決着をつけましょう──！　徐じよ晃こうお姉さま、天命を覆させていただきます！」

　五関突とつ破ぱの千里行を果たした真世界最強武将。青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを召しよう喚かんし、赤せき兎と馬ばに乗った沢さ渡わたり雪乃──関羽雲長。

「豚ぶたまんまん、馬に戻ってっ！　蛇じや矛ぼう召喚！　燕つばめっ子張飛ここにありっ！　周瑜を斬きれない分、ここで暴れちゃるっ！　孔明にそそのかされて闇落ちしたアニキを妹道に連れ戻す、うおら～！」

　長坂橋でただ一騎き、曹操軍の追つい撃げきを防ぎきった「万人の敵、アニキの味方」。黒馬玉ぎよく追ついに跨またがり突とつ進しんしてくる水城那波──張飛益えき徳とく。

「ふふふ。さあ行こう、白はく龍りゆう駒く。剣と槍やりの二刀流だ。今宵こよいの涯がい角かく槍そうはひと味違ちがう──」

　幼いこども那波を背負いながら曹操軍の中を単たん騎き駆がけした、超ちよう絶ぜつの槍の達人。白馬に跨がりながら、なぜか片目を閉じている冬とう馬ま由ゆう莉り──趙ちよう雲うん子し龍りゆう。

　なお劉備軍はまるで頭数が足りないため、「俺たちもいるぜ！　俺俺！」「ウィウィ、ヒック。あたしの愚ぐ痴ちを聞けーっ！」「ハーイ、足止め係でえ～す」「さあ、この麋び竺じくを捕とらえて緊きん縛ばくしてください！」「カパパパパ」と陶とう謙けんたち徐じよ州しゆう組アンド周倉も参戦している。

「「「「げえーっ!?　関羽？」」」」

　張郃たち上陸部隊は、夜の森へ侵しん入にゆうした時点で不意を打たれた。孫策率いる呉ご軍と劉備軍とに包囲されている！

　将よりもまず、兵士たちが崩くずれた。関羽、張飛、趙雲の封神英傑としての「武」はもうそれぞれが伝説クラスとなっている。その上、この三人を妹及および真の仲間として従えている劉備に、孫呉ファミリーでいちばんの暴れ者にして要注意人物の孫策まで。

「そして軍師役は孔明に代わり、この魯ろ粛しゆくじゃあ～っ！　張郃よ、悔くやしいのう悔しいのう。包ほう囲い網もう完成ッ！　全面降こう伏ふくイエスかノーかっ？」

　この張郃、元社畜としてむざむざ丞相を死なせはせん！　兵士たちは武具を捨て降くだれ！　われら封神英傑だけでよい、徹てつ底てい抗こう戦せんッ！　と張郃が叫さけび、楽進と徐晃が「ヤー！」「ウィ」と得え物ものを構えて三人揃そろって背中を合わせ、激げき突とつの瞬しゆん間かんを前に身構えていた。




　今や、陸と河とで激戦が繰くり広げられている。

　そんな中──。

　曹操軍旗き艦かんの船室の片かた隅すみで、「こども軍師」龐統が震ふるえながら徐庶の衣服を引っ張っていた。

　なにか徐庶に用事があるらしい。

「……お、おぢさん。じ、実は……その、みくは……おぢさんに言こと伝づてを頼たのまれて、ここへ……逆らったら、一試合三時間三十分の間『それ行けカープ～若き鯉こいたち～』を歌いながらヒンズースクワット応おう援えん完かん遂すいの刑けいに処すって、魯粛お姉ちゃんが。は、は、はうううう……」

「ああ、わかっているって。『埋まい伏ふくの毒』だな、お嬢じようちゃんは。この俺さまも同じよ──もっとも、俺さまは誰だれに頼まれたわけでもねえがな。クッソ胸むな糞くそ悪い『記き憶おく』が脳みそにこびりついちまっててよお～。おかん孝行命、保身第一主義の俺さまだがよ～。これ以上司馬懿の好きにはさせねえっつうの。フッフッフフッフッ」

　赤壁の夜戦に、決定的な「激変」の時が来きたろうとしていた。




　　　　※




　周瑜が駆く使しする「美周姫」が長江の流れを自在に操り、曹操軍船団を四し分ぶん五ご裂れつさせようとしていた中。

　酔よっ払った孫権による無差別宝貝十連空くう爆ばくも相まって、水上の曹操軍は大混乱の様相を呈ていしていた。やはり、英えい傑けつたちの多くが陸戦特化型であることが、封神英傑一人の能力によって戦力のバランスが激変する戦いでは不利となっている。

　夏侯惇と夏侯淵を中心に、「丞相をお護まもりせよー！」「全船団、周瑜が巻き起こす渦うず潮しおを避さけて後退しつつ、密集陣じん形けいを維い持じ！」「丞相の旗き艦かんを中心に方円陣を！」と怜香を護るべく、曹操軍の船は続々と集結しつつある。

　だが、実は曹操軍は「追い詰つめられつつあった」。

　周瑜の力の「有効範はん囲い」、「射程範囲」から逃のがれるべく、曹操軍の艦かん船せんが大移動しつつある先は──「東南の風」ならぬ「北風」。孫堅が固有スキル「猛虎甲子」を用いて確実に吹ふかせることができる「六ろつ甲こう颪おろし」によって仕留められる「死地」なのである。

「孔明ならば術を用いて東南の風を呼び起こせる」

　と怜香はあらかじめ、艦船を移動させる際に「東南の風の風下には向かわないように」と厳命を下していた。そして曹操軍の将兵の多くが、孫堅は「雨を降らせる力」を持っていると信じている（孫堅は洛らく陽ようで、古錠刀を用いて大雨を降らせ、火災を鎮ちん火かした）。

　これらがすべて、裏目になった──。

　その上。

　やはり、龐統は「埋伏の毒」だった。

　こどもに甘い怜香と荀彧は、龐統を船に乗せてしまった。

　実際、魯粛や黄蓋たちのコワモテぶりにＪＳ軍師の龐統が怯おびえていたことは事実で、演技ではなかったので、追い返すことができなかったわけだが──。

　幼い龐統が自力でなにかをやれる、とは二人とも考えていなかった。

　しかし──孔明は、「赤壁」の切り札とも言うべき固有スキルを持つ新米封神英傑・龐統と、明らかに孔明陣じん営えいの人間なのに敢あえて曹操軍に潜もぐり込んでいる正史英傑・徐庶を「合流」させることで、困難な「連れん環かん火計」を成功させられると踏ふみ、龐統を怜香のもとへ送り込んだのだ。

　召しよう喚かんされたばかりの龐統は経験値ゼロ。能力レベルは１で、複数持っているはずの汎はん用ようスキルもすべて使用不可状態だが、ひとつだけ使える能力がある。「封神英傑は召喚されれば即そく、固有スキルを使える」のである。ただ一発用いるだけならば、レベル育成の必要はない。

　むろん徐庶もまた、すべてを見通していた。

「東南の風」と「黄蓋の偽にせ投降」、そして「連環」を避ければ曹操軍の赤壁敗北フラグは立たない。怜香はそう踏んですべてを封ふう殺さつしておいたはずだったのだが、孔明にことごとく裏を搔かれた。「赤壁」では、曹操の知ち謀ぼうは決して孔明を上回れない。無限の周回の果てに、そのような「天命」が定められていたとしか思えない。

　今や、北風に煽あおられれば、「死地」に密集しつつある曹操水軍主力は大炎えん上じようする。

　荀彧とともに旗艦の先頭に立って戦せん況きようを凝ぎよう視ししていた怜香は、

「おかしい。見て、荀彧。船団が、誘ゆう導どうされている……！　周瑜の能力の有効範囲から逃にげれば逃げるほど……この一点に、船が集まってきて……」

　さすがに、自軍の異状に気づいた。

「孫権の宝貝攻こう撃げきが厳しすぎるのです、曹操さま。紀元三世紀の世界に一人だけ爆ばく撃げき機を持ち込んでいるようなものですから。旗艦を守るには、方円陣を組んで曹操さまを少しでも孫権の攻撃範はん囲いから遠ざけるしか」

「……集まっちゃダメよ！　なにか嫌いやな予感がする！　そうだわ。孫堅はまだ、『固有スキル』を秘めている！　『正史』でも『演義』でも早世して、赤壁決戦には参戦できなかった孫堅が！　孔明は、その孫堅の力を切り札として用いるつもりでは……船団を部隊ごとに散開させて、荀彧！」

「では程昱と郭嘉を『奔はしらせて』、船上の各部隊長に伝令を飛ばしましょう」

　今こそこの郭嘉さまの出番だなっ！　行くぞ程昱！　シスマゲドンシステム、スタートだーっ！　と郭嘉が程昱とともに勢いよく隣となりの船へ目にも留まらぬ速度で『飛んでいく』。

「許褚。荀彧。もしも今、『演義』通りの『連環』を使われたら、船団は一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつの危機に。かわいそうだけれど、龐統を拘こう束そくして。あの子の固有スキルはきっと大船団を鎖くさりでつなぎ合わせる『連環』だわ。あと、敵か味方かわからない怪あやしげな徐庶もよ。殺しちゃダメよ、あくまでも拘束して行動を封ふうじて」

「……承うけたまわった。でも、それでは護衛役が不在に」

「私はいいの！　孫呉の乾けん坤こん一いつ擲てきの策を未然に防ぐことを最優先！　急いで！」

「……御ぎよ意い」

「……曹操さま。あらかじめ龐統の固有スキルを強制開示しなかった私の手落ちです。どうか……生きて……ください。あなたには、幸福になる資格が……」

「いいのよ、荀彧。身の程ほど知らずにも『ほんものの諸葛亮孔明』に勝とうとした私の責任よ。書き溜ためておいた原げん稿こうは、私の寝しん室しつにあるわ。燃やさずに運び出して──」

　荀彧は、怜香が自分に許褚をつけて落ち延びさせようとしている、と気づいた。

　が、まだだ。まだ間に合う。

　龐統と徐庶を許褚に捕らえさせれば、まだ。

　荀彧と許褚が、龐統の姿を探すべく、甲かん板ぱんを駆かける。

　怜香は、ただ一人、取り残された。

　これでいいんだわ、と呟つぶやきながら、闇やみの中から出現した「燃える艨もう衝しよう部隊」を視界に捉とらえていた。

「姐あねさんたちのためなら、いつでも死ねやす！」

　と、黄蓋自らが志願した「決死隊」であった。

「……火計……連環……風……三つの要素が揃えば、赤壁の勝敗は──」

　怜香が「黄蓋の火ひ攻ぜめ部隊を接近させないで！　全軍！　自じ爆ばく部隊の突とつ入にゆうを阻そ止しよ！」と叫ぶのと、ほとんど同時に。

　水中から無数の「鎖」が飛び出し、曹操軍の船という船に蛇へびのように絡からみついていた。

　龐統士し元げんの固有スキル「赤壁連れん環かん」が、発動したのである。

　召喚されたばかりの幼い龐統には、固有スキルの正確な用い方はわからない。すべて、徐庶が「おぢさんに任せておきな、フッフッフフッフッ」と手取り足取り龐統を指導して発動させたのだ。

　大至急、将兵たちが自分が乗っている船に絡みついた鎖を外そうと悪あく戦せん苦く闘とうを開始する。

　黄蓋の特とつ攻こうを阻止する猶ゆう予よは、失われた。

（まだよ。東南の風が吹いても、炎上しない。この地点に集結した船団を焼き払はらうために必要な風は、北風──）

　まさか。

　孫堅の固有スキル「猛虎甲子」は。

「『北風』を呼び起こす力……!?　だから、炎上する洛陽では用いることができなかった？　湖こ賊ぞく・海かい賊ぞく討とう伐ばつで武名をあげた孫堅が持つ、水戦火計専用の能力……!?」

　甲子園──六甲颪──北風──そんな「偶ぐう然ぜんの符ふ合ごう」があるだろうか？

　いや。偶然ではないのかもしれない。すべては必然。舞子が孫堅に封ほう神しんされた理由は、両者の共通点が、「北風」だったから……!?

　敗れる。

　赤壁が、燃える。

　怜香の全身に、ぞわっ、と寒気が襲おそったその時。

　長江に吹きすさぶ風向きが、突とつ如じよとして、変わった。

　強きよう烈れつな「北風」が、来た。

（これが……天命……みんな……逃げて。孫堅も秀一も、逃げる兵士たちを追つい撃げきしたりはしない。だから、今すぐに……炎上する長江から逃げて……！　北岸へ。烏林へ！）

　亜人軍団は、もうそこまで迫せまっている。勝敗を決するには、一撃必殺の火計しかない。

　なのにやはり、怜香はどこか気が引けていた。秀一や雪乃、舞子や那波と戦うことに対して躊ちゆう躇ちよがあった。気づけば、自らを死地に陥おとしいれていた。いや、自分自身の命はもういい。四十万の自軍の将兵たちに、顔を向けられない。

「うおおおおおおお！　こっ……肥こえ溜だめに、落ちたああああ！　うっ、動けんっ！」

　燃える自らの船を曹操軍の「繫つながった船団」へと激げき突とつさせた黄蓋が、船中で悲鳴をあげるとともに。

　赤壁に、「業ごう火か」が舞まい上がっていた。

（ああ……東京大だい空くう襲しゆうって、きっと、こんな感じだったんだわ）

　曹操水軍の大船団が、一瞬のうちに大炎上した。

「焼しよう夷い弾だん」がこの世界に存在しないことだけが、救いだった。

　船を捨てて長江へ飛び込めば、北岸へ泳ぎ着くこともできる。

　船団が追い詰められた先は、北岸のすぐ近くだったのである。

（偶然であるはずがない。孔明は曹操軍の将兵を一人でも救うために、ここまで周しゆう到とうに策を練って……完敗だわ。これが、ほんものの諸葛亮孔明……）

　北岸にはまだ、孫呉軍は上陸していないはずだ。

　しかし、孔明はすでに、北岸へ追撃部隊を向かわせているだろう。「曹操」を斬きるためだ。それでこの戦いは終結すると読んでいるはずだ。

（まだ逃げようと思えば逃げられる。曹仁、曹洪、于禁が烏林に待機し、退路を確保しているはず……でも……逃げれば、華北軍と江南軍の戦いは膠こう着ちやくして時間切れになる。人質として囚とらわれても、同じこと。夏侯惇も夏侯淵もきっと、私が生きている限り徹てつ底てい抗こう戦せんする。やはり、総大将の私が討たれなければ、人類は「間に合わない」）

　旗艦にも、たちまち激しい炎ほのおが燃え移ってきた。

　怜香は、小こ舟ぶねを降ろして、北岸を目指した。

　もう、誰だれがどこにいるのかも、わからなかった。

　許褚も。荀彧も。郭嘉と程昱も。南岸へ上陸させた張郃たち三ヶ国将軍も。

　孔明はきっと、司馬懿に打ち克かってくれるはず。

　今、戦いくさに敗れた私に、「曹操」にできることは。

（烏林までは行かない。上陸したら、その場に踏みとどまる。逃げずに最前線で討ち死にする。これで、よかったんだわ。敗軍の将は、責任を取るべきよ。まして、人類の存亡を賭かけた戦いだったのだから。すみやかに、曹操軍を全面降こう伏ふくさせないと──荀彧。いつもいつも世話ばかりかけてごめんなさい。後は、お願い）

　熱い。

　息を吸うだけで、肺が焼けそうに熱い。

　小舟で移動している間も、北岸へ登っている間も、怜香は討たれなかった。あまりにも身体からだが小さく幼いので、孫呉の現地採用兵士たちに「曹操」だと思われないのだ。

　咳せき込み、全身から汗あせを流し、激しく喘あえぎながら、岸がん壁ぺきを登りきった。

　まだ、生きている。

　陸上に戻もどった怜香は、烏林への逃とう走そう経路を辿たどらなかった。

　自らの剣けんで首を斬って自決する道もあった。

　しかし、誰も目もく撃げきしていないところで自じ刎ふんすれば、曹操孟徳の生死は不明になってしまう。「目撃者」となる敵兵が来てくれなければ。早くしなさいよ、と怜香は地じ団だん駄だを踏む思いだった。

　荀彧や許褚に見つかれば、強引に脱だつ出しゆつさせられてしまう。程昱と郭嘉ならば、私を于禁たちが待っている烏林の陣営まで強制的に飛ばすこともできる。曹仁にはＧＰＳ能力がある。「範はん囲い内」に入ってしまえば、私を発見できる。

「敵」が先に私のもとに到とう達たつするか、「味方」が救きゆう援えんに来るのが先か。

　曹操孟徳──早乙女怜香の「天命」は、まもなく定まる。

　怜香には、わかっていた。

　生まれた時から、少しずつ、少しずつ「幸運」に見放されていた。人生に分ぶん岐き路が来るごとに、なぜか「悪い卦け」ばかりが出た。自分自身の能力や意思や感情や信念などとは無関係に。あの運命の航空機に乗らなかったことも、そうだった。すべてを失い、「主筋」の本もと屋や敷しき家に完全に養われるかたちになった。失われた家族、破は壊かいされ焼き尽つくされた現実をせめて「頭の中」で紡つむいで取り戻すために書き連ねた小説も、荀彧に見み出いだされて順調にアニメ化まで行ったのに、最後の最後になって不運が重なってプロジェクトが「崩ほう壊かい」した。発言権のないただの「原作者」にすぎない怜香の責任ではない。

　自分の力が及およばないところで、いつも、幸運がすり抜ぬけていく。

　家族をすべて失った怜香が異世界で暮らしていた時に望んでいたものは、ただひとつ。「壊こわれない家、燃えない住み処か」だった。もう家族を取り戻すことはできない。せめて、いつ壊れるか怯おびえずに生きられる「おうち」が、欲しかった。怯えずに眠ねむれるベッドが欲しかった──。

（その結果が、これなのね。大船団を。私を主君として慕したって従ってきてくれたみんなの船を、焼き尽くされた。秀一たちの足を引っ張って、大勢の人間を巻き込んでしまった。曹操に封神されたのは、私が高い能力を持っていたからなんかじゃない。私が、最後の最後に、天運に見放される人間だったから。でも、いったいいつから──ほんとうに生まれた時だったならば、私は──いったい、なんのために、生まれて）

　ああ。

　やっぱり。

　炎の中から、現れた者は──南岸から船で上陸してきた、「敵軍」だった。

　孔明は、私をすみやかに討ち取って、最小限の犠ぎ牲せいでこの赤壁の戦いを即そく座ざに終わらせようと、最後の最後に私を追撃させる部隊までをも正確に準備していたんだわ。

　司馬懿を相手に召しよう喚かん台を巡めぐる決戦を行いながら、同時に、自らが不在の赤壁の戦場を縦横に動かし、雌し雄ゆうを決したんだわ。

「……ごめんなさい。私、頑がん張ばったの。頑張ったけど、ダメだったよ。お父さん。お母さん。もうすぐ、そっちに逝ゆくから──」

　怜香は、両手を組んで合がつ掌しようしながら、地に頭こうべを垂れていた。

　やはり、死は恐おそろしかった。

　今まで毎晩「死に損そこねて、生きていて、ごめんなさい」と悪夢に魘うなされてきたはずなのに。

　それなのに、見苦しいほどに、死が怖こわかった。

　生きていたい、と願った。

　自刎できない。手がぶるぶると震ふるえて、剣なんて持てない。

　涙なみだが、止まらなくなった。

　私が恐れていたものは、「生き残ってしまったこと」ではなく、「独りぼっちになってしまったこと」だったんだわ、と怜香はようやく気づいた。

　だが、もう、遅おそい。

　偽にせ者ものの曹操孟徳も、覆ふく面めん作家ドワーフ玉たま置おきも、ここで退場する。

　もう曹操の仮面は要いらない。仮面を脱ぬげば、もはや彼女は何者でもない。

　喜劇は、終わった──。

　敵の将軍が、一歩、また一歩、怜香に近づいてくる。

　大刀を、構えている。

　首を、落とされる。

　……

　……

　……

　落ちない。

　どうして。

　まだ、生きている。

　なぜ？

　怜香は、見上げていた。自分の前に立っているその英えい傑けつの姿を、はっきりと見た。

「私は、首切り執しつ行こう人でも討ち手でもありません。あなたを救出に参りました──あなたの、妹です」

「……雪乃ちゃん……」

「孔明は、『曹操が負ければ、三国鼎てい立りつを阻そ止しするために敵軍に自らを討たせるはず。天命から鑑かんがみるに、赤壁に敗れた曹操の命を救える者は関羽雲長しかいない』と、私に曹操軍の上陸部隊を捕ほ縛ばくしたのちただちに曹操を救援し保護せよと命じました。命じられなくても私のやることはひとつでしたが、私は方向音おん痴ちですから、上陸地点までは予測できませんでしたね。孔明さまさまです──」

「……ゆ……ゆき……ゆき」

「自決はいけません。あなたが曹操孟徳として、曹操軍の将兵たちを束ねるんです。まだです。これからです。あなたの命は、もう、あなた一人だけのものではないんです。兄さんもななちゃんも、そして私も、この戦いであなたを失ったら泣いて哀かなしみます。だから、私たちのために生きてください。一いつ緒しよに、運命と戦いましょう。怜香お姉さん」

　雪乃が、怜香の小さな身体を抱だき上げ、そして固く抱ほう擁ようしていた。

「あなたは、一人じゃないですから」

　あ。

　ああ。

　ああああ。

　うわああああああ……！　あああああっ……！

　怜香は、雪乃の腕うでの中で、声をあげていた。




　　　　※




　赤壁の決戦は、一夜にして決着が付いた──人類は、間に合った──かのように、思われた。

　だが。

　この時、夜空を赤々と照らし出している赤壁の業火を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた烏林の陣じんでは、

「やはりこうなったか。私が長江に出ていたら、今いま頃ごろは関羽に捕縛されて命いのち乞ごいしていたところだった。ここからの撤てつ退たい戦はこの于禁に任せてくれたまえ。曹操さまのご命令通り孫呉に降くだるにしても、将兵の生命の安全を確約させねば。とりわけ、曹操さまのお命を」

「あわわ。うちはどうすれば？　姉者に化けて決死の殿しんがりを務めるはずが、姉者が現れないべさ～」

「姉上が見つからないだ～！　おらのＧＰＳスキルの範はん囲い外がいだ～！」

　と、于禁、曹仁、曹洪たちが右往左往していた。

　超ちようスピードで移動できるはずの程昱・郭嘉コンビも、姿を現さない。

　これほどの大敗北だ、最前線は混乱の極きわみにある。二人で曹操さまを捜そう索さくしているのかもしれない、まさか難航しているのか……と于禁は頭を抱かかえていた。

　南岸上陸に失敗した張郃、徐晃、楽進の三人は、すでに伏ふく兵へいしていた劉備軍の関羽に捕とらえられたという噂うわさもある。この噂がほんとうだとすれば、

「『天命』によって関羽に捕縛されるのは于禁のはずだったのに、あのブリカス女、三枚舌外交でわれらを身代わりにしやがったーっ！　許さーん！」

　とドイツっ娘この楽進あたりは于禁に激げき怒どしているだろう。

「……荀彧、夏侯惇、夏侯淵、許褚の行方ゆくえもわからないとは。不幸中の幸い、曹操水軍は北岸のすぐ近くまで後退していた。陸上への退たい避ひは容易なはずなのだが、敗走兵の数が多すぎて混乱しているのか？」

「おらのＧＰＳスキル『天てん上じよう天てん下げ』に引っかかり次第、騎き馬ば隊を飛ばして片かたっ端ぱしから救援するだ！　あーでも、この湿しつ気けと炎ほのおの高熱が邪じや魔まになって、『天上天下』がうまく作動しないだ～！　『気』の流れが乱れているだ～！」

「むむむ。悪い時には悪いことが重ねるべさ。うちは、なんだか悪い予感がするべさ～」

　曹洪の予感は、適中していた。

　しかも、最悪な形で。

　長江に面した南側ではなく。

「北」から、彼らは来た──。

　于禁をもってしても想定していなかった規模の、大軍団が。

　怜香や荀彧の計算よりも、はるかに早く。

　烏林の目前へと、その強きよう悍かんな姿を現していた。

　しかも、于禁が予想もできなかった「現代兵器」の如ごとき強力な武具を、彼らは持っていた。なんだ、あれは？　どうやって製造した？　と于禁は目を丸くした。「関羽に捕縛される」という天命を避さけるべく烏林へ残ったことが、かえって最悪の事態を招いたらしい。これが「天命」か、と于禁は青ざめながら呟つぶやく。




「愚おろかなり、人間ども。私だ。饕餮が、戻って来た。今宵こよい、司馬懿が孔明を倒たおして召喚台を乗っ取り、われら亜人軍団が人類を滅ほろぼすのだ」

「窮きゆう奇きさまも復活ッ！　おー、新顔の異世界人！　孔明が設けた近代兵器キャップを司馬懿が外したら、どーなるかわかってんな？　完成にこぎ着けた爆ばく撃げき機はたった一機だけどよ、あたい自身も空を飛んで空くう爆ばくしてやんよ！　うけけけけけ！」

「おやおや。西国から参られましたね、あなた。わたくし、『孔こう子しの子孫・孔こう融ゆうの魄はく』こと梼とう杌こつにございます。『怪かい力りき乱神を語らず』という孔子の至言を無視した孔明の罪ざい業ごうが、今、ここに結実するわけですよ。これだから、法家主義者はいけませんねえ」

「混こん沌とん参上。ワシを倒したあの孫策とかいう小しよう覇は王おうを、こんどこそ撃げき破はせねばのう。ま、これから両世界の人類を皆みな殺ごろしじゃから、小こ娘むすめ一人にこだわるまでもないがのう──ふぉっふぉっふぉっ」

　再生した饕餮が率いる、亜人の大軍団だった。

　多い。数が多い。いったい、何十万いるのだ。しかも、現代兵器を製造しているとは？

　于禁は、即そく座ざに事態を掌しよう握あくし、理解した。

　司馬懿と──異世界に飛ばされた仙せん人にんのうちの誰だれかと──亜人とは、すべて「繫つながっていた」！

　これほど赤壁での一撃決戦に賭かけていながら、われらは間に合わなかったのか、と于禁は絶望していた。私の命を差し出してでも、曹操さまに「降こう伏ふく」を諫かん言げんすべきだったのか。

「華北の空っぽ同然の城はすべて放置し、遭そう遇ぐうした人間の部隊も振ふり切り、われらはただひたすらに貴様たちを赤壁で直接叩たたき潰つぶすべく強行軍を重ねてきた。われら亜人の体力を侮あなどったな──かかれ。亜人どもよ。『魄はく』が『魂こん』を食らい尽つくす時が来たのだ。曹操軍も孫呉軍も劉備軍も、死し闘とうを繰くり広げて疲ひ弊へいしている。今ならば、殲せん滅めつは容易たやすい。行軍ルート上に乱立していた関帝廟びようはすべて破は壊かいした。もう関公は召喚できんぞ。ゲートを潜くぐり異世界を手に入れるまでの前ぜん哨しよう戦せんを、はじめよう」

　饕餮の号令一下。

　亜人の大軍団が、烏林の砦とりでへと殺さつ到とうしてきた──。




　　　　※




「夏侯惇、見参！　『隻せき眼がん不ふ臣しん』全開！　将兵総員、すみやかに船を捨てて北岸へ退避！　孟徳を捜さがせえええ～っ！　まだだ、まだ戦いは終わっていないっ！　総大将が、丞相が生きている限り、曹操軍は敗れてはいないのだーっ！　諸君！　『気』を漏もらすな、萎しおれるな、持ちこたえろーっ！」

「お姉さまは、赤壁で敗れれば自ら討ち死にを選ぶ覚かく悟ご！　一刻も早く発見してお諫いさめしなければいけませんわ！　夏侯淵所属の軽騎き兵へい隊、急ぎますわよ！　『仮か節せつ千せん里り』発動！　全速力で戦場を駆かけ抜ぬけますわ！」

「……曹操さまは、たとえ曹操軍が天命を覆くつがえせず赤壁で敗れても、司馬懿のわずかな動どう揺ようを誘さそって孔明に勝機を与あたえられると……おそらく、ご自分は曹操の天命を覆せないだろうと考えておられたのかもしれません。だから私を殉じゆん死しさせないために、許褚を敢あえて私の護衛に」

「……戦国武将には理解しがたい。まるで、死に場所を探していたかのような。そんな死に方は、ダメ……必ず、見つけだす」

　水上での焼き討ちに遭あった曹操軍の将兵たちは、続々と北岸へ退避していた。

　夏侯惇が声を嗄からしながら敗残の兵士たちの士気を底上げするべく演説を続け、夏侯淵は得意の軽騎兵隊を率いて混乱する戦場に怜香の姿を追い求める。

　荀彧は許褚に護まもられながら、怜香を探すべく、馬上で知ち謀ぼうを振り絞しぼっていた。

　順当に「敗走」するならば、于禁、曹仁、曹洪が「退路」用の拠きよ点てんを築いている烏林へ向かう。しかし怜香が「自ら討ち死にして、荀彧に丞相を継つがせ即そく時じ降こう伏ふくさせる」と決めているのならば、烏林へは向かっていないはず。この混乱する戦場のどこかに、怜香はいる。

（龐統を幽ゆう閉へいしておかなかったことも、徐庶を不用意に登用したことも、曹操さまの「優やさしさ」であり「甘さ」でしたが、私が軍師として厳しく諫言すべきでしたのに、なぜ……私自身が、曹操さまを敗北へ導くような失策を……やはり、これが「赤壁の戦い」……）

「正史」では参戦できなかった郭嘉がいれば状じよう況きようは変えられるはず、と荀彧はどこか楽観していたのかもしれない。が、その郭嘉と程昱は船団が炎えん上じようして以来、ずっと姿を見せないでいる。生きているのかどうか。

　そして。

　その「退路」の入り口にあたる烏林からも、「火の手」が上がっていた。

　凄すさまじい業ごう火かである。

「すまない、軍師。退路を断たれてしまった……砦とりでを守るわれらだけで抵てい抗こうするのは、無む謀ぼうだった……これで烏林を塞ふさがれ、背後は燃える長江。背はい水すいの陣になってしまったな……」

「……于禁!?　烏林を落とされたのですか？　いったいどこから、そんな伏兵が？　孫呉にも劉備にも、そのような奇き襲しゆう部隊を烏林へ送り込む余よ裕ゆうなどないはずです」

「あわわ～、軍師どの～。申し訳ないですだ～。烏林を落とした軍団は、孫呉でも劉備でもないですだ～」

「亜人の大軍団だべさ！　しかも数十万……！　うちらの予測をはるかに上回る速度で、赤壁の戦場までまっすぐ南下してきたべさ～！」

　鎧よろいも兜かぶともぼろぼろになってしまった曹仁と曹洪が、絶望的な「戦せん況きよう」を告げた。

「早すぎます。いくら華北の守備を放ほう棄きしていたとはいえ、曹操さまと私の計算では、まだ」

「軍師どの。どうやら司馬懿と亜人、そして異世界へ飛ばされた仙人の誰かが、最初から結けつ託たくしていたらしい。亜人軍団は、この時代には存在し得ない現代兵器を少数ながら所持していた。デザインこそ中ちゆう華か風ふうでわれらが見知っている兵器とは異なるが、戦車、マシンガン、爆撃機等だ。核かく兵器すらすでに持っているかもしれない！　それらは現状ではシステムの影えい響きようで使用できないらしいのだが、おそらく司馬懿がシステムを乗っ取れば、即そく座ざに使用可能になる」

「于禁。では、亜人はそれらの兵器を用いて──」

「そうだ。真世界も異世界も侵しん略りやくするつもりだ。私の母国イギリスも無事ではすまない。香港ホンコンにもゲートは『ある』。大英帝てい国こく時代のツケを、このような形で支し払はらわされるとはな」

「ギャーッ！　亜人軍団だ、出たーっ！　無数の影かげが、影が。迫せまってきたぞーっ!?　われらを長江へ叩き落とすつもりだーっ！」

　夏侯惇が叫さけぶと同時に、曹仁のＧＰＳスキル「天上天下」がついに怜香の位置を捉とらえた。

「姉上を捕ほ捉そくしましただ～！　すぐ近くですだ～！」

「夏侯淵が参りますわ！　飛ばしますわよっ！」

「……許褚も同行する。もう命令違い反はんをしようが𠮟しかられようが、離はなれない」

「全員で、曹操さまのもとに！　正面に亜人軍団、背後に長江と孫呉水軍！　曹操さま以外に、この危地に対応できる英えい傑けつはおりません！」




　雪乃に命を救われた怜香のもとに、荀彧たちが続々と集結する。

　だが、辺り一面は火の海。背後は、なおも船団を赤々と焼き続けている長江の激流。

　そして──怜香の計算よりもはるかに早く、饕餮と亜人四し凶きようが率いる亜人の大軍団が北から迫っていた。

　私が自決していても結果は同じだった、逃にげ場ばのない曹操軍は亜人軍団に殲滅される、と怜香は絶望していた。

　そして、あの忌いまわしい「董とう卓たくの魄」の発する声。

「泰山戦以来だな。曹操孟徳を名乗る小娘よ。万ばん里りの長ちよう城じようを越こえて来た呂りよ布ふを蹴け散ちらし、地下帝国解放軍とやらも撃破してまっすぐに赤壁へ来てやったぞ。もう、関帝は顕けん現げんできない。通り道の関帝廟はすべて破壊した──異世界側に関帝廟が残っていようが、もはや関羽の魂がこの真世界に『神』として顕現することはない。これで終わりだ」

　怜香は、しかし、もう崩くずれ落ちない。たとえ敗北するとわかっていても、もう嘆なげかない。

「だいじょうぶです。怜香お姉さん。関公に代わり、雪乃が戦います」

「関羽が孟徳の命を救ってくれたんだ、私たち曹操四従姉妹いとこ軍団が気張らなくてどーするっ！　みんなっ！　まだだ、まだ亜人どもは極秘開発した現代兵器を使用できない状態だぞっ！　孔明が司馬懿を倒せば、あの兵器はすべてガラクタとなる！　今ならばまだ、封神英傑の力で対たい抗こうできるっ！　ゴリ押しだーっ！」

「元げん譲じように同じですわ！　夏侯淵妙才、最後の一兵となっても戦わせていただきますわっ！」

「や、や、やるしかないだ～！　そ、そ、曹仁見参！」

「姉者に曹洪として封ほう神しんされたその日から、この命は姉者のために、と決めていたべさ～」

「──命いのち乞ごいをして曹操さまの墓石に恥はじを晒さらすレリーフを残されるよりは、この于禁、英国淑しゆく女じよらしく正々堂々と戦って死のうじゃないか。ああ。私は水は苦手だけれどもね。陸戦ならばいいんだよ、陸戦ならば。英国人は伝統的に、逃げ場を失ったここからが粘ねばり強いのさ。ナポレオンも、ロンドンを落とせなかっただろう？」

「……固有スキルは要いらない。戦国のいくさ人、大ふへんものが、この朱しゆ槍やりで饕餮を討つ」

　だが、多勢に無勢。曹操軍のほとんどが長江で船を焼かれて壊かい乱らんしている以上、怜香のもとにはわずかな兵士しか集まっていない。兵力差は言うまでもなく、ろくな武具すらない。烏林に溜ため込んでいた武具も兵ひよう糧ろうも、すべて亜人軍団に焼き尽くされてしまっている。

　全員が、もはや逃のがれられない「死」を覚悟していた。

　長江で孫呉水軍を率いている孫堅にこの事態を早く知らさねば、われらが壊かい滅めつすれば次は孫呉軍と劉備軍が。三勢力ともに亜人に各個撃破されてしまいますと荀彧は焦あせるが、「伝令役」を務められる郭嘉と程昱はなおも姿を見せない！

　それでもなお。

　怜香は、最後の最後まで、生きよう、と臨んでいた。

「曹操軍、集結！　泣いても笑っても、これが最後の戦い！　全員で亜人軍団と戦い、壁かべとなって、孔明に『勝利』をもたらす時間を稼かせぐのよ！　ゲートを守り抜くのよ！　みんな！　お願い！」

「「「御ぎよ意い！」」」

　怜香の号令一いつ閃せん、曹操軍の封神英傑たちが、一いつ斉せいに亜人軍団目指して駆け出していた。

　対する饕餮もまた、

「全軍、きゃつらを包囲して撃げき破はせよ」

　と亜人軍団に「総そう攻こう撃げき」命令を下していた。

「無謀な。敗残の曹操軍と、北の彼方かなたから集結した全亜人勢力。多勢に無勢。半はん刻ときも保もたぬぞ」

「……その半刻の時間を稼げれば……きっと孔明が、司馬懿を……倒たおす！」

「それはただの願望、希望的観測にすぎん。偽にせ曹操よ。お前がやっていることは、『万歳突とつ撃げき』というやつだ。仲間を全員巻き込んでの、無謀な玉ぎよく砕さいにすぎん」

「いいえ！　玉砕ではありません、饕餮！　私たちの命を、時間に替かえます！　これは、世界を護るための等価交こう換かんの戦いです……！　青龍偃月刀、召しよう喚かん！」

　偽関羽か、前回の借りを返そう、と饕餮自らが大たい剣けんを抜いて雪乃めがけて突とつ進しんしていた。

　饕餮と雪乃の一いつ騎き打うちがはじまったその直後に。

　怜香たちは、一斉に包囲されつつあった。数が違ちがいすぎる。泰山戦の時とは、まったく亜人の数が違う。

「……曹操さま。いけません。相手になりません……想像を絶する戦力です！　これほどの数の亜人が北にいたとは……！」

「時間稼ぎすらも、できないというの？　そんな!?　お願い、来て！　みんな、亜人たちと戦って……！　私は、曹操孟徳は、ここにいるわ……！」




　その怜香の声に、呼応した者たちがいた。

　荊州の江陵を越え、陸路からは華か容ようを通過して、水軍は長江を下って、彼らは西から「来た」。

　亜人たちは、「なにっ？　敵てき襲しゆうだと？」「意外と数が多いぞ！」「背水の陣じん状態だ。背後を奪うばわれるとまずい！」「いったん止まれ、野戦陣を構築せよ！」としばし動きを止めた。

「り、呂布奉ほう先せん、帰き還かん。ほ、北ほく伐ばつ騎き馬ば軍団、これより曹操孟徳に加勢し、亜人軍団を撃破する」

「……呂布？　ヒルデガルド？」

「遼りよう来らい遼来！　張ちよう遼りようこと東とう郷ごう好こう古こも参りましたっ！　われら、ただいまから曹操軍の一兵士として戦わせていただきます！」

「張遼!?」

「於お夫ふ羅ら推参。われら北の騎馬民族、遊牧民族も、曹操どのに加勢つかまつる」

　北の大地でひとたびは亜人軍団に撃破されたはずの、呂布率いる騎馬軍団が、この赤壁の戦場に忽こつ然ぜんと現れていた。

　怜香にも荀彧にも、すぐには理解しがたい事態だった。いったい、どうやって？　撃破されたはずじゃ？

　だが、その「理由」はすぐにわかった。

「ブラック軍師・賈か詡くちゃんが惨さん状じよう、いいえ、参上よう！　長々と留守していたのは、片かたっ端ぱしから『仕事』を片付けて赤壁で饕餮たちを『詰つませる』ため！　ジョーカー軍師たる賈詡ちゃんの切り札をぜんぶ同時に切って、このデスゲームに勝利するため！　亜人さんたち？　わが固有スキル『暗黒軍師』の諜ちよう報ほう能力を舐なめてもらっちゃ困るわね。司馬懿だって、賈詡が生きている間は曹そう魏ぎ王室に手出しできなかったのよう。ふふ、ふふふふふ」

　黒山や羊ぎに乗った軍師娘むすめ・賈詡が、長い長い不在の旅から帰ってきていたのだ。

「賈詡？　長ちよう安あん、西せい涼りよう方面の慰い撫ぶを任せきりだったけれど、どうして呂布たちを連れて戻もどってきたの？　連れん絡らくもよこさずに、今までどこでなにをしてたの？」

　てっきり曹操軍は形勢不利と見て長安あたりで日和ひより見みしながら引きこもっていると思っていました、と荀彧が鋭するどく突つっ込むが、賈詡はどこ吹ふく風。

「連絡なんて機密が漏もれるような真ま似ねは、土ど壇たん場ばまで禁じ手でしょお？　あんたたちが中ちゆう原げんにかまけている間に、その他の地方の処理は賈詡ちゃんがぜんぶやっておきましたあ。西涼の独立勢力の説得と調ちよう伏ぶく。益えき州しゆう・蜀しよくの独立勢力の説得と調伏。北で大敗して敗走していた呂布率いる北伐騎馬軍団の救きゆう援えんに、同じく亜人に蹴散らされて流民となっていた地下帝国解放軍の救援。そ・し・て」

　賈詡の左右に、田でん豊ほうと沮そ授じゆがすっ……と現れて、「ククク。もはやこれまでと辞世の句まで詠よんでいたが、まさか賈詡に助けられるとは。地じ獄ごくに仏とはこのこと……」「オレらの悪運の強さはホンマ、ブラック企き業ぎようでメンタルを鍛きたえられたおかげ様やで」と頷うなずく。

「そして、われらが社長姉妹しまいのご帰還だ！」

「賈詡が突き止めたんや！　社長姉妹と天子さまは、益州におったんや。蜀の山中に流されとったんや！」

「怜香！　あなたが総大将として、全軍の指揮を執とって！　わたくしに代わって、あなたが真世界を護るのよ！　最強最優の超ちよう世せの英傑、曹操孟徳として！」

　袁紹──本屋敷英え里り子こ。

「賛成なのだー！　長旅で喉のどが渇かわいたのだ、はちみつが飲みたいのだー！」

　袁術──本屋敷魚魚とと子こ。

　そして、「瞬しゆん時じ」にどこからともなく「移動」してきた程昱は、肩かたから天子を担いでいた。その隣となりには、郭嘉。

「大義である、曹操孟徳。いや、早乙女怜香。朕ちんからも頼たのむ。異世界、そして真世界を、そなたが護るのだ。人類の総指揮官として──孫堅、劉備とともに、亜人を撃破し、召喚台を守り抜ぬいてほしい」

「ふえええ。肩から天子さまを担がせていただくだなんて。日輪を掲かかげる夢が、誠まことになったんですねえ。これぞまさしく『程昱』ですね～」

「うけけけ。なーんか賈詡の匂においがしたからよー、オレたちシスマゲドンコンビがスキル重ね撃うちを駆く使しして華容まで来ていた賈詡と連絡つけたわけよ！　ほーら。やっぱ、赤壁には郭嘉さまが必要だったじゃん？」

　益州の劉りゆう璋しようと荊州の劉表を説得して、どちらも袁紹配下にしておいたから、袁紹はまだ消しよう滅めつしない、まだねえ、この決戦で負けたら終わりだけれどお、と賈詡。

「英里子！　もうだいじょうぶ。私の手て許もとに『免めん罪ざい符ふ』があるのよ、あの司馬懿が私に預けてくれたの！　って、ああああっ？　船を焼かれて逃にげる際に、焦こげちゃってる!?　免罪符が原形を留とどめていないっ？　ギャーッ!?　私ってやっぱり……バカ……！」

「むむむ。いけません、『気』が真っ黒に。自じ刎ふんしてはなりません、怜香お姉さん！」

「あら。怜香、勝手に妹を増やしたの？　わたくしと魚魚子という姉妹がいますでしょうに」

「えっ？　わ、私は、だって……袁帝グループの人間じゃなくて……執しつ事じの家の娘で……」

「怜香は遠えん慮りよしすぎなのだー！　三人は昔から、姉妹同然なのだー！」

「そうよ。お爺じいさまだって、あなたの能力を高く評価していて、わたくしの片かた腕うで・義妹として袁帝グループを導くブレーンにしたいと言っていますのに」

「……う、う……」

「はいはい。決戦中なんだから、お涙なみだ頂ちよう戴だい話はそこまで。さてと、さらなる援えん軍ぐん登場よお」

　援軍？

「西涼から羌きよう族騎馬軍団を率いて、錦きん馬ば超ちよう、参戦。って言われてもよう。俺は箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくで薩さつ長ちようと戦っていたんだけどよう。なんで俺が『三国志』の世界で馬超やらされてんだ？　ま、戦えるってんなら、なんでもいいがな──幕府を護まもる、徳川を護るってのもやりがいのある男の仕事だが、化け物どもから人類を護るってのは──でっけえ仕事じゃねえか、ええ？　正直、濡ぬれるぜ！　総そう司じと近こん藤どうさんも、来てくれりゃあよかったのによう──」

　ど派手な甲かつ冑ちゆうに身を包んだ役者顔の美男子、錦馬超。この時代では珍めずらしい「両手剣」を握にぎっている。現代人ではないようだ。「封ほう神しんシステム」は、本来交わるはずのない異なる世界を強引に繫つなげている。時々、原因不明のバグが発生する。馬超は許褚同様、なにかの手て違ちがいで過去の世界から封神されたらしい。

　だが、彼は異常なまでの「戦意」に満ちていた。そして、明らかに歴戦の「軍人」だった。防衛大学生の張遼などは、「あ、あ、あ、あなたさまは、ま、ま、ま、まさか」と緊きん張ちようと興奮のあまり馬超と目を合わせることすらできない。

「荊州から援軍を率いて来ました、黄こう忠ちゆうに封神された沢渡マーサでーす！　秀一ちゃんと雪乃ちゃんの実のママでーす！　いやー雪乃ちゃんがヘンなＭＲゲームのテスターをやって失しつ踪そうしちゃったものだから、慌あわてて捜さがしているうちに、ママまで真世界に召喚されちゃって～。黄忠って強いのよね、確か？　バース掛かけ布ふ岡おか田だ真ま弓ゆみと並ぶ五ご虎こ大将軍でしたっけ～？　猛もう虎こ打線の五人目となると、佐さ野のになっちゃう気がするけれど～。って、今の子にはわからないネタよね～。年ねん齢れいがバレるわね～」

「益州から援軍を率いてきた、秀一ちゃんと那波ちゃんの母、水城マーサよ。二人は絶対に水すい鏡きよう先生にかどわかされたのよ！　と気づいて先生を締しめ上げた結果、パンダゲートを潜くぐらされて厳げん顔がんに封神されてしまったの。秀一ちゃんの二人の母親の名前がどちらもマーサだなんて、これも運命というか縁えんというか。仲良く意気投合しています」

「だーって、ヒーローのママの名前はいつだってマーサ一択たくなのよ～♪　雪乃ちゃん、すごいわ！　関羽さまに選ばれるだなんて！　その上、秀一ちゃんは劉備玄徳だって言うじゃない？　ママはもう、嬉うれしくて嬉しくて……ううっ」

「那波ちゃんも張飛だなんて、やるじゃない！　あの子は三国志ゲームをやるたびに張飛ばかり選んでいたからかしら？　まさか、知力が同等とかそういう理由では……」

　怜香が「いやいや。二人ともマーサって。そんな雑な」と呆あきれ顔がおになるが、二人は正しよう真しん正しよう銘めい、秀一の二人の母だったのだ。

　雪乃は「え、ええええええっ？」と頭が真っ白になっていた。

「ななななにをしているのですか、お母さんっ？　いい歳としして甲冑着込んで……ああっ、恥はずかしいです！　あっ、そ、それと、その、兄さんの今のお母さま！　ははははじめまして、沢渡雪乃と申します！　兄さんの双ふた子ごの妹です！　この戦いが終わりましたら、私と兄さんの結けつ婚こん式にぜひ！」

「……聞いていた通り、常じよう軌きを逸いつしたブラコンなのね。亜人に勝てたとしても、那波ちゃんと最後の一騎打ちをやることになりそうねえ……」

　郭嘉と程昱はこの間にも、「今だ、今こそ燃え尽つきろビイトおおおお！」とスキルの重ねがけを繰くり返して飛び回っている。

　すぐに、孫堅と秀一、そして那波も怜香のもとに合流した。それぞれ亜人軍団到とう達たつという事情を知らされ、曹操軍との戦せん闘とうを中断。軍の指揮権を周瑜と趙雲に委ねてきたのだ。

「げーっ、母さんたちっ？　どうして三国志武将にっ？　ここは危ないから帰ってくれ！」

「えーっ？　なにやってんのさーっ？　恥ずかしいから、コスプレやめてよーっ！」

「はっはっは！　母上の名前が二人ともマーサとは最高だな、劉備くん！　劉備くんと婚こん約やくさせていただいています、孫あび子こ舞子と申します！　マンガ家のペンネームみたいですが、一応本名です！　家系を説明するといろいろややこしくなりますから割かつ愛あいしますが、どうかよろしく！」

[image: ]

「いえいえ。家系なら、こちらもぐちゃぐちゃだから～。普ふ通つうはマーサなんてバタ臭くさい名前つけないでしょ～。最近はキラキラネームが流行はやってるけど～」

「右に同じよ。私はアメリカ人とのハーフだから。那波ちゃんはクォーターなの。ともあれ、亜人と戦いましょう！　そろそろ、向こうも陣じん形けいを再構築し終える頃ころ合あいだから」

「……なんで、ここで親が出てくるのかなあ。ＶＲゲームやってたらパーティにおかんが割り込んできたみたいな気分……頭痛いよ、アニキ……」

「……うう……なんだか急に恥ずかしくなりました……あ、呂布さん。赤兎馬、お返ししますね。何度も赤兎馬に救われました。ありがとうございました」

「……い、いや、こちらこそ……？」

「えーい、躊ちゆう躇ちよしている場合ではない、那波、雪乃！　亜人どもが現れたおかげで、赤壁での悲ひ惨さんな追つい撃げき戦を回かい避ひできたのだーっ、ポジティブに考えろーっ！　これより曹操軍、孫呉軍、劉備軍は『人類軍』として合流し、一体となる！　総大将は怜香、お前だ！　陸戦の指揮を執れ！　俺が副将！　そして水軍指揮官は舞子だ！　俺たちが粘ねばれば、そして亜人に勝てば、孔明もまた必ず司馬懿に勝つ！　今こそすべてが終わる！　そう信じて戦おう！　決して、亜人を召しよう喚かん台に辿たどり着かせるなーっ！」

　秀一が拳こぶしを突き上げて叫さけぶと、兵士たちが「うおおおおおお！」と呼応する。

　この瞬しゆん間かんに。

　赤壁の戦いは、「亜人軍団対人類軍団」の最終フェーズへと移行していた。

　だが。




「そろそろ最さい後ごの晩ばん餐さんは終わったか？　ならば、遠慮なく粉ふん砕さいする──行け。亜人どもよ。家族愛などを見せつけられて、貴様らも猛たけっているだろう。劉備よ。われらの力の根源は、生前満たされることのなかった朽くちぬ怨おん念ねん。お前たちの家族ごっこは、かえって、われらを焚たきつけたぞ──」




　饕餮は、「油断」して亜人軍団を止めていたのではなかった。

　亜人たちの「人間への憎ぞう悪お」を焚きつけるために、人間どもの「茶番劇」を敢あえて亜人たちに見せつけていたのだ。

　激戦が、開始された。




　　　　※




　赤壁南岸の孫呉陣じん営えい本陣は、広大な陣地そのものがすでに孔明による「石せき兵へい八はち陣じん」、術者殺しの大結界となっていた。

　あらゆる術と知ち謀ぼうを駆使し、次々と孔明の多重結界を突つき破って「封神台」へと接近してくる司馬懿。

　蜘く蛛もの巣の如ごとき細密かつ巨きよ大だいな石柱に囲まれた八陣の中央部──封神台に腰こしを下ろし、羽毛扇せんを扇あおぎながら、二色の瞳ひとみのうちの片側を用いて「赤壁の戦い」を遠えん隔かく視している孔明。

　ついに、八陣の中心部で、二人が再会を果たしていた。

「時刻設定を繰り返しながら、亜人軍団に立て続けに『縮地』を潜らせて赤壁の戦場まで到達させたか。『官かん渡と』で戦いながら、同時に亜人を大移動させる準備まで。さすがだな、仲ちゆう達たつ」

「やあ、孔明。倭やまとの陰おん陽みよう術を逆輸入して工夫したキミの最新型の八陣は、もう泰山で見たかな♥　許きよ劭しよう謹きん製せいであろうが、キミ自身が張った結界であろうが、原理を摑つかめば同じことかな♥」

　最後の「結界」をすり抜けて孔明の前へと到達した司馬懿もまた、片側の瞳で「戦せん況きよう」を遠隔視している。

「仲達。壊こわれかけの召喚台を書き換かえに来るのが遅おそかったぞ。お前が亜人軍団を赤壁に間に合わせたのと同じに、こちらも五ご原げんの呂布、西涼の馬超、荊州の黄忠、益州の厳顔の四部隊を赤壁へ急行させ、同時に天子と袁紹袁術姉妹をも救出した。賈詡の諜ちよう報ほう能力は優すぐれている。そんな彼女の『夢』に、出しゆつ盧ろなった私と水鏡師し匠しようとが割り込み、情報を提供した──こちらも間に合ったぞ」

「賈詡が集めてきた地方連合軍と、赤壁の三英えい傑けつ連合軍とで、亜人軍団を挟きよう撃げきできたとでも言いたいのかな♥　戦力はなおも圧あつ倒とう的に亜人が有利。それに、人類軍の総大将と副将には、天運がないかな♥」

　曹操と劉備に封神された、早乙女怜香と水城秀一。

　二人は最終的に勝利を収められない。そのような天運を背負っているからこそ、二人は曹操と劉備になれた、と司馬懿は告げる。孔明めがけて、漆しつ黒こくの邪じや気きの塊かたまりを次々と浴びせながら。

　孔明は羽毛扇を一いつ閃せんしてそれらの邪気を吸い込み中和させながら、「どういうことだ」と司馬懿に問うていた。いったい、何周巡めぐり続け、何度戦い続けたか。孔明が陽ようなら、司馬懿は陰いん。もはや二人は、「二人で一人」としか言いようのない関係である。死力を尽くした術の応おう酬しゆうが、八陣を警備している兵士たちには、二人がキャッチボールをしてじゃれあっているようにしか見えない。が、余人が八陣最深部の中に踏ふみ込めば、瞬しゆん時じにして蒸発してしまうだろう。凄すさまじい濃のう度どの「気」を、二人術士はお手玉のように操っていた。

「早乙女怜香は『最後の一戦』に勝てないかな♥　彼女は、自分には幸福になる資格がないと信じているかな♥　仕事でも私生活でも英傑としての務めでも♥　自ら望まぬうちに、敗北を望んでいる♥　『最優の英傑』でありながら、最後の最後に幸福が手からすり抜ぬけていく♥」

「……正史英傑の曹操が、そうだったように？」

「そうだったように♥　オリジナルも、宦かん官がんの孫に産まれ、父を徐州戦で殺され、女遊びに耽ふけっているうちに長男を殺された♥　正史英傑・曹操孟徳が真に『乱世の奸かん雄ゆう』だったら、血筋の負い目やしくじりによる家族の犠ぎ牲せいなど、どうとも思わなかったかな♥」

「だが、曹操は中ちゆう華か史上に残る詩人。繊せん細さいな感受性の持ち主であるが故ゆえに、悩なやみ続けていた。赤壁で一いつ瞬しゆんの隙すきを衝つかれて周瑜に撃げき破はされ天下統一に失敗したのも、漢かん王朝の簒さん奪だつを決めていながら家臣団の中の王佐主義者たちを大粛しゆく清せいすることができず、荀彧に遠回しに死を命じることくらいしかできなかったのも、あとあと後こう継けい者しや争い・派は閥ばつ争いの火種になると知っていながら王位を継つげない息子たちを粛清・左さ遷せんできなかったのも……」

「そう。彼が容よう赦しやのない『真の覇は者しや』だったら、なによりも、いずれ曹そう家から帝てい位いを簒奪する野心を持つボクを殺していた♥」

「……早乙女怜香が『曹操』たるゆえんも、お前を問答無用で殺さず、むしろ取り引きできる相手だと信じていた甘さにある、と？」

「うん、そう♥」

「だが、お前が亜人軍団を急行させてくれたおかげで、今の早乙女怜香には劉備玄徳がいる。秀一が」

「あれは、正史英傑の劉備同様、情に流される。妹を犠牲にしての勝利を摑むくらいならば、彼は最後の土ど壇たん場ばで妹のために敗北する道を選び取るよ。無意識のうちにね。それほど、妹に対する自責の念が強い──だからこそキミは彼に目をつけて『北ほく斗と五ご丈じよう』契けい約やくを結んだのだろうけれど、正史英傑・劉備よりも早く理性が壊れるよ、感情に押し流されてね──まだ幼いのに『家族喪そう失しつ体験』という巨大な欠落を抱かかえている二人が組んだところで、互たがいの欠落を相そう互ご補完するどころか、逆に互いに自じ壊かいし合っていくしかない♥　これから起こる、『破は滅めつ的局面』を前にすれば──♥」

「……そんな局面は到とう来らいしない、仲達。私がお前に許可してやるのは、異世界に開いているゲートの修復までだ。その先は、私が阻そ止しする。たとえ私が手間取ったとしても、あの二人は決して自分自身の疵きずに敗れない。お互いを、支え合うだろう」

「結局、ボクの力を必要としているんだね、孔明♥　システムを構築する際、自分自身に『あらゆる権限』を与あたえて『神』にならなかったキミは、結局、ボクに敗れたがっている♥　正史英傑・劉備玄徳を贄にえにしてまで勝利しても、意味などない。そう、わかっているのかな♥」

「……すべては異世界の人々を巻き込んだ茶番だと？」

「最後の警告だ、孔明。ボクがハックする前にシステムを止めれば、システムを壊せば、異世界は護まもられる♥」

「だが、それでは真世界に召喚され帰き還かんルートを閉ざされた封神英傑たちが力を失い、亜人に皆みな殺ごろしにされる。それは、できないな──」

　孔明は、司馬懿との対決を行いながらも、「遠隔視」によって戦況を逐ちく一いち見ている。

　やはり、饕餮が率いる亜人軍団の強さは、圧倒的だった。

　数の上でも、互ご角かく以上。

　さらに武力の上でも、耐たい久きゆう力の上でも、亜人一人一人が封神英傑に匹ひつ敵てきするのだ。




『那波！　雪乃！　由莉！　饕餮の狙ねらいは怜香ただ一人だ、怜香を護りきれ！　幸いにもあいつはちっちゃいから的になりにく……舞子、危ない！　うぐっ……！』

『劉備くんっ？　わ、私に近寄ってはダメだ。孫堅はやはり、矢が当たりやすくなっている！』

『に、兄さんっ？　ひ、肘ひじに矢が！　こ、これは、毒矢です！　しかも、亜人独特の処方のようです……！』

『あ、アニキっ!?　封神英傑の身体からだなのに、毒が侵しん食しよくしてくるよ！　どんどん傷口から青くなって……』

『……て、天才術士の孔明ならば、簡単に解げ毒どくしてくれるのだが……じょ、徐庶を捜さがしてきてくれ、由莉……！　龐統を背負って戦場のどこかに退たい避ひしているはずだ！』

『わかった。曹仁とシスマゲドン先生コンビのスキルを借りて、すぐに連れてくるよ』

『秀一？　だ、だいじょうぶなのっ？　なんとかする方法はないの？　矢に当たった事実をなかったことにするスキルとかはっ？』

『……れ……怜香……ないことは、ない……だ、だが、だいじょうぶだ……その手は、禁じ手だからな……兄貴道に反する手は、俺は使わない……！　フ、フハハ……』

『このままじゃ、秀一の腕うでを切り落とすことになっちゃうじゃんっ！　毒が心臓に回ったら、いくら封神英傑だって！』

『……ま、まだだ。まだだいじょうぶだ。まだ耐たえられる。劉備玄徳のしぶとさは伊達だてじゃない……！　雪乃、那波。母さんたちを後方に……二人が心配で、気が気でない』




　秀一の背中を直接支えて鼓こ舞ぶし、彼の心を護ることのできる者。

　秀一の「傷」を今すぐに癒いやし、解毒できる者。

　その諸葛亮孔明が、戦場へ向かえない。この「八陣」から離はなれられない。

「……そうか、仲達。私は、お前を赤壁から遠ざけて八陣におびき寄せたつもりだった。だがその実、私を八陣に釘くぎ付づけにしたのだな、お前が──」

「やっと気づいたかな♥　ボクの目もく論ろ見みが成功しようが失敗しようが、キミが八陣から動けない限り、人類軍団は敗北する♥　ご覧、人類軍団の大苦戦ぶりを。水城秀一はいずれ『北ほく斗と五ご丈じよう』を用いる羽目になる♥　何度も、何度もだ♥　いったい何度耐えられると思うかな？　やがて精神崩ほう壊かいして、彼は敗北を選ぶ♥」

　だが、ボクは「失敗」するつもりはない、必ず異世界へのゲートを再び繫つなぎ、そして現代兵器のキャップを開放する、これが「最後の戦い」だ孔明、と司馬懿は宣言し、孔明が次々と放つ「気」の弾だん丸がんを奇き妙みような足取りですり抜けながらついに召しよう喚かん台へと掌てのひらを押し当てていた。

「取ったかな、孔明♥　虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず。封神英傑システム内に、わが魂たましいを──♥　管理者権限をいただき、ゲートを修復。キャップを開放。そして一いつ斉せいに両世界間のゲートをすべて開く。恒こう久きゆう的に。誰だれもが自在に二つの世界を移動できる自由な時代の幕開けさ。ああ。ほら。ご覧、見える。見えるよ、システムの『中央部』が。『太極』が。あすこにボクが到とう達たつすれば──世界の混こん沌とんぶりはついに、五ご胡こ十じゆう六ろつ国こく時代を超こえる♥」

「……そこまでだ。お前にわがシステムを『貸す』時間は一いつ瞬しゆんだ、仲達。管理者権限を貸し出してやる時間は、文字通り一瞬だけだ。お前がルートを修復し終えた時点で、私に返してもらう──！」

　孔明もまた、自らの掌を召喚台に押しつけて、そして「システム」へと侵しん入にゆうしていた。

　司馬懿仲達と諸葛亮孔明。

　八陣によって外部世界から隔かく離りされた二人の「魂」は今、肉体を捨て、大地から天上の太極へと繫がる目に見えない「封神英傑システム」のプログラムの内部へと飛び込んでいた。

　互いに、狼おおかみの耳と狐きつねの耳を持つあやかしの少女の姿のまま、太極へと猛もうスピードで上じよう昇しようしていく。螺ら旋せんのように絡からみ合いながら。その間も、「魂」と「魂」とが互いを消し去ろうと、二人は「気」の弾丸を指から放ち続ける。

「太極」へと通じる「システム」の世界には、生きた人間はいない。極限の能力を帯びた術士である孔明と司馬懿しか立ち入れない世界なのだ。肉体も重力もなにもないこの世界内では、二人は無限に「気」を放つことができる。

「システム」世界内で続く、無数の爆ばく発はつ。大地から天上へ連なる「気」の通り道、「レイライン」が大きく揺ゆらぐ。肉体を捨て去った二人の「姿」はあくまでも「概がい念ねん」であり、どれほど損傷しても欠損することはなく、再生する。「気」ならば、「意識」が飛ばない限りはどれだけでも練ることができる。

「さすがは孔明だ、手て強ごわい♥　これは、簡単に太極へ辿たどり着けそうにないかな♥」

「お前はシステムの上層部をハックした経験はあっても、中央部まで到達した経験はあるまい。太極を見ろ。侵入者を殺しに来るぞ、仲達」

　でちー。でちー。でちー。

　数え切れない小動物の群れが、口々に騒さわぎながら「太極」から降ってきた。

「……ふうん。彭ほう侯こうの、大軍……？　ああ。あれは亜人ではなく、精せい霊れい、すなわち樹木の『気』が意志を持ったものだったっけ♥　キミが管理者権限を用いて連中をシステムの守護者として雇やとい入れたのか。それにしても、でちでち五月蠅うるさいなあ」

「そうだ。そして管理者権限はなお私が握にぎっている。システムの守護者たる彭侯たちは、侵入者のお前を集中攻こう撃げきする。これが、お前がほんの一瞬しか権限者でいられない理由だ、仲達」

「……でも、その一瞬の間は、彭侯たちはキミを攻撃するんだよねえ、孔明♥　だったら──勝機アリかな♥」

「陽」の術士、孔明の夢。

　劉備玄徳の「悲劇」を、天命を、覆くつがえすこと。

　五胡十六国時代へと連なる大動乱の「正史」を防ぎ止め、初代劉備玄徳が夢見た数百年にわたる万民の平和を実現すること。

　そして──水城秀一の「夢」をこんどこそ軍師として補ほ佐さし、助力し、実現させること。

「陰いん」の術士、司馬懿の祈いのり。

　二つの世界を繫げて、憎ぞう悪おと差別と戦争に彩いろどられた人類史という「悲劇」を「正史」よりも早く終わらせること。

　二人の術士は、軍師は、地球のすべての「気」を操りながら激しく交こう叉さしていた。

　まもなく、「気」の渦うずが「陰陽」模様を描えがいている最上空の太極へと到達する。そこが、システムの中央部だ。

「ねえ孔明♥　キミが『繰くり返せば繰り返すほど』、事態は複雑化し拡大し悪化し続けているんだよ。まだわからないのかな♥　異世界を巻き込んだのは、キミが『北斗五丈』を用いて歴史を操作したからかな♥　もう、諦あきらめればどうかな♥」

「その異世界を滅ほろぼそうとしているお前が、よくも言えたものだな！」

「世界に対する価値観、命に対する価値観が違ちがうのだから、仕方がないかな♥　ボクはすべてが『諸行無常』ならば人間はさっさと輪りん廻ねから解げ脱だつすべき、と考える者だから♥　仏ぶつ陀だや老ろう子しならば、ボクを応おう援えんしてくれるはず♥」

「現実主義者の私は、そうは考えない！　天命を覆すまでは、絶対に……諦めない！　たとえ命に終わりが来ることが定められているとしても、私は精せい一いつ杯ぱいに命を生ききる、何度でも蘇よみがえる！　そして、初代劉備玄徳の夢を果たすまでは！　あとしばらく耐えてくれ。私に力を貸してくれ、秀一！」

「──やはりキミは、稀き代たいの魔ま女じよかなあ♥　キミの輪廻を止められる存在は、ああ、やはりボクしかいない♥　ボクとキミはいわば、あやかしの血と神しん仙せんの術から生じた、双ふた子ごの姉妹しまいかな♥」

　二人の魂は。

　今。

　無数の彭侯たちとともに、天上の太極へと到達していた。

「管理者権限」を巡めぐって。

　二人は今、人じん智ちを超こえた「戦い」に、突とつ入にゆうした。








第四回　異世界









「やれやれ。肘を怪け我がするのは関かん羽うの役目だったと思っていたがよ。龐ほう統とうちゃん、気をつけな。赤せき壁へきの戦場は地じ獄ごくだぜ、どこもかしこも落らく鳳ほう坡はだと思っていたほうがいいぜ、うひっ」

「……は、はわわああああ……りゅ、劉りゆう備びさん、徐じよ庶しよさんが調合した解げ毒どく剤ざいですう！」

「あ、ありがとう、龐統ちゃん。無茶な仕事をやらせてごめんな……ひいっ？　痛い痛い痛い、いってえええええええええ！」

「傷口にこいつを塗ぬればいわゆる免めん疫えきがつく。次に矢を喰くらっても毒は無効化されるんだ、小こ僧ぞう」

「うおおおお、きっついぜ！　孔こう明めいなら、ぱぱっと術式を用いて無痛のまま解毒してくれるのに」

「この徐庶さまはただの人間なんだぜ、無理言うな。命を拾っただけでもありがたく思え」

　確かにそうだ。「毒矢」を用いる亜あ人じん部隊が少数だったのが、幸いだった。亜人にもいろいろな種族がいるが、「毒矢使い」は希少種族だったようだ。舞まい子こが、孫そん策さくと孫そん権けんを率いて蹴け散ちらしてくれた。

「……だが俺たちはいったい何時間戦っているんだ……亜人の数も体力も、まるで無む尽じん蔵ぞうだ……ほんとうに、人間が勝てる相手なのだろうか」

　亜人軍団との決戦は、一進一退。いや、はっきり言って押されている。もう、軍議を開き策を練る猶ゆう予よもない。怜れい香かも舞子も周しゆう瑜ゆも、それぞれの軍団を率いて「数」の暴力で俺たちを長ちよう江こうへ追い落とそうと進んでくる亜人の大集団と戦っている。文字通りの白兵戦だ。

「兄さん。諸隊は、曹そう操そう軍軍師たちが考案した『包ほう囲い網もう』策を実行中。趙ちよう雲うんは今、張ちよう郃こう、楽がく進しんたち解放された曹操軍の将軍とともに別働隊を率いて亜人軍団の背後へ迂う回かい中です。前方がわれら曹操劉備孫そん堅けん連合軍、背後に趙雲たち別働隊、そして馬ば超ちよう率いる援えん軍ぐん。三方向から包囲攻撃を仕し掛かけます。これが、最後の戦術です」

「アニキ。二人のマーサ母さんは、射しや撃げきスキル持ちなので後方で弾だん幕まく担当に回ってもらったから、一安心して。二人を最前線から下げてもだいじょうぶ。後方で暴れ回っている馬超は、呂りよ布ふ以上に強いよ！　歴戦の陸軍将校らしーよ！　あの人、どこかで見たことがあるような……」

　ともかく、この長江北岸が最終防衛ラインだ。

　南岸の赤壁に上陸されれば、孔明が司し馬ば懿いと戦っている「召しよう喚かん台」が陥かん落らくする。石せき兵へい八はち陣じんの結界は、「術士」には有効だが、亜人の物理攻撃には無力だ。亜人が「召喚台」に到達すれば、連中は司馬懿のシステムハックを支し援えんするだろう。孔明は敗北する。それだけはあってはならない──。

　こうなると、曹操軍の艦かん隊たいを火計で焼き払はらったことが、人類軍にとって致ち命めい傷しようだった。艦隊が残っていれば、「水戦」に持ち込めた。亜人は北の大地から生じている種族だから、その多くは「陸戦特化型」。窮きゆう奇きのような空戦型も少数存在するが、水戦型となればさらに個体数は少ないはずだった。

　孔明。まだか。司馬懿との戦いは、まだ決着しないのか。

　矢が飛び交う戦場のただ中で。

　俺は、思わず天上を見上げていた。

　陰陽二極の紋もん様ようを描いた巨きよ大だいな「雲」が、赤壁の上空に湧わき起こっている。

　人間の目には見えないが──孔明と司馬懿とが、あの「雲」すなわち「太極」まで上昇して死し闘とうを繰り広げているのだ。「召喚台」から「太極」へとあの二人は向かっている。

　頑がん張ばれ、孔明。司馬懿に一いつ瞬しゆんだけ管理者権限を取らせて、司馬懿がゲートを復旧させると同時に権限を奪うばい取る。孔明は時間を操作し、司馬懿は空間を操作するが、二人の術士としての強さはおそらく同等。明らかに至難の業わざだが、他に勝機はない。いや、もっと「時間」さえあれば、孔明はもっと緻ち密みつで安全な「戦術」を実行できたのだが──最大の敵は、やはり「時間」だ。

「……アニキ。来たよ！　空を飛ぶ窮奇と、『言葉』を操って精神攻撃を仕掛けてくる梼とう杌こつだよ！」

「今回はそれぞれ、軍団を率いています。前衛の壁かべが厚く、一いち撃げきで瞬しゆん殺さつできそうにありません！　ななちゃん、耳みみ栓せんを！」

「あたしはもうだいじょうぶ！　ゆきのんこそ！」

「私も、もう問題ありません！　兄さんを、そして二人の母を護まもらなければ……！」

「いよいよ来るぞ！　頼たのむぞ、的てき盧ろ！　徐庶は龐統ちゃんを周瑜艦隊の船へ！　安全な南岸へ！」

　この時、由ゆう莉りが、「通信回路」を開いてきた。ウィンドウが俺の目の前に展開する。

『まずいぞ、劉備くん。饕とう餮てつは背後で暴れている私たちや呂布・馬超の軍団を完全に無視して、ひたすらに南へ、南へと進撃している！　われらに振ふり分けた亜人部隊は、明らかに捨て駒ごま部隊だ！　饕餮は、主力部隊を率いて長江を背負った本隊を撃破し、水中へと追い落とすつもりだ……！』

　人類軍が包囲網を完成させる前に、全力で南進し、南岸を押さえている俺たち本隊を長江へ叩たたき落とす。躊ちゆう躇ちよなき各個撃破策、しかも敵本隊をターゲットに！　饕餮め。董とう卓たく並みに手て強ごわい……！　しかも、持もち駒ごまは豊富にある。呂布にこだわる感情もないのか。ヒルデガルドは、饕餮を釣つり出す「囮おとり」役として赤せき兎と馬ばに乗って戦場を駆かけてくれているはずなのに。

「うけけけけ！　翼よく鳥ちよう亜人軍団を率いて、再び窮奇さま、参上っ！　あたいは根に持つ性格なんだよねーっ！　偽にせ関羽、ヌッ殺す！　もうどれだけ祈っても反則野や郎ろうの関公は出てこねえぞーっ！　上空から劉備軍団めがけて一いつ斉せい射しや撃げき！」

「わたくし梼杌も、こたびも窮奇の背中を借りて推参。ですが、おやおや。劉備も関羽も張ちよう飛ひもずいぶんと『気』が充じゆう実じつかつ安定しております。やはり三兄妹が揃そろっているせいでしょうか、それとも幾いく多たの試練を乗り越えたからでしょうか？　精神攻撃は難しいようですねえ。それでは──あなた方の母親お二人を精神攻撃するとしますか。兄妹の家族関係をバラバラに引き裂さいた張本人のお二人に。生まれてくる家庭は選べませんからねえ。子供には罪はありません、大人の罪なのです！　どうせ後方に下げているのでしょう？　われらは空軍部隊ですから、無意味ですよ」

　上空から、大量の矢が、そして石いし礫つぶてが飛んでくる。那な波なみが蛇じや矛ぼうを、雪ゆき乃のが青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを振るって俺を護る。

「母さんたちに精神攻こう撃げきだって!?　冗じよう談だんじゃねええええ！　二人の母さんは、俺たち兄妹のことを常に気にかけ続けてきたんだぞ！　だから危険なゲートを潜くぐって真世界まで俺たちを迎むかえに来たんだ！　雪乃と再会して、雪乃と那波が姉妹になって、バラバラになっていたそれぞれの家族がやっと再生して安定したっていうのに！　そんな真ま似ね、やらせるかああああ！　的盧、飛べえええええっ！　俺が梼杌を斬きるっ！」

「ブルルッ。おいらは赤兎馬じゃねーんだよ、ジャンプくらいはできるけどよう、ガチの飛行能力はねーんだよ！」

「兄さん。窮奇と梼杌は分厚い前衛に守られています、飛んでも梼杌のもとまでは辿たどり着けません！」

「地上から宝貝パオペエを投とう擲てきしても前衛の一部を蹴散らすのが限界だよ。ゆきのん！　どうする、どうするっ!?」

　現実問題として、俺たちは上空から来る絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを避さけて逃にげ回るだけで精一杯。完全に防戦一方だった。じりじりと、母さんたちが守っている南岸の後衛陣じん地ちへ押し戻もどされている。

「制空権」を取られれば、陸上部隊などにできることはほとんどない……！

　しかも対空兵器は、那波と雪乃の宝貝二発しかないのだ。

「まずい。陣じん形けいが崩ほう壊かいするぞ……！　怜香は？　舞子は？　戦せん況きようは？」

　由莉から『曹操軍も孫堅軍も苦戦している。攻せめの饕餮と守りの混こん沌とんが互たがいに補い合いながら、両部隊に突とつ撃げきを繰くり返している。両部隊とも、陣形が乱れて崩壊寸前だ』と報告が返ってきた。饕餮が怜香の部隊に突撃して破壊の限りを尽つくす間、舞子の部隊は混沌が重力スキルを用いて文字通り「足止め」する。続いて饕餮が舞子の部隊へ突とつ進しん、混沌が怜香の部隊を足止め。このハメ技の如ごとき戦術を無限に繰り返すつもりだ。

　やがて人間側の気力体力が尽きる。まず封ほう神しんされていない兵士たちが。彼らが壊乱すれば、封神英傑は戦力を奪われて、戦場に孤こ立りつする。孫策や許きよ褚ちよが数人がかりで攻めても、「破壊力最強」饕餮と「防ぼう御ぎよ力最強」混沌の「四し凶きよう」コンビネーションを崩くずすことは難しい。その上、彼らは人間よりもはるかに耐たい久きゆう力が高い無数の亜人を率いているのだ。

　前回の泰たい山ざん戦では、饕餮と混沌は最終的に異なる戦場で戦った。饕餮が泰山を、混沌が移動式召喚台を、同時に奪おうとしたためだ。それがまさかの敗因となった。だから今回は、離はなれるつもりがない……！　饕餮め。董卓並みに頭が切れる……！

「兄さん！　ま、また爆ばく撃げきが来ます！　青龍偃月刀を投とう擲てきしても、一部を崩すのが精せい一いつ杯ぱいです。撃うつごとに宝貝の『気』を消しよう耗もうしますから、連射能力には限界が……」

「はあ、はあ、はあ。じゃ、蛇矛の回復が、間に合わない。防ぎきれないよう！」

　万事休すか……!?

　だがこの時。

「みんな、だいじょうぶよ～！　黄こう忠ちゆうの固有スキル『関かん内だい母ぼ侯こう』発動～！　長大な射程距きよ離りを誇ほこる必中の矢を連射っ！」

「厳顔の固有スキル『正しよう気き一いつ喝かつ』も発動、放たれた矢を空中で大増ぞう殖しよく！　二大マーサがスキル重ねがけ！」

　な、なんだとおおおっ？

　母さんたちが、黄忠と厳顔のスキルを使いこなしているうううっ!?

　しかも、二人のスキルを重ねがけすれば、大量の矢を用いた広こう範はん囲い必中攻撃が可能になる、だって？　完全に対空兵器じゃないか！

「ギャーッ!?　対空兵器持ちの英えい傑けつがいやがったーっ！　梼杌、一時的に戦略的撤てつ退たい！　饕餮さま率いる陸上部隊の支援に回るぞっ！」

「やれやれ。母は強し、ですね。暴れ回る猛もう虎こを相手にすることもありますまい」

　黄忠は、「正史」であの夏か侯こう淵えんを討ち取った猛もう将しようだ。だから絶対に一いつ騎き打うち特化型の英傑だと思っていたが、厳顔と組めばこんな真似もやらかせるのか。

　なんという幸運。二人が黄忠と厳顔に封神されたのは……劉備繫つながりなのと……やっぱり年ねん齢れいか？　年齢故ゆえか？

「むむむ。窮奇と梼杌が率いる空軍部隊が、離り脱だつしていきます！　九死に一生を得ましたっ！」

「アニキ！　これはこれで、まずいよまずいよ～！　時代は妹よりも母！　ってことになっちゃいそう～！」

　いやまあ、那波、それは構わんのだが──問題は、「亜人四凶」が四体揃い踏ぶみして、完全なる「各個撃破」戦術に切り替かえてきたということだ！

「……こ、虎こ痴ち……空くう爆ばくまではじまっちゃった！　だ、ダメ、もう支えきれない！　陣形が崩壊する……！」

　怜香率いる曹操軍が。

「公瑾！　やはり陸戦は、われらの得意とするところでは……亜人四凶総そう掛がかりでは、対処できない！」

　舞子率いる孫そん呉ご軍が。

　次々と、亜人四凶のコンボ攻撃を受けて壊乱していく。

　馬超もヒルデガルドも由莉も、戦場の後方に迂う回かいしていたがために、捨て駒とされた亜人たちの「壁」に阻はばまれてどちらをも支援できない。

　さらには、最前線と後こう陣じんの中間に位置していた俺たち劉備軍が救きゆう援えんに向かう猶ゆう予よさえもなかった。饕餮が潤じゆん沢たくな亜人兵力を揃えたら、これほどに強いのか。強すぎる……！

「まずい！　混乱した兵士たちが、最前線から逃げてきた！　長江へ落ちていくぞ！　船の数はまるで足りていない！　このままでは、何万人もの兵士が溺でき死しする！」

「ごめんなさい、秀しゆう一いち！　曹操軍は散り散りに！　集まっていたら、饕餮に一点を狙ねらわれて撃破されると気づいて、封神英傑たちが四散して各自ゲリラ部隊化！　孔明が司馬懿を倒たおすまで、なんとしても時間を稼かせぐわ！　でも、まだ召喚台を守るためになにかできることがあるはず！　少しだけ私を庇かばって、保もたせて！　お願い！」

「劉備くん。孫そんファミリーも分散した！　ゲリラ部隊となって、南進する亜人の足止めを続けている。妹たちの居場所も公瑾の安否もわからない！　だ、だが、この激戦は目くらましにすぎないのではないか？　亜人の本命はあくまでも南岸の召喚台ではないのか？　悪い予感がする……！」

　怜香。舞子。

　さすがに封神英傑は強い。手傷を負いながらも、天地の「気」を吸収して回復しながら劉備軍の旗のもとに辿り着いていた。二人とも、饕餮の「一点集中攻撃」戦術に気づいて、「時間稼ぎ」のゲリラ戦に切り替えたのか。さすがだ。

「兄さん。それでは、私たちも分散して──」

「いや、雪乃。俺の『妹』たちは俺のもとに集まっていたほうがいい！　固まって戦う！」

「そうこなくちゃ。アニキを放りだしたら、瞬殺されそうだもんねっ！」

　絶対に俺の「北ほく斗と五ご丈じよう」を用いたくはないが、この最悪の戦況では、武力特化型の封神英傑といえどいつ誰だれが討ち死にするかわからない。饕餮はそれほどに強い。一発クリティカルが入れば、封神英傑であろうとも体力を根こそぎ持っていかれる。万一の時のために、俺と妹たちとは揃っていなければまずいのだ。

　そして、舞子の「予感」は、適中した。

　天空に、突とつ如じよとして目映まばゆい「光」が炸さく裂れつしていた。

　戦場で戦っていた全員が、一瞬、視界を奪われていた。

　なにが起きたのか、わからない。

「──どうやら──孔明がシステムの『門番』として取り揃えていた彭ほう侯こうたちが、自じ爆ばくしやがったな──司馬懿がシステムをハックしたってえことだ。ハックすると同時に管理者権限を用いて彭侯たちをも操り、孔明を包囲しての全員同時自爆を命じたんだ。孔明ほどの術者だ。間かん一いつ髪ぱつ消しよう滅めつは免まぬかれただろうが、孔明の魂たましいの『再生』にはわずかな時間がかかっちまう。そのわずかな時間が、命取りだ」

　じょ、徐庶？　ま、まだ陸上にいたのか？　龐統ちゃんを早く退たい避ひさせてくれよ！

　いや、それよりも。どういうことだ？　俺たちにも理解できるように言ってくれ！

「司馬懿によって異世界へのゲートが修復された。亜人軍団が、ゲートを潜くぐって異世界へ突とつ入にゆうするってことだ。しかも、現代兵器使用禁止のキャップも解除されちまった──なあ、小こ僧ぞう。連中は、どれほどの兵器を所持している？」

　総数は、俺にもわからない。爆撃機──戦車──マシンガン──かなりの種類を取り揃えている。ただ、開発・試作から生産に移るまでの時間が足りなかったのだろう。それぞれ試作品らしく、どの兵器も量産化されていないことだけが幸いだが……だが、あれらがすべて「使用可能」になったということかっ？

　しかも──異世界に──攻め込む、だって!?

　やめろ。やめろやめろやめろ！　取り返しがつかないことになるぞ……！

　異世界が。俺たちの故郷が。崩壊する！　価値観も秩ちつ序じよも複雑な国家間の関係もなにもかもが。

　全世界が、混沌に叩たたき落とされる……！

「アニキ。まさか。横よこ浜はまの中華街にっ!?」

「ゲートを設置している中華街は複数あります。推定候補地は、日本の中華街──横浜、神こう戸べ、長崎。沖縄の久く米め。台たい湾わん。香港ホンコン。中国の解かい州しゆう。ソウル。東南アジア全域。さらに欧おう米べい各地……全世界のチャイナタウンに同時進しん撃げきされます、兄さん！　私たちだけで、すべてを防ぎ止めることは……！」

「まさかっ？　孔明が、負けたのっ？　そんな……そんなはずは……！　赤壁で孔明が負けるはずがないわよね、孫堅？」

「うむ。曹操くん。孔明は必ず復活して権限を奪だつ回かいしてくれるはずだ。しかし、復活するまで何分かかるのかわからない。その間に……われらの世界が、私たちの故郷が……あらゆる意味で致ち命めい的てきなダメージを受けるぞ。世界の秩序が、崩壊する」

　舞子が「なぜ、異世界はわれらの故郷ではない、などとちらりとでも迷ってしまったのだろう。紛まぎれもない、私たちの故郷なのに」と目に涙なみだを浮うかべて歯がみしている。

　怜香は、「信じられない。別世界から襲しゆう来らいした亜人の同時進撃なんて異常事態が起きたら、私たちの世界は……混乱して……文明社会は終わってしまう。全世界が……暗黒時代に……陥おちいってしまう」と頭を抱かかえていた。激しい頭痛が襲おそってきたのだろう。

　この「激変」にすぐさま気づいた饕餮が、

「司馬懿がゲートを開いたぞ！　全軍、ゲートを潜くぐれ！　真世界の人間どもは捨て置け！　ただちに異世界への侵しん攻こうを開始する！　すべての『出口』から、一いつ斉せいに異世界へと討って出よ！　同時に複数都市を奇き襲しゆうし、異世界に恐きよう怖ふと混乱をもたらすのだ！」

　と雄お叫たけびをあげていた。そして、自ら全速力で駆かけ出す。司馬懿が開いたゲートへと向かって。

「つ、追つい撃げきせよ！　ち、張ちよう遼りよう！　饕餮を、異世界で、あ、暴れさせるな……！」

「ゲート内でルートは複数に分ぶん岐きしています。饕餮が通っているルートをご覧ください！　あのパンダ型の出口には見覚えがあります！　奴やつは横浜へ連なるゲートへ向かっています！　横よこ須す賀か基地に連れん絡らくしてただちにスクランブルをかけられれば……ですが、こちらにはその手段がありません……！」

　ヒルデガルド。張遼。

「悪夢だ……！　たとえ最終的に亜人を撃退できたとしても……被ひ害がいは甚じん大だいに……別世界からの怪かい物ぶつの侵攻に直面すれば、人間はきっと……耐たえられない！　恐怖と疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥って自じ壊かいする！」

「ケッ。三国志世界で戦うんじゃなかったのかよ。こんどは未来世界へ転戦かよ！　ああ、いいさ。こうなりゃ、とことんやってやらあ！　行くぞ、てめえらああああ！　人間やめちまった地じ獄ごくの不ふ逞てい浪ろう士しどもを斬きれ、斬れええええええ！」

　由莉。馬超。

「ギャーッ！　横浜を破は壊かいされたら、わが社の中ちゆう枢すう機能はストップだーっ！　さ、さらに、武蔵むさし小こ杉すぎにまで進軍されたら、まだローンが残っている虎の子の資産・タワーマンションが……この張郃、社畜戦士として袁えん帝ていグループに返り忠するっ！」

「やっぱり孔明がやらかしたんだわーっ！　もう収拾が付かないっ！　五ご胡こ十じゆう六ろつ国こく時代どころじゃなくなっちゃったじゃないのっ！　やめてっ、異世界にまで攻せめ込まないで！　私と劉備さんのほのぼの恋こい人びとライフが……！」

　張郃。周瑜。

　封神英傑たちが、次々とゲートへ飛び込んでいく。亜人たちは、多くの出口へと分散して複数拠きよ点てんへの同時進撃を開始している。封神英傑たちも、分散して各地で戦うしかない。司馬懿がシステムを書き換かえたため、真世界が統一されていなくても俺たちは戻もどれる。戻れるが──その先は──日常を永遠に奪うばわれた市街戦のまっただ中。文字通りの、地獄……！

　そして──そして。亜人が生産した「現代兵器」のキャップが、開放されていた。

　爆ばく撃げき機が、横浜のパンダゲートへと突とつ進しんしていく。当たり前だが、とてつもない速さだ。封神英傑で追いつける者がいるとすれば、郭かく嘉かと程てい昱いくのコンビくらいだろう。

「アニキっ！　行こう！」

「護まもらなければいけません、兄さん！　横浜を！」

「……饕餮が核かく兵器を所持しているかどうかが不明なままで、気がかりだが……やるしかないな！　壊こわさせるものか、俺たちの故郷を……俺たちの町を！」

「「追撃あるのみ！」」

　怜香が。舞子が。劉備三兄妹とともに、ゲートへと飛び込んで横浜へと駆ける。

　孔明。管理者権限奪回まで何分だ。何分かかる。ああ。くそっ。

　亜人たちが、ついに横浜に「出た」。出てしまった……！




　　　　※




　真世界から来た亜人軍団は、「ゲート」が開いている全世界の都市に同時に出現していた。できる限り多くの都市を同時に奇襲し、人類を混乱に叩き込むために。

　別世界からの異種族による「全世界同時多発テロ」である。宣戦布告もなにもない。いっさい交こう渉しようなどしない。一気に、都市を破壊し尽つくす。異世界の人類が「なにが起きているのか」を把は握あくして団結する前に、既き存そんの体制や価値観や常識のすべてを壊してしまう。

　彼らは数百の国家に分ぶん裂れつしており、常に人類同士で疑心暗鬼になって互たがいに戦っている。軍事的には強大でも、精神的には脆ぜい弱じやく。故に、永遠に忘れられない「恐怖」の鉄てつ槌ついを下して、心を折る。合がつ従しよう連れん衡こう策などできないくらいに。最初の「全世界同時奇襲」で、とてつもない恐怖を全人類に与あたえる。

　さすれば、必ず亜人軍団に諂へつらい生き延びようと謀はかる「裏切り者」が人類側から出てくる。国家間の疑心暗鬼はいよいよ膨ぼう張ちようし、人類はその強大な軍事力を暴走させて自壊していく。自じ滅めつ的なテロや戦争が続々と誘ゆう発はつされ、最終的には超ちよう大たい国こく同士の「核兵器の撃うち合い」に至る。

「突とつ然ぜん圧あつ倒とう的な恐怖を与える精神攻こう撃げき」。

　それが、亜人の盟主・饕餮と司馬懿が練っていた計画だった。

　攻め込まれた国家が、亜人軍団が出現した都市へ軍を派は遣けんするまでのごく短い時間に、持てるすべての戦力を叩き込む──勝負は、おおむね最初の十分前後で決まる。

　饕餮は、主力の最精せい鋭えい部隊を率いて「横浜」中華街のゲートから異世界へとなだれ込んでいた。




　いつか、「空」から。「天」から、私を迎むかえに来る者が現れる。

　横浜の町で暮らす、美しい黒くろ髪かみを持った清せい楚そな女子高生──相良さがら義よし陽ひは、なぜだろう、そんな想おもいをずっと抱いだいていた。

　その日の朝も、学校へ向かうために家を出た相良義陽は、みなとみらい地区の高層ビル群の狭間はざまに開けた碧あおい空を眺ながめながら、「なにかが来る」という胸むな騒さわぎに襲われていた。

　だが、横浜の空に忽こつ然ぜんと開いた黒い「穴」から出現したものは、義陽がずっと待ち望んできた「誰か」ではなく。

　禍まが々まがしい、悪あつ鬼きの群れだった。

　この世のものではない、と一目でわかった。

「……あれは、いったい……!?　翼よく竜りゆうの群れ？　爆撃機!?」

　なにがどうなっているのか、わからなかった。

　古代の翼竜の如ごとき怪物が、翼つばさを羽ばたかせながら「現代」横浜の上空へと次々と集まってくる。翼竜の背中には、それぞれ、オークやゴブリンを彷ほう彿ふつとさせる醜しゆう悪あくな怪物が跨またがっていて、弓や剣けんを構えている。しかもその怪物の集団の中には、なぜか現代兵器──爆撃機までが一機、交じっている。

　怪物どもの、咆ほう吼こう。

　蝙こう蝠もりの群れが現れたかのように、横浜の空は異界からの怪物に覆おおい尽くされ、突とつ如じよとして闇やみに包まれていた。

　まさか。

　まさか。

　私は、悪夢を見ている。こんなことが現実であるはずがない──！

　義陽は呆ぼう然ぜんと、空を見上げていた。動けない。「地上は危ない。地下鉄の駅構内に逃にげなければ」と思いながらも、足がすくんで一歩も進めなかった。

「出現」から「攻撃開始」までは、一いつ瞬しゆんだった。

　翼竜たちの群れが、滑かつ空くうしながら地上へと降りてくる。まるで急降下爆撃だった。翼竜の背中に乗っている大おお柄がらな亜人たちが、高層ビルの合間へと次々に飛び降り、車道を走る自動車を破壊し、道行く人々を襲しゆう撃げきする。

　そして。

　亜人の群れとともに空を舞まっていた爆撃機が、横浜一の高層ビル・ランドマークタワーへと躊ちゆう躇ちよなく自じ爆ばく突とつ撃げきしていた。

　轟ごう音おん。

　爆風。

　ランドマークタワーが、根元から崩ほう落らくしていく。

　そして、ランドマークタワーと並ぶ横浜のシンボルだった観覧車・コスモクロック21までもが、翼竜たちの総攻撃を受けて海中へと倒とう壊かいする。大飛沫しぶきをあげながら。

　著名な建築家である私の父が心血を注いで築きあげた横浜みなとみらいの「町」が、人間が安全に暮らせるために建設された「都市」が、こんな理り不ふ尽じんなものたちに破壊されていくだなんて。

　これが現実の光景だとは、義陽にはとても思えなかった。

　来ない。横須賀からの「救きゆう援えん」は、まだ来ない。無理もなかった。亜人たちの「出現」からこの惨さん事じまで、時間にしてわずか数分に満たない。

「……あ……あ……噓うそ……噓……こんな。こんなことって。お父さん。お母さん。私たちのおうちまで……タワーマンションまで……壊されてしまう……!?」

　幸い、両親は海外出張中だった。だが、このままでは「家」までもが──義陽は、知能は高いが、ただの平へい凡ぼんな女子高生だ。「戦争」の経験などない。あまりにも非現実的な「光景」を目まの当たりにして、硬こう直ちよくしている。どう対応すればいいのか、考えることもできない。

　気づかぬうちに、往来に立ち尽くしていた義陽自身が、地上に降下した亜人たちの群れに包囲されていた──。

「この戦せん闘とう中、無む駄だ口ぐちを叩たたくな。人間と意い思し疎そ通つうするな。意思疎通など不可能だと思わせておけ、そのほうが連中に与えられる恐怖は倍増する」

　という饕餮の命令通りに。

　亜人たちは無言のまま、義陽の五体を八やつ裂ざきにしようと突進してくる。

　いつか誰だれかが私を迎えに来てくれる。この世界ではない、別の世界に。そこには、私がずっと待ち望んでいる「人」たちがいる。そのはずだったのに。

　あの「予感」は、実は、こんな理不尽な結末を予知していただけだったというの？

　私の世界。私の町。私の友。私の命。すべてが一瞬のうちに喪うしなわれてしまう。

　なんの予告も予兆もないままに、ある日、唐とう突とつに。

　いや。予兆はあった。同じマンションで暮らす友人やその家族が、「神かみ隠かくし」に遭あったかのように消えるという事態が起きていた。残された家族いわく「田舎いなかに帰っている」ということで、おおごとにはなっていなかったが、あるいは……。

　こんなことって。ああ。せめて最さい期ごに両親に会いたい。なにもできないだなんて。いったい私は、なんのためにこの世界に生まれて……？

　不思議だ。以前にもどこかで、同じ言葉を呟つぶやいて悔くいたような。そんな経験はないはずなのに。両親に愛されて、平へい穏おんにそして幸福に暮らしてきたはずなのに。

「……助けて……助けて！　叔お父じさま……！　よ……良よし晴はる……！」

　絶望した義陽の口からこの時、奇き妙みような言葉が漏もれていた。

　自分が誰を呼んでいるのか、義陽自身にも、わからない。

　その直後。

　虎とら皮がわの帽ぼう子しを被かぶり、巨きよ大だいな朱しゆ槍やりを構えた小こ柄がらな「武将」が、亜人たちを片かたっ端ぱしから薙なぎ払はらいながら、義陽の前に転がり込んできた。彼女は、「壁かべ」になって義陽を護ろうとしている。

「……許褚こと前まえ田だ犬いぬ千ち代よ、参上。良晴に代わってその命、護り抜ぬく。弟の記き憶おくを取り戻した？　相良義陽」

「前田……犬千代？　あなたは──あなたは──」

　犬千代の姿を見て、そして言葉を交わした瞬しゆん間かん。

　義陽の脳裏に、これまで封ふう印いんされていた「戦国時代の記憶」のすべてがフラッシュバックしていた。一挙に、義陽が過ごしてきた「別の人生」にまつわる記憶が回復していた。

「……そうだわ。私は……私は、先の肥ひ後ご人ひと吉よし城主、相良義陽……！　私がこの世界に生きているのは、弟の良晴と入いれ替かわったから！　『等価交こう換かん』の法則を守るために。天岩戸を潜くぐって一人増えれば、一人減らなければならないから……！　良晴を次の時代に送り出すためには、私が残るしかなかった！　でも、どうして。犬千代？　あなたが現れたのに、なにも矛む盾じゆんが生じていないのはなぜ？　私の記憶が戻もどったのはどうして？　あなたの記憶は消えていないの？」

「……後で説明する。時間があれば。犬千代は、『この世界』の戦国時代から直接来ていない。『この世界』に隣りん接せつする『別の宇宙』に召しよう喚かんされ、その『別の宇宙』から『この世界』の未来に来た。だから、召喚されたことによる犠ぎ牲せいも影えい響きようもなにもない……と思う」

「『別の宇宙』？　宇宙には無限の『世界の泡あわ』があって、その中で物質を持つ現実として確定される世界は『陽よう世せい』しかないはず。あなたがやって来たという世界は、陽世が確定された際に生じる裏の世界としての『陰いん世せい』？」

「……どちらでもない。『宇宙』はひとつではない。たぶん、無限大にも等しい数の、隣接した宇宙がある。それぞれの宇宙における『陽世』の存在自体はすでに確定していて、これらの宇宙は別の宇宙から来た『観測者』の力の干かん渉しようを受けない」

「観測者の力が干渉できるのは、観測者が生まれた自分の宇宙だけだということね？」

「……たぶん、そういうこと。犬千代にはさっぱりわからないけれど……今のご主君が。曹操がそう推測していた。曹操は、とてもかしこい。知力高い」

「曹操？」

　犬千代は、「裏道」を発見したのだ。

「この世界」の中で天岩戸を開いて時間移動を行うと、因果律の矛盾が発生するために、移動者には様々な制限が生じる。

　義陽が戦国時代の記憶を失って、弟・良晴の身代わりとして未来に残ることになったのも、その制限のためだ。

　だが──「移動」の際に生じる観測者ルールが適応されない「別の世界」を経由して移動すれば、それらの制限は発生しない。

「では、私が、いつか誰かが私を迎えに来ると予感していたのは……」

「……良晴と姫ひめさまは、義陽との再会を諦あきらめていなかった。大船団を率いて海外まで飛び出して竹たけ中なか半はん兵べ衛えや黒くろ田だ官かん兵べ衛えとともに向こうの関帝廟びようでごちゃごちゃやっているうちに、お祈いのりしながら踊おどっていた犬千代が『別の宇宙』に飛ばされて、こうなった。ほとんど偶ぐう然ぜん」

「ああ。私の予感は。それでは。気のせいなんかじゃなかった……生き残りたい……！　叔父さまにも徳とく千ち代よにも会いたい！　犬千代、お願い！」

「……曹操からも承しよう諾だくを得ている。『横浜にいるという古い友人を護れ』と。委細承知」

　でも。

　まだ、わからないことがある。

「今、横浜を攻こう撃げきしているこの魔ま物ものたちは、いったいなんなの!?　どうして攻せめてきているの？」

「……『別の宇宙』、『真世界』に発生している亜人ども。人間ではない。しかし人間に対して明確な悪意と殺意を抱いている。二つの宇宙を繫つなげているゲートを潜って、こちらの『異世界』をも滅ほろぼそうとしている。亜人陣じん営えいにも知ち恵え者がいる。軍師が」

　来ない。まだ「救援」が来ない。自衛隊も米軍も間に合わない。「亜人」の力は、圧あつ倒とう的すぎる。

　一棟むね。また一棟。

　みなとみらいの高層ビルが、倒壊していく。

　このままでは、横浜の町そのものが消しよう滅めつする。

「……だいじょうぶ。異世界から真世界に召喚され、三国志の英えい傑けつの力を与あたえられた『封神英傑』たちがいる。義陽の友人も、いる。彼は、絶対に諦めない。最後まで抵てい抗こうする」

「友人……私の？　もしかして」

　義陽は、見た。

　中ちゆう華か風ふうの甲かつ冑ちゆうに身を固めた「人間の軍団」が、亜人たちを打ち払いながら続々と街中へ突とつ入にゆうしてくる光景を。

「二代目劉備玄げん徳とく、推参！　おい、噓だろう!?　もうランドマークタワーもコスモクロック21も壊こわされちまってるぞ？　早すぎる！」

「燕つばめっ子張飛、参上！　うえええん。あたしたちのおうちも危ないよう！　アニキ！」

「むむむ。たいへんです！　横浜には大規模な関帝廟がありますのに。せめて関公が顕けん現げんできれば」

「天子さまが封ふう禅ぜんの儀ぎ式しきを行わないと無理よ、雪乃ちゃん！　この戦場にはお連れできないわ！　私たちの力で護るのよ！」

「神戸は公瑾たちに護ってもらうことにした。私は未来の旦だん那な様の故郷を護るぞ。劉備くん！」

　あれは……あの兄妹きようだいは……田舎に帰っているはずだった、水みず城き兄妹……？

　やっぱり、「神隠し」に遭っていたの？　そして、三国志の英傑に封ほう神しんされた!?

「ここは危ない。亜人は現代兵器を所有している。地下へ」

　地上そして空中での戦闘は、さらに激化している。犬千代は「地下鉄の構内に」と義陽の細い手を引いて、地下へと潜っていた。義陽だけではない。突とつ然ぜんの「空くう襲しゆう」に戸と惑まどった大勢の人々が、続々と地下スペースへ殺さつ到とうしてくる。

　義陽は（あの怪かい物ぶつたちがそんなものまで持っているのでは、たとえ三国志の英傑が集合しても勝負にならないのではないか）と再び絶望していた。

　南なん蛮ばん交易によって大名たちが最さい新しん鋭えいの兵器を揃そろえていた修しゆ羅らの国・九きゆう州しゆうで、義陽は戦国大名として嫌いやというほど「種たね子が島しま」や「国くに崩くずし」という新兵器の威い力りよくを思い知らされていた。「兵器」の圧倒的な性能の違ちがいが、結局のところは勝敗を決める。まして、規格外の性能を持つ現代兵器ともなれば。このままでは──「反はん撃げき」を決断した米軍が、横浜の町ごと亜人軍団を「焼き払う」ことになるのではないか──。

　犬千代が躊躇せず義陽を地下に退たい避ひさせたのも、現代兵器の火力の凄すさまじさを知らされているからだろう。戦国時代の兵器などとは、文字通り桁けたが違う。

（水城秀一。どうか、死なないで……妹を護るのだろう？　死ぬな……！）

　ああ。そうだ。私にも、護りたかった「妹」がいた。徳千代が。会いたい。もういちどだけでいい、徳千代と言葉を交わし抱だきしめ合いたい。地下へ退避しながら義陽は、天上に輝かがやいているはずの北ほく斗との星に祈っていた。




　　　　※




「にょほほほ～！　秀一よ、こちらの世界では『気』は有限じゃぞ。封神英傑とて宝貝をほいほいと連射できるものではない！　どうにか関帝廟だけでも守る故ゆえ、孔明から得た能力を活いかして戦うのぢゃ！」

「し、師し匠しよう!?　師匠は誰と戦って……」

「左さ慈じぢゃ！　袁帝グループをフェリーごと真世界に召喚した張本人、司馬懿の仲間ぢゃよ！　今は吸きゆう血けつ鬼きばりに霧きりに姿を変えておる、このババア！　わが拳こぶしはしかし、筋力ではなく『気』の力を用いる拳！　捉とらえどころのない霧をも打ち砕くだくのじゃ、ほっほー！」

「ゲート」が開いている中華街では、水すい鏡きよう師匠が黒い「霧」を相手に太たい極きよく拳けんの奥義を次々と開かい陳ちんして暴れ回っていた。左慈を人間の姿に戻させると、厄やつ介かいな術を用いてくる。だから矢や継つぎ早ばやにダメージを入れ続けるのだと言う。「霧」相手にダメージが通るとか、やっぱり「気」の力は偉い大だいだ。

「ほれ。回復アイテムをやるぞい。秀一には崎き陽よう軒けんのシウマイ弁当じゃ。那波ちゃんには江戸清せいの豚ぶたまん。お嬢じようさんたちには台たい湾わんタピオカティー。気合いを入れよ、ほっほっほ」

　亜人襲しゆう来らいを察知していながら、左慈に手こずって中華街のパンダゲートを閉じきれなかったお詫わびじゃ、お詫び、と呟きながら師匠は「霧」を追って跳ちよう躍やくし、俺たちの視界から消えた。

　中華街から異世界に突入した亜人軍団は、中華街一帯を破は壊かいしながら桜木町方面に進軍し、みなとみらいの高層ビル群を重点的に攻撃している。

　亜人たちは横浜市街地の破壊活動に専念し、東京方面へ進軍するつもりはないらしい。

「横浜市は人口三百七十万の大都市。これは大勢の住民を人質に取られた市街戦です。交通機関は大混乱で、陸上部隊の到とう着ちやくは遅おくれますし、横須賀から米軍機がスクランブル発進して亜人軍団への絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを行うまでも時間がかかります。まず、対象区域の全住民を地下へ退避させなければ動けません。それに」

　それに亜人は今、「全世界同時奇き襲しゆう」を決行中です。アメリカ、ロシア、中国の政府の意思統一が為なされるまで手間取る可能性が。最悪の場合、饕餮の目もく論ろ見み通りに各国首脳陣じんが疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいって人類が分ぶん裂れつすることも、と張遼が進言する。

「えええ、どーして？　ハリウッド映画のように大統領が『ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　今日が人類のインデペンデンス・デイだー！』って演説すれば、一発で人類は団結するんじゃないの～？」

「それが、今のアメリカ大統領は自国ファースト主義ですから……中国やロシアとも経済問題や外交問題で対立していますし……現実は映画のようなわけにはいきません、ななちゃん」

　ざっくり言えば、三国鼎てい立りつ状態か。三すくみだ。もしも一人でも、大統領や主席が「これは敵対陣営の奇襲だ」と疑えば──異世界の人類文明は、完全に崩ほう壊かいするぞ。

「司馬懿はそこまで知っていて、全世界同時奇襲を決行したんだわ。左慈とかいう黒くろ仙せん人にんが、異世界の情報を饕餮と司馬懿に流し続けていたのね！　時間が経たてば経つほど状じよう況きようは人類不利になる！　私たち封神英傑軍団だけで撃げき退たいするのよ、秀一！」

「うむ！　やるしかない！　劉備くんのご実家も危ない！　友人たちも大勢いるのだろう？　幸い、亜人は各方面へ分散している。戦力比は不利だが、猛もう虎こ魂だましいで倒たおしきる！」

　しかし舞子。俺たち封神英傑軍団も、各地に分散しているのだぞ？

　二人の母さんと龐統ちゃん、そして天子さまちゃんには、正史英傑たちや太た一いちたち徐じよ州しゆう軍団と一いつ緒しよに真世界に残ってもらった。真世界にも「後ご詰づめ」とはいえ、なお亜人部隊は駐ちゆう屯とんしているがそれでもまだ比ひ較かく的てき安全なのだ、亜人の主力が異世界へ侵しん入にゆうした現状では。

　周瑜と孫策、孫堅たち孫ファミリーの主力は、神戸へ。

　荀じゆん彧いく、夏か侯こう惇とん、夏侯淵たち曹操軍の生え抜ぬき軍団は、長崎へ。

　馬超は、「完全に馬ば賊ぞくじゃねーか。左さ之の助すけの領分だこいつは」とぼやきながら中国へ。

　由莉は、「今、あそこは政治状況的に危険だ。どうにかして鎮ちん圧あつする」と香港ホンコンへ。

　スウェーデンのヒルデガルド、ドイツの楽進、イギリスの于う禁きん、フランスの徐じよ晃こうは、ヨーロッパ及および南北アメリカの各地へ。

　他にも、台湾や沖縄、東南アジア各地をはじめ、多数の「ゲート」へと封神英傑たちが亜人を追って分散している。そちらは「各地にわが社の支社があるのでな！　土と地ち勘かんはバッチリだ！」と名乗り出た張郃たち袁帝グループ系に任せてある。

　だが、亜人軍団の精せい鋭えい主力部隊は、亜人四凶のリーダー饕餮に率いられてこの横浜に来ている。

　左慈を妨ぼう害がいしている孔明の師・水鏡師匠がいるからだろうか。真意はわからないが、饕餮自らが横浜の破壊を担当すると決めたらしい。

　故に、俺と雪乃、那波、そして怜香と舞子までが、横浜に乗り込んできたわけだが。

　問答無用でいきなりランドマークタワーに自じ爆ばく特とつ攻こうを敢かん行こうされたのが、痛手だった。

　住民たちはみなパニック状態に陥っている。

　とりわけ、みなとみらいや馬車道通りのタワーマンション群で暮らしている住民たちは、「大規模テロがはじまった」と気が気でない。高層ビルは、こうなると格好の「的」なのだ。

　しかも折おり悪あしく、この日は休日だったらしい。多数の観光客も中華街をはじめとする横浜の観光地に殺到している。地下へ退避しようにも、人間が多すぎて地下へ収容しきれない。

「自爆できる爆撃機はもうないと説いたところで、この格好じゃ中ちゆう華かコスプレ軍団だと思われて聞いてもらえないな──下手すれば、俺たちも亜人と同じ『侵しん略りやく者』扱あつかいだ。張遼！　横須賀基地と通信できるか!?」

「自衛隊が市街地に到着すれば──しかしもう、そんな時間は……！」

「わーっ！　あたしたちのマンションに亜人どもがーっ！　壊されちゃうっ！　いっくぞ～！　豚ぶたまんまん、お願い！」

「ブルッ！」

「ななちゃん！　数は少ないですが、亜人軍団は現代兵器を所持しています。危険です、一騎き駆がけは！　兄さん、雪乃も行って参ります！」

「うむ。私も、劉備くん第三の妹だからな。きみたちの『家』は死守しよう！」

　まずい。

　まずい。

　こんな大都会での市街戦では、横須賀からの迅じん速そくな援えん軍ぐんは望めない。来たとしても、絨じゆう毯たん爆撃敢かん行こうは不可能だ。ああ。くそっ。「関公」が顕現してくれれば……このままでは、那波も雪乃も倒されてしまう！

「待て！　兄が先さき駆がけを務める！　くそっ、的盧。遅おそいではないか。さっさと走れっ！」

「なんだか脚あしが重いんだよなあ、ブルルッ……ほら。俺って『劉備玄徳絶対死なせない馬』だから。護身が完成してんだよなあ～。目に見えない壁かべが邪じや魔ましてるっていうかさ」

　的盧は戦せん闘とう専門というよりも、「劉備を逃にげ切らせる」ことに特化した馬宝貝だからか？　つまり、この戦いには勝機がない、と的盧の本能と経験が告げているのか？

「秀一。手勢を率いて私が三人を支し援えんするわ！　付いてきて！」

「怜香。饕餮をどうやって倒す!?　俺たちの能力だけではとても……！」

「迷っている暇ひまはないわ！　もう、あっちから来た！」

　饕餮。

　地上へと、降りてきた。

「なぜ横浜を狙ねらったかわかるか、劉備玄徳。貴様の生まれ故郷だからだ。貴様の家族、貴様の実家、貴様の友人たち、貴様の親族たちが暮らしている町だからだ。貴様と関羽、そして張飛の三人を根こそぎ倒すために、まとめておびき寄せたのだ──『劉備三兄妹』と『孔明』が、すべての鍵かぎを握にぎっている。天運を覆くつがえせるとすればこの四人だ、と司馬懿が告げていたのでな──」

「やらせるかあああああ！　蛇矛、召しよう喚かんっ！」

「那波！　止まれ、止まれっ！　一いつ騎き打うちでは無理だ！　舞子を加えた四兄妹総そう掛がかりで仕留めるしかない！」

　見ればわかる。北の果てで再生した饕餮は、泰山で関公に倒された「怨おん念ねん」を背負って、以前よりもはるかに強化されている。まともに戦えば、封神英傑には勝ち目はない。

「わかったよ！　支援して、アニキ！　いけっ、豚まんまん！　左さ翼よくから斬きり込みっ！」

「青龍偃月刀、召喚。右翼から参ります！」

「正面からは、この孫堅が！　古こ錠てい刀とう、召喚！」

　そして真後ろに、的盧を駆かけさせて俺が回り込む。これで四方から同時に宝貝を撃うち込める。攻こう撃げきのタイミングを取る指揮官は、俺に併へい走そうする怜香だ。饕餮を倒す光明が──！

　だが。

『劉備くん。こちら趙雲。そちらに窮奇が向かった！　気をつけてっ！』

　由莉からの突とつ然ぜんの通信だとっ!?　しまっ……!?

「うけけけっ！　頭がら空きいいいッ！　おいおい、この窮奇さまは空軍兵だぜええ！　孫堅、討ち取ったあああああ！」

　な……なんだとっ!?

　饕餮め！　これほどの武力を誇ほこりながら、最初から単騎勝負する気などなかったのか!?　窮奇を呼び出したのは、自らを囮おとりに俺たち兄妹を集めて上空から仕留めさせるため……!?

「……うぐっ……今もなお、矢を被ひ弾だんする確率が上じよう昇しようしていた……らしい……」

　ま、舞子？

「……す……すまない劉備、くん……結けつ婚こん……式は……やはり……ゆ……め」

　落馬した!?

　ダメだわ、脳幹をやられた！　絶命している！　と俺の隣となりで怜香が叫さけんでいた。

「うわああああっ！　よくも、よくもおおおっ！　蛇矛よ、窮奇を貫つらぬけええええええっ！」

「いけません、ななちゃん！　宝貝を手放しては、饕餮の餌え食じきに……！」

「……あっ……あたしって、どうして……バカなのかなあ？　アニキっ……ゆきのん……ゴメン……」

　饕餮が瞬しゆん時じに「宝貝」を手放した那波のもとへと突とつ進しんし、「これで二人目だ」と渾こん身しんの拳を叩たたき込もうと。

　死ぬ！　舞子に続いて、那波まで死ぬっ!?

「うおおおおおおおおっ！　やらせるかあああああっ！　孔明の活動が停止していても、孔明の魂たましいはまだ生きている！　ならば、有効なのだろう？　やれっ！　発動しろ、『北斗五丈』！　吹ふき飛ばせ！　時間を巻き戻もどせえええええっ！」

　舞子は今なお、俺の三人目の「妹」枠わくに登録されている。

　ならば──二度と使いたくはなかったが──「発動」できる。「北斗五丈」。

　十分間、時間を巻き戻せ──！

「……しゅ、秀一？　どうしたのっ？　北斗五丈って、なにっ？」

「知る必要はない、怜香！　これは禁則事じ項こうで、教えられないのだ！　戻れ、戻れええええっ！　おおおおおおおおおっ！」

　一いつ瞬しゆん、俺以外の世界の時間が完全に停止する。

　そして。

　ドオオオオオーン！

　轟ごう音おんとともに、「時間」は巻き戻った。










「おいおい相棒！　目を覚ませ！　気合い入れろ、もう戦いは再開されてるぜえええ！」

「……的盧？」

　十分前の、横浜。

「燕つばめっ子張飛、参上！　うえええん。あたしたちのおうちも危ないよう！　アニキ！」

「むむむ。たいへんです！　横浜には大規模な関帝廟びようがありますのに。せめて関公が顕けん現げんできれば」

「天子さまが封ふう禅ぜんの儀ぎ式しきを行わないと無理よ、雪乃ちゃん！　この戦場にはお連れできないわ！　私たちの力で護まもるのよ！」

「神戸は公瑾たちに護ってもらうことにした。私は未来の旦だん那な様の故郷を護るぞ。劉備くん！」

　俺は、かろうじて「北斗五丈」の発動に成功した。成功したが……これで、いいのか？

　すでに亜人の攻撃ははじまっている。ランドマークタワーも観覧車も倒とう壊かいしている。

　舞子は生きているが、たった十分の時間を戻しただけでは、状況はなにも変わらない！

「にょほほほ～！　秀一よ、こちらの世界では『気』は有限じゃぞ。封神英傑とて宝貝をほいほいと連射できるものではない！　どうにか関帝廟だけでも守る故ゆえ、孔明から得た能力を活いかして戦うのぢゃ！」

　水鏡師し匠しよう！

「孔明の力はすでに用いている。だが、目の前の失敗を、悲劇を『無かったことにする』ことしかできない！　この詰つんでいる状況を覆す力にはならない……！　俺は、俺はいったいどうすれば……！」

「ほっほー。そうであったか！　よいか、『力』のみに頼たよるでないぞ、秀一よ。知ち恵えぢゃ。知恵を使え！　なんらかの糸口は必ずある！　丹たん田でんを開いたお前の『気力』は一万人分に匹ひつ敵てきする！　どれほど過か酷こくな戦いであろうとも、攻こう略りやく法を見つけるまで持ちこたえるのぢゃ！」

　師匠は、「霧きり」を追って跳ちよう躍やくし、視界から消えた。

「怜香。舞子。饕餮が俺たちをおびき寄せるためにまもなく現れる。だがそれは罠わなだ。空を飛べる亜人部隊を率いている窮奇がゲートを越こえて来る！　俺たちは、『上空』からの攻撃に備えながら同時に陸上で饕餮と戦わねばならない！」

「な、なんでわかるの？　こっちには飛べる英えい傑けつはいないよ、アニキ？　対空迎げい撃げきに長たけた母さんたちを呼ぼうかあ？」

「空を高速で飛ぶ窮奇とは移動速度が違ちがいすぎます。今からではもう間に合いません、ななちゃん。むむむ。赤兎馬さんがおりましたら」

「ランドマークタワーは倒たおれたが、まだクイーンズスクエア横浜の高層ビル三棟とうのうち一棟は倒壊していない。俺と怜香は饕餮の前へ向かう。お前たち三人は、馬を飛ばして屋上まで一気に登り詰め、全員で同時に空中へと飛んでくれ。俺と怜香が粘ねばれる時間は少ない。厄やつ介かいな窮奇を撃げき破はするんだ！」

　下層部は商業スペースだが、上層部はオフィスビルだ。セキュリティシステムを破は壊かいして侵しん入にゆうすることになるが、やむを得ない！　幸い、ここは日本だ。オフィスビルの警備員たちは誰だれも重武装していない。火器はない。いける。強きよう行こう突とつ破ぱさせる！

「了りよう解かいだ、劉備くん！　必ず窮奇を討って、そのまま劉備くんの支援に回る！　洛らく陽ようで結婚式を挙げるまでは死ぬな！」

「ですから、兄さんと結婚する妹はこの雪乃ですのに。行って参ります！」

「うえええ。なんだか悪い予感が……無茶しちゃダメだよ、アニキ!?」

「怜香が知恵を使って時間を稼かせいでくれる、行けっ！」

　急ぐ。

　なにをやってももう「崩ほう壊かいした横浜の町」を元に戻すことはできない。それでも、饕餮だけは仕留めなければ。絶対的リーダーの饕餮を倒せば、亜人軍団は真世界へと退たい却きやくするかもしれない。少なくとも北の大地で饕餮が再生するまでの時間は稼げるはずだ。

「ほんとうにこの二人で饕餮の足止め役ができるの、秀一!?　これって、無理筋じゃ……」

「那波たちを信じる。窮奇が襲しゆう来らいすると同時に三人がかりで即そく時じ撃破してくれるはずだ。そのまま俺たちのもとに舞まい降りて、饕餮を包囲する！」

　来た。

　饕餮だ。

　的盧に乗って駆ける俺の姿を発見して、そして地上へと飛び降りてきた。

「なぜ横浜を狙ったかわかるか、劉備玄徳。貴様の生まれ故郷だからだ。貴様の家族、貴様の実家、貴様の友人たち、貴様の親族たちが暮らしている町だからだ。貴様と関羽、そして張飛の三人を根こそぎ倒すために──うん？　関羽と張飛はどうした？　なぜ曹操だけを連れている？　貴様、死にたいのか？」

　ほぼ同時に、由莉からのウィンドウメッセージが飛び込んでくる。

『劉備くん。こちら趙雲。なんだか奇き妙みような記き憶おくが見えているよ。そうか、北斗五丈を用いたんだね？　そちらに窮奇が向かった！　気をつけてっ！』

　怜香が「北斗五丈？　なにを用いたの？　奇妙な記憶って？」と聞き耳を立てるが、「禁則事項だ」と答えるしかない。漏もれれば、この俺たちの世界まで、因果律崩壊の危機に陥おちいるかもしれない。

　そして、俺たちの頭上で──上空で、窮奇と三姉妹との激げき突とつ。

「ほう。わが策はお見通しか。曹操の知恵か？　だが、甘い。姉妹を死なせないために、貴様自身が死ぬ羽目になったぞ、劉備玄徳──！」

　来る。饕餮が、突進してくる……！

　一いち撃げきでも直撃を受ければ、致ち命めい傷しようだ。的盧。雌し雄ゆう一いつ対つい剣けん。保もってくれるのか？

「そうはいかないわ！　曹操孟もう徳とくここにありよ！」

　怜香。やめろ！　俺の「壁かべ」なんかになるなっ！

「秀一！　あんたのこの策はガバガバでボロボロの下策だけれど！　『北斗五丈』の秘密、あんたの口から告げられないなら、私自身が解いてみせるわ！　その力が唯ゆい一いつの『勝機』への道なのでしょう？　乱世の奸かん雄ゆうを舐なめないでほしいわね……！」

　怜香の腹に、饕餮が拳こぶしを突つき入れていた。

「……ぐふっ……！」

「貴様は最初から『始末する英傑』のうちにすら数えていない、無む駄だ死じにだったな。偽にせ曹操よ」

　れ、怜香っ……!?　くそっ！　これじゃダメだ！　怜香は妹枠から解除してしまっている！　十分以内に「北斗五丈」を発動できなければ、怜香の死が確定する……！

　だ、だが、十分どころか。

「劉備玄徳よ。これですべて終わりにする。司馬懿いわく、貴様が死ねば、孔明の能力とやらはもう発動しないのだろう？」

　もう、十秒も保たない！

　この俺が、死ぬからだ！

　的盧！　的盧！　躱かわせ！　劉備玄徳を生かしきれっ！

「ブルルルルッ！　こりゃやべーぜ相棒！」

「うわああああん、曹操が……！　怜香ちゃんがあああっ？」

「そんな……？　いけない、兄さんが殺されます！　地上へ降下しますっ！」

「窮奇は私が引き受けた、二人は劉備くんのもとへ行ってくれっ！」

　雪乃。那波。上空から饕餮めがけて降下。が、間に合わない。一発目は、的盧がかろうじて躱した。即そく時じに二発目。咄とつ嗟さに構えた雌雄一対剣をもろともに砕くだかれた。俺の顔面に、饕餮の拳が迫せまる──！

「うけけけけ！　孫堅、イタダキイイイッ！」

「……うぐっ……！　ふ、不覚……被ひ弾だん率が……上がって……」

　舞子!?

　窮奇と一対一の勝負となり、しかも「矢を浴びて死ぬ」フラグが消しよう滅めつしていないままだったために、またしても矢の一撃を食らったのか!?　舞子の天命はもう、何度繰くり返しても変えられないのか？

　だが。

　文字通りの偶ぐう然ぜん、それも悪運だったが──奇き跡せきが起きた。

　俺自身が饕餮の拳を受けて死ぬよりもほんのわずかに早く、舞子が絶命したために。

　無意識のうちに、発動していた。

「北斗五丈」が。

　ドオオオオーン！










「燕っ子張飛、参上！　うえええん。あたしたちのおうちも危ないよう！　アニキ！」

「むむむ。たいへんです！　横浜には大規模な関帝廟がありますのに。せめて関公が顕現できれば」

「天子さまが封禅の儀式を行わないと無理よ、雪乃ちゃん！　この戦場にはお連れできないわ！　私たちの力で護るのよ！」

「神戸は公瑾たちに護ってもらうことにした。私は未来の旦那様の故郷を護るぞ。劉備くん！」

　十分前の横浜に戻もどった──俺はまだ生きている。そうか。俺が死んだらすべてが終わりなのだ。さっき俺が用いた作戦は、間ま違ちがいだった！　こんな時に、孔明さえいてくれれば！

「ほっほー。よいか、秀一よ。持てるスキルや絆きずなをすべて使え！　そなたのすぐ傍そばに、強大な『気』の持ち主がおるじゃろう？　そなたにも見えてきておるはずじゃ！」

　往来を駆かけていた水鏡師匠が叫さけびながら、黒い「霧」を追って跳躍していく。

　ダメだ、師匠は左慈との戦いで手て一いつ杯ぱいだ。

　強大な「気」の持ち主とは誰だ？

　正解に至るには、俺が持つスキルをすべて駆く使しして──「北斗五丈」以外の、俺のスキル──。

　写心眼を、饕餮に？　いや。奴やつら亜人には魂たましいがない。入り込むべき「記憶の世界」などない。

　そうか。絆だ。俺の魂はまだ由莉と繫つながっているのだった！　由莉が、窮奇がゲートを潜くぐって横浜に来ることを俺に伝えてくれるのだった！　ならば！

「由莉！　趙雲子し龍りゆう！　窮奇に絶対にゲートを潜らせるな、死守しろ！　倒さなくていい、ゲートから通さなければそれでいい！　それが最優先だ！」

『ふふふ。新たに消し飛ばした記憶が見えているよ？　また北斗五丈を使ったんだね、劉備くん。おかげで、どんどんきみの先読み能力はアップしている。でも、きみのメンタルはだいじょうぶなのかい？』

「ああ。かなり傷いたんできたが、まだだ。まだやれる！　攻略対象を饕餮だけに絞しぼる！　そこに勝機を見み出いだす！」

『ラジャー♪』

　由莉との通信を切ったと同時に。俺の隣となりでいきなり怜香が、「わかった。わかったわ！　エウレカアアアアア！」と小こ猫ねこが轢ひきつぶされたような声をあげていた。

「なんだ。なにがわかったんだ、怜香？」

「ふっふーん♪　それは禁則事じ項こうだから口にできないわ、秀一！　孫堅との妹枠わくをいったん解除して、私を妹枠に再登録するのよっ！　説明はあとっ！　しのごの言わないっ！」

　舞子が「いったいどうして」と首を傾かしげるが、怜香は問答無用で自分を俺の妹として登録し直していた。

「……秀一。私を最優の英傑・曹操孟徳だと信じてくれるなら、私に任せて。私が、妹として、あなたの『盾たて』になる。いい？　『妹は、すべてに優先する』のよ──！」

　怜香。

　まさか。

　お前。「北斗五丈」の秘密に気づいて──!?

「禁則事項でしょ、秀一！　趙雲が気づきつつ黙だまっていても問題ないのと同じに、あんたと私が黙っていれば秘密が漏ろう洩えいしたことにはならないはず！　なにを秘密にしていたか、どうして秘密にしなければならなかったのか、だいたい把は握あくしたわ。私は超ちよう世せの英傑・曹操孟徳だもの！　私を使いなさい！　二人でなら何度でも繰り返せる。あらゆる手段を用いて勝機を探れる。しかも発動のタイミングをコントロールできる！　そして──」

　そして、私の「推理」が正しければ。

　怜香は、微笑ほほえみながらたった一人で、俺たちの前に出現した饕餮めがけて突とつ進しんしていた。饕餮は、そろそろ窮奇が横浜に来ると思い込んでいるらしい。

「秀一。あんたの『気力』の源泉は、かつて妹を護まもれずに喪うしなったこと。だからこそ、あんたは劉備玄徳に封ほう神しんされた。そして私もまた──かつて家族を喪った疵きずが、曹操孟徳への封神へと繫がった。二人はともに、家族、とりわけ『妹』を喪そう失しつしたという巨きよ大だいな欠落を抱かかえている。その欠落こそが、英えい傑けつとしての力の源泉になっている。喪失した疵と、英傑としての力とは、等価交こう換かんなのよ。そして今、私はあんたの能力の秘密を『知った』。その瞬しゆん間かんに、私もまた北斗五丈システムの一部となったのよ。本来この力は、兄妹きようだい双そう方ほうの気力を用いるものなのよ。だから」

「待て！　待て、怜香？　お前、なにを……」

「むむむ。怜香お姉さん!?」

「ちょ。無茶だよーっ！　豚まんまん、加勢急いで！」

「どうしたのだ、曹操くん？　自じ爆ばく特とつ攻こうしてどうなるというのだっ？」

　お互たがいに家族を喪うという「経験」を、何度も何度も繰り返せば。

　秀一。

　あんたの「力」は、私の「力」と重ね合わされて、さらに「増大していく」はず。

　つまり。

「お前。お前。もしかして。やめろ、怜香あああああっ!?」

「窮奇はまだか？　偽曹操よ、貴様などわが戦術の勘かん定じようにも入っておらぬ！　去いねい！　消え失うせよ！」

「──システムを共有している私が贄にえとなり続けることで、私たち兄妹の『力』はもっともっと強くなるのよ、秀一」

　ぐしゃっ……！

　怜香の小さな頭が、饕餮の拳を浴びて潰つぶれたトマトのように破は裂れつするさまを、俺は……。




「うわ……うわああああああああああああっ!?」










　ドオオオオオン！










　時間が、巻き戻る。

　だが、違ちがう。今までとは、違う！

　ここは……ここは、真世界だ!?

　異世界へ繫がるゲートが開いた直後の「時間」まで、巻き戻っている!?

　亜人たちは、多くの出口へと分散して複数拠きよ点てんへの同時進しん撃げきを開始している。

　爆ばく撃げき機が、ゲートを潜って横浜へと突進していく。とてつもない速さだ。

　亜人を追いかける封神英傑たちが、次々とゲートへ飛び込んでいく。

「アニキっ！　行こう！」

　那波？

「護らなければいけません、兄さん！　横浜を！」

　雪乃？

「うむ、追つい撃げきあるのみ！」

　舞子？

「──秀一。どう？　『禁則事項』抵てい触しよく問題があるから、言葉を選ぶけれど。私たちの『力』は、増大した？　だったら。これを何度も繰り返せば」

　怜香。

　消し飛ばした時間の記き憶おくを覚えているのか？　どうして？

　そうか。怜香は、「北斗五丈システムの一部になった」と言っていたな。北斗五丈は、スキルを保有する孔明、器となる劉備、その劉備のトリガーとなる弟ないし妹の「三さん位み一いつ体たい」で発動するスキルだ。怜香は、北斗五丈の存在を「自覚」しながら「妹」として北斗五丈の「器」である俺の精神に繫がり、自らの「気」を北斗五丈に供給し、かつ俺同様に「記憶」を残す体質となったのか。そんな茨いばらの道を躊ちゆう躇ちよなく選んだというのか？

　ああ。お前はまさしく「三国志」最優の英傑、超世の英えい雄ゆう・曹操孟徳だ。

　だが、なんてことを。

　怜香。お前、なんて真ま似ねを……!?

　俺が「巻き戻せる時間」を延長するために、自分の命を捨て続けるのか……？

　饕餮を倒たおし、亜人を敗走させるまで、無限に続けるつもりなのか？

　何度も何度も、死に続けるつもりなのか？　消えない死の記憶を背負い続けながら？

「なに泣いてるのよ、秀一。あんたの心が折れたらすべて終わりでしょう？　気をしっかりもちなさいよ！　いい？　絶対に、饕餮を倒すのよ！　できるわ。劉備玄徳と曹操孟徳が兄妹として共きよう闘とうすれば、必ず道は開ける！　私の言うことを聞きなさい！　『妹は、すべてに優先する』のだから！」

「……優先していないじゃないか！　お前を犠ぎ牲せいにしているだけじゃないか、怜香！　お前は……どうして……そう……」

「そんなことはないわ！　だって、最終的に勝てば私の勝ちなのだから！　私は妹として、自分の兄の心を犠牲にしているのよ。容よう赦しやなくね！　わかってるでしょ？　自分の死よりも家族の死のほうがずっと辛つらいんだから！　あんたこそ耐たえられる、秀一？」

「……ああ。お前が、耐えられるのならば……！　わが妹の命令を遂すい行こうしてみせようではないか！」

「雪乃ちゃん。那波ちゃん。舞子。すべては孔明と契けい約やくしている秀一にかかっている。秀一が死ねばすべてが終わるの。三人で、秀一を死守して！　あと、舞子の妹枠わくは私に譲じよう渡とよ！　あんたは常に矢で死亡するフラグ持ちなんだから、反論はなし！　さあ、横浜に行くわよ！」

「むむむ。よくわかりませんが、兄さんと怜香お姉さんの距きよ離りがいきなり近づいたような……ですが、もとより雪乃はいつだって兄さんファーストです！　承うけたまわりました！」

「ちょ。なにがどうなってるの？　うえええん。あたし、バカだから話についていけなーい！　とにかく！　アニキを護ればいーんだよね？」

「……うう。矢で死亡するフラグについて詰つめられると、抵てい抗こうできないな……わかった！　劉備くんの嫁よめ枠はまだ空いているからな！　よし、行こうっ！」

　俺と怜香は──「北斗五丈」の力を増大させ、「巻き戻もどせる時間」を延ばすべく、亜人との戦いを再開した。「巻き戻せる時間」が長くなればなるほど、勝機に近づけるはずだ。「ゲートが開く前」まで戻ってしまえば、亜人軍団の異世界侵しん攻こうを阻そ止しできるかもしれない。

　だが、怜香が「贄」となって「北斗五丈」を発動させたことにより「延びる時間」は、ごくごくわずかだ。ゲートが開く前の時点まで時間を延ばそうとすれば、何度怜香が死ぬことになるのか。

　いや、たとえ異世界への侵攻を防げても、饕餮率いる亜人軍団に勝てなければ意味がない。勝てねば、真世界も俺たち封神英傑もみな滅ほろぼされてしまう。そうなれば、やはり饕餮は異世界へ侵攻する。

　饕餮と亜人軍団に「勝たなければならない」。時間延長は、勝利へ接近するためのボーナスのようなものだ。「勝利」こそが最終目的なのだ。

　できるか。俺たちに、できるのだろうか──？




　　　　※




　太極へと上じよう昇しようしながら激げき闘とうを繰くり広げていた孔明と司馬懿は、片方の目で秀一たち封神英傑軍団と亜人軍団との激闘を「見ている」。

「兄妹」の絆きずなを結んだ秀一と怜香が、異世界へ進撃する亜人軍団──とりわけ横浜へと進む饕餮を撃げき破はするべく、人じん智ちの限りを尽つくしてありとあらゆる「策」を考案し実行する。

　が、少しずつ、少しずつ饕餮を追い詰めていくも、必ず「あと一歩」というところで敗北する。そのたびに怜香は、雪乃、那波たちとともに、常に兄の秀一を「壁かべ役」として庇かばう。秀一が死ねばその瞬間に「北斗五丈」の力は失われるからだ。

　秀一は、目の前で何度も何度も、怜香を喪う。そのショックの蓄ちく積せきに、耐え続けていた。

　二人は敗北するごとに「北斗五丈」を発動させ、時間を巻き戻す。

　わずかずつ、「巻き戻せる時間」は長くなる。

　だが、容易に何時間も延ばせるわけではない。いちどの「発動」ごとに、変数による上下のブレはあるが、数秒から十秒程度しか延長できない。

　怜香の命──時には雪乃、あるいは那波の命だったが──を犠牲にしての「数秒」は、秀一にとってあまりにも重い「等価交換」だった。

　司馬懿による「全彭侯特とつ攻こう爆ばく撃げき」攻こう撃げきを浴びて劣れつ勢せいに追い込まれていた孔明は、大ダメージを浴びて四散しかけている自らの魂たましいの形をかろうじて再生させながら、秀一が無限とも言える回数「北斗五丈」を発動し続け、精神を疲ひ弊へいさせていく光景をその片目で見続けていたのだ。

「……もしや、司馬懿。仲ちゆう達たつよ。お前の真の目的は、私が構築したシステムによる輪りん廻ねを終しゆう焉えんさせることなのか？」

　孔明と全力で戦い続けている司馬懿もまた、無傷ではいられない。すでに、いつ魂が四散してもおかしくない。太極の中心部に掌てのひらを当て続け、システムの管理者権限を死守するために、再生した孔明からありとあらゆる術を浴びている。

「昔は、ただ単に北ほく伐ばつしてきたキミから長ちよう安あんを防衛することがボクの目的だったかな♥　でも、今は──そうだよ♥　キミが、しつっこいのでね♥　ご覧、孔明。キミが時間を操作し、天命に逆らえば逆らうほど、天命による揺ゆり戻しの力は大きくなり続ける♥　真世界の漢かん王朝が潰れる程度の正史を拒きよ否ひした結果、ついに異世界をも滅びの運命に巻き込んだ♥」

「誰だれが言うのか！　関羽を呉ごに討たせ、わが主君を絶望の淵ふちに叩たたき落とし、漢王朝を滅ぼしておきながら！」

「しかしキミは今、水城秀一たちを絶望の淵に叩き落としている♥　ご覧。すでにキャップは開放されている。饕餮は、『切り札』を持っている──これまでの『周回』では用いなかったが、彼もそろそろ気づきはじめているはずかな♥　同じ『時間』を繰り返し続けているということに♥　だから、もういい加減に、あれを撃うつかな♥」

「……お前から管理者権限を奪うばい返せば、止められる……！」

「残念。キミが異世界の兵器にかけられるキャップが通用するのは『真世界』内部までだよ、孔明♥　異世界にまでは適応できない♥　もともと異世界由来の技術なのだから♥」

　孔明は（なにっ？）と一いつ瞬しゆん、躊躇した。

　秀一の「視点」に、自らの眼めの焦しよう点てんを合わせる。




　　　　※




　俺たちはもう、何度繰り返してきただろうか。

　あらゆる戦術を試した。各戦線へ配備する英えい傑けつのシャッフルも無限に試みた。張遼、郭嘉、程昱の三英傑にトリオを結成させての自衛隊や米軍機との共闘まで行った。

　だが、勝てない。饕餮には、どうしても勝てない。奴やつは、あまりにも強すぎる。

　市民たちを地下へと退たい避ひさせた直後の米軍爆撃機による一いつ斉せい空くう爆ばくの果てに、灰かい燼じんと化した横浜の焦しよう土どの中で。

　全身に被ひ弾だんしながら、なおも朽くち果はてずに立ち続けている饕餮が、意を決したように叫さけんでいた。

「あまりにもおかしい！　偽にせ劉備と偽曹操は、まるでわれらの思考をすべて読んでいるかのようだ！　われらはどうやら、孔明の罠わなに陥おちいっているらしい！　本来はワシントンで用いる予定だったが──ここで『切り札』を切る！　一発しか撃てぬぞ、失敗は許されん！　設置終え次第、撃つぞっ！　偽劉備を、確実に殺すっ！」

　切り札？

　亜人軍団が、見るからに旧式の射出台を設置開始していた。小型の砲ほう弾だんが搭とう載さいされている。

　なんだ、あれは？　現代兵器としては明らかに型落ちだが──亜人が最初にランドマークタワー破は壊かいのために用いる爆撃機も型落ちの旧式だった。ならば、それほどの威い力りよくは……。

　しかし、射出されたその砲弾を見た張遼が叫ぶ。

「あれはデイビー・クロケットの複製品です！　異世界では実戦使用されたことのない、小型の戦術核かく兵器です！」

　なんだって!?　亜人は、すでに核兵器の開発製造に成功していたのか!?

「この距離で爆ばく発はつすれば、直ちよく撃げきを避さけてもわれら人間は全員致ち死し量の放射線を浴びて死にます！　封神英傑であろうとも、肉体を持つ以上、あれほど強力な放射線には耐えられません！　全身の細さい胞ぼうの遺伝子を瞬しゆん時じに破壊され、われらは即そく死しします！」

「張遼。ならば、亜人は？　饕餮は？　あいつらも死ぬんじゃないのか!?」

「亜人は、われわれが定義している『生物』ではないのでしょう！　通常の生物の肉体とはまったく異なる原理で地上に顕けん現げんしているのでしょう！　故に彼らは、放射線に耐たい性せいがあると思われます！」

　核兵器に対応できるスキルを持つ英傑はいない！　真世界に、そんなものは存在しなかったからだ！　万事休すなのかっ？　ダメだ、もう止められない！　発射スイッチは、饕餮の手の中だ──！

「兄さん！　この雪乃が青龍偃月刀で饕餮の腕うでを叩き斬きります！　郭嘉と程昱のスキル重ねがけで饕餮の懐ふところに飛び込みます！」

「再生した饕餮にはろくにダメージすら通せない、無理だよゆきのん！　アニキ、地下へ！　どこかに、隠かくれる場所は!?　そーだ！　冷蔵庫に入れば、なんとか……！」

「ハリウッド映画の核兵器描びよう写しやはガバガバだから信じないで、那波ちゃん！　たとえ地下や残ざん骸がいの下に隠れても、爆ばく風ふうが襲おそってきて、致死量の放射線を浴びる！　詰みだわ！　饕餮は、どんな手を使っても私たちに先読みされることに本能的に気づいてしまっている。これからの『周回』では、饕餮は必ず核を撃ってくる！　秀一！　もしかしたら、私たちはもう、千せん日にち手てに陥ったかも……！　それでも、耐えて！　諦あきらめないで。私は、いつもあなたとともにある！　忘れないで！」

「怜香!?」

　俺たちの頭上に放たれた核かく砲ほう弾だんが爆発するよりもほんのわずかに早く。

[image: ]

　怜香が、自らの宝貝「七しち星せい宝ほう刀とう」を振ふるって、自分の喉のどを貫つらぬいていた──。

「れ、怜香お姉さんっ？」

「ぎゃーっ？　な、な、なにを？　いったい、どうして」

　もう「千日手」に陥った、と怜香は自決する直前に告げていた。だが、それでも発動させねば！　俺が「即死」させられるよりも早く！　俺が死ねば、雪乃も那波も舞子も、そして横浜の地下へと逃のがれている俺の友人たちも、みな死ぬ！　ここで全員の命が「終わり」になってしまう！

「頼たのむっ、孔明！　俺の魂がすり切れて消しよう滅めつするまで、使い切れ！　『北斗五丈』──！」




　ドオオオ───……ン!!




　　　　※




「饕餮は、この司馬懿クンからいろいろと知ち恵えを授けられている。やっと、すべてが孔明の罠だという『現実』を悟さとったかな♥　以後は、異世界に侵しん入にゆうすると同時に、彼は自分を追ってきた封神英傑たちを核兵器で殺す♥　砲弾が爆発するよりも早く曹操が自決して、水城秀一の即死を防ぐ♥　さあ、ここからはこの『輪廻』が、永久に繰り返される。水城秀一の精神が完全に壊こわれてしまうまで♥」

　太極をなおも支配しながら司馬懿は、「永遠の輪廻が完成した♥」とほくそ笑んでいた。

「孔明。キミの望みを極限まで突つき詰めると、こうなる♥」

「人間と亜人が永久に殺し合い続ける輪廻など、もとより私の望みではない──！」

　孔明が、司馬懿から管理者権限を奪い返すべく、太極の中央部へと突とつ進しんする。

　突進しながら。

　司馬懿に、問うた。

「亜人はなぜ生まれた？　なぜ増ぞう殖しよくし続けている。なぜ人間を憎にくむ。『陰いん』の気を司つかさどるお前は亜人の正体を知っているのだろう、司馬懿！」

「もう気づいているんだろう、孔明？　知っての通り、人間には『魂こん』と『魄はく』がある♥　キミの『北斗五丈』が破は綻たんした時、多くの英傑や兵士たちの『魂』は太極へ吸い上げられていった♥　だが、無限の輪廻を繰り返してきた英傑や名もなき兵士たちの『魄』は──積み重ねられた強大な怨おん念ねんとともに──大地に留とどまったよね♥　太極に、彼らの『魄』はなかった♥」

「……まさか。司馬懿。お前が……!?　お前が、大地に残存した『魄』から亜人を『作った』のか!?　そこまでして、私の志を妨さまたげようと!?」

「そう。このボクが、北の大地で禁断の術式『日にち月げつ重ちよう光こう』を行って、彼らの『魄』を『亜人』にしたのさ♥　曹操が、礼れい楽がくをもって『魄』の鬼おに化を防ぎ止める儒じゆ学がく者たちを弾だん圧あつしてくれていたから成功したんだけれどね♥　彼らは、キミの『北斗五丈』とボクの『日月重光』との共同作業によって生まれた怪かい物ぶつ。無数の人間の天命を操作しようとしたキミと、そのキミを邪じや魔まし続けたボクの『業ごう』だよ、孔明♥　だから亜人は、『魄』を捨てて勝手に天上の太極へと還かえっていった『魂』への憎ぞう悪おを本能として持っている『反人間』なのさ。とりわけ強大な力を持つ正史英傑の『魄』はね♥　人間と和解することは、絶対にない♥」

「私が迂う闊かつにも今までその事実を『知覚』できなかったのは──お前があらゆる術を用いて偽ぎ装そうを施ほどこしていたためか？　では、秀一が私の記き憶おくを追体験した時に抱いだいた疑念は、やはり──！」

「ご名答。キミがもう少し早く出しゆつ盧ろできていれば、水城秀一とともに真相を解明し、ヒルデガルドとともに北の大地へ到とう達たつし、亜人の発生を防ぎ止める策を実行できていたかな♥　惜おしむらくは、キミは出盧に手間取りすぎた、孔明♥　ま、キミが時間切れになったのは、ボクが『三さん顧この礼れい』発生を防ぎ続けてきたからなんだけれど♥」

「その『日月重光』の秘事を私に伝えたということは、私にはもう勝機はないと確信しているということか!?」

「うん。実際、ないだろう？　人間同士でさえ、永遠に対立を繰くり返す。異世界を見ればわかるだろう？　二千年の後も、こんなものだよ、人間なんてね♥　世界の完全な統一、恒こう久きゆう的な平和など、まやかしの夢かな♥　ましてや、亜人との共存なんて無理無理♥」

「そうか。ならば──私が、秀一を救うために為なすべきことは──ひとつだ！　司馬懿、そこをどけ！　二つの世界を繫つなぐルートはすでに再建された！　今こそ管理者権限を、返してもらう！」

　孔明の魂たましいと司馬懿の魂が激げき突とつし、そして。

「──私自らの手で、この輪りん廻ねを止める。『北斗五丈』よ──封ほう神しん英傑システムよ──すべてを停止せよ。システムを自じ壊かいさせ、わが時間操作の能力とともに完全に消し去れ。異世界へ繫がるゲートも封ふう鎖させよ。水城秀一が次に『時間』を巻き戻もどし、亜人たちと封神英傑たちが全員『真世界』に戻って来たその瞬しゆん間かんに！」

　術士同士の究極の「対決」の勝者は、孔明だった。

「……まさか？　孔明？　そんなことをすれば、封神システムが各地の結界内に溜ため込んでいる膨ぼう大だいな『気』が一いつ斉せいに爆発して、真世界は……キミが世界を破壊する選せん択たく肢しを採るだなんて……!?」

「司馬懿。お前のほんとうの望みは、これだったのだろう？　輪廻の停止、だ──」

「……ああ、そうだとも。だからこそつい、守りが甘くなった……抜ぬかった……かな……♥」

　司馬懿の魂が爆散する。再生まで、なお時間がかかるだろう。

　管理者権限を奪だつ回かいした孔明は、今、封神英傑システムそのものを「破は棄き」した。

　迷いは、もう、なかった。

　ただ──秀一と彼の家族を、そして仲間たちを、この「輪廻」から救いだしたかった。

（ご主君。申し訳ありません。あなたの魂を贄にえとして築いたシステムを、私は止めてしまいました……これから……彼らは……秀一たちは……どうなるのだろう。限りなく薄うすい可能性だが、あるいは──）

　時間操作の能力を自ら破棄した孔明の意識もまた、遠のいていく。

「時間操作」は、あまりにも危険な行こう為いだったのだ。用いれば用いるほど、「魄」を自在に操る司馬懿の力を増大させ、世界は歪ゆがみ続けたのだ。せめて、秀一たちを護まもりきり、異世界へ、故郷へと戻してあげたい。封神英傑システムは消滅した。これでもう、「統一」などしなくても、彼らは帰れるのだ。封鎖したゲートを再び開けば。

　孔明のシステムを解かい析せきし尽つくしたと思い込んでいた司馬懿にも、「盲もう点てん」はあった。

　そう。天下の奇き才さい・諸しよ葛かつ亮りよう孔明は、基き礎そシステムを設計した時に、「最後の手段」を、非常時のための「安全策」をあらかじめ準備していた。システムが世界の「気」のバランスを歪ませることによる混乱の危険性も、孔明の想定のうちに入っていたのだ。

　故ゆえに。

　封神英傑システムが真世界の各都市結界内に蓄ちく積せきしてきた膨大な「気」は、システムが完全に破棄されるとともに爆発することなくすみやかに「太極」へと回収されるのだ──そして、その先の未来は、もしかして。

　孔明は、その「もしかして」というわずかな可能性に賭かけた。

　私の技術が司馬懿の知ち謀ぼうを上回るのか。いや、そうではない。異世界人たちの三国志世界への想おもいが私の計算をも凌りよう駕がするのかを、最後まで見届けたい。それなのに、もう、力ちから尽つきつつある。このまま魂が散って消えてしまうのだろうか、と孔明は思った。




　　　　※




　……

　……

　……

「秀一っ？　おかしいわ。真世界に巻き戻ったところまでは、今までと同じだけれど……異世界へ連なるゲートが開かない！　天空の太極でなにかが起きている!?」

　怜香？　生きている！　「北斗五丈」はぎりぎりで成功したのか？

　しかし──なにか強きよう烈れつな違い和わ感かんがある。体力が……気力が……ほとんど回復していない。

「あ、アニキ？　なんだか、おかしいよ？　甲かつ冑ちゆうも武具もみんな、なくなっちゃってるよ？　召しよう喚かんされた時の私服姿に戻ってるう！」

「むむむ。気がつけば、関羽ではなくなってしまいました！　ステータスウィンドウも開きません！　これはいったい？　もしかして、封神英傑システムが停止してしまったのではないでしょうかっ？」

　那波も。雪乃も。

　二人とも英えい傑けつの姿ではなくなっている!?

「秀一。あんたもよ？　劉備じゃなくなってる！　ダサい格好になってるう！」

「れ、怜香。お前もだ！　ダメだ、雌雄一対剣を召喚できない！　宝貝を出せない！」

　的盧は、いる。いるが、人語を発しない。どうなった。いったい、なにが起きた？

「封神英傑たちは全員、ただの人間に戻ってしまったようだ、劉備くん！　いや、もはや水城秀一くんと呼ぶべきなのだろうか？　私たちはもう、あの超ちよう人じん的な身体能力もスキルも宝貝もなにも使うことができない！」

　舞子。

「劉備くんとの心の通信回路も失われてしまったよ。いきなりゲーム世界から強制切断されて放りだされた気分だ。だが──」

　だが、由莉。

「そう。われらは封神を解除されてただの人間に戻されたが、元の世界に帰き還かんできていない。ここはいまだ、亜人の大軍団が蠢うごめく真世界の最終決戦場、赤壁さ」

　饕餮が。

　窮奇が。

　梼杌が。

　混沌が。

　大地を埋うめ尽くす亜人の大軍団を率いて、俺たち「ただの人間」の群れを包囲し、殲せん滅めつにかかろうとしている。

「孔明がなにか新たな罠わなを発動させたらしい。ゲートを封鎖して、われら亜人の異世界への流入経路を遮しや断だんしたようだ。だがその代だい償しようとして、貴様らは封神英傑の力をすべて喪そう失しつした──戦術を変へん更こうする。ゲートの再開放作業は、司馬懿がいずれやってくれるだろう。まずは、真世界の人間を根絶やしにする。むろん、異世界から来た貴様たちからだ。各都市は地下結界内に蓄積した『気』とともに勝手に爆ばく発はつ四散していくから、後回しでいい。『元』封神英傑どもを一人も生かしておくな。殺し尽くせ──！」

　饕餮が、咆ほう吼こうしながら亜人全軍を率いて突とつ撃げきしてきた。

　封神を解除された俺たちはもう、どんな「能力」も残っていない。武具すら手にしていない。

　しかも。

　白兵戦にすら、ならない。

「そうだった！　異世界で用いる予定だったが、ここで使えるのだ！　なぜならば、孔明が設けていた技術キャップはすでに消しよう滅めつしている！　こやつらを絶ぜつ滅めつさせた後に二発目を製造すればよい！　水城秀一めがけて、核かく砲ほう弾だんを放つ！　発射準備にかかれ！」

　あれはデイビー・クロケットの複製品です！　爆発すれば、われらは致ち死し量の放射線を浴びて即そく死しします！　と、「元」張遼こと東とう郷ごう好こう古こが叫さけび声をあげていた。

「秀一！　もう『北斗五丈』は使えないわ！　あの核砲弾を発射されれば終わりよ！　そして発射スイッチは、饕餮の手に！」

「アニキいいいいい！　これで終わりなの？　ほんとうに、もう逆転する手段はないのう？　そんな。そんなあああ。あたし、まだ、アニキと……」

「兄さん。記憶には残っていませんが、顔を見ればわかります。ずっとずっと私たちのために戦ってくださっていたんですね。最後に、抱だきしめてください。それで、雪乃は……」

「……抱き合って死を迎むかえるしかないのか、俺たちは……ごめんな……怜香……那波。雪乃……俺は……妹たちを……」

　ついに、護まもれなかったのか。

　劉備玄徳の名を背負うなんて、俺には無理だったのか。

「これで完全決着だ！　われら亜人の勝利だ！　すべての因果と業ごうは人間の存在とともに永遠に消え去るっ！　さあ、今こそ裁きの砲ほう弾だんを放とう！　この饕餮が大地を浄じよう化かする！」

　だが、この時だった。




　ズドッ──！




　饕餮の真正面に突とつ如じよとして「顕けん現げん」した甲冑姿の巨きよ漢かんが、方ほう天てん画が戟げきを一いつ閃せんさせて饕餮の右みぎ腕うでを肩かた口ぐちから切り落としていた。発射スイッチを握にぎっていた側の利きき腕だ！

「う、うおおおおおおおおっ!?　きっ、貴様は……!?」

　再生によって強化された饕餮に向けて、電光石火の早はや業わざで致命の一いち撃げきを加えたその「武人」は。

　初対面だった。初見だった。だが、その「名」を、俺たちは知っていた。




「わ、我われは、正史英傑。ご、五ご原げんの、飛将軍。天下無む双そう。りょ、呂布也なり──」




　呂布だ！　とてつもなく強い。まさしく天下無双だ。

　ヒルデガルドが、「ほんものの……呂布……」と震ふるえながら大地にひざまずいていた。

「なぜ貴様如ごときが顕現できるのだ、この痴しれ犬があああああああっ！　混沌よ！　重力を操作してこやつを押しつぶせ！　梼杌よ、手動で砲弾を発射しろおおおおっ！　亜人には放射線の毒は効かぬ！　奉ほう先せんを殺せっ！」

　しかし、混沌も梼杌も、饕餮の指示を実行することはできなかった。




「万人の敵！　万夫不当！　正史英傑・燕人張益えき徳とくさまが、舞まい戻ってきたぜええええ！　憎にくい孫権をブッ殺してえところだが、今はこの怪かい物ぶつどもを退治しなきゃあなあ～！　うおらああああああああ！」

「……い、いきなり天から、消し飛ばされたはずの正史英傑たちが続々と地上に顕現してくるとは？　饕餮さま、これはいったい……!?　ぬおおおおおっ？　効かぬ！　わが能力が！」

「うはははは！　効いてるさ。効いてるがよう。俺さまの身体からだを重くしたから、なんだってんだよおおお！　俺さまの蛇矛でブン殴なぐりゃあ、てめえなんぞ一撃でブッ壊こわせるってえの！　この張飛さまを舐なめんじゃねえぜえええええ！」

　正史英傑・張飛益徳。混沌を、一撃で撃げき破は。強いなんてもんじゃない。なんだ、この筋力は。出で鱈たら目めな怪かい力りきだ……！

「江こう東とうの小しよう覇は王おう、正史英傑・孫策、見参！　この『時代』には俺はもう死んでいるはずだが、どうでもいい！　戦いくさが苦手な仲謀にはよう～っ！　孫呉を委ねて天下統一させるのは荷が重いからよ～っ！　やっぱ孫一族には、俺の『武』が必要だってえの！」

「赤壁の戦いに、なぜ孫策が？　饕餮さま、これはいったい？　孫策。あ、あ、あなたはすでに自分が殺し続けてきた豪ごう族ぞくの残党に暗殺され、無む駄だ死じにしたはず……お、愚おろかな……せっかく再び顕現していながら、またも同じことを……あなたはなにも反省していないのか？」

「うっせえんだよ、何度蘇よみがえったって俺がやることはひとつだ！　この武で、乱世を統一する！　それだけだ！　何度暗殺されようが、この小覇王に反省も後こう悔かいもねえ！　死ねやああああああ！」

「……か……核砲弾を……」

「撃うたせるかあっ！　なーんだ、このデカブツは？　最新型の連れん弩どかぁ～？　発射台をブチ壊してやらあ！」

　正史英傑・孫策伯はく符ふ。梼杌を撃破。返す刀で、デイビー・クロケットの発射台をも破は壊かい。

　さらに。

　天空に輝かがやく「太極」から、無数の光が地上へと降りてくる。

　その「光」の中には、かつて「三国志」の時代を生き抜ぬいてきた武将たち。軍師たち。文官たち。武官たち。主君たちが。

　消し飛ばされたはずの「正史英傑」たちが、家臣団とともに続々と復活を遂とげているのだ。

「関羽にござる。秀一どのたちとの対面は、二度目となる。こたびは神ではなく、人間・関羽雲うん長ちようとして現世に戻もどって参った──益徳よ、曹操や孫権との戦いは後だ。今は、この亜人どもから異世界びとを護らねばならぬ」

「わかってるっての！　髭ひげ野や郎ろう、てめーはどうしてそう頭がかてーんだよ！　まーた麋芳と士し仁じんに裏切られっぞ！」

「──曹操孟徳、ここに再臨。おお、赤壁か。なにもかも懐なつかしいぞ。余が統すべるべき世界に、淫いん祠し邪じや教きようの跋ばつ扈こは認めぬ！　いくぞ、虎こ痴ち。元げん譲じよう。郭嘉。そして、荀彧よ。わが子房よ──酒に對たいして、当まさに歌ふべし！　人生、幾いく何ばくぞ！　幽思、忘れ難がたし！　何を以もつてか憂うれひを解かん！」

　この、異様に視線の鋭するどい小男が──ほんものの「曹操」なのか。

　詠うたっている。戦場のただ中で、詩を吟ぎんじている。踊おどりながら。舞いながら。

　眼めが合った。怜香と、曹操の視線が。怜香が「ひいっ」と俺の背中に隠かくれる。

　曹操は「かはっ」と笑い、そして、俺たちへ向けて詩を詠っていた。

「青青たる子が衿えり！　悠ゆう悠ゆうたる我が心！　但ただ君が為ための故ゆえに！　沈ちん吟ぎんして今に至る！　我に嘉か賓ひん有らば！　瑟しつを鼓こし、笙しようを吹ふかん！」

　荀彧が。夏侯惇が。夏侯淵が。郭嘉が。許褚が。曹操とともに、詠う。

　曹操は──蘇った正史英傑たちは、俺たち「異世界人」を歓かん待たいしてくれているのだ。

　そして、彼ら同士の「再会」をも、祝しているのだ。

「諸君は陌はくを越こえ！　阡みとを度わたり！　枉まげて用もって相存す！　契けつ闊かつ、談だん讌えんして！　心に旧恩を念おもう！　懐かしいのう、玄徳よ。かつて余は君に語ったな。天下に英えい雄ゆうは二人しかいないと。そう、『君と余だ』──！　『真』の三国志の歴史は、これよりはじまる！　もう、時間は巻き戻されぬぞ。ただ一度きりの人生を、われらは取り戻した！　この赤壁より仕切り直しと行こうではないか！」

「……孫策と孫権にさっそくケンカを売るのが、あんたらしい。やれやれ。雲長も益徳も今は曹操を殺やるんじゃないぞ。俺たちの代わりに真世界を救おうと戦ってきてくれた『異世界人』を護まもるために、一時休戦、そして共きよう闘とうだ──」

　ああ。

　俺はこの人を知っている。

　ほんものの、正史英えい傑けつ・劉備玄徳──！

　若い。俺が「見た」記き憶おく映像の中の劉備よりもずっと若い。赤壁の戦い当時の年ねん齢れいに戻っているのか。

「はじめまして。いや、君にとっては二度目の対面になるのかな。二代目劉備玄徳。孔明と俺の我が儘ままにここまで付き合ってくれて、礼の言いようもない。君が孔明を出しゆつ盧ろさせてくれたこと、君と妹たちが『北斗五丈』を無限に駆く使しして天命を覆くつがえそうと戦い続けてくれたこと、孔明が『封神英傑システム』を破は棄きしてでも君たちを護ろうと決断するに至ったこと。すべては、二代目。君と、君の妹たち、そして仲間たちのおかげだ。ほんとうに、ありがとう」

　いや。俺は。劉備玄徳。ただ俺は、妹を、護りたくて。ただ、それだけで。

「ははっ。妹と弟の違ちがいはあれど、俺だって同じさ。俺は君で、君は俺だ。ここから先は、俺たち正史英傑が真世界の歴史を切り開く。君たちは故郷の世界へ帰き還かんし、日常を、平和を満まん喫きつしてくれ。むろん、移住したい者がいるのならば止めないがね──そろそろやるか、曹操。太極から解放された俺たちが地上に戻ってきたために、亜人たちの弱体化がはじまっている。今ならば人間の身であろうとも、亜人と互ご角かくに戦える」

「ああ、玄徳。ならば、よし！　そこにいるのは、仲達か!?　生きていたか！　孔明に消し飛ばされたと思っていたぞ！」

　曹操が指さした先には、あの司馬懿がひれ伏ふしていた。大地に額を擦こすり付けながら。

　いつもの、あの人を食った司馬懿ではない。明らかに曹操を畏い怖ふしていた。いや、かつての旧主・曹操との再会を果たせて感かん極きわまっているのかもしれない。

「……孔明は、『封神英傑システム』を破棄すると同時にシステムが用いてきた膨ぼう大だいな『気』をすべて太極へと吸い上げる『安全装置』を設計当初より仕し掛かけていたようです。ですが、その『気』の力をもって太極に集結していた正史英傑たちの『魂こん』がこうして地上に再臨する事態は、孔明自身でさえも確信していなかった奇き跡せきでございます」

「かはっ！　なにをしゃちほこばっている、仲達！　太極の中央に鎮ちん座ざしていた『封神英傑システム』の中ちゆう核かくとは、なんだ？　劉備玄徳の魂ではないか！　この男は余と並ぶ超ちよう世せの英傑であり、余と同時代に生まれなければ容易に漢を復興していたはずの英雄の中の英雄ではないか！　その上、二つの世界において『神』となった関羽からも力を供給され続けていた！　太極と一体化していたこやつは、創造神も同然だった。封神英傑システムが破棄された際には、蜀しよく漢かんの英傑だけを選せん択たく的に再生できる力すら持っていた！　それなのに、仇きゆう敵てきたる余や孫呉の連中、さらには呂布たちまで残らず再生するとは！　玄徳。お前のお人ひと好よしぶりには呆あきれたぞ！」

「俺の仲間だけを再生するなんて、公平じゃないだろう？　まあ、孔明と二人でさんざん時間を操作してきた俺に言えた義理じゃないがな。贖しよく罪ざいというか、詫わびさ。呂布には『こ、この兎うさ耳みみ野や郎ろう、お前がいちばん信用できぬ！』と恨うらみ言ごとも言われたしな。それより司馬懿をどうするんだ、曹操？　お前が築くはずの魏ぎ王朝を簒さん奪だつする司馬一族の長だぞ？」

「どうもこうもない。この曹操孟徳のもとでは、『唯ゆい才ざい』あるのみだ！　仲達を使いこなせぬ主君こそが愚かであり罪人なのだ！　だが、俺ならば使いこなしてみせる！　仲達よ、これが最後の仕切り直しだぞ！　曹操が戻って来た以上、蒼そう天てんと大地は人間のものである！　もう、『魄はく』だの亜人だのといった幻げん術じゆつの類いは無しだ！　人間の将として見事、玄徳と孔明に勝てるか!?　司馬仲達よ！」

「……わがご主君の思おぼし召めしとあらば、この仲達……必ずや……『五胡十六国』の大戦乱に至る歴史の天命、覆してご覧に入れます……魏王朝の統一失敗、晋しん王朝の分ぶん裂れつと大動乱は、この仲達の不徳と無能に起因するもの。三国志の世界に、英雄はただ二人。丞じよう相しようと、劉備玄徳です。許されるのならばこの仲達、こんどこそ……人間の将として。丞相に、天下を……！」

　司馬懿が泣いている姿を、俺ははじめて見た。司馬懿もまた、孔明と同様に、自らの主君に天下を盗とらせることができなかった己おのれを責め続けていたのか。時間操作の能力を持つ孔明は「輪りん廻ね」による天命の超ちよう克こくを試み、「魄」を操る力を持つ司馬懿は他ならぬ司馬家によって中ちゆう華かが混こん沌とんに陥おちいるという不本意な歴史の「消しよう滅めつ」を望んだ。「亜人」を生みだしてまで。そういうことだったのか──。

「それでよい！　さて、そろそろ亜人どもに勝つぞ！」

　孫堅。周瑜。孫権。馬超。趙雲。黄忠。龐統。陸遜。袁えん紹しよう。袁えん術じゆつ。多数の正史英傑たちが、そして彼らとともに太極から戻って来た名もなき三国志時代の兵士たちが、「おおおおお！」と怒ど声せいをあげながら亜人軍団へと突とつ進しんしていく。

　対する亜人たちは、「力が、力が落ちて……」「地上に戻ってきた『魂』に、『魄』を奪うばわれていく！」「このままでは、俺たちは消滅する……正史英傑どもを倒たおさねば……！」と戸と惑まどい、陣じん形けいも乱れていく。

　なによりも。

　亜人たちを率いていた絶対的なリーダー、饕餮が。

「……奉先よ……うぬは、董卓を斬きる際に恐きよう怖ふしたはず……！」

「き、恐怖ではない。ち、父殺しを、ち、躊ちゆう躇ちよしたまで。だがもう、躊躇はない──うぬを斬れば、『魄』を得た董卓が再臨する」

「ばっ……馬ば鹿かな……！　亜人四凶の頂点たるこの饕餮が……関公ならば理解もできる。だが、孔明の魔ま術じゆつの加護も得ていない、ただの人間に……まだ『魄』を董卓の魂に奪われていないこの饕餮が？　なぜだああああっ!?」

「は、恥はじではない。な、なぜならば。わ、我われは、て、天下無む双そう、呂布也なり──！」

　いきなりの抜き打ちを受けて片かた腕うでを失っていたとはいえ、饕餮ほどの強つわ者ものが呂布の方天画戟を脳天から浴びて「消滅」した光景が、亜人たちを絶望と混乱に叩たたき落としたのだった。

　もう再生はありません。亜人は封神英傑システムの「副産物」です故ゆえ、と司馬懿が曹操に告げる。

　正史英傑たちの猛もう攻こうを浴びた亜人たちは、次々と消滅していった。ダメージを受けると、亜人を形成していた「魄」が「魂」へと戻っていく。まだ完全な「肉体」を得ていなかった正史英傑と彼らが率いる家臣団が、亜人を消し飛ばすごとに次々と本来の「肉体」を取り戻していく。

　亜人とは──「北斗五丈」の破は綻たんによって消滅した人間の「魄」だ。

　故に、消滅した彼らの「魂」が帰還した今、亜人は「魄」に還かえって再び融ゆう合ごうする定めなのだ。

　赤壁での激戦の果てに。

　亜人たちはみな、「魂」のもとへと戻り。

「孔明ちゃーん、隠れていないで出てきておいでー！　みんな再生したのよー！　早く愛いとしのご主君と再会しなさいよー！」

「うおおおおお！　元龐統ちゃんとともにコソコソと戦場の端はじっこを逃にげ回っていた徐庶さま、今こそ玄徳の旦だん那なのもとに返り忠！　あー。いいっすよね、曹操どの？」

　諸しよ葛かつ瑾きん。徐庶。もともと消滅していなかった正史英傑たちも、主君のもとに集つどってきた。

　そして、太極から帰還した孔明が。

　劉備玄徳のもとに、拝はい跪きしていた。




「わが主あるじよ。最後は、一か八かの賭かけでした。あなたがこれほどのお力をお持ちとは存じませんでした。私の不明をどこまでも恥はじております」

「ははっ。まさか。俺の力であるはずがない。お前が築きあげてくれたなんとかシステムってやつと、二つの世界に建てられた無数の関帝廟びようが、太極に据すえられた俺の魂たましい如ごときに強大な力を与あたえてくれたのさ。水城秀一たちとともに、よく戦ってくれた。俺は天上から彼らの戦いを見ていることしかできなくて、ずっと歯がみしていたのさ。よく、輪廻の停止を決断してくれたな、孔明。お前にとっては、自ら死を選ぶよりも辛つらい選択だったろうに」

「……臣、敢あえて股こ肱こうの力を竭つくし、忠ちゆう貞ていの節を效いたし、之に継つぐに死を以もつてせざらんや……水城秀一たちの戦いの輪廻を見てきた私は、長い夢から目覚めました。『北斗五丈』は二度と用いません。システムを破棄したことで、永遠に時間操作の力を失いました。もう時間は操作できません。今の私には、緊きん急きゆう封ふう鎖さした異世界へのゲートを再び開くことくらいしかできません。それでもよろしければ……今一度だけ。私は、わが主の軍師として……最後の人生を……生ききりたいのです」

「ああ。俺も同感だ、孔明。もう太極で『神の視点』なんぞを持って地上を眺ながめているのは飽あきた。やっぱり、俺は俗ぞく物ぶつだからなあ。酒も欲しいし、女も欲しい！　夜ごと宴えん会かいを開いて酔よっ払ぱらいたい！　ともに人間として生き、人間として死のうじゃないか！　雲長。益徳。子龍。俺がまたやらかしそうになったら、止めてくれよ！　あと雲長。お前は娘むすめを孫権の嫁よめにやれ、いいな？　それと、益徳は部下を鞭むちでしばくのを止やめろ！　子龍は……お前は、特に欠点がないなあ。ボンクラの劉りゆう禅ぜんよりお前のほうが俺にははるかに大事だ、無む駄だ死じにするなよ？　それくらいか」

「「「御ぎよ意い！」」」




　ここに、ゲームは終わった。

　召しよう喚かんされた俺たちは──周瑜こと三さんの宮みやマリーも──自分たちの世界への帰還を選択した。

　真世界にも未練はあった。だが、正史英傑たちと彼らの家臣団が帰還した今、真世界の歴史は彼ら自身の手によって切り開かれねばならないのだ。

　俺たちが居残れば、ノイズになる。

　曹操が天下を統一するのか、劉備が漢王朝を復興するのか、それとも孫堅と孫策まで蘇よみがえって強化された孫呉陣じん営えいがついに北進へと打って出るのか。

　袁紹、袁術、呂布、董卓たち「すでに死んだ英傑」も再臨した以上、天下盗とりレースはいよいよ混沌となっているが、真世界に地じ盤ばんを失っている彼らは曹操・劉備・孫呉のいずれかと手を組むことになるはずだ。最終的には、正史同様に「三国」に収しゆう斂れんするだろう。

　ともかく──。

　俺は。

「ゲート」の前に立って、孔明との別べつ離りを果たさねばならなかった。

　雪乃と那波が一いつ緒しよにいるとまた「孔明の祠ほこらを燃やす」とか言いだしそうだったので、由莉に頼たのんで二人を一足先に連れて帰ってもらった。

　怜香や舞子、本もと屋や敷しき英え里り子こたちもすでにヒョロ眼鏡に誘ゆう導どうされてゲートを潜くぐり、残るはおそらく俺一人である。

「術者としての戦いでは、司馬懿に勝ったんだな。次は、人間としての戦い、軍師としての戦いだ。司馬懿に勝てよ。孔明。俺たちはずっと──『三国志』の世界を、真世界を忘れない。子供の頃ころからの夢の世界だったんだ。そして、俺たちは確かに生きた。この真世界で。憧あこがれの英えい傑けつとして」

「……ふん。格好をつけていられるのも今が最後だ。君はすでに、二人の妹と早さ乙女おとめ怜香、そして孫あび子こ舞子の間で板いた挟ばさみになっている。その上で面めん倒どう臭くさい性格のヒルデガルドを嫁よめ枠わくに登録して、さらに周瑜を口説いたことは、生しよう涯がいの枷かせになるぞ？　せいぜい異世界で苦しむがいい。女の情念というやつは戦いくさよりも恐おそろしいのだからな」

「ちょ。それは。そもそもお前がやれって言ったんじゃないか、孔明～っ!?」

「そ、それはだって、他に策がなかったのだ。ともあれ、餞せん別べつのお土産みやげをやろう。手乗りサイズの彭侯だ。私だと思って、可愛かわいがってくれ。吊つるしたり縛しばったり蠟ろう燭そくで責めたりするなよ」

「でっち～♪」

　ナマモノをお土産にするなよ。どうしよう、これ。

「虐いじめたりしねえよ、麋び竺じくじゃあるまいし！　いや、あいつは虐められたがるほうか……孔明。ほんとうに、お別れなんだな……なんだか……おかしいな。眼めから水が……」

「ふふっ。本来は君の嫁になるはずだった絶世の美女との別離なのだからな。さぞ悔くやしかろう。私のような仙せん女によを相手に、童どう貞ていを捨て損そこねて」

「腐くされ外げ道どうのような毒舌を吐はいていても、眼から水が溢あふれてるぜ、孔明」

「……ふん。なんでもお見通しだな。ともに無限の人生を生きたのだから、当然か。ならば、童貞の君でもわかるな。最後の別れの挨あい拶さつは」

「キスだろう？」

「ああ。そうだ。君のほうからだ」

　俺と孔明が抱だきしめ合い、口づけを交わそうとしていたその脇わきを。

「……犬千代も、戦国時代へ戻もどる……困った……偶ぐう然ぜん繫つながっただけだから、復旧しているかどうか……取り残されたら、姫ひめさまと会えない……『別の宇宙』を中ちゆう継けい地として経由すれば、召喚ペナルティは生じない。未来への裏口ルート発見を報告しないと……」

　虎とら皮がわ帽ぼう子しに巨きよ大だいな朱しゆ槍やりという、相変わらず武人姿のままの許褚、いや、犬千代がてくてくと駆かけていった。

　あいつ、もしかして帰れなくなって居残るのかな。まあガチの武人だし、虎を退治できるわけだし、あらゆる意味で野生児だし、だいじょうぶな気はする。でも、誰だれかに会いたがっているみたいだし、放置していくのはかわいそうだな。

「……ふふ。問題ない。私が封神英傑システムを破は棄きする際、玄げん関かん口──ゲートは閉へい鎖さしたが、ルートは破は壊かいしなかった。最初に誰がどうやって戦国時代とやらからこの真世界にルートを繫つなげたのかは知らないが、いちど繫がったルートはすべて活いきている。なにしろ私は司馬懿ですら舌を巻いた天下の奇き才さい、しょか……ふぐっ？」

　俺は、孔明のお喋しやべり口を自分の唇くちびるを用いて閉じていた。

「でっち～♪」

　俺の頭の上に彭侯が乗っているので、どうにも絵にならない別れのキスシーンとなった。

　これが、俺と孔明の。

　そして、俺と真世界との、別離の儀ぎ式しきだった。








第五回　天下大勢　合久必分　分久必合









　日曜日の横よこ浜はま中華街。

　かつて「SANGOKU大戦争オンライン」のベータテスト会場だった跡あと地ちに新規オープンした、タピオカティー専門店「当とう方ほう無む敗はい」。

「ふぉっふぉっふぉっ。秀しゆう一いちよ、今日は『真世界メンバーオフ会』の貸し切りにしておいたぞい。ま、ブームに微び妙みように乗り遅おくれたウチの店は閑かん古こ鳥どりじゃからのう……左さ慈じを封ふう印いんする仕事に手間取ってのう……ウッ！　ショバ代が！」

　太たい極きよく拳けん道場の赤字続きに焦あせったのか、なにを思ってか似合わない飲食店経営に乗り出した店長の水すい鏡きよう師し匠しよう。真世界に帰らなかったのは、天下の奇才・孔こう明めいとつるんでいるとまたなにやら妙みような術式を開発実験したくなってしまうかららしい。しかし、師匠にＪＫ商売なんぞ無理だと思うのだが……。

「皆みなさん、お久しぶりです！　英傑名・関かん羽う、本名を沢渡さわたり雪ゆき乃のと申します！　きりり！　さあ兄さん、どうぞ上座へ。さあさあさあ！」

「ウェーイ、那な波なみだよー！　もう英傑名はいいじゃん、みんなわかってんじゃん。ほらアニキ、こっちに来る！　ゆきのんとアニキはこの世界では実じつ兄妹きようだい。結けつ婚こんできないんだからねっ！　いーかげんに観念してあたしを選んでよっ！」

　雪乃と那波は俺たちの世界に戻ってからも連日、俺を奪うばい合うマウント合戦を続けている。両家の母さん同士が子供を捜さがしに向かった先の真世界で意気投合してコンビを結成していたため、両家は今ではひとつの家族も同然の親しい付き合いをしているのだ。とりわけ、俺と長年会えなかった雪乃の頭のネジが一本外れていることを知った母さんたちは「子供たちに余計な気を遣つかわせたくなかったから距きよ離りを置いていたのだけれど」「裏目に出たわね～」と深く反省したらしい。

「遅おそいじゃないの、秀一。私はしばらく副業のほうを休業するわ。地下帝てい国こくは真世界帰りの重役たちの圧力で閉鎖されたけれど、あの会長のことだから、新たな左さ遷せん先を建設しているに違ちがいないのよ。私がドワーフ玉たま置おき先生だなんてバレたら、こんどこそ左遷だわ」

「……そもそもは三国志ラノベの新作取材が発ほつ端たんでしたのに、困りましたね。酷こく使し無む双そうが祟たたりましたか」

「だって荀じゆん彧いく。戦国時代モノの次が三国志モノって、マンネリでしょ？　真世界でのハードな経験のおかげで、筆ひつ致ちが生々しくなっちゃうし……決めたわ！　私、一年休業したら新しいジャンルに挑ちよう戦せんする！　新作は、ほのぼの学園ラブコメを書くわ！」

「こほん。私は桜さくら木ぎです。今はもう荀彧ではありません。学園ラブコメって、それはその、はっきり言って恋れん愛あい未経験の曹そう操そうさまには向いていないと思いますが？」

「曹操さまじゃない！　ドワーフ玉置っ！　私は作家よ、取材すれば書けるわよ！　というわけで秀一。あんた、私と交際しなさい。この私がラノベ作家としてさらなるステップアップを果たすためには、王道学園ラブコメをものにする必要があるのっ！　これは命令、問答無用よ！　天下に英えい雄ゆうと呼べる人物は曹操と劉りゆう備びのみ！　『君と余だ』！　二人が手を組めば天下を盗とれるわ！　設定はもう考えてるわよ。あんたが兄で、私が妹。他にも雪乃ちゃんと那波ちゃんと舞まい子ことヒルデガルドがモデルの妹たちがいて、全員がお兄ちゃんを狙ねらっているの！　タイトルはズバリ、『五等分の妹』！」

「そのタイトルはもはやパロディではなくただのパクリです、曹操さま」

「曹操じゃないっ！」

　怜れい香かはまだ曹操気分が抜ぬけていないな。やめておけ。人間には、向き不向きがあるのだ。歴史ラノベ専門で行ったほうがいいぞ。せめて異世界転生だな。

「……ふふふ……やはり、私の商業ラノベ初仕事は流れてしまったよ……アア、オワリダ……やはり世界は理不尽だっ！」

「ギャハハ！　由ゆう莉り、そう落ち込むなって！　オレたちは真世界でも酷こく使しされて疲つかれたぜえ！　無茶なスキルをバンバン撃うたされてよーっ！　シスマゲドン先生コンビも、ロリマンガ先生も、ちょっとだけ休きゆう憩けいしようぜえ！」

「そうですぅ～。ＪＫでいられる時期は短いのですぅ～♪　せっかくデスゲームから生せい還かんできたんですから、学園生活を楽しみましょうですぅ♪　あ、タピオカ追加で～♪」

「ちゃ、ちゃんと別の仕事をバーターで準備しますから。そもそもドワーフ玉置先生が『筆が進まぬ……！』と言いだしたためにこんな事態に。編集部の責任ではありません。あっ、今日のソシャゲのログボをもらっておかなくちゃ。はあ……また、一からフレンズを集め直し……限定キャラコンプももう不可能だし……はううう～」

　赤せき壁へきで精神力を使い切ったらしい荀彧お姉さんは、仕事モードよりも干ひ物ものダメ女モードの顔を見せることが多くなっているが、だいじょうぶなのだろうか。

「みみみみ水みず城きくんっ！　神こう戸べから新幹線のグリーン車に乗ってはるばる横浜までやってきたからには、腹をくくってもらう！　私とマリーを嫁よめにするのだっ！　私が正妻で、マリーが寵姫だっ！　なんなら合法ハーレム国に国こく籍せきを移すという荒あら業わざも！　一夫多妻制がもっとも盛んな国は、『ブルキナファソ』だそうだ！　国民の半数が一夫多妻生活をしているのだという！　さあ、夢のハーレム世界が待ち構えるブルキナファソへ旅立とうではないか！　君には拒きよ否ひ権はないっ！」

　ま、舞子。どこだよ、ブルキナファソって!?　あと、きっちり新幹線のグリーン車に乗ってきたのは、やっぱり……神戸の怖こわい人たちからの襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてのことなんですかあ～!?　それとも、「新・仁義なき戦い」のノリで俺のタマを獲とる覚かく悟ごでっ？

「……す、すみません、秀一さん。舞子はこういう性格なので……わ、私はその、おそばに置いていただければそれで満足ですので。に、日本住まいで構いませんよ？　なんだかんだ言っても、私たちにとってのたったひとつの生まれ故郷ですから──」

　周しゆう瑜ゆこと三さんの宮みやマリーちゃんは、やはり、赤壁の際に俺が孔明の策に乗って「恋こい人びとになれ！　壁かべドン！」とやらかした件を忘れていない。忘れるどころか、「私こそが秀一さんにとって、ただ一人の公認恋人ですから」と雪乃＆那波をナチュラルに煽あおり続けている。天てん真しん爛らん漫まんな当人には煽っている自覚がないし……この子は教会育ちだからか、天性こういう性格なのか、男女関係に関して無む垢くすぎるのだ。それに、生しよう涯がいこの子に居場所を与あたえてやるという約束は、守らねばならない。破れば、俺は兄以前に人として失格だ。困ったな。

　真世界が「嫁よめ枠わく三人」というルールを持つ世界だったこと、しかもそのルールが攻こう略りやくに不可欠な要素だったことが、俺たちの倫りん理り観を現代日本のソレと違う方向にズラしてしまったらしい。

　そして、誰よりも困った人が、ここに。

　そう。新幹線のグリーン車に乗り込んで横浜にやってきた、このお方だ。

「仁義なき広島のドンの娘むすめ、魯ろ粛しゆくこと芦あし屋や依い乃の里りが媒ばい酌しやく人にんとして参戦じゃ～っ！　水城秀一！　いくら真世界のデスゲームを勝ち抜くためとはいえ、純真な乙女おとめたちを次から次に妹だの嫁だの恋人だのにしておきながら、知らぬ顔の半はん兵べ衛えは通じん！　おどれは男として責任を取るべきじゃけぇ！　武士に二言はないけえね！」

　落とし前をつけてもらうけえ、とすごむその凶きよう暴ぼうな視線は、「正史」で「荊けい州しゆう返せゴラァ！」とあの関羽を脅おどしあげてぐうの音も出させなかったという魯粛そのもの。これは詰つんだな……だ、だが、「ようがす」と即そく答とうすれば、今は「ぐぎぎ」「むむむ」と我が慢まんしている那波と雪乃がいよいよ機き嫌げんを損そこねて爆ばく発はつする。

　ましてや、ブルキナファソ移住なんて嫌いやだっ！　国民の半数が一夫多妻生活って、いったいどこにあるんだ、その国は～っ？　また異世界へ連れて行かれるんじゃないだろうな？

「ま、まあ、待ちたまえ諸君。俺はまだ十八歳に達していない。すなわち日本の法律では結婚できんのだ。フハハハハハ！　あと一年。一年の猶ゆう予よをいただきたい！　一年後には、俺の魂たましいは諸しよ葛かつ亮りよう孔明のもとへ召めされるであろう！」

「「「今さらマンネリの『逆シャア』パロで誤ご魔ま化かされるかあ～！　このシスコン！」」」

　バ……バカな……！　この俺が、全方位攻こう撃げきを受けているだと……!?

　えーい。大たい佐さはロリコン。俺はシスコン。そこになんの違いもありゃしねぇだろうが！

　しかも、女性から「腹をくくれ」と迫せまられると逃にげだしたくなるダメ男ぶりまで同じだよ？

「そ、そういえば、英え里り子こと魚魚とと子こはまだ来ていないな？　急な仕事でも入ったのだろうか？」

「「「話を逸そらすなーっ！」」」

　来た。

　店の正面に、長大な黒くろ塗ぬりのリムジンが停車していた。

　間ま違ちがいない。袁えん帝ていグループ会長の愛車である。

「フワーハハハハ！　横浜よ、私は帰ってきた！　社しや畜ちく張ちよう郃こう、運転手として見参っ！」

　リムジンのドアを開いた男は、なんだ、社畜道は捨てたとか言っていた張郃課長ではないか。結局、食うために社畜生活に戻もどったのか。まあ、張郃には武蔵むさし小こ杉すぎのタワマンのローンがあるからなあ。っていうか、本名は結局名乗らないのかよ？

「……ボディガード、ヒルデガルド。会長たちの安全は必ず保証する」

　ヒルデガルドがリムジンから降りてきた!?　そうか。怜香たちの推すい薦せんを受けて、袁帝グループにボディガードとして雇こ用ようされたのか。じゃあ、殺さつ伐ばつとした傭よう兵へい生活は終わったんだな？　よ、よかった！

「……これでいつでも旦だん那なさまのもとに押しかけられる……ぽっ」

　いやいやいやいや。そういえば、ヒルデガルドを「嫁枠」に登録しっぱなしだった……まさか……まだ有効だと思っている!?

「あんの～。実はおらたちも、秘書見習いとして」

「一日も早く敬愛する姉者の両りよう腕うでとなるために、働いてるべさ～」

　って、曹そう仁じんと曹そう洪こう？　移住していたのかっ？　そ、そういえば、本名はなんだっけ？

「おらは、シンシンだ～。おらたち、真世界には家族がいなかっただ～。そんで、お慕したいする姉上のもとに～」

「うちは、ロンロンだべさ。真しん名めいを明かしてやったから、ほれ、銭ぜにをよこすべ！」

　それ、パンダの名前では……適当に決めてね？　まあいいや。そうか。これからも怜香の妹として生きる道を選んでくれたんだな、二人は。よかったな、怜香。

　そういえば、どうもストーカーに見られている気配を感じるのだが、怜香ファンクラブの夏か侯こう惇とん・夏か侯こう淵えんコンビがまた怜香をストーキングしているのでは。出てくればいいのに、習性になっているのだろうか。

「天下無む双そうくん、警備を頼たのむぞ。ハーハハハ！　会長！　社長！　ご令れい嬢じよう！　さあさあ、到とう着ちやくいたしましたぞ！」

　えっ？　会長？　社長とは本もと屋や敷しき英里子のことで、ご令嬢は妹の魚魚子だろうが、会長って……まさか……齢よわい九十歳をすぎているという、袁帝グループ総そう帥すい!?　に、に、日本屈くつ指しの巨きよ大だい企き業ぎよう及および横浜港こう湾わん地帯を支配するドン!?　こ、こ、こんな、師匠が経営するショボくれた店に、どうして会長がっ!?

「ごめんなさい、怜香。どうしてもお爺じいさまが水城秀一を直接見てみたいというので、振ふり切れなかったわ。あっ、怜香の副業は特例で公認されたから、もう地下帝てい国こく送りの恐きよう怖ふはなくなったわよ？　わたくしと魚魚子を護まもり抜いたご褒ほう美びですって。よかったわね♪」

「地下帝国は閉へい鎖さされて、マグロ直売センターになったのだー！　久しぶりなのだ、みんなー！　魚魚子ははちみつ入りのタピオカミルク、ギガ盛りでっ！」

　英里子に、魚魚子。懐なつかしい仲良し姉妹しまいだ。真世界では派は閥ばつ抗こう争そうの神み輿こしにされたあげく司し馬ば懿いに人質に取られたりしてたいへんだったろうが、さすがにタフだなあ。

　そして──伝説の怪かい物ぶつ。日本のブラック企業の頂点に君臨するドン。財界はもちろん政界をも自在に操り、横浜に巨きよ大だいカジノ施し設せつ誘ゆう致ちを目もく論ろんでいるという、あの……。

「……キキキ……ククク……君が水城秀一くんか。真世界では、孫たちが世話になった……ちなみに今、日本でタピオカティーを流行らせておるのは英里子のアイデアじゃ。ＪＫ商売を制するには、ＪＫ社長こそ最優ッ……これがビジネスというもの……『当方無敗』に出資したのも、ワシじゃよ」

　あっ会長！　偉い大だいなるオーナーさま！　どうぞどうぞ、お靴くつをお磨みがきいたします！　ほっほっほっ！　と、水鏡師し匠しようが這はいつくばって靴磨き開始。これでもかとばかりに会長のご機嫌を取りはじめた。えーい、見苦しい！　それでも孔明の師匠かーっ！

「しーっ。シャバ代の支し払はらいが滞とどこおっておるのぢゃ、秀一よ。ＪＫとタピオカを制すれば天下をも盗とれるのぢゃ、ここは今しばらくの忍にん耐たいぢゃ。よいぞ、よいぞ」

　よくねえよ！　師匠、あんたは商売に向いてないから！

「まあ、まあ。靴磨きなどはよい、店長。さて、秀一くん。ワシは自分の意見を絶対に貫つらぬく男。いったん決めた以上は、誰だれにも邪じや魔まはさせん……！　面つら構がまえをこの目で見て決めたぞ。一見柔にゆう和わで頼たよりなさそうじゃが、ワシの目は誤ご魔ま化かせん。その顔は、修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた男の顔、戦う武将の顔じゃ。袁帝グループの後こう継けい者しやは、君じゃ！」

「……え？」

　張郃が「ちょっと待ってください、会長っ？」と慌あわてるが、「黙だまれ、いい大人どもが死ぬか生きるかの真世界で早わ稲せ田だだの慶けい應おうだのと愚ぐにも付かぬ派閥抗争なぞ繰くり広げおって！　日本国内でしか通用せんローカル学歴なんぞ、国際企業戦争の世界では無意味かつ有害ッ！　制裁ッ！」と会長がステッキで張郃の頭をボコッと殴なぐる。

　あの、張郃課長はもう魔ま界かい転てん生しようできないので、制裁はそれくらいに……。

「キキキ……君も真世界で見知っておる通り、あらゆる派は閥ばつを吞のみ込める器の大きな男でなければ、袁帝グループの統率は不可能じゃ。本日ただいまをもって、英里子の許婚いいなずけになれ」

「え、ええと、謹つつしんでお断りします、と俺が返答したら、どうなるんです？」

「……その時は……確かにワシは、真世界帰き還かん組に突つき上げられて『地下帝国』は閉鎖した。閉鎖はしたが……新たに、東ひがし所ところ沢ざわに左さ遷せん組や債さい務む者どもを収容して強制労働させる『東所沢ドーム帝国』を建設した……！　広大な敷しき地ちをドーム型の屋根で覆おおい尽つくし、外界から完全に遮しや断だんした閉へい鎖さ施し設せつ……！　しかし『地下』ではない！　あくまでも『地上』ッ！　『地下帝国』は永遠に閉鎖すると言ったが、『地上』に新たな左遷施設を築かないとは言っていない……！　そのドーム施設に、君を収容する……！　理由は、わが孫との縁えん談だんを蹴けって英里子を泣かせた罪じゃ！　ギルティッ……！　君の気が変わるまで、刺さし身み弁当の上にタンポポを置く仕事を続けさせてやろうっ……！」

　ちょ。待ってくれ。地上の左遷施設にドームの屋根を被かぶせて、「地下」じゃないと言い張ってるだって？　やっぱりこの会長……全身是これ、詐さ欺ぎ師しっ……！　まさしくブラック企業の親玉っ……！

「お、お爺さま。それはいくらなんでも極きよく端たんですわ？」

「ひいいいい？　やっぱり私も左遷されるう？」と怜香が涙なみだ目めになって、また俺の背後に隠かくれた。

「ククク……怜香は構わぬ。英里子の妹じゃからのう。ワシはこれより、規制によって斜しや陽よう産業となりつつあるパチ業界のみならず、新たにカジノ業界とソシャゲ業界を制せい覇はしようと考えておる……！　怜香よ。お前がこっそり変名で書いておった歴史偉い人じんの女体化ラノベ。あれはソシャゲの素材に使える……！　うまいことを考えおったのう、怜香。確かに、歴史偉人や神話の神々は、著作権フリー素材ッ……！　無料で使い放題、イタダキ放題ではないか……！　すでに先行している競合他社は手て強ごわいが、アニメ化案件まで抱かかえている『ドワーフ玉置』と『シスマゲドン』のコンビを起用すれば、充じゆう分ぶんに勝機はあるっ……！　暇ひましている『ロリマンガ』くんとやらにも手伝ってもらおうではないか……！　さあ諸君、袁帝グループ謹きん製せいソシャゲ開発のために、きりきりと働いてもらおう……！」

　怜香は「休みたいー！」と言いたげだが、断ったらドーム帝国送りである。そもそも袁帝グループでは副業禁止が原則なのだ。「了りよう解かいいたしました！」と小こ猫ねこが轢ひきつぶされたような声で答えるしかなかった。

「えー、面めん倒どうくせーなーこのジジイ。ま、支払いがいいなら、やってやっけどよー！」

「よかったですぅ、ロリマンガ先生にもソシャゲ仕事が舞まい込んできたですぅ」

「ふふふ。ソシャゲは未経験なんだ。取材のために今から人気ソシャゲを開始して特急スピードでシナリオクリアするために課金地じ獄ごくに陥おちいって大赤字になるんだね。わかっているよ……」

　会長、そろそろお時間です、と張郃がリムジンへと会長を連れて行く。

　言いたい放題言うだけ言って、会長はヒルデガルドに伴ともなわれながら去っていった。

　シンシンとロンロンは怜香の左右にくっつき、英里子と魚魚子の姉妹は店に居残った。

「ごめんなさいね。ああいうお爺さまなので、わたくしたちがなにを言っても馬耳東風なのよ。口は悪いけれど、秀一、あなたのことをほんとうに買っているのよ？　孫まご娘むすめたちの命の恩人で、わたくしたちの将来を託たくせる男だって。もちろん、怜香への評価もさらに高まったわ。いずれは正式に本屋敷家の養子に迎むかえたいって。お爺さまは、グループを託す後継者たちとは家族関係を結んでいないと安心できない人なの」

　まあ、これだけの規模の企業となると続々と造反者が出るからなあ。今はブラックとはいえクリーン企業だけれど、終戦直後の旗はた揚あげ時代は半分ヤクザみたいなものだったろうし。ファミリー主義を採るのは、わからんでもないが……。

「お爺さまの地じ盤ばん・横浜を大被ひ害がいから護ったこともポイント高いのだー！　戦局がごちゃごちゃしていて魚魚子にはよくわからなかったけれど、二人は劉備と曹操として、亜あ人じんの横浜侵しん攻こうを見事に阻そ止ししたのだー！」

「わ、わたくしとしても、まあ、出世主義者の中年男性を無理矢理に婿むこに取らされるよりは、やっぱり、あなたと……」

「ちょっと？　なに言いだしてるのよ英里子～っ!?　秀一は渡わたさないんだからっ！　こいつがイケてたのは、真世界で劉備に封ほう神しんされていたからだけっ！　みんな、勘かん違ちがいしてるんだわ！　秀一と生しよう涯がいのコンビを組むべきは、この早さ乙女おとめ怜香よ！　がるるるっ！」

「おおっ！　おらたちが全力で応おう援えんしますだ、姉上！」

「水城秀一と交際したいのならば、みんな銭を払はらうべさ～」

　ドームを作るなら、球場にしていただきたいものだ、もったいない、と舞子がよくわからない理由で怒おこっている。いきなりの英里子との縁談話には怒らないのか？

「うむ。会長は俠きよう者しやだ、水城くん。君がハーレムを築いても怒らないだろう。むしろ、どんどん行け、次世代の後継者候補を産ませて増やせと推すい奨しようしてくる御ご仁じんだ」

「おう。横浜の港こう湾わんヤクザ対神戸広島任にん俠きよう連合の潰つぶし合いは避さけるべきじゃけえ。あの爺さまは、どう見ても裏世界とつながっちょるけえ」

「……本屋敷家、舞子家、あと一人。奥さんを三人迎えての『水城さん三分』でなんとか均きん衡こうを実現できる、ということでしょうか？」

　マリーちゃん。その「あと一人」というなにげない選別発言が、雪乃と那波を傷つけて仁義なき戦いを誘ゆう発はつするんだぞ。そういうところだぞ。

「あたしたちは怒ってるよーっ！　なんなのさ、アニキ？　天下の人じん倫りんは地に落ちたよっ！　元の世界に戻もどってきたのにこの状じよう況きようって、もう無茶苦茶じゃね？　どうやって収拾つけるのさっ？」

「……これほど無茶苦茶になれば、実の兄妹が結ばれてもなにもおかしくありませんね、兄さん！　袁帝グループを継ついで横浜にハーレムを築きましょう！　山やま下した埠ふ頭とうにカジノも建設されますし！　中華街でシウマイをいただき、ハマスタで野球観戦、山下公園を散歩して止めはカジノという夢の横浜生活！　カジノ……カジノ……ああっ！　しばらくガチャを回していないので、ギャンブルへの禁断症しよう状じようが……はあ、はあ……わ、わ、私も東京を捨てて横浜に戻りますっ！　兄さんの愛人一号として！」

「ゆきのん、頭おかしいよ！　ここは真世界じゃないんだからーっ！」

「ふ、ふ、ふ。ななちゃん？　もう、転校の手続きは済ませましたからっ！　これからは、三兄妹一いつ緒しよに学校に通えますよ！」

　えっ？　そうなのか、雪乃？　まあ、母さん同士がツーカーのママ友になってるからな。東京から横浜ならば、電車通学も簡単だし。

「ふ、ふう～ん。ま、まあ、それはいいんだけどさ～。アニキ、これからどうなっちゃうのかなあ～。あたしたち、キスまで交わしたのにさあ～。告白も済ませたしぃ。あたし、アニキに拒きよ否ひられてないよね？　あ、アニキのいちばんは、あ、あたしだよね？（小声）」

　お、おう……だ、だが今それを口にすればこの場が地じ獄ごくになるのだぞ、那波。

　案ずるな。ドンと構えて待つがいい。この問題は、俺がいずれ解決する。うむ。

　だが、真世界で互たがいに生死を賭かけて庇かばい合い共きよう闘とうしてきた絆きずなというものは、元の世界に戻っても消えたりしないものらしい。

　ここまで男女関係が混こん沌とんとしてしまった以上、本命以外を全員お断りする「統一」路線は不可能。いろいろ怖こわい筋が絡からみ合っているだけに、比ひ喩ゆでなく血の雨が降る。

　ということは──孔明が言っていた「天下三嫁の計」が、結局は平和的な均衡をもたらす道なのだろうか？

　あ。そういえば、ナマモノの手乗り彭ほう侯こうを部屋に置いてきてしまった。明日は外に出してやらないと、でちでち騒さわがれるな。

「もう～。会長の乱入でめちゃくちゃになったけれど、横浜オフ会はまたやるからね！　次回はヨーロッパ組も参加するから！　その時までにはこの乱れに乱れた状況を解決する策を考えておきなさいよ、秀一！」

　嫁を複数取るとか言うからおかしくなるのだ、怜香。

　そうだ、「全員俺の妹」ということでどうだろう。

　なにしろ、「妹はすべてに優先する」のだからな──。




　　　　※




　朝の登校。

　懐なつかしい日常生活に、俺と那波は帰ってきた。

　横浜駅西口の高島屋前で、真っ新な制服に身を包んだ「転校生」雪乃と合流し、横浜名物とでも言うべき急な坂道を登りながら丘おかの上の高校へと向かうのだ。

「ゆきの～ん！　ホントに転校したんだねー、おめでとーっ！　アニキを狙ねらう不ふ逞てい浪ろう士しどもを姉妹しまい仲良く斬奸しようねっ！　姉妹協定を締てい結けつしようよ！」

「ななちゃ～ん！　またまたまたしても駅の構造が変わっていて迷子になりかけましたが、なんとか西口に辿たどり着けましたっ！　これ、東京名物の『ひよ子』です！　新たなクラスメイトの皆みなさんに、どうぞ！」

「アニキ、早く早く～！　なにスマホいじってんのさ～？　あんまりガチャ回しちゃダメだよ？　お金持ちのお嬢じようさまだからって、麋び竺じくちゃん、じゃなかった、サチちゃんから迂う闊かつにお金を借りると、後が怖いよ？」

「ふふ。歩きスマホは校則違い反はんですよ、兄さん。さ、さ、雪乃がエスコートいたしましょう！」

「すまん。由莉から執しつ拗ようにLINEが来ていて……既き読どくのまま放置しておくと、メンタルに大ダメージを喰くらうらしくて。あいつ、俺と繫つながっていないと安心できなくなったらしいんだ」

「なあ～にい～!?　あんにゃろ、夢女子だとかなんとか言いながらアニキの『真の仲間』面づらし続けやがってえ～！　あーでも長ちよう坂はんで助けられたから、あんまり強く言えないな～」

「問題ありません、ななちゃん。仲間よりも妻よりも、『妹』こそが兄さんにとっては最上位ですから！　……ですよね？　兄さん？」

「でも、ゆきのん。アニキももうすぐ高校卒業だよ？　袁帝グループの幹部候補待たい遇ぐうを満たすべく大学に進学するとしてー、その頃ころまでには誰だれかを奥さんに選ばなくちゃ！」

「わかっていますとも、ななちゃん！　正妻はこの雪乃ですよね、兄さん？　母さんたちも今は異世界の常識に囚とらわれて戸と惑まどっていますが、必ずや雪乃が関羽パワーで洗脳してご覧に入れます！　血の繫がった兄妹婚こんこそが至高にして究極なのだと！」

　あ。目がグルグル回っている。雪乃の自己洗脳を解くには、もう少し時間がかかりそうだ。真世界で磨みがきがかかってしまったからなあ。俺のほうまで「それがいちばんだよな！」とうっかり同意しそうになるのが恐おそろしい。もう離はなれ離ばなれになることはないんだから、そのうち落ち着いて良い子に戻ってくれると思うが。

「だからあ、それは無理なんだってばー。あ、あ、あたしなら、問題ないかなあ？　って、アニキ？　このままいつまでも決められずに引き延ばすつもりじゃないでしょーねっ？　あたしと入れ替かわってあたしの身体からだを弄もてあそんでおきながら～、そんなのダメえええええ～！」

「も、モチロンダトモ那波。はっはっは……おーい。太た一いち！　薰かおる！　一緒に行こうぜ～！」

　前を歩くは、横浜以来の爛ただれた仲間ども。

　こういう時は全力ダッシュして野や郎ろう仲間に交ざってしまうのがいちばんの「護身」なのだっ！

　つまり──逃にげるんだよおおおーっ！

「おおっ？　雪乃ちゃんが、わが校の制服姿にっ？　もしかして転校っ？　スッゲーッ！　はっ、まさか真世界で泥どろ棒ぼうとして大活かつ躍やくした俺を追いかけてきた？　参ったなあ～。馬ば超ちようにはなれなかったけどよお、やっぱり最後は俺だよ俺、俺！　あ、そういえばあのおっかねえイケメンの馬超さん、どこの世界に帰ったんだっけ？」

　元・陶とう謙けんこと、唐から澤さわ太一。

「うう……長い孫そん乾けん暮らしのせいか、なんだか男子学生服姿に違い和わ感かんが……亜あ紀きさんのお店で、とうとう女装バーテンダーデビューしちゃったし……僕、女の子の制服を着て登校してみたいなあ……し、秀一くん。一緒に校長先生のもとに押しかけて談判してもらえませんか？　男子生徒の女子制服着用を許可してくださあい、と！」

　元・孫乾こと、正まさ岡おか薰。すっかり男の娘こメンタルになってしまっている──困ったものだ。こいつは──ンッン～、最高にかわいいではないか！　自分を巡めぐるアメドラもかくやの女の子たちのドロドロ劇に食傷気味の俺は、もしかしたら新たなチャクラを開こうとしているのかもしれない。

「こらっ妹から逃げるなーっ！　妹よりも男の娘がいいっての？　信じられない！」

　と、那波が追いかけてくる。

　その背後に、「み、皆さん、今日からお世話になります」と優等生モードの雪乃。

「いやあ～雪乃ちゃんは武将姿も制服姿も綺き麗れいだねえ。俺と結けつ婚こんして!?　俺、俺！」

「ふふっ。お断りします」

　うーむ。まるで成長していない……！　太一に彼女ができる日は来るのだろうか。自力でフラグを立てるのはこりゃ無理だな。出会い系サイトに登録しておいてやろう。

　いつもの爛れた横浜メンバーに、数年ぶりに帰ってきたわが双ふた子ごの妹・雪乃が加わって、今朝も横浜は日本晴れなのであった。いやあ、坂道はきついけれど浜はま風かぜが心地好いいぜ。これ、これ。広大な大陸では「浜風」って味わえなかったからなあ。

　おっ。

「義陽ではないか。風か邪ぜは治ったのか？　お互いにすれ違ちがい続きで、なんだか久しぶりの再会だな、フハハハハ！」

　俺と那波が暮らしている同じタワーマンションのお隣となりさん（厳密には隣りん室しつではないが）。相良家の一人ひとり娘、相良義陽を通学路に発見した。いつも俺と那波が兄妹仲良くケンカしている姿を微笑ほほえみながら眺ながめている、ちょっとだけ不思議系の女の子だ。よほどの筺はこ入り娘なのか、物もの憂うげでお上品な顔立ちも表情も話し方もどことなく貴族っぽい。すごく美人なのだけれど、浮うき世よ離ばなれした貴族オーラが強すぎて昨今の男子学生のほうが遠えん慮りよしてしまうという。同じお嬢さま系でも、活発で人好きな英里子とは真逆のタイプだ。

　……そのはずなのだが、今日の義陽はまたいつもより物憂げだな。

「なにかあったのか、義陽？　悩なやみ事ごとでもあるのか？　そんな時は友を頼たよれ！　この俺に任せておけ、フハハハハ！」

「水城秀一か。なんでもない。最近、またなにか重要な記き憶おくを忘れてしまったような気がして。それがどんな記憶だったか、どうしても思いだせないのだ──」

「おいおい。『また』なのか？　以前にも、『記憶を失った気がする』と戸と惑まどっていたことがあったよな？　二度も同じ経験を？」

「……そうだ。この数日、病院で検査をしてもらっていた。しかしなにも異状はなかった。担当医師によれば、文字通りの『気のせい』だろう、と。それが診しん察さつ結果だった。骨折りだったぞ」

「気のせい、か。存外当たっているのかもな。この科学文明が発達した世界では唯ゆい物ぶつ論が信しん奉ぽうされているが、世界は『気』から構成されている。考えるな、感じるのぢゃ。さすればいつかは『気』を感知できるぞえ。俺の師し匠しようの言葉だ」

　この時。

　俺がぶら下げていたカバンの中から、ナマモノが奇き妙みような呪じゆ文もんを詠えい唱しようする声が漏もれてきた──おいおい、手乗り彭侯!?　なんだっ？　お前、いきなりこの日常の場面でなにをっ？

　慌あわてて、カバンの中から手乗り彭侯をひっつかんで「ヘンなことするなよ？」と説教しようとした──が、この時。

　俺は、自分の掌てのひらの上にちょこんと座っている手乗り彭侯のその目を見て、声にならない衝しよう撃げきを受けていた。

　なぜならば。

「──やれやれ、二つの宇宙を行き交い無限の人生を生きてきたにもかかわらず愚ぐ物ぶつだな、水城秀一。記憶とは、目の前の現実との整合性を守るために改かい竄ざんされ封ふう印いんされるあやふやなものにすぎない。さて、君と相良義陽の封ふうじられた記憶を解除する呪じゆ文もんは唱え終えた。諸君はこれで思いだしたか、サガラヨシハルを？」

　サガラヨシハル──相良義陽──相良良よし晴はる──！

　あ、ああ……!?

　そうだ！　義陽はかつて、男だった！　読みは同じだが、名前は「良晴」！

　なにがどうなっている？　わからない。なにもかもがわからない。

「……ほんとうに、孔明……？　孔明なのか？　噓うそだろう？」

「普ふ段だんはちび彭侯だ。今は、私がこの彭侯に憑ひよう依いしている。異なる宇宙の間であろうが、彭侯を通じ『気』を用いて通信できる。私は天下の奇き才さいだぞ。これくらいは朝飯前だ──」

「……孔明……孔明！」

「こら。頰ほおずりするな。握にぎるな。潰つぶれる、潰れる！　彭侯は脆もろいのだぞ、丁てい寧ねいに扱あつかえ！」

「って、お前。結局こっちの世界に来てるじゃねえかよ！　別べつ離りの涙なみだを返せっ！」

「違ちがうっ！　アバターだ、本人ではない！　本体は真世界にいるぞ！」

「そもそも、なぜ俺に孔明彭侯の扶ふ養よう義務が？」

「契けい約やくの際に魂たましいを売っただろう？　これが対価だ。彭侯一匹ぴき飼うくらい安いものだぞ」

「ま、待ってくれ、水城秀一。そうだ。私は……私は……『相良良晴』という人をずっとずっと待っていたような。ぼんやりと、彼の顔が浮かんでくる……私は一人っ子ではなかった。私には……弟がいて、妹がいて……妙みようだ。ある日、横浜に爆ばく撃げき機が落ちてきて、虎とらの皮を被かぶった女の子が私を護まもりにきて……しかし、そんな事実はないはず!?」

　義陽？

　断片的に思いだしたのか。失われていた記憶を？　お前も、なにかを忘れていたのだな。俺以上に多くの、そしてたいせつな記憶を!?

　いつもいつも、俺と那波がじゃれあっている姿を眺めていた時のお前の寂さみしげな笑みは。

　もしかしたら──かつての自分と「妹」との失われた記憶を無意識のうちにダブらせていたのか？

「水城秀一。君は知っているのか。私よりも事情に通じているのか、その物ものの怪けのような生き物を通じて？　教えてほしい。私はなにを忘れてしまったのだろう？　私には、両親以外にも家族がいたはずなのだ。妹が。弟が。そして、大勢の仲間たちが。それなのに、今もまだ漠ばく然ぜんとしか思いだせない。とても、たいせつなことなのだ。頼たのむ！」

　フッ。

　任せておけ。「写心眼」はもう使えないが、俺にもお前にも、確実に「孔明の詠えい唱しよう」が効いている！　どうやら義陽には強きよう烈れつな記き憶おく封ふう印いんのデバフがかかっているようだが、すでにはがれかけている！　さすが孔明、天下の奇才だぜ！　ならば、あと一押しだ！

　真世界仕込みの俺の「言葉」の力で、完全に記憶を蘇よみがえらせてくれるわーっ！

「フハハハハハハ！　いいとも、わが友・相良義陽よ！　今こそ語ろうではないか、俺と那波と雪乃が真世界に召しよう喚かんされて繰くり広げてきた冒ぼう険けんの数々を──！」

「……真世界……!?」

「ああ。この時代の人間だけじゃなく、なぜか戦国時代からも封神英傑が召喚されていたぞ！　たしかあいつの真名は、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ！」

「……ああ……犬千代……そうだ。私はこの横浜で、彼女と出会っていた……！」

　この瞬しゆん間かん。

　義陽は、白い手で自分の口を押さえていた。

　あの義陽が、泣いている!?

　溢あふれる感情の波を、抑おさえきれない。

　封じられていたすべての「記憶」が、解放されはじめているらしい。

「……では。私の予感は。きっといつか、『天』から誰かたいせつな人が、私を迎むかえに来てくれるという予感は──『実現』するのだな。その方法は、新たな航路は、すでに発見されているのだな？　犬千代は、その航路を用いて私のもとに……う……ううっ……」

　おい、孔明。

　俺にはよくわからんが、お前はとんでもないお土産みやげを義陽に与あたえてくれたらしいな。

　あとで、手乗り彭侯にご褒ほう美びの豚ぶたまんをやろう。崎き陽よう軒けんのシウマイ弁当でもいいぞ。ただし筍たけのこ煮にだけは俺がいただく。

「フハハハハ！　落ち着け義陽。まずは俺さまの話を聞けーい！　『真の三国志妹』の物語をな！　お前自身の記憶と組み合わせれば、すべてが明らかになるだろう！　義陽よ、お前を待っている『天命』もな──！」

「……私は、ほんとうにもういちど会えるのだろうか……弟と。そして、妹と」

「もちろんだーっ！　宇宙が異なろうとも、この真理は永遠にして普ふ遍へん！　『妹は、すべてに優先する』のだああああっ！　さあ、はじめるぞ。俺と妹たちの物語を！」

　一応この俺・二代目劉備玄げん徳とくが真世界で大・大・大活躍したかのように一部脚きやく色しよくさせてもらうぞ！　なに。事実を曲げねば構わんだろう、怜香!?

　物語は、そう、あの夜からはじまる。










　十二月下げ旬じゆん、クリスマス・イブの夜。

　雪が舞まい降る大通りの中へ、妹を乗せたその車は走り去っていった。

　地元の病院ではもうどうしようもなくなっていた妹の重病を治すために。

　生まれつき、病弱な妹だった。いつこの夜空に舞い降る雪のように消えてしまうかもわからない、はかなげな俺の家族だった。黒くろ髪かみが美しい俺の妹は、物静かで、優やさしくて、愛らしかった。

　兄なのに。ただの子供でなにもできない自分が、歯がゆかった。

　それまで、ろくに口をきくこともできなかった。妹と親しくすればするほど、妹を失った時の喪そう失しつ感かんが大きくなりそうで、怖こわかった。兄としての優しい言葉とか妹を励はげます言葉とか、そういう恥はずかしい台詞せりふを吐はくのが酷ひどく照れくさかった。

[image: ]

　だが、いざ妹が去ってしまう時が来て、俺は後こう悔かいした。俺はただ、俺の心を護っていただけだ。俺自身が傷つきたくなかっただけだ。だから、妹と距きよ離りを取ってきたんだ。

　一いち縷るの望みを賭かけ母に付き添そわれ東京の大病院へと転院していく妹へ向かって、俺は自分の足で追いかけながら、叫さけんでいた。中二病乙おつと言われようが、黒歴史になろうが、この先の人生でこの夜の俺の台詞を思いだすたびにゴロゴロと床ゆかの上を転がることになろうが、構わない。

「俺は──いつかきっとお前を護れる兄になる！　必要ならば天才ドクターにだって、世界を救う英えい雄ゆうにだって、俺はなるから！　お前に、約束する──！」




　それは、俺が生まれてはじめて自分を「俺」と呼んだ瞬間だった。








あとがき






　三国志の物語はなにしろ長いので、とりあえず終わるならば赤せき壁へきをクライマックスにしたいと考えていました。しかし横よこ山やま光みつ輝てる先生版のように官かん渡との戦いをカットしてしまうのもあまりにもったいないので、官渡と赤壁の豪ごう華か二連戦ということになりました。分厚くなってすみません。

　官渡から赤壁にかけては、関かん羽うが顔がん良りよう文ぶん醜しゆうを斬きる、関羽千里行、曹そう操そうの官渡での大逆転勝利、孔こう明めい三さん顧この礼れい、趙ちよう雲うん単たん騎き駆がけ、張ちよう飛ひの長ちよう坂はん橋きよう無む双そう、連れん環かんの計と赤壁炎えん上じよう、げえーっ関羽！　と三国志の名シーンがこれでもかとばかりに詰つめ込まれていまして、封ほう神しん英えい傑けつをつとめる秀しゆう一いち、那な波なみ、雪ゆき乃の、由ゆう莉りたちがおなじみの場面を生ききっているところをどうしても描えがきたかったわけです。

　また、許きよ褚ちよとして召しよう喚かんされてコラボしていた……もとい、二つの作品をクロスオーバーしていた前まえ田だ犬いぬ千ち代よを通して、「織お田だ信のぶ奈なの野望 全国版」の最終巻のちょっとだけ先の続きを書かせてもらったことも、作者としてはかなり感無量と言いますか、横よこ浜はまを基点に平安時代と戦国時代と三国志をまたいだ世界の円えん環かんが閉じたと言いますか、割と書ききった感があります。




「織田信奈の野望」をはじめて書いたのが２００９年、完結が２０１９年、そしてこの「真・三国志妹」最終巻が２０２０年刊行ということで、自分は「異世界ライトノベル」全盛期の２０１０年代にたまたまこれらの作品を書かせてもらえたために10年も執しつ筆ぴつを続けられたのだな、と幸運だったことを痛感しています。２００９年当時のライトノベルは学園もの全盛期で、異世界やましてや歴史をテーマにしたジャンルはなかなか書かせてもらえませんでした。そのあと10年でトレンドがひっくり返り、２０１０年代が終わるとともに再び学園ものが流行はやりはじめたということで、こういうものは周期があるんでしょうね。

　もう何度もあちこちで書いたとは思うのですが、主人公を歴史世界に召喚して活かつ躍やくさせるというアイデアは、ヤマグチノボル先生の「ゼロの使い魔ま」からインスパイアされた、というかまあ、そのまんまなのですが、当時は他に類似した設定の作品がなく、失礼にもヤマグチ先生ご本人に「どうか異世界召喚設定をパクらせてくれませんか」と頼たのみ込んで「どうぞ、じゃんじゃんやってください」と笑顔で快かい諾だくいただいたことを覚えています。我ながら、空気を読めないとはこのことです。今思えば、自分だったら「バッカモーン！　キミはなにを言っとるんだ！　喝かつだ喝！」とハリーのように切れていたと思います。どこまでいい人だったんでしょうか。それどころか、「編集者の言いなりにならずに、自分がほんとうに書きたいと心から思っているものを書くようにしましょう」「いったいなにが書きたいのか自分自身にもわからなくなってしまったら、『今書いている作品が自分の遺作なんだ』と覚かく悟ごして書けばいいですよ」「継けい続ぞくするコツは、休日を作らずに毎日仕事を続けることです」と、面白いライトノベルの書き方まで教えていただきました。まあ、三つめの教えは「とてもじゃないですが怠なまけ者の自分には無理です」と震ふるえあがって真ま似ねできませんでしたが、冷静に考えると「葉は隠がくれ」のような凄すさまじいことをヤマグチ先生は笑顔でさらっと仰おつしやっていたわけですね。そこまでの覚悟が自分にはできたのかな……死にたくない、と生き延びるために逃にげ続けてきた人生だったんじゃないかな……と思うと冷や汗あせものですが。

　ともあれ、機会がありましたらスピンオフの学園ラブコメ「織田信奈の学園」を書いてみたいところですね。もともと構想はずいぶん昔からありましたし。読者の皆みなさんから「読みたい」という声せい援えんをいただければ、あるいは、もしかしたら実現できるかもしれません。




　いつものように、をん先生には素晴らしいイラストを頂きました。最終巻ではついに孔明と劉りゆう備び（秀一）がカバーに揃そろって登場です。多数のキャラが登場する大変な作品でしたが、魅み力りよく的なキャラクター達を描いて頂きありがとうございました。担当さんをはじめ、本作品の出版に関わって頂いている皆様にも感謝です。

　そして読者の皆さん、秀一たちの活躍を最後まで見届けて頂き、本当にありがとうございます。次の作品もそう遠くないところでお届けできるよう頑がん張ばりますので、見かけましたら応おう援えんよろしくお願いいたします。
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